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　　　序　章　ある伝説の断片的な記録







　むかしむかし、あるところに小さなブタさんがいました。




　ブタさんは自分の顔かたちはみにくいと考えていて、みんなのわに加わることをこわがっていました。ですがそんなブタさんに人間の少女が手を差し伸べてくれます。

　ベアトリーチェとなのるその少女とは一度は別れてしまいますが、長い月日をへて再会することができました。




　いよいよ大冒険が始まります。少女とはなればなれになっていた間、ブタさんは一人で生きていくすべを覚えていました。その力をくしして、さまざまなかべに体当たりでいどんでいきます。

　ブタさんのしゅうらくをおそった【エルキアド】なる悪い人間達がいました。

　グランズニールで亡なくなった人間のかみのけを元の地球へ戻すため、悪たる自分を思い出した【サキュバス】ツェリカがいました。

　ときにはケンカもするけれど、どうにか丸くおさめていったのです。




　少しずつともだちのわを広げていったブタさんですが、ここで大きなかべに突き当たります。その名は【賢者】。かつて【エルキアド】といっしょにブタさんのしゅうらくをほろぼした張本人。そして何より、ベアトリーチェとひじょうに良く似たその顔かたち。

　あっとうてきな【魔法】の力でブタさんたちをおいつめる【賢者】でしたが、みんなで力を合わせてどうにかこうにかしりぞけます。

【賢者】はブタさんたちの一族といっしょに、【迷めい宮きゆう】の一番おくふかくに眠るかいぶつとたたかうつもりでした。ですがブタさんたちの一族はふしぎな病気にむしばまれ、みちなかばにしてたおれてしまったのです。




【賢者】も長老たちもいなくなった今、かいぶつを止めるものはありません。

　そのかいぶつアビスは、少女の形をしていました。海にうかぶ島の全ては少女を完成させるために存在しました。ゆえに、少女さえ完成してしまえば用をなくし、島でくらす人たちのつごうを考えずそのきのうをていししてしまうつもりでした。

　だれが悪かったのではなかったのかもしれません。それでもブタさんたちはみんなの命を守るため、アビスにいどんでいきます。

　アビスは本物の世界を眺めたいだけでした。ですがアビスが表に出てしまえば、そのじてんで美しい世界はこわれてしまう。結局眺める事ができないのなら、いどむ理由はない。そうさとったかいぶつもまた、みんなを守るために自らの命をたつかくごを決めました。




　全てがおわったあと、アビスはこうかたります。自分がつくり出された理由は、大いなるてきとたたかうため。ベアトリーチェたち地球からやってきたのとはちがう、グランズニールがわのたいりくにいた全ての人々をほろぼした、【冥めい府ふの王】。かの存在をたおすのが目的だったと。




　アビスをたおしてしまったことで、【冥めい府ふの王】を止める存在がいなくなりました。

　大きなおさかなに似た【冥めい府ふ】がグランズニールへのり上げてきます。中からわき出てきたのは、かつて命を失ったオバケのぐんぜい。異世界での命をくらい尽くした【冥めい府ふの王】は、さらに【ゲート】をつうじて地球へとしょくしを伸ばそうとしていました。

　ブタさんやベアトリーチェたちはひっしのていこうをこころみ、逆に【冥めい府ふ】の中へととび込んでいきます。

　島のみんながひへいし、地球へのしんこうが始まってしまうまえに【冥めい府ふの王】をたおしたい。そうねがうブタさんたちですが、あせりがわざわいして、大切な少女たちの命が失われてしまいます。

　ブタさんは大いにかなしみました。ですがやってきた【賢者】はこう言います。次のじだいをつくるほどの力があれば、失われた命を取りもどせるかもしれないと。

　泣いているばあいではありません。ブタさんはベアトリーチェたちを、【賢者】は長老たちを取りもどしたかったのです。

　けっか【冥めい府ふの王】をたおすことには成功しましたが、彼はさいごにこう謎かけをしました。助けられるのは片方だけ。本当に大切な人を取りもどしたければ、もう片方を押しのけるしかないと。

　ブタさんと【賢者】がケンカをはじめます。

　それはおわりのないたたかいのようでしたが、オバケになったベアトリーチェたちは正しいこたえを見つけていました。どちらか片方しかすくえないというのはうそで、本当はみんなを助ける方法があるのだと。




　ベアトリーチェはたたかいをいさめることはできましたが、そのあいだに【冥めい府ふの王】はベアトリーチェたちの体がほぞんされているばしょまで逃げのびていました。あらたな肉体を手に入れようとする【冥めい府ふの王】に【ロイヤルエルフ】のシビュラが立ちふさがります。

　彼女は言います。出なさいヴィヴィアン、と。

【冥めい府ふの王】が今まであやつっていた人魚の少女の体がうごき、ヴィヴィアンは自分のけっちゃくを自分でつける事にせいこうしたのでした。




　こうしていっけんらくちゃく、ベアトリーチェたちも長老たちもすくわれたわけですが、ここでまたしてももんだいがはっせいします。

　ブタさんたちの一族は本来大きなてきとたたかうために力をつけてきましたが、どがすぎたとうそうほんのうによってだれかれかまわずきずつけかねなかったそうなのです。

　自分たちがむいみに他人をきずつける前に、だれかに止めてほしかった。

　なのに【賢者】はぼうそうじょうたいの長老たちをそのままよみがえらせてしまった。




　そして世界はさいだいのききをむかえます。

　本来なら心やさしい、だけどしんかのかていで間違えてしまった。




【イベリコオーク】という名のきょういを。













　　　第一章　その『朱』はもはや災厄







　　　　　１




　神は合計六日間で世界を創り、その次の日に安息を与えた。

　実働日にはいずれも偉大なる作業が行われ、最後の六日目に人間は創られた。







　乾季の到来であった。

　もはやそこに個こ性せい溢あふれる四季はない。きめの細かい少女の柔肌から噴き出す珠たまのような汗さえも蒸発さえてしまいそうなほどの、圧倒的に突き刺さる灼しやく熱ねつの陽ひ射ざしが見渡す限りの世界を埋め尽くしている。

「……、」

　髪留めを使わずに、長い黒髪を直接緩く縛って作ったツインテール。光を弾くような白い肌を覆う真っ赤なパーティドレス。首から下げた、レイピアにも似た形の小さなハードキー。

　その少女は、地上から一段高い位置に走っている高架道路の金属製防音壁に背中を預けて小休止していた。元はと言えば高速道路だったのだが、ひび割れて蜃しん気き楼ろうを漂わせるアスファルトの上を走る自動車は一台もない。中央分離帯に激突し、ひしゃげたまま放置された車が何台か見受けられるところから、この場も『安全』とは限らない事はひしひしと伝わってくるのだが。

　前述の通り、頭上は突き抜けるような青空。

　凄すさまじい直射日光と恵みにならないゲリラ豪雨。乾季と雨季。すっかり二極化された気象現象はどちらも人間にとって優しいものではない。

「ふう……」

　肩に掛けた小さなバッグから取り出した小瓶の水を一口含んで、少女は額の汗を手の甲で拭う。空のペットボトルの使い回しは容器の破損などを招き危険だというのも、早い段階で崩れかけた書店を見つけ、ボロボロになったサバイバル本を手に入れたおかげだった。電子書籍も便利だが、ことこのジャンルについてはアナログな紙に限る。ステンレスの壁から体を離し、改めて歩を進める。さらにしばらく歩くと、銀色の防音壁が途切れていた。ここから先は、腰の高さくらいのコンクリートでできた塀しかない。ドレスの少女は腰を低く落とし、フライパンのように焼けた塀の下を慎重に通っていく。

　途中で足を止め、ツインテールの少女は胸元からスマホを取り出した。

　電源は入れない。そもそも充分な電気がない。

　つるりとしたガラス状の画面そのものを鏡の代わりにし、影の位置にも気を配りながら塀の上へと掲げる。高架道路の向こうに広がる景色が見て取れた。

　ひび割れ、すっかり乾いた泥の海。

　古い日本家屋の土壁と同じ色彩が、地上から三メートル辺りの高さまで景色の全てを埋めていた。道路は車道と歩道の区別もつかず、車の屋根に当たる部分だけが顔を出していた。一般車の他に、てっぺんに砲塔やロケットランチャーを備えた自衛軍のものと思おぼしき特殊車両も見て取れる。地下鉄の出入口の階段も大量の泥が入り込んだまま、強烈な陽ひ射ざしによって固められていた。犬も猫も、カラスもハトも、そして人も。生き物らしい生き物の影は見当たらない。

　ただただ、割れたクッキーのような泥の色彩だけが広がっていた。

　改めて目まの当あたりにした途端、むっとむせ返るような生臭い匂いが少女の鼻をつく。

　ガラスとコンクリートの塊、超高層ビルがいくつも並んでいたが、真まっ直すぐなものは少ない。斜めに傾いたり、途中から折れたりしているものばかりだ。泥は全てを変えた。頑丈な建物なら保つという話でもない。船に加わる造波抵抗と同じで、大きな物体ほど流れる泥から受ける力も増す。そして粘ついた泥の持つ力は滑らかな海水とは訳が違う。地盤そのものが緩んでぬかるむのも手伝い、かえって大きな建物から崩れていく羽目になったのだ。

　赤いドレスの少女はスマホを傾け、遠くを見渡す。

　無数の鉄骨を組み上げた巨大な電波塔さえ、斜めに傾かしいで途中から折れている。




　東とう京きよう、日本の首都。

　いいや、今や世界中がどこでもこんな感じになっているのだ。




「……、」

　だが今さら、赤いドレスの少女はその程度で表情を変えない。

　というより、もっと切迫した命の危機が迫っている。

　真下。

　何もかもが死に絶えた景色の中で、一つだけあったのだ。高架道路の下、束つかの間ま、乾季の到来によって乾いて引き締まった泥の上を、のしのしと歩く大きな影。禍まが々まがしい牙と四、五メートルもの巨体が特徴的な、真紅の体表を腰布一枚で覆った人身豚面だった。

【イベリコオーク】。

　異世界グランズニール、歩いて三日で一周できる程度の小さな島。このわずかな領域に、地球全土と繫つながる無数の【ゲート】が結集していたのだ。暴走した彼らが一斉に地球を目指せば、既存の国境も防衛線も無視していきなり惑星全体へ脅威が撒まき散ちらされる。大聖堂、軍事要塞、秘密結社、そして魔ま法ほう離り殿でん。各おの々おのの国や地域の重要拠点のど真ん中から溢あふれ出だす。

　為なす術すべもなかったのだ。

　いきなり頭を切り落とされ、右往左往の現代戦力が各個駆逐されていくのに時間はかからなかった。実に、わずか二四時間。今こうして乾季と雨季に二極化された泥の世界が広がっているのも、膨大なエネルギーを必要とする【イベリコオーク】達が見境なしに動植物を貪むさぼり喰くっていった結果、肥沃な大地を地盤に押さえつけておく木の根まで奪われていったからだ。

　タガを外した彼らは惑星一つを丸ごと喰くらい尽つくす。

　逆に言えば、歩いて三日で一周できるあの島において他の【亜あ人じん】達たちとの共存のため、いかに彼らが我慢に我慢を重ねてきたのかが窺うかがえるというものだ。

（……イベリコ、オーク……）

　いつでもぶーぶーの隣を歩いてきた少女だが、そんな彼女でさえ眼光がさらに一段鋭く変貌していく。意識して細く長い息を吐き、自分の意志とは無関係に暴れ始める心臓をあやし、冷静さを保つ努力を行う必要があった。

　灼しやく熱ねつの陽ひ射ざしとは無関係に、全身からドッと汗の珠たまが浮かぶ。

　朱あか。

　見慣れたぶーぶーとは体表の色が違う。強大な敵と戦うため自己進化を繰り返してきたものの、途中で破壊の欲求を抑えられなくなった、間違えてしまった者達。朱あかい【イベリコオーク】にはもうまともな言葉は通じない。

　ふごふごと鼻を鳴らす音が断続的に響いていた。わずか数メートル程度の高架道路など、あの筋肉の塊を食い止める落差にならない。ツインテールの少女がこのルートを選んだのは、あくまで地面に余計な足跡や匂いを残さないために過ぎない。朱あかい【イベリコオーク】の五感は、平素のぶーぶーよりもさらに破格だ。一度追跡が始まれば、少女はもちろん彼女が帰る先の避難所まで壊滅の憂うき目めに遭いかねない。

　朱あかの右手には、分厚い金属の塊が握られていた。元は大型ダンプのバンパーだったのだろうか。あんな塊が彼らの膂りよ力りよくを使って振り回されれば、少女の胴体など掠かすっただけでごっそり抉えぐり取とられるだろう。

　真正面から戦って追い払うなど愚の骨頂。

　唯一の利点は、異世界グランズニールからやってきた朱あかい【イベリコオーク】達は、地球の大気組成や自転公転などに不慣れな事くらいだ。少女が異世界では数日しか滞在できないのと同じく、彼らも地球での行動時間に限りがある。

　つまり、ひたすら耐えて時間を味方につける以外に有効打はない。

　ろくに【魔法】も扱えない地球側において、彼我の戦力差は絶対だ。仮に四メートル弱の巨体の接近に気づけた場合は、その時点で特大の幸運である。ちっぽけなプライドなど放り捨て、逃げ隠れて生き残る事だけに注力しなくてはならない。

　少女は待つ。

　少女は待つ。

　少女は待つ。




　パキッ、という小さな音が無音の空間に響き渡った。




　そこから先は、まるで爆発であった。

　ズバンッッッ!!!!!!　と、高架道路の真下で乾いた泥の爆はぜる音が炸さく裂れつする。朱あかい【イベリコオーク】がわずか一跳びで一五メートル以上……学校の校舎よりも高く舞い上がったのだ。赤いドレスの少女は壁かべ際ぎわでうずくまったまま両手で口元を押さえ、渾こん身しんの力で自らの悲鳴を押し殺す。

　すぐ近くの廃ビルだった。

　激しい寒暖の差にやられて、プラスチック製の看板に亀裂でも走ったのだろう。燃料も必要なく無音で電気を作ってくれるはずの、頼みの綱のソーラーパネルが目の前でダメになる瞬間は少女も散々見てきている。

　壁に縦一列で張り付いた看板を腕一本で毟むしり取とり、その太い首を傾かしげ、それからガラスの全部割れた窓の奥へ踏み込んでいく朱あかい【イベリコオーク】を確認し、ようやっとツインテールの少女は長い長い息を吐く。

（やっぱり目撃する機会も多いわね。日本はアメリカや中国と同じく、【ゲート】大国だったのもあるんでしょうけど）

　グランズニールから一斉に渡ってきた朱あか達たちだが、その分布は一様ではない。技術レベルや経済状況などにより、地球側にある【ゲート】の数にもばらつきがあるからだ。御多分に洩もれず、日本は狭い国土に大量の【ゲート】が集中するため、おそらくこの終わってしまった惑星でも最大クラスの脅威にさらされているはずだ。

「……、」

　静かに息を潜め、赤いドレスの少女は静寂の中で物音の有無に集中する。

　去ってしまった朱あかが、不意打ちで戻ってくる気配は……なさそうだ。

　相手が音や匂いに反応するからと言って、安易にあらぬ方向へ小石や弓矢を放つほど彼女は愚かではない。朱あかい【イベリコオーク】はその膂りよ力りよくと共に、聡そう明めいな頭脳でも知られる。一度使った手は学習され、すぐに見破られる。考えなしに脊椎反射の選択を繰り返せば、ただでさえ少ないカードが一層減っていく。

（……相手が上を取った以上、今度はこっちの高架の方が危ないか）

　何かの気き紛まぐれでさっきの朱あかい【イベリコオーク】が高所の窓から顔を出したらその時点で赤いドレスの少女は捕捉され、逃げ切れなくなる。逃亡どころか命乞いのチャンスもなく、大型ダンプのバンパーは速やかに彼女を肉の塊に変えるはずだ。しかしここは高架道路、そうそう都合良く非常階段や出口のスロープもない。赤いドレスの少女は肩に掛けていた小さなバッグの中から束ねて携帯しておいた黒と黄色の工事用ロープを引っ張り出すと、船乗り用の結び方を思い浮かべながら、等間隔に並ぶ街灯の金属ポールに巻き付ける。

　真下に垂らす。

　ロープで難しいのは上りであって、下りについては特殊な技能も必要ない。

「よっと……っ痛つう」

　わずか一〇メートル弱の高さをゆっくり降りたつもりだったが、それだけでも細い指先に灼しやく熱ねつの感覚が走った。やはりレースの手袋で安心せず軍手もつけておくべきだったか。まともな医者にかかる事もできない今は些さ細さいな傷も怖い。匂いについて不安はあるが、バッグの中から小瓶を取り出し、消毒用のアルコールを自分の掌てのひらへ振りかけておく。

　さっきの朱あかい【イベリコオーク】は高架道路より高い位置に移った。

　逆に言えば、高架の下に潜り込めば、大きな屋根が視界を塞いでくれる。聴覚や嗅覚も馬鹿にはできないが、少なくとも自殺行為だけは避けられる。

　それに、乾季の内に地上で調べておきたい事もあった。

　何かの拍子に雨季へ変じてしまえば、今は固まっている『泥』が再び動き出す。まともな人間の足で踏破できるものではないし、よしんば力業で乗り越えたとしても、泥をかき分けた膨大な痕跡を一筆書きで残す羽目になる。朱あかい【イベリコオーク】にどうぞ追跡してくださいと公言するようなものだ。

「さて……」

　足跡一つ、髪の毛一本が致命傷に繫つながりかねない状況だ。

　細心の注意を払って周囲を見回す。木の枝でも何でも良いいからとにかく長い棒が必要だった。流石さすがにかさばるので、小さなバッグにも入っていない。それから少女は乾いた泥にほとんど埋まった作業バンの屋根に着目した。ホルダーで取り付けられたままになっていたステンレスの脚きや立たつを取り外し、両手で槍やりのように構える。

　もちろん朱あかい【イベリコオーク】と戦うため……ではない。

　人間の彼女にもはっきりと分かる異臭があった。影となる高架下は半はん端ぱに水分を含んだ所も残っているので注意して足の踏み場を計算し、一歩一歩ゆっくりと体重を移すイメージで歩を進めていく。

　向かう先には、彼女の背丈と同じくらいの山があった。

　乾いた泥とは明らかに質感が違う。

　それもそのはず、こいつは朱あかい【イベリコオーク】のフンなのだ。

　流石さすがにこれだけは、ぐちゃぐちゃの雨季の中で調べる度胸はない。

「……また匂いが変わってきているわね」

　草食動物と肉食動物のものでは匂いが大きく違う、というのは動物研究において基本中の基本だ。さらに赤いドレスの少女は銀色の脚きや立たつを突き出して、フンの山を軽くつついて押し開く。匂いが一層きつくなるが、ここは我慢。ストッキングやガーゼを使って即席のマスクでも作っておくべきだったと後悔する。中にはいくつか未消化のものが残っていた。何かしらの動物の体毛や、嚙かみ砕くだかれて小さくなった骨や角のような何か。そこで少女は眉をひそめる。骨と角で区別をつけられたのは我ながら僥ぎよう倖こうだった。

（もう鹿まで食べ始めている、か。この分だと人間に届くのも時間の問題ね……）

　だんっ!!　と。

　真上で鈍い音が炸さく裂れつしたのはその時だった。

「っ」

　思わず身をすくめる少女。

　どうやら先ほど廃ビルの途中階に飛び込んだ朱あかい【イベリコオーク】が、窓から飛んで再び戻ってきたらしい。場所はちょうど、高架道路の真上。あのまま残っていたらおしまいだった。緊急時に備え、肩から掛けた小さなバッグの中には鞭むち代がわりの金属メジャーやカセットコンロ用のボンベなども入っているのだが、『彼ら』とは絶対に戦いたくない。ドッドッドッ、と再び暴れ始める心臓を意識しているツインテールの少女がその場で息を潜めていると、もう一度大きな跳躍の音が炸さく裂れつする。どうやらそのまま別の廃ビルへ向かったらしい。

　改めて、目の前の『資料』について考える。

　……そもそも、朱あかい【イベリコオーク】はありとあらゆる動植物と交配し、その長所を組み込んだ子孫を増やす特性が存在する。

　つまり、地球へやってきた彼らは選別をしているのだ。

『捕食』というアクションを通じて、自身が取り込むべき生体を。最初は身じろぎ一つしない植物から捕食行為を仕掛け、単純で原始的な昆虫や節足動物に、やがて爬は虫ちゆう類るい、両生類……そして複雑高度に発達した頭脳を持つ哺乳類にまで。

　その結果、どこまで抵抗されるかを測定している。

　力なき者は貪むさぼり喰くって活動エネルギーに変換し、力ある者と認定すれば容赦なく交配を仕掛けてその特徴を取り込んでいくつもりなのだ。

　悪あく食じき択たく一いつ。

　未いまだに朱あかい【イベリコオーク】が地球側の生命体と交配が成功したという目撃情報はない。だが仮に成功してしまえば、彼らの次の世代は大気組成や自転公転の枷かせを外し、恒久的に地球で活動できる肉体を手に入れる事になる。基本的には数日、念を入れて一週間。無理して戦わなくても耐えれば時間が味方してくれる、という唯一のアドバンテージを人間側が失えば、その時こそ誰にも止められなくなる。地球全土を次世代の朱あかい【イベリコオーク】達が一斉に埋め尽くしていく事だろう。

　もう鹿まで来た。

　人間が選定の標的に選ばれるまで、残るステップは後いくつか。

　カバ、サイ、熊、虎、ライオン……ついこの前までテレビの中で流れていた最強動物決定戦がドレスの少女の脳裏をよぎる。人間を霊長類のてっぺんと分類しているのは人間の基準でしかない。ひょっとしたら猛獣より先に人間である少女達に試練の時が訪れるかもしれない。

　黙ってその時を待てばどうなるか。彼女達は認められて押し倒されるか、認められずに貪むさぼり喰くわれるかだ。

　当然ながら、どちらも受け入れる訳にはいかない。

　正確にリミットを把握し、人類存亡を賭けた反攻作戦を練る必要があった。
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　ドザッッッ!!!!!!　と。

　打って変わっての、殴りかかるような雨であった。二極化のもう片方、雨季のゲリラ豪雨がやってきた。今の今まで動きを止めていた泥が粘り気を取り戻し、地上に存在するものを全てゆっくりと押し流していく。あの中であっても飲み込まれずに我がもの顔で歩き回れるのは、莫ばく大だいな膂りよ力りよくと重量を誇る朱あかい【イベリコオーク】だけだ。

「んーいー……」

　メイド三姉妹の三女、悠はる花かが亀裂の入った鏡の前で変な声を出していた。

　甘い匂いのついた歯磨き粉は使えないが、それでも歯ブラシの存在は大きい。

　赤いドレスの少女はそちらに近づきながら、

「悠はる花か、大丈夫？　心が参ったりはしていない？」

「あっ、お嬢様！　おっお帰りなさいませ!!」

　パッと顔を明るくし、勢い良く振り返る小動物系メイド。

「いつも通りの急な雨でしたけど、大丈夫でしたか？」

「ええ、ギリギリだったけれど。雲の読み方も大分分かってきたわ」

　こちらで待機しているメイド達は長い髪を一〇本くらいピンと張った、即席の湿度計を使って不意打ちの豪雨の気配を測ろうとしているはずだった。ヘリポートにはもっと本格的な気象計もあるはずなのだが、向こうは安定した電力がなければどうにもならない。

　ちなみに彼女達がいるのは魔ま法ほう離り殿でんと同じ六ろつ本ぽん木ぎにある、有名な複合施設、東とう京きようミドルタウン内にある一番大きな棟。こちらも泥による被害は大きいが、周囲を取り囲む美術館や住居棟が潰れて防波堤の役を果たしてくれたため、倒壊だけは免まぬがれている、といった感じだった。

　全力全開の朱あかい【イベリコオーク】相手に安心はできないが、彼女達はその最上階に居を構えていた。地上と最上階を行き来するだけなら、プログラム的に制御されたエレベーターは不要だ。ちょっとしたゴンドラと錘おもり、滑車とワイヤーがあればアナログ技術でも真似まね事ごとはできる。

　思い思いの場所で脱力するように留まっている老ろう若にやく男なん女によは、わずか五〇人前後。

　他県からの通勤通学も含めれば、かつて東とう京きようには毎日一三〇〇万もの人々が行き来していたという。泥と廃ビルの景色の中、一体どれだけの避難所が点在しているかは流石さすがに把握しきれていないが、せめてできるだけ多くあってくれと赤いドレスの少女は願う。

　意外な事に、避難所には疲労や悲壮はあっても、恨みや怒りは薄い。【イベリコオーク】という明確な敵が当たり前の生活を奪ったはずなのだが、『人間ではない事』が功を奏したのか。戦争というよりは災害のように扱われているらしい。イナゴの大群に似た感覚なのだろうか。

　と、そんな少女達に横合いから別の声がかかった。

「おっ、ベアトリーチェ。そっちも戻ってきたか」

「ふ、ふひいー……。ビルズの轟とどろきタワーもひどい有り様でしたよう……」

　タイトスカートのスーツにメガネのアスリート系美女と、ゆるふわ金髪にぐるぐるメガネの巨きよ乳にゆう巫み女こ。異世界グランズニールでも共に活動している連中だ。メガネ牛が潰れそうになっているのは、背中に大きなリュックを背負って両肩にまでそれぞれドラムバッグを下げているからだろう。紐ひもがあっちこっちに絡からまってただでさえ大きな胸がえらい事になっていた。うっすーい（笑）と見比べると、同じメガネにも色々あるのが良く分かる。

　赤いドレスの少女達が身を寄せる東とう京きようミドルタウンも三ケタ単位の店舗を詰め込んだ巨大複合施設なのだが、必要以上に大量の食料品はかえって朱あかい【イベリコオーク】を招きかねない。よって自分から全て外へ出し、囮おとりとして使い倒してしまっていた。

　この辺りは、猛獣の出るジャングルでのキャンプではいくら大事でも食料品をテントの中に抱え込んで眠ってはならない、というセオリーと似通っているかもしれない。

「にしてもフィリニオン、お前は相変わらずほんと運動不足を極めてるよなあ」

「ひいひいはあはあ。な、なら私にも『アレ』使わせてくださいよ……」

「アホかソーラーパネルは割れるわ発電機は騒音撒まき散ちらすから使えないわで電気は限られてんだ。それよりベアトリーチェ、フィールドワークの方はどうだった？」

　赤いドレスの少女は腰に手を当て、メイドの悠はる花かに向けるのとはまた違った調子で、

「後でみんな集めて詳しく話すけど、悪化の一いつ途とね。ちなみにそっちの食糧調達は？」

「ここから三〇〇メートルもない六ろつ本ぽん木ぎビルズは腐臭まみれだ。やっぱ『四日の壁』を超えたのはきつかったな、表に出ているものは何もかも腐っちまう。きちんと塩素消毒した水道水だって汲くみ置おきは数日が限度って話だし、諸もろ々もろの栄養素で満ちた食べ物関係はもっとアシが早い。やっぱ冷蔵庫は偉大だね。電気が切れている中、乾季と雨季の繰り返しで高温多湿の連続だったろ。今後は缶詰以外補給の用を為なさないぞ」

「まだ朱あかは普通にピンピンしているから、やっぱりあと三日四日……合計で一週間は見積もるべき、か。そうそう、レトルトについては？」

「ハチノスツヅリガの幼虫はレジ袋とかの合成樹脂を食べるって話聞いた事ありません？　じーごくーえずうー」

　この劣悪環境で大量発生したのか、どこかの殺虫剤メーカーや衛生研究所から抜け出したのか。ビルズの金持ち連中の事を考えれば、爬は虫ちゆう類るい系けいのペットの餌や昆虫の愛好家の線もありそうだ、と赤いドレスの少女は益体もない事を考える。東とう京きようは意外と色んな生き物がいるものなのだ。

　ちなみにビルの屋上にある貯水タンクの水も以下略である。水道水は基本的に蛇口をひねって使い続け、常に流動を保つ事で清潔にしている。いつまでも一ヵ所に留とどめておけば、やはり錆さびや菌類が混じってきてしまう訳だ。『四日の壁』を超えた今、ありふれた飲み水も小石や砂を詰めた濾ろ過か装そう置ちや、煮しや沸ふつ、塩素などの消毒が個別に必要になってくる。

　普段あまり食べ慣れていないのだろう、赤いドレスの少女はいまいちピンときていない顔で、

「カップ麵やフリーズドライのスープとかいうのも？」

「さては実物見た事ないんですかこやつ。あの手の保存食はちょっと前に移り香の問題が話題になったでしょう。さっきの幼虫の他にも、元々ビニールやプラスチック系の包装容器だって密閉は完全じゃありません。……もうあんまり説明したくないですけど、腐った果物を中心によそのコーナーまでカビや菌のドロドロ侵食が進んでいるんです。あの黒ずみまみれの惨状見たら食欲もなくなりますよう」

　ぐーたらの権ごん化げたる牛がこのげんなりぶりという事はいよいよ切羽詰まってきたらしい。停電の中でひたすら在庫を頼りにしてきたのだからいつかこうなるのは予測がついていたが、正直に言えば早過ぎる、というのが赤いドレスの少女の感想だった。

　傍はたで聞いていたメイドの悠はる花かは青い顔をしながら、

「あっ、あの。お嬢様達は【ゲート】から異世界へ退避する事もできるんですよね？　でしたら私達の事はお気になさらず、向こうでお食事を摂とる選択肢もあるのでは……」

　確かに、赤いドレスの少女達にはそれができる。

　異世界グランズニールは一度に数日の滞在が限度だ。しかし逆に言えば、その数日は朱あかい【イベリコオーク】の脅威にさらされない、安全な衣食住が約束されている。つまり、生活を逆転させれば良いのだ。基本的に両世界の間で物資のやり取りはできないが、食べる側の人間が行き来してしまえば、できる人間ならば食の問題はほぼ解決する。異世界でのびのびと暮らして、限度が来たら危険な地球で体内時計を調節し、またすぐ異世界へ帰る。リスクの最小化を考えるならそれがベターだ。

　ただしこの方法は、メイド三姉妹のような一般人には適用されない。行き来のできない彼女達は、二四時間ぶっ通しで朱あかい【イベリコオーク】の脅威にさらされ続ける羽目になる。

　黒髪をツインテールにした少女は、思わず悠はる花かの小さな頭に掌てのひらを置いていた。

「ひゃっ、お、お嬢様？」

「大丈夫よ。私達は貴女あなたを見捨てたりはしないから」

「えと、でも……」

　うろたえる小動物系メイドに、メガネのコンビも息を吐いて、

「良いいって良いいって気にすんな。それに合理的でもあるんだぞ。何しろ地球全土を取られたら【ゲート】の真正面も常に朱あかがうろつく羽目になる。つまり実質的な通行止めだよ。異世界にいられるのは数日程度だから、戻れなくなれば私達もその時点でお陀だ仏ぶつなんだ。どん詰まりになる前にみんなの力を合わせて問題を解決する。これがベストの展開だ」

「持つ者と持たざる者で線引きしたら、同じ人間サイドで仲間割れが起こりそうですしねえ。大きな困難を越えるにあたって格差ストレスは最大の障壁です。……そんな訳でおチビ達ー。今から季節外れのサンタさんが平等にお菓子の山を配りますよー？」

　言いながら、ゆるふわ金髪にぐるぐるメガネの巫女みこはパンパンに膨らんだバッグを抱えて小さな子供達の方へと向かって行ってしまった。お菓子はハロウィンだろ、オモチャはまだか、オモチャで姉ちゃんにイタズラしてやるわ、と次々ツッコミを投げつつも牛に群がる現金な子供達を少し離れた所から眺め、赤いドレスの少女もゆっくりと目を細めつつも、

「……アルメリナ、ここも潮時かもしれないわ」

「マジかよ。私はこの不安を払ふつ拭しよくして欲しかった側なんだけど」

「六ろつ本ぽん木ぎビルズの腐臭の件。彼らの五感がどれだけ恐ろしいかは分かっているでしょ。三〇〇くらいでは風向き次第ではこっちにも流れてくるわ。朱あかの興味を引いたらこんな場所一発よ」

　高架道路周辺での大跳躍を思い出せば分かる通り、朱あかい【イベリコオーク】はその気になればどこにでも侵攻してくる。それでも少女達が巨大複合ビル・ミドルタウンタワーの最上階に拠点を置いていたのは、日々の生活でどうしても発生してしまう匂いや音を、できるだけ地上から感知されないよう距離を開けたかったからだ。その努力も、よそから籠ろう城じよう先さきの東とう京きようミドルタウンに向けて膨大な腐臭が風に乗って流れてきたらご破算となる。人間にとっては胃袋をひっくり返すような悪臭でも、消化器系が滅法頑丈な彼らにとってはストレートに食欲を刺激するからだ。

　美人のお巡りさんはうんざりした顔で、

「逆に今からビルズの轟とどろきタワーを消毒するって線はどうよ？」

「具体的にどうやって。火を使えばそれはそれで目立つでしょ。どれだけ不良在庫があるかは分からないけれど、ひっそりやるのは現実的ではないわよね？」

　タイトスーツにメガネの美女は舌打ちし、もう一度子供達の方へ目をやった。比較的匂いの少ないクッキーやビスケットの袋を抱えて喜ぶ彼らを見ながら、

「……このビルを押さえるだけでも奇跡だったんだぞ。ミドルタウンタワーが抱えていた食べ物も全部放り出して、それで朱あかどもの気を逸そらして……。今からもう一度、しかもデコイもなく『大移動』だなんて現実的じゃない」

「分かっているわ」

　赤いドレスの少女はそこで言葉を切った。

　子供達にねだられ、頑丈で開けにくい袋を丸い缶詰の蓋のエッジ部分を使って切ってやる。彼らが離れたのを見計らってタイトスカートのスーツにメガネの美女が改めて口を開いた。

「大体、次の候補も見つけていないんだろ。朱あかの有無なんて話じゃない。たとえ乾季を狙って移動を始めたって、闇雲に表を歩き回るだけじゃあ未来はない。不意打ちのゲリラ豪雨にやられて動き出した泥に吞のまれるのがオチだぞ」

「だから論点はそこではないわ。悠はる花か達たちも絶対に見捨てはしない」

　ゆっくりと息を吐いて。

　赤いドレスの少女は決意を告げた。

「フィールドワークの結果も悪化の一いつ途とと言ったでしょ。朱あかはもう鹿を食べていたわ。悪あく食じき択たく一いつ、食しよく餌じになるか交配か。私達人間が試練の時に立たされるまで時間がないの。どっちみち、この辺りがリミットだったのよ」

「おい、それってまさか……」

「だから隠れ潜むのはもうおしまい。……ここから先は、具体的な反攻作戦の話が必要になってくるわ。話を聞く気はあるかしら？」
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　全員若い女性だったというのもある。

　ちょっとお風ふ呂ろ、と伝えれば違和感なく人を遠ざけられるのは僥ぎよう倖こうだった。閉鎖環境で混乱の爆発的拡散は避けたい。まあ非常時なので、青いビニールシートと物もの干ほし竿ざおで作った即席の衝つい立たてくらいの目隠ししかない訳だが。

　メイド三姉妹の次女、密みそ花かは鍋の様子を確認していた。アルコールランプは、佃つくだ煮にの小瓶に消毒用アルコールを入れ、芯の代わりのボロ布を垂らして作ったものだ。蓋を上から置けば縁の所で狭まってくれる。火種はビンに詰めて匂いの拡散を抑えた果物ジュースと電極を組み合わせた即席電池とアルミホイルを組み合わせた手軽な電気ライター。燃料いらずの代表格と言えば摩擦を使った錐きり揉もみだが、マンガと違って現実に木の棒一本で火を熾おこせる人間は極めて稀まれだ。窓辺で虫メガネや水を入れたコップなどを使う案もあるのだが、あれもあれで注意しないと太陽光をキラキラ反射して朱あかの注意を引いてしまう。

　当然、熱湯のままでは使えない。これをバケツの水で割れば準備完了だ。

「うし、お湯はこんなもんかな。お嬢、湯加減は自分で調節頼むわ。アルコールは熱で飛ぶから、バケツの方に入れてくれよ」

「ありがとう」

　お風ふ呂ろという名目だが、バスタブいっぱいに清潔な水道水で作ったお湯を張るほどの余裕はない。せいぜいストッキングで雑に濾こした汲くみ置おきの水へ無臭のうがい薬や消毒用アルコールなどを少量溶かし、濡ぬらした布を使って体を拭いていく辺りが関の山だ。ベアトリーチェ達が身を寄せる東とう京きようミドルタウンや食糧調達のあてにしていた六ろつ本ぽん木ぎビルズには石せつ鹼けんやシャンプーなどの在庫もあるだろうが、市販品はどれもこれも花のような匂いの強い人工香料が混じっているのでダメだ。朱あかい【イベリコオーク】の鼻を誤魔化し切れなくなる。

（動物園の飼育員さんが使うようなシャンプーや石せつ鹼けんがあれば良いのだけれど、車も電車も全滅の今、荒れ地を歩いて多た摩まや上うえ野のまで足を運ぶのは難しいでしょうし……）

　赤いドレスの少女は密みそ花かから小さな布を受け取りながら、

「分かり切っている事から確認するわね。結局、何をどうやったところで朱あかには敵かなわないわ。地球にあるまともな方法ではね。ここまでは共通の認識と考えて良いかしら」

「不本意ながらな」

　今まで国を守るという自負があったためか、タイトスカートのスーツにメガネのお巡りさんは子供のように唇を尖とがらせていた。バチン、バチンと分厚いゴムを千切ったような音が聞こえているのは、彼女がタイトスーツの『内側』の装備を外しているからだろう。

　各国の首脳陣や命令系統がいきなり撃破された前ぜん代だい未み聞もんの混乱下だったとはいえ、高層ビルに突き刺さった戦闘機や雨季で動き出した泥に流されていく装甲車を見れば簡単に分かるだろう。現代兵力では彼らに勝てない。これは単純な腕力の話だけではなかった。スパコンに匹敵する彼らの頭脳は、時としてシェルターのロックや弾道ミサイルの発射コードなど、様々な暗号を暗算で暴いていった。強大な破壊力、堅けん牢ろうな防御力、そういう兵器や拠点も確かにあった。しかし朱あかの手で再ロックされ使われずじまいで終わってしまった切り札、分厚い鉄てつ扉ぴを開放されて使い物にならなくなったシェルター、そうしたケースも少なくなかったのだ。

　そもそも地球と異世界を繫つなぐ【ゲート】は、高度に情報化された【兵へい輝き】の補助がなければ使えないはずなのだ。それを無視して、朱あかい【イベリコオーク】の群れは地球各所の【ゲート】から溢あふれ出だした。彼らは現実として、精密機器の情報処理を自力でこなしている。

　となると、赤いドレスの少女達に残された希望は一つしかなかった。

「……この地球に【魔法】を持ち込む」

　一枚の布を上手に使うには、まず顔の辺りから拭い、両手の先など汚れの少ない場所へ移していくのがポイントだ。逆にいきなり足の裏や局部から始めると後が悲惨になる。

「現代兵力でどうにもならないなら、他の力に頼るしかない。この難題をクリアする以外に活路はないわ」

「簡単に言ってくれますけど、具体的にはどうするんでしたっけ。少なくとも、私達にできる隠し芸ではありませんけど」

　ゆるふわ金髪の巫女みこさんが装束の襟元をはだけ、耳の裏から首回りにかけてを濡ぬれた布で拭ぬぐいながら、そんな風に尋ねてきた。

　彼女達は異世界グランズニールではいずれ劣らぬ【魔法】のエキスパート、【レベル99】を超えたカンスト組だが、こちらの地球側で超常が使える訳ではない。

「例外がある」

　肩口から両手の先へ、続いて剝むき出だしの太ふと股ももから足首に向けて伸ばすように布を走らせてから、背中の方をメイド三姉妹の次女に任せる赤いドレスの少女。こんな即席でもやはりお湯に温められると肌は多少上気するものらしい。

「グルアガッハと契約している魔王ツェリカはこっち側でも【魔法】を使っていたでしょ。あのラインに希望を託すしかないわね。最終兵器のアビスも壊れていなければ頼りにできたかもしれないけど、多くは望めないでしょう」

　厳密にはツェリカは世界と世界をまたいでいるのではなく、異世界側の境目に磁石を押し付けて、裏側（つまり地球側）にある金属クリップを動かすように干渉力だけを通していたのだが、見た目の上では特に変わらない。

　ゆるふわ金髪は自分の大きな胸の下からおへその辺りへ手を這はわせつつ、

「えと、そうなっちゃうとどうしても必要になってくるのは、異世界サイドで炊き出しをしているグルアガッハさんの呼び寄せ、ですか……」

【ゲート】そのものは東とう京きようだけでも無数にある。

　ただし個人個人が扱えるのは【兵へい輝き】の設定登録を終えたものだけ。

　例えば、赤いドレスの少女は同じ六ろつ本ぽん木ぎ、魔ま法ほう離り殿でんの庭園。ゆるふわ金髪の巫女みこは赤あか坂さか、平屋作りである牛うし頭がしら神じん宮ぐうの竜宮の間。タイトスーツにメガネの美女は移動式の作業車だ。そしてその大半はすでに乾いた分厚い泥の下だった。グルアガッハの使う【ゲート】もまた、新しん宿じゆくのお嬢様学校にあったはずだ。校舎の二階より上にあれば泥の問題はなさそうだが……、

「朱あかがひしめく中、今から新しん宿じゆくまで歩いていく訳にはいきませんよね。数キロとはいえ今や地獄の長距離で、しかも夜の間は五感の優れた向こうの独壇場ですし」

「でも、朱あかい連中はスパコン並の頭脳を使って【ゲート】に干渉してるんだろ」

「……色いろ花かにハッキングツールを頼んでおいたわ。内部設定を切り替えて、一番近くにある【ゲート】からグルアガッハを呼び出せるようにすれば良い」

　一見すれば、いくつものハードルを無視してショートカットしている。

　だが全ての障害が消えてなくなった訳ではない。

　タイトスーツの美女はメガネのつるを指でなぞりながら眉をひそめ、

「おい、一番近い【ゲート】は例の六ろつ本ぽん木ぎビルズの轟とどろきタワーだぞ。五二階、要予約の大展望台だ。だとしたらまずい、食糧の腐敗ペースだけは事前の作戦計画になかった。確か、遠からず腐臭に駆られて朱あかい連中が押し寄せてくるんだろ」

「そうよ」

　赤いドレスの少女も静かに頷うなずいた。

　そして言った。

「だから、強行突破になる」

「……、」

「……、」

　さしものカンスト組とて、沈黙せざるを得なかった。

　暴力の化身である朱あかを相手に、真っ向勝負。

　隠れ潜んでやり過ごすのではなく、力と力をぶつけて押し返す。すでに何度も確認し合ったアイデアだ。そのたびに首を横に振ってきた。つまり実働隊の生還率は限りなくゼロに近い。

「六ろつ本ぽん木ぎビルズでも一番大きな轟とどろきタワー、その大展望台まで直接出向いて、【ゲート】の設定情報を組み替えてグルアガッハを呼び出す算段をつける。【ゲート】前での待ち時間はざっと二、三分ってところかしら。……元からある女子校の【ゲート】は誰も管理していないから正面を朱あかい連中が闊かつ歩ぽしているかもしれない。最後の希望が地球へやってきた瞬間に朱あかと鉢合わせして即死、なんて展開だけは絶対に避けたい。だから、私達の手で奪取したビルズの【ゲート】を起点に反攻作戦を始めましょう。屋根を除いて泥に埋まった戦車、ビルに刺さったままの戦闘機。固定の砲台や爆弾としてなら、まだ使える兵器もいくつか残っているはずよ。抵抗はできない訳ではないわ」

「……改めて、壮絶の一言だな。【魔法】がないと朱あかには勝てないって前提なのに、その【魔法】なしで耐えろってのかよ。どんだけ朱あかがいるのか全体像は知らないが、全力で爆音鳴らして戦えば戦うほどあっちこっちから増援が飛んでくる計算だぞ」

「だから、勝つ事は考えないの。莫ばく大だいな火力を使って一定時間【ゲート】から朱あかを引き離す事だけ念頭に置くなら、条件は変わってくるかもしれない」

「ここにきてトドメの台詞せりふが『かもしれない』なんですよね。うへえ……」

　そうは言ったが、ぐるぐるメガネの巫女みこの吐息にはほとんど諦めて重い腰を上げるようなムードがあった。

【魔法】は使えない。地球側ではただの人間と変わらない。それでも彼女達はカンスト組だ。自分達の立てた作戦で決死隊を選ぶとなれば、手を挙げるより他あるまい。その責任からは逃れられない。

　あまりにもあっさりと決まり過ぎて、かえって慌てたのはメイドの密みそ花かの方だった。

「おっ、おいお嬢！　何しんみりしてんだよ、アンタが出るなら私も行くぞっ。というかお嬢じよう達たちはみんな戦略の要なんだから、何も大将が前線に出るこたないでしょ!!」

「ありがとう密みそ花か。だけどこれは私達の仕事よ」

　ドレスの肩かた紐ひもを外して背中を大きく見せる少女はそんな風に笑っていた。

　事は地球と異世界、両方の材料を駆使した危険な作戦だ。地球の事情はもちろん、グランズニール側についても肌感覚で分かる者を集めた方が齟そ齬ごは少ない。それにわざわざ人を遠ざけたのも、恐怖の伝染を押さえるためだけでもなかった。一時の感情に流された志願者が殺到するのも防ぎたかったのだ。

【冥めい府ふ】の件から尾を引いているのが、今の朱あかの問題だ。

　だけど同時に、死し者しや蘇そ生せいのプロセスでは少女達も命を救ってもらっている。恩恵を得ている以上、ここから目を背ける訳にはいかない。

　タイトスーツの美女は汗を拭くというよりはほっそりした足全体を揉もみ込こんでむくみを取るような動きをしながら、

「実際問題、ツェリカの実力はどんなもんなんだ？　いや前に東とう京きようを恐怖のどん底に突き落としたのは覚えてるけど、それにしたって単身で朱あかい群れに勝てるのかね。つか、グランズニール側で【魔法】使っての人類ＶＳ朱あかの総力戦に持ち込んだとしても、できるかどうか……」

　ぶーぶーの事を考えれば良い。

　あれ以上の膂りよ力りよくと頭脳、そして破壊の欲求に囚とらわれた最大最強の生命体が、それも群れとして襲いかかってくる。真っ当な神経を持つ者なら、たとえ【魔法】があっても正面切っての殴り合いなんて避けたいところだろう。

　しかし、だ。

「……これもまた、グルアガッハなら活路はあるかもしれないのよね。あの子の【ジョブ】、確か【召しよう喚かん狩人かりゆうど】だったわよね」

「グランズニール側の【亜あ人じん】と契約を結んでその力を矢に込めるとかいう話でしたけど……あれ？」

「朱あかだって異世界生まれの【イベリコオーク】よ。つまりカテゴリは【亜あ人じん】。契約して味方に引き込む事ができたら、最強の敵は最強の友になるかもしれないわ」

「会話不能のあの朱あかにか、ほんとに上手うまくいくのかよ」

　背中の方が終わったので、ツインテールの少女は密みそ花かから受け取った布切れで腋わきを拭い、さらに膝を曲げてその裏へ手を伸ばしながら、

「そこも含めて未知数だからある種の賭けになるんだけど、【ツェリカ】の【スキル】は【誘惑】でしょ。確か以前は【亜あ人じん】側がわの意志を実質無視して、半ば強制的に契約を増やして力を底上げしていったはず。ツェリカと【召しよう喚かん狩人かりゆうど】の組み合わせなら、次から次へと朱あかと強制契約して手中に収められるかもしれない。それが成功すれば、後はもう雪だるま式よね」

「朱あかを倒すほどに力が増すって事か。個人が全体を食い潰していくとはおっかない、マジで現代戦の否定だな……」

「それに、この方法なら朱あかを殺さずに済む。契約して縛り付け、グルアガッハの手でその力を管理してしまう事ができるなら」

　事態が沈静化してから、改めて朱という病気を治す方法をゆっくり考えていけば良い。少女達は【イベリコオーク】から殺されたくはないが、【イベリコオーク】を殺したい訳でもない。彼らの心優しい本質についてはぶーぶーを通じて十分に理解させてもらっていた。

　恐怖でも良いい、怒りでも構わない。

　だが憎しみを糧かてにするな。

「……明らかに異常をきたしている朱あかに、真っ当な精神を揺さぶるツェリカの【誘惑】は有効なのかどうかが最大のハードルになるかしら。こればっかりはサンプルがないから、ぶっつけ本番でやるしかないわ」

「グルアガッハさんの方が予定通りだとすると……」

「今夜〇時だ。そこで全部決まるぞ」

　逆に言えば、それ以上はこちらが保たない。

　夜明けを待つまでに、腐臭に誘われた朱あかが押し寄せる。




　　　　　４




　騒音を撒まき散ちらす発電機も、寒暖の差にやられるソーラーパネルも使えない。つまり安定した電源がないので、今はもう時間を知る事さえ困難になった。原始的な日時計も使えない夜間はなおさらだ。壁掛け時計などは乾電池で動いていたが、もっと別の作業で使うため全部取り外してしまっている。ビンに詰めた果物ジュースを使った簡易電池はものによってボルトやアンペアがバラバラなので、家電関係には組み込めない。

　前述の果物ジュース電池とアルミホイルがあれば火を熾おこす事もできるし、火酒のビンでだって簡易ランプは作れるが、日没後は灯火制限を設けていた。誰が言い出したルールでもない、朱あかい【イベリコオーク】の五感を少しでも恐れる心があれば当然の行動である。

　なので、

（……スマホ全盛の今の世の中、自動巻きの腕時計なんておっさんの趣味の一品だって思ってたんだけどなあ）

　砕けた窓から差し込む微かすかな月明かりを頼りに、タイトスーツの美女は文字盤の針を眺めて苦笑していた。もちろん文字盤に夜光塗料なんぞ使っていたら即死である。

　辺りには寝袋の列が並んでいた。規則的で、いっそ不気味なほどに。死体袋の山でも連想させるが、物言わぬ死者は湿気対策などに腐心しない。じっとりしたコンクリートを嫌って木製のすのこなどを下に敷いているのが、何とも生きる人間の匂いがする有り様だった。

　メガネの美女は無防備に眠る彼らへ目をやって唇でそっと笑みの形を作り、そしてモードを切り替えるように暗闇へ向けて囁ささやく。

「（……時間だベアトリーチェ、フィリニオン。今なら乾季だから外を出歩ける。このチャンスを活いかしてすぐそこにあるビルズに向かおう。私達でグルアガッハを迎える準備を進めるんだ）」

　こそっ、と闇の奥で衣きぬ擦すれにも似た身じろぎの音が複数あった。

　ライター一つ使えない月明かりの下では、うっかり寝袋やすのこの簡易ベッドを踏んづけてしまわないよう気を配るのも一苦労だ。

　合流した三人は静かに頷うなずき合あった。

　ここから反攻作戦を始める。朱あかい【イベリコオーク】達との戦いを始める。

　それでいて絶望的な総力戦などには持ち込まない。勇気ある志願者達を矢面に立たせて血の海に沈める訳にはいかないし、朱あかの面々もぶーぶーと同じ【イベリコオーク】だ。この星はメチャクチャにされたけど、それでも憎しみをぶつけるような戦いにはしたくない。

「（戦車、装甲車、攻撃ヘリ、戦闘機……。固定の砲台や爆弾に使えそうな擱かく座ざ機き、墜落機の配置は頭に叩たたき込こんでいるわよね？　私達の生命線になるわよ）」

「（前の雨季でどこまでズレが生じたかが未知数だけどな。ま、とにかく安全にグルアガッハが出てくるまで気張ろうぜ）」

「（ああもうこういう戦闘種族のノリは私の領分じゃないんですけどねえ……）」

　タイトスカートのスーツにメガネの美女は足元に置いていた合成繊維のバッグを拾い上げると、赤いドレスの少女とゆるふわ金髪の巫女みこにそれぞれ押し付けながら、

「（暗闇の中だと着替えは難しいかもしれないけど、装備解禁だ。みんな自分の暮らしを我慢してまで電気を譲ってくれたんだから無駄にするなよ）」

「（分かっているけど、どうやって着るのこれ？）」

　少女が眉をひそめると、おもむろにメガネの美女が自分のタイトスカートのスーツに手を掛けた。ブラウスのボタンを外し、腰の横のファスナーを下ろすと、月明かりに浮かび上がったのは下着姿……とは違う。

　全身の筋肉に沿って張り巡らされた、分厚いテープのようなものが巻き付いていた。モーターや人工筋肉で着用者の膂りよ力りよくを倍増させる、運動補助スーツだ。

　彼女は両手を水平に上げ、その場でゆっくり回りながら、

「（見て覚えろ、私は着付け教室の先生じゃねえんだ）」

「（うええっ、誰も目を覚ましませんように……）」

　ぐるぐるメガネの巫女みこさんがやや顔を赤らめながらも、同じように巫み女こ装しよう束ぞくの襟元に手を掛けていく。暗闇の中で就寝中とはいえ、これだけの人がいる中で下着まで外さなくてはならない訳だ。

　赤いドレスの少女も見よう見まねで柔肌にガムテープ状の特殊繊維を張り付け、バッテリーに付ける電極クリップのような形のジョイントを繫つなげていく。バチン、バチンと硬い音が鳴るたびに、まるで拘束衣やラバースーツで全身を締め上げられているようなきつい圧迫が襲いかかってきた。……何故着心地を知っているのかは謎である。

「（んっ。これほんとに長期着用を想定した軍用品なの？）」

「（正確にはその試作品だ。設計者が変態じゃない限りは今後改善されるだろうさ）」

　アルメリナは異世界グランズニールでも物理攻撃に特化した方向に伸びていた。現実世界に戦術のノウハウ、つまり鈍器の振り回し方を持ち帰り、現代技術で再現するのが容易な分野である。このスーツも恩恵の一つであった。

「（ツェリカ戦でも力負けする程度の出来だ。まさか力業で朱あかい群れに勝てるとは思わないが、少なくとも何もないよりゃマシだろ）」

「（ひっ、ひええ！　ちょちょちょこれでほんとにジョイント合ってますかね？）」

「「（でもって牛のわがままボディはどうして何を着せてもエロ水着っぽくなるんだ）」」

　二人掛かりで色々食い込みを直してやりながら、どうにかして準備を完了させていく。いったん運動補助スーツを装備してしまえば、上に何を重ね着しても問題ない。彼女達は改めて、元のパーティドレスや巫み女こ装しよう束ぞくを着込んでいく。

「（私の使用データと同期させて操作性を引き継がせるぞ。一からアジャストしていたんじゃ時間がかかり過ぎる）」

　タイトスカートのスーツにメガネの美女だけ日頃から運動補助スーツを着込んでいたのは、時計の針を合わせるようなものだったのだ。

　準備が終わればいよいよ出発だ。

　一応、メイド三姉妹が髪を利用して作った湿度計に目をやってから、少女達は荷物を摑つかむ。赤いドレスの少女は肩に掛けた小さなバッグ、ゆるふわ金髪の巫女みこは欲張りそうな大容量ドラムバッグ、タイトスカートのスーツにメガネの美女は実用重視の登山リュック。それぞれ自分で見繕った武器やサバイバルグッズの詰め合わせだ。普段なら子供の秘密基地感覚の遊びにしかならないだろうが、今となってはまさしく生命線となる装備である。

　暗がりの中で迂う闊かつに踏まないよう気をつけながら、寝袋やすのこを組み合わせた簡易ベッドの列の間をそろりそろりと潜くぐり抜ぬけていく。すうすうと寝息を立てる人達を起こすつもりはない。大切に想おもうからこそ、巻き込まない。リスクの高い戦いにはそんな選択肢もある。

　電気を使わない、滑車と錘おもりの原始的なアナログエレベーターの前まで来た時だった。

　メイド三姉妹の長女、メガネに泣きぼくろの色いろ花かが待っていた。

「……嬢、それに皆様。こちらのタブレットがご所望のハッキングツールよ。全員に渡しておくわね。中身については特に何も操作しなくても、【ゲート】の機材に有線で繫つなげれば勝手にプログラムコードが走る仕様にしておいたわ。【ゲート】側に電源がなくとも、ケーブルを通してこちらの大容量バッテリーが一時的に電力供給する仕組みよ」

「ありがとう色いろ花か」

　何か言いたげではあるが、メイドは弁わきまえているので口を開かない。

　情報処理のスペシャリストである他にも、こういう性格も『秘密』を共有する相手として選ぶ一助となった。これが悠はる花かや密みそ花かだと引き止めるため大騒ぎになってしまう。それどころか、出撃を阻はばむため頼んでいた仕事をこっそり拒否する、という手に出られる可能性もある。

　色いろ花かならそんな真似まねはしない。自分の仕事によって大切な主人を窮地に立たせるかもしれないと思っても、それでも任されたタスクをきちんとこなしてくれる。

　メイド三姉妹の長女はゆっくりと頭を下げる。

　唇のわななきを表に出さないよう渾こん身しんの力を込め、彼女は完璧な声色でこう告げた。

「行ってらっしゃいませ」

「ええ」

　従順なメイドに送り出され、三人は清掃用ゴンドラを改造したエレベーターに乗り込み、地獄と化した地上を目指す。

　わずかな待ち時間の中、ぐるぐるメガネがタイトスカートの脇腹を肘で軽くつついた。

「（……いざとなったら、ベアトリーチェだけでも確実に逃がさないといけませんね）」

「（……いちいち確認するような事かそれ？　あいつ一番年下だろ）」

「全部聞こえているわよ。それに気を配る必要もないわ」

　流れ込んだ泥の量によって流動的ではあるのだが、ゴンドラが地上階へと到着した。本来なら一階から三階までは吹き抜け状だったのだろうが、今はもうここが『地上』だ。赤いドレスの少女達は暗がりの中を小走りで進み、ガラスの砕けた窓から表へ飛び出す。

　死の世界へようこそ。

　もう一つのランドマーク、六ろつ本ぽん木ぎビルズまでわずか三〇〇メートル足らずだが、どこから朱あかい巨体が飛び出してくるかは分からない。地上で見つかったら最後、逃げ切るのは難しい。三人娘は夜の闇が持つ根源的な恐怖に全身の神経を炙あぶられながら、乾季で乾いた泥の上を慎重に進み、間にあった六ろつ本ぽん木ぎ駅えきの横を抜け、誰もいなくなった麻あざ布ぶの警察署を見上げて、じりじりとビルズを目指す。

　もはや当然のように、途中で人間と遭遇する事などもなかった。

「駅にもいない、警察署にもいない。一体他の連中はどこに避難したんだか……」

　その警察署から諸もろ々もろの装備を拝借しているであろうタイトスカートの美女が口の中で呟つぶやいていた。泥に吞のまれたり、朱あかに襲われた可能性もあるにはあるが、それでも否定したいのだろう。

「ひい、はあ。や、やっぱり堪えますねえ。未舗装の乾いた泥の上は」

「それにしたって疲れるのが早過ぎよフィリニオン。それから地下鉄出口に注意。私達が大量の食料品を投げ込んで朱あかを誘導するために使ったスポットよ」

　轟とどろきタワーの威容は最初から見えているのに、到着までがひどく長い。

　まるで灼しやく熱ねつの砂漠で、奥へ奥へと逃げていくオアシスの蜃しん気き楼ろうを追い駆けているような疲労感が短期間の内に少女達を蝕むしばんでいく。

「そろそろね……」

「ああ」

　一線を越えた。

　赤いドレスの少女達の足が、いよいよ広大な六ろつ本ぽん木ぎビルズの敷しき地ちへ踏み入ったのだ。

　タイトスカートのスーツを着た美女があちこちを指差しながら、

「チェック。そっちに戦車、離れたトコに装甲車が二台埋まってるぞ。本丸の轟とどろきタワーを直接狙える位置取りだ」

「……思ったよりビルズ側から腐臭混じりの風が流れてきていないわね。ゲリラ豪雨のおかげで空気が洗い流されたのかしら」

　だとすれば、乾季に入って地面が固まった今は危ないという事にもなる。腐臭混じりの風の流れによっては、匂いに誘われた朱あかい【イベリコオーク】達が一斉に移動する可能性もあり得る。いつメイド三姉妹らが身を寄せる東とう京きようミドルタウンが巻き込まれるか分かったものではない。

「なあベアトリーチェ、ビルズの腐臭より匂いの強いものをばら撒まいて誤魔化せないかな。セレブ様に愛されてるチーズとか花の匂いのトイレットペーパーとか、とにかく色々あるだろ」

「単に匂いの強弱だけの話ではないわ。彼らは正確に腐臭や生活臭を選別する。空港の麻薬探知犬はビニールパッケージの外側をニッチな嗜し好こうのチーズで塗り固めたくらいじゃ誤魔化されないでしょ。あれ以上よ」

「んー……？」

　と、ぐるぐるメガネが真上を見上げて子供っぽい呻うめきを発していた。

　太陽もないのに、わざわざ片手でひさしまで作って眺めているのは、六ろつ本ぽん木ぎビルズ敷しき地ち内ないでも一ひと際きわ大きな複合ビル、轟とどろきタワーだ。名前だけなら北は北ほつ海かい道どうから南は沖おき縄なわどころか地球の裏側にまで響いているかもしれない。

　目標となる【ゲート】は五二階にある大展望台。

　月明かりの下。砕けた窓の辺りで、何か巨大な影がふらりと揺れた。

「……えと、どうしましょう。周りに腐臭が拡散しなかった分だけ、すでに【イベリコオーク】の皆さんが轟とどろきタワーの中に大集合してるっぽいんですけど」

　当然、内部が巣そう窟くつと化している状態ではこちらも侵入できない。開けた屋外で遭遇するだけでも命懸けなのだ。様々な遮蔽物で死角も多いビルの中、一千メートルの巨竜を叩き伏せる怪物達といつ鉢合わせになるか分からない状況で強行突破を試みれば何が待っているかは明白である。

　となれば、使える手は一つしかない。

「彼らを表に引きずり出しましょう」

　赤いドレスの少女は冷酷に告げる。

　今は相手がぶーぶーと同じ【イベリコオーク】である事を気にしている場合ではない。【召しよう喚かん狩人かりゆうど】グルアガッハを起点にした反攻作戦が成功すれば、彼らを殺さずに抑え込める。そこに全力を注ぐ他ない。

「私が一発目を担当するわ。フィリニオン、アルメリナ。二人は泥に埋まった適当な『固定砲台』から十字砲火の位置をキープ。砲撃音に気づいて突っかかってきた朱あかい連中を確実に攻撃して」

「おい最年少お嬢ちゃんっ、囮おとりなら私だろ!?　運動補助スーツは元々ウチの部署に貸与された備品だぞ、私が一番扱い慣れてるっ」

「最も強力な切り札を囮おとりなんかに使ってどうするの？　ほら行動開始」

　言いながら、すでに赤いドレスの少女は動き出していた。内側に着込んだスーツの恩恵だろう。乾いた泥から中ちゆう途と半はん端ぱに砲塔だけ出した戦車に一跳びで飛び移ると、ハッチを開けて中に飛び込んでしまう。

「ああもうっ」

「やるしかないか。フィリニオン、お前は北だ。私は西の装甲車。戦闘が始まったらどうせ全弾撃ち尽くす暇なんかないぞ。砲弾は辺りにばら撒まいておいて、ＩＥＤの地雷原を作っておけよ」

「ごめんなさい女子大生のお姉さんにはもう泥臭い迷彩カラーの専門用語がいくつか理解しかねる状況なんですが。とにかくチャンスのある人からメイドさんのタブレット持って轟とどろきタワーに突入って方針で良いいんですよねっ？」

　言い合いつつ、彼女達も乾いた泥の上を走って数百メートル離れた場所にある鉄くずへ向かっていく。その間にも、赤いドレスの少女は車内に残っていた残弾の内、成形炸薬弾を選んでひょいひょいと持ち上げ、戦車の周囲へ放り投げていた。もちろんワナにも作法はあるだろう。本当にＩＥＤとして使う場合は泥に竪たて穴あなを掘って先端を上に向けておいた方が効果的なのだろうが、あまり作業に時間をかけてもいられない。ある程度散布を済ませると、再びハッチの中へと引っ込んでいく。

　内部に残っていた、ヘッドフォンに似た耳当てを頭につける。

　大抵の戦車は三から五人程度で動かすものだが、彼女が腰掛けたのは砲手の椅子だ。まだバッテリーは生きているようで、正面にある液晶パネルに人差し指で触れるとシステムが息を吹き返した。何本もレバーのある大型クレーンというよりは、まるで撃ち合いメインのテレビゲームのようだった。

（……フィリニオン、アルメリナも位置についたわね）

　バッテリー駆動で動かせる部分だけなら、派手なエンジンを鳴らす心配はない、とはタイトスカートのスーツを着た美女の言。赤いドレスの少女はおっかなびっくり画面の上下左右の端にある三角形のカーソルを押し続けて砲塔全体を回し、二方向、数百メートル離れた場所にある装甲車の砲口がきちんとこちらに向いているのを確認する。改めて砲塔を動かし、上下の仰角も合わせて、標的に狙いを定めていく。人差し指で画面右斜め下にある砲弾の種類を選び、自動装塡を終える。

　狙いは六ろつ本ぽん木ぎビルズ敷しき地ち内ない轟とどろきタワー、五二階大展望台の窓。

　暗視、熱源、カメラのモードを次々と切り替え、朱あかい【イベリコオーク】の巨体をきちんと確認する。一ひと際きわ大きな影は【賢者】から長老と呼ばれていた個体か。

　覚悟を決めるため、彼女はゆっくりと息を吐いた。

　最後の最後までゲーム感覚だった。

　中央、十字のカーソルを合わせると、巨体の影に指を置いた。




　ッッッドン!!!!!!　と。




　専用の耳当てを装備していても、頭をかち割られるような轟ごう音おんと衝撃に赤いドレスの少女の視界がぐわんと揺れる。おかげで画面越しに着弾の瞬間を見逃した。眩くらむ頭を片手で押さえて改めて確認すると、すでに五二階の窓周辺は灰色の粉ふん塵じんで埋まっていた。これでは成否を判断できない。少女はカメラのモードを熱源探知に切り替えようとする。

　その一瞬前だった。

　ばっふぉ!!　という粉ふん塵じんのカーテンを引き裂く空気の音がここまで聞こえてくるようであった。朱あかい筋肉の塊が迷わず真正面から反撃に出たのだ。五二階、高さにして約二五〇メートル。そんな前提など覆くつがえして、流星のように。

（バッテリー駆動だったけど、砲塔動かした時点で気づかれていたか）

　次弾を装塡して狙い撃つほどの余裕はない。近づく歩兵を蹴散らすための重機関銃を画面操作で自動射撃モードに切り替えてから、赤いドレスの少女は砲手の椅子から転げ落ちる。

　金属のひしゃげる音があった。

　まるで吊つり天てん井じようのように車内が圧あつ搾さくされる。いいや、砲塔そのものが踏み潰した空き缶みたいに迫ってきたのだ。

　かろうじて分厚い金属に嚙かみ潰つぶされるのを避けた少女は、いくつもあるハッチからまだ潰れていないものを選んで表へ飛び出す。

　ぶずずう、という低い呼吸音と獣臭があった。

　潰れた砲塔に分厚い鉄骨を突き刺した、五メートル弱の巨体。赤黒い筋肉の塊が、ゆっくりとこちらへ振り返る。

　すでに致死圏内。

　赤いドレスの少女は後ろに向けて、倒れ込むように乾いた泥へ。

　直後にチカチカッ、と闇の奥で閃せん光こうが瞬またたいた。

　二方向からの、十字砲火。

　落雷のように、音の方が遅れて炸さく裂れつする。ゆるふわ金髪の巫女みこやタイトスーツの美女が装甲車から放った砲弾もまた、使っているのは戦車と変わらない。推定初速マッハ五以上の勢いで、【イベリコオーク】長老の巨体を狙い撃つ。

　爆音と共に、援護射撃に救われたはずのドレスの少女の方が宙を舞った。

「……ッ、───っ!?」

　直前にお巡りさんから運動補助スーツを渡されていなければ、着地に失敗して手足を折っていたかもしれない。空中でくるりと回ってドレスのスカートを三日月のようにたなびかせ、足先からふわりと着地してリカバリーを図る少女だったが、ここで安心もしていられない。

　元から彼女達は現代兵力『だけ』で朱あかい【イベリコオーク】達に勝てるとは思っていない。

　だんっだんっ!!　と。

　さらに真上、複数の階層から赤しやく銅どう色いろの筋肉の塊が飛び降りてくる。それどころか、二方向から同時に滑かつ腔こう砲ほうで狙われたはずの『長老』が、ぬっと粉ふん塵じんの中から再び姿を現した。朱あかい体表に若干の火傷やけどこそあるものの、目立った出血すら存在しない。ただし手にした鉄骨が半ばから溶け落ちている。わざと砲弾を鉄骨で受け止め、内部で砲弾の角度をズラして直撃を避けたのだ。

　マッハ五の世界にすら対応する怪物に、機械の補助を受けているとはいえ、今さら人の足で走ったところで逃げ切れまい。

　だが距離を取ったのには別の意味がある。

　飛び降りてきた複数の【イベリコオーク】が地上に着地するタイミングを狙って、赤いドレスの少女は肩に掛けた小さなバッグから金属メジャーを取り出した。武器やサバイバルグッズは少女達が各おの々おの自分で選んだものだ。ゆるふわ金髪にぐるぐるメガネの巫女みこなら塩酸や水酸化ナトリウムなど薬品ビンの詰め合わせ、タイトスーツにメガネの美女なら拳銃でも入っているだろう。

　赤いドレスの少女の場合は、火花を散らすための金属メジャーやカセットコンロ用のボンベなど、着火や爆発に関わる品が多い。

　金属メジャーを鞭むちのように振るい、戦車の周りへばら撒まいておいた砲弾の先端……信管部分を正確に叩たたいていく。

　ＩＥＤ。既存の砲弾や航空爆弾を利用した簡易爆発物。

　立て続け、であった。

　爆発と衝撃波が撒まき散ちらされた。

「くっ……」

　繰り返すが、現代兵力『だけ』で朱あかに勝てる公算はほぼない。

　思う存分表で騒音を撒まき散ちらして、ビルズの巨大複合ビル・轟とどろきタワー内の【イベリコオーク】達の注意を引いた後は、いよいよ本番だ。

　ドカドカドカドカッ!!　と二方向からの十字砲火はまだ続いていた。重機関銃による掃射だ。ぐるぐるメガネもクールメガネもまだ装甲車で粘っているらしい。轟とどろきタワーの割れた窓に一番近いのはやはり赤いドレスの少女だ。

　大きく手を振って合図を送ってから、彼女は乾いた泥で嵩かさ上あげされた地面を走る。朱あかい【イベリコオーク】が何体か反応したが、より苛烈な銃弾の雨がわずかでも追撃を阻はばむ。

　半ば転がるようにして屋内空間へ飛び込んでいく。

　途端に、甘あま酸ずっぱい刺激臭が赤いドレスの少女を包み込んできた。

　顔をしかめる。

（……これがフィリニオンやアルメリナが言っていた悪臭、か。確かに強烈ね……）

　メイド三姉妹の次女が夏場にカブトムシのワナを作っていた時の事を思い出した。暗闇の濃度が増すが、ライトを点つける度胸もない。多くのリゾートホテルや電波塔と同じく、六ろつ本ぽん木ぎビルズ轟とどろきタワーもまた一般来場者に軸足を置いた大型ショッピングモールは下層階に集中させている。黒髪ツインテールの少女が飛び込んだのは、まさに腐り果てた食料品の坩る堝つぼとなるエリアだったのだ。

　これが風に乗って避難先の東とう京きようミドルタウンへ流れていく前にケリをつけなくてはならない。メイド三姉妹や生存者達が、朱あかにやられる前に。

　少女は運動補助スーツの力を借りて、今はもう動いていないエスカレーターを駆け上がっていく。事前に取り決めしていた通り、できるだけ窓まど際ぎわを意識しながら。

　単純に月明かりの恩恵を得るため、だけではない。

　すぐ近くの壁をぶち抜いて、新たな巨体が顔を出した。やはり、であった。全部が全部、【イベリコオーク】を引きずり出せた訳ではない。巣そう窟くつの中に留まり続ける朱あかもいてしかるべきだ。その朱あかは、両手の拳にそれぞれひしゃげた金属の塊をはめていた。最初は意味が分からなかったが、やがてそれが一人乗りの小型軽自動車だというのが判明してくる。【イベリコオーク】の手にかかれば、あのレベルの超重量でもメリケンサックと同じ扱いなのだ。

（……っ。メリケンサックなんて荒々しい言葉を知っている事、悠はる花か辺りにバレたら卒倒されそうだけれど）

　二つの拳を硬質に打ち鳴らし、オレンジの火花を撒まき散ちらす朱あか。

　少女の方に無理して戦う理由はない。

　今は五二階大展望台にある【ゲート】の設定情報を書き換え、【召しよう喚かん狩人かりゆうど】グルアガッハを呼び出すのが最優先だ。一体一体との決着に固執して疲弊するのは愚の骨頂である。

　だんっ!!　とエスカレーターの段差を無視して一跳びで次の階層へ移ろうとするドレスの少女にぐるりと首を回す【イベリコオーク】。

　そこへ、窓の外からまともに砲撃の雨が襲いかかった。

　跳びかかる一瞬前にタイミングを狂わされ、両手にスクラップと化した自動車をはめた朱あかが、その重さでエスカレーターを壊しながら下層階へと転がり落ちていく。

　誰かが六ろつ本ぽん木ぎビルズの轟とどろきタワーに入った場合、できるだけ窓まど際ぎわを意識して移動する。これもまた、泥に埋まった戦車や装甲車からの支援砲撃を受けるための必須事項だったのだ。

（……とはいえ、あくまでも努力目標。フィリニオンやアルメリナも自分が生き残るのに必死でこまめに移動と固定砲台からの攻撃を繰り返している訳だから、絶対に支援してくれると確約があるほどの余裕はないはず）

　電気が落ちているためエレベーターは使い物にならない。五二階展望台へは直通エレベーターでしか行けないようだが、最初からそちらを利用する気もなかった。外からの支援砲撃も期待できない一本道の狭い竪たて穴あななど、【イベリコオーク】に殺到されたら死を待つばかりだ。

　ともあれ、運動補助スーツを使えばエレベーターと同程度の速度で上を目指せる。もちろん途中で【イベリコオーク】達が不意打ちで顔を出すため心臓に悪い索敵と移動が続くものの、逃げ切るだけなら勝算がない事もない。

「っ」

　階段の踊り場で赤いドレスの少女は足を止めた。

　上に続く階段ではひしゃげた自販機がいくつか折り重なっていて、道を塞いでしまっている。好戦的な朱あかが守りのバリケードを作るとは思えないから、中身のジュースや菓子パンなどをほじくり返して放り投げられたものかもしれない。

　その気になればどかせる程度のものだが、余計な音を立てるのは避けたい。何より、一ヵ所に留まるのは危険だ。

　ゆっくりと、下の階へ戻る。

　大きな複合ビルなので非常階段も一つではない。フロアを横断して別の階段に向かえば上を目指せるはずだ。

　こつこつ、と赤いドレスの少女はヒールで通路の床を叩たたいて音を確認し、

「よし、薄さは合格」

　新たに出てきた【イベリコオーク】が眼前へ大きく踏み込んできた直後、落とし穴にはまるようにその巨体が下層へ引きずり込まれていった。朱あかの重量と速度を考えれば、その踏み込み一歩にかかる負荷も半はん端ぱなものではない。床を踏み抜いて落ちてしまう可能性もゼロではない訳だ。

　目の前にできた数メートル大の大穴を特殊なスーツのサポートを受けて危なげなく飛び越え、赤いドレスの少女はさらに上を目指す。大きなビルであるため、非常階段も複数あるのは幸いだった。一本道だとどうしても遭遇率は高まってしまう。

　少女は肩に掛けた小さなカバンに収めていた五〇〇ミリのペットボトルの蓋を外して、用済みの下りの階段へ放り投げる。中身は腐り始めた肉の脂身の詰め合わせだった。元はと言えば管理不能の野良犬や危険なペットなどの注意をよそに向けるためのデコイだが、鼻が利きき、多少の腐臭なら食欲に変換してしまう【イベリコオーク】をハズレルートへ導くデコイとしても使える。

（……食糧の腐敗が進んでいるって話だし、いっそこちらから対たい朱あか用ように感染源を調達してしまうというのもアリなのかしら。コレラ、赤痢、ノロウィルス、O-157……。いえ、今の劣悪環境では調達は簡単でも管理できないか。自分で作った悪魔に自分がやられたら意味がないものね）

　途中でさらに複数回、窓の外から支援砲撃を受け、赤いドレスの少女はかつて企業人のステータスだった、轟とどろきタワーの高い階層まで踏み込んだ。

　流れを摑つかむ。

　状況はまるで表面張力ギリギリまで水を入れたコップのようだが、こぼれない。朱あかい群れ全員と戦って打ち勝つ事は絶望的であっても、速度で振り切って奥を目指すだけなら、何とかなる。勝算を実感する。

　五〇階、の表示から壁がひび割れて崩れていた。

【イベリコオーク】達が大胆なリフォームでもかましてくれたのか、あるいは味方の支援砲撃の結果か。外壁や天井が大きく崩れている一角がある。何となれば自力で風穴の一つ二つこしらえてやろうかと思っていた赤いドレスの少女だが、これなら無駄にガスボンベを消費する事もない。大量の瓦が礫れきが雪崩なだれ込こんで上り坂のようになった一角をよじ登っていく。

（流石さすがはアルメリナの運動補助スーツ。生身のままならお百度参りどころの疲労じゃ済まなかったでしょうに……）

「おっと」

　ビッ、と何か引っ張られるような感覚と共に、赤いロングスカートが悲鳴を上げた。どうやら突き出た鉄筋に布地が引っかかったらしい。これも悠はる花か辺あたりが哀かなしむので可能な限りは避けなくては。

　大展望台は目指すべきゴールであり、同時に死の密度が高まる行き止まりでもある。何しろこれから数分間は移動を禁じられ、【ゲート】の前で待ち続ける必要があるのだから。わずかな間とはいえ、今までの戦術が使えなくなる。

　三六〇度東とう京きようの夜景を楽しむための、ドーナツ状の広いフロアが待ち構える。

　今となっては樹海のようなその暗さにゾッと背筋を凍らせるだけだ。魔ま法ほう離り殿でんも見えない。

　内側については、元は薄い壁でレストランや土産物屋も区切られていたのだろう。もはや大きな枠しかない仕切りを潜くぐり抜ぬけ、目的のものを探す。ある意味で異世界は東とう京きようの夜景よりも目玉商品だったのか、【ゲート】の機材そのものはフロアのど真ん中にでんと置いてあった。

（まったく、どこから【サインイン】しようがグランズニールへ行くのは変わらないはずなのに。どうして日本人って土地のステータスがお好きなのかしらね）

　メイド三姉妹の色いろ花かから受け取ったタブレット端末を取り出す。

　電気とデータの双方をやり取りできる汎用ケーブルを取り出し、正方形の台座の角にあるホットカーペットの温度調整パネルのような制御盤と接続していく。色いろ花かが気を遣って設定してくれたのだろう、この暗闇の中でタブレット端末はいちいち画面を光でいっぱいにしなかった。ただ【ゲート】制御盤にある緑色の小さなランプが不規則に点滅している。

（よし、オートラン設定のプログラムコードはきちんと走っているみたいね。後は……）

　ぺきぺきぺきぺき、と床にばら撒まかれた細かいガラス片を踏んで割るような音が、複数の方向から響いてきた。

　時間まで待てば良い。

　たったそれだけの事が、地獄の様相へと変貌していく。

「……、」

　赤いドレスの少女は指先を切らないよう気をつけながら足元のガラス片を拾い、窓辺で適当に振る。月明かりの反射が生み出す点滅を地上の仲間達へ送る。五二階への到達を伝え、作戦行動のフェイズが繰り上がった事を知らせておく。

　それから、まさに虎の子。

　鞭むち代がわりの金属メジャーとカセットコンロ用のボンベを複数取り出す赤いドレスの少女。勝つ事は考えなくて良い。時間を稼ぐ。自前の爆発物と窓の外からの砲撃でとにかく【イベリコオーク】を怯ひるませ続ける。【召しよう喚かん狩人かりゆうど】グルアガッハさえ出てくれば状況は一変する。魔王ツェリカだけが持つ【スキル】である【誘惑】を駆使して、朱あかい【イベリコオーク】と直接強制契約を結んでその暴走を抑え込み、人間側がその力を借り受ける事ができる道が開く。

　しかし、だ。

　直後にベアトリーチェの全身を不快な違和感が包んだ。特に、その長い髪。ぎちっ、と。わずかだが髪が軋きしむような感覚の原因に気づき、これまで以上に悪い予感が背筋を走る。

　奇妙なべたつきの正体は砕けたガラスの向こうから流れ込む湿気だ。

　では問題。

　メイド三姉妹はこの髪を使った即席の湿度計を用いて、何の前触れを察知しようとしていたか。

　まさしく唐突。状況は一変した。




　ザッッッ!!!!!!　と。




　一つ一つの区別はつかず、もはや大きな塊としての騒音。

　大量の水の粒が弾はじけるその連続。

（ま、ずい……）

　その意味を、赤いドレスの少女はじわじわと理解していく。

　ドッと全身から嫌な汗が噴き出していく。

（このタイミングで、ゲリラ豪雨？　乾季から雨季に切り替わったですって!?）

　地上は乾季と雨季で性質を大きく変える。今までは乾いた硬い地面だったが、一度水を吸い込めば大木や家屋すら押し倒す濁流へと変じていく。今まで装甲車や戦車から支援砲撃してくれた二人もただでは済むまい。そもそもあの濁流の中でまともに移動できるのは、圧倒的な重量と筋肉を持つ朱あかい【イベリコオーク】達だけだ。

「フィリニオン、アルメリナも……ッ!?」

　下を見る覚悟はなかった。

　いいや、視線を外す余裕などあるはずもなかった。

　ぶご、ぶごご……という低い唸うなりのような、鼻を鳴らす音があった。それも複数、ドレスの少女を取り囲むように。広い展望台と言っても、エレベーターや案内用のカウンター、トイレ、各種店舗など遮蔽物もゼロではない。少女は自分の心臓が締め付けられるのが嫌でも分かる。思わず舌打ちしてカセットコンロのボンベを放り投げるが、単身では敵かなわない事などとうの昔に理解している。

　タブレットと汎用ケーブルで繫つながった【ゲート】制御盤は、未いまだに緑のランプを不規則に点滅させていた。作業は終わっていない。頼みの綱のグルアガッハの到来もありえない。

　悪あく食じき択たく一いつ。

　朱あかい【イベリコオーク】達はあらゆる生命体へ力業で襲撃を行い、その実力を図る。力及ばなければそのまま捕食して活動エネルギーに変換し、見合う力があると判断すれば該当生物の長所を取り込むため交配に移る。どちらにしても、受ける側からすれば一方的で理不尽な末路がじわりと迫ってくる。

　いよいよ人間の番がやってきた。

　もう逃げられない。都合の良いい救世主もやって来ない。

　まるでゆっくりと弓を引いていくのに似た、力の加わる圧が眉間の辺りに集束していく。

　じりじりとうなじの辺りに焼けるような焦燥がにじり寄る。

　ゲリラ豪雨に混じって、凄すさまじい稲光が六ろつ本ぽん木ぎビルズ轟とどろきタワー屋上の避雷針に突き刺さった途端だった。

「ッ!?」

（しまっ……!!）

　凄すさまじい閃せん光こうと大音響に背中を押されるように赤いドレスの少女の体が動き、その時点で悟っていた。勇み足だ。よほど己の末路に脅おびえていたのか、ずれたタイミングで踏み出してしまった。それが良く分かった。

　金属メジャーが鞭むちのように唸うなり、床へ投げたカセットコンロ用のボンベをしたたかに打ちつける。缶の側面が破断してオレンジ色の火花が散り、そこから大爆発を巻き起こす。

　しかし結果は見えていた。




　ボッッッ!!!!!!　と。

　無数の朱あかが、炎と金属片のカーテンを無視して真正面から突っ込んでくる。




　本来なら。

　落雷ではなくこのタイミングで爆破を仕掛けるべきだったのだ。

　人身豚面が引き裂いたのは残滓。身を強こわ張ばらせて思わず一歩後ろへ下がろうとした赤いドレスの少女は、そこで恐るべき現象を見た。暗闇の中で何かが光ったのだ。【イベリコオーク】の手元だと分かった途端、凄すさまじい高圧電流が彼女の全身をまともに貫いた。

「かっ!?」

　予想外の攻撃に対処もできず、まともに後ろへ転がされる。砕けたガラスでじゃりじゃりする床から起き上がる事もできない。背中はエビのように仰のけ反ぞり、手足は突っ張ったままこちらの命令を聞かない。

　高圧電流で運動補助スーツがやられたのかと思ったが、そうではない。

　自分の舌や唇さえ不規則にケイレンし、まともに悲鳴を発する事すらできなかった。動かないのは少女の肉体の方だ。運動補助スーツはわずかな力でも増幅してくれるが、元となる命令ができないなら何もしてくれない。

（でん、き？　いいやそれ以前に、今のは【魔法】……ッ!?　ああそうか、私達が異世界で【経験値】を溜ためて【魔法】を習得するように、地球にやってきた朱あかにとってはこっちが異世界扱いだったのね……）

　強きよう靭じんな筋力だけでなく、【魔法】まで習得した【イベリコオーク】。

　彼らの頭が尋常な演算力ではないのは理解していた。【兵へい輝き】がなくとも暗算で【ゲート】に干渉し、グランズニールから地球へやってきたのも。

　だが、それにしても、ここまでか。

　彼らはここまで地球人類の十八番おはこをもぎ取りに来るか。

「あっ、あっ、あっ、ぐぅあああ……!!」

　どうにかして身を起こし、金属メジャーを摑つかもうとするが、現実にはぴくぴくと不規則に蠢うごめく五本指すらまともに動かせない。

　床へ投げ出された少女に抵抗の余地はない。

　多少の火傷やけどや裂傷などものともせずに朱あかい【イベリコオーク】達の大きな手が迫る。ぶーぶー以外の何者かの大きな手が、手が、手が、手が。金属メジャーも爆発物もあるが、体が動かないのではどうにもならない。砲撃支援を失った事で、元から絶望的だった勝率が、これで完全なゼロに閉じてしまった。

　そう、閉じる。両開きの扉が、目と鼻の先でゆっくりと閉じられていくような絶望。

　目の前から光が落ち、暗闇だけが視界を支配していく。

（ぶー、ぶー……ッ!?）




　圧倒的な物量が構わず迫る。

　試練、または悲惨な末路が始まった。
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　　　行間一







　ground's_nir=ABYSSの演算コアを用いた戦略ＶＲシミュレーションを中断します。




　シミュレーション参加者については痛覚を中心とした五感情報を強制遮断し、洗浄。事前手動操作に基づき精神衛生基準は推奨設定から変更されているため、非推奨の結末であっても記憶情報そのものは洗浄せず引き継がれます。どうぞ今後の参考にしてくださいませ。

（クリックで詳細を見る）




　結果は敗北。実時間から分離されたシミュレーション体感時間換算において一〇八時間二三分四九秒で参加者全員が行動不能状態に陥り、行動目標を達成できませんでした。途中経過は複数パターンが考えられますが、どのケースにおいても一二〇時間以内に朱あかい【イベリコオーク】の悪あく食じき択たく一いつが人類にまで及び、朱あかの後継が地球へ永続的に留まるための性質を取り込む事になるという結論が出ています。

（クリックで詳細を見る）




　以上のデータを踏まえると、朱あかい【イベリコオーク】が活動を始めてから対策に移るのでは、どのケースを辿たどっても逆転の目はありません。

　彼ら朱あかは現在、休眠状態にあります。

　これは暴走を恐れた【イベリコオーク】自身が自らの肉体を休眠状態に持ち込んだ他、複数のカンスト組が【魔法】を使った冷却処理や麻酔処理を重ねた事による、善なる結果です。ただし一時的な対症療法に過ぎず、永遠に休眠状態が続く訳ではありません。

（クリックで詳細を見る）




　この待ち時間の間に抜本的対策を講じなければ、問題の収拾は期待できません。多くの【イベリコオーク】を蝕むしばむ『朱あか』の本質に迫り、取り除く手段を確立させる必要があります。

（クリックで詳細を見る）




　間もなく参加者全員の接続を解除いたしします。

　行ってらっしゃいませ、皆様。
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「ぶはっっっ!!!???」

　ぐわんと平衡感覚が揺らぎ、視界の端が極彩色に乱舞する。何度も何度も吐き気を堪え、ようやっと赤い装甲に白いミニスカートの【剣つるぎ聖せい女じよ】ベアトリーチェはのたうつようにして覚醒を遂げた。床に手をついて起き上がろうとして失敗し、赤と銀の長髪を床一面へ扇のように広げ、胎児のように体を丸めてしばしの間不規則な震えと格闘する。もはや筋肉や骨格でなく、内臓そのものが蠕ぜん動どうしていた。

　死と敗北の経験は破格だ。

　あまりにもリアルなシミュレーションのおかげで、夢と現の区別の曖昧な寝起き直後のように記憶情報が入り乱れ、しばらく混乱をきたす。

　……ある程度予想はついていたとはいえ、目まの当あたりにした『結末』は悲惨の一言だった。朱あか───何かしらの病に蝕むしばまれた【イベリコオーク】達───の、世界を埋め尽くすその猛攻。だが機械的に消去する訳にもいかない。悪夢だろうが何だろうが、不要なものなど何もない。せっかく獲得した情報を積み上げるのでなく放り出してしまうのでは何の意味もない。

「ふう、ふう……」

　一つ一つ順番に思い出していこう、とベアトリーチェは額の汗を手の甲で拭いながら考えた。

　ここは異世界グランズニール。

　時間帯は夜、場所は人間達の宿屋街から離れた山中にあるレンガ造りの小さな家屋。

　ぶーぶーの家だった。

　正確にはその屋根裏に、片腕を失い、首の角度もわずかにおかしい最終兵器アビスは仰向けのまま寝かされていた。見た目は肉抜きしたワンピース水着に似た装束を纏まとう銀髪の少女のようだが、本質は人工物。それでいて人間を超えるデジタルな思考回路を実装している。

　まだらな銀髪を二束体の前へ乗らしたアビスのおかげで、こういう作戦にも手が届いた。

　ベアトリーチェ、フィリニオン、アルメリナ。彼女達の頭と接続して電気信号として必要な基本情報を抜き取り、それらを基に正確な戦略ＶＲシミュレーションを構築して『これから起こるであろう惨劇』を事前に経験するという荒業にも。

　シミュレーションホストのアビスからすれば、地球の情景自体も初めて見るものだっただろう。そう思うと初体験を汚してしまったようで申し訳ない気持ちになる。

「だい、じょうぶ……？　フィリニオンに、アルメリナも……」

　ううう、ぐええ、と大きなカエルがゆっくりと踏み潰されていくような呻うめき声ごえが返ってくる。彼女達も流石さすがに今この瞬間だけは美人で優しいおねいさんの仮面を被かぶっている余裕はなさそうだった。

　というか、

「ちょっと、私もついさっきまでこんなにも無様だったのかなーとか不安になるでしょ。いい加減私のためにシャッキリして」

「「……お前ほんとにぶーぶー以外の生き物には容赦ねえな……」」

　地獄の二日酔いの底から這はい上あがるような呪じゆ詛その声を吐きつつ、【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンは魔女の帽子や大きなマントを引きずり、【殴おう僧そう侶りよ】アルメリナも僧服のサイドのスリットを気にする余裕もなく、ようやっとのろのろと屋根裏の床から身を起こした。

「ち、ちなみに皆さん死に様はどうでした？　私、なんか装甲車から別の攻撃ヘリへ移る途中にゲリラ豪雨で再び動き出した泥に巻き込まれて揉もみくちゃにされた挙げ句、ドラムバッグに詰めていた硫酸やら塩酸やらのビンが砕けて自家生産の地獄絵図に陥ったんですけど……」

「私は装甲車で粘り過ぎて朱あかに鈍器で叩たたき潰つぶされ、車体ごとこんがり丸焼け大爆発。ベアトリーチェは？」
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　瞳のどんより度合が他の二人とは訳が違った。

　一切の光が消えたガラス玉アイの【剣つるぎ聖せい女じよ】に、二人は尋常ならざる何かを察して心のアクセルペダルからそっと足を離す事にする。

「（あ、悪あく食じき択たく一いつで食べられちゃったんですかね？　どっちの意味で？？？）」

「（しっ！　事は繊細な思春期の話だぞ。ま、まあどうせ元から存在しないバーチャルの中でデータの野の良ら犬いぬに嚙かまれたようなもんだ。仮に最悪の展開だったとしても何も心配はいらない。バーチャルだけに仮にでもな。ぶはっ!!）」

「だあー!!」

　ついに両手を真上に振り上げてベアトリーチェが叫んだ。

　思春期清純派（？）はアクセルペダルから足を離すだけでブレーキペダルにまで気の回らなかった締まりの悪い馬鹿どもを睨にらみつけ、半ばヤケクソ気味に言い放つ。

「正解は交配モードで四方八方から殺到されたものの、目の色変わった連中から恐るべき力で体当たりされた瞬間に圧死しましたとさ!!　ちなみに最さい期ごの台詞せりふは『んぶほっ』でした。はいどうもお疲れ様です!!」

「「……全身汗だくですっかり発情しきった極限デブの群れに全方位から押し潰されて穴という穴から内臓ひり出しながら即死とかそれはそれで悲惨過ぎる……」」

「克明に想像すんなッ!!　そなた達だって骨まで丸見え強酸ドロドロと全身バラバラ真っ黒焦げでしょ。どれもこれも五〇歩一〇〇歩で人様には決してお見せできない末路だよ。何なら克明に描写してやろうかそなたら!?　……あとアルメリナそなたのオヤジギャグは一生忘れん、そうかそなたもうそんなお年頃に突入かぁー……」

「あァ!?　やるかベアトリーチェ!!」

　リハビリの慣らし運転を兼ねてどったんばったん取っ組み合いに発展するベアトリーチェとアルメリナに、棒立ちで何が起きようが怪我けがを治す気全くなしの傍観者フィリニオン。

　どうやらアビスは最終兵器らしくとんでもないデータを残してしまったようだ。これらのファイルをＶＲ規格で再生して痛覚込みで第三者の脳に叩たたき込こんだら、それだけでちょいとした新手の飛び道具になりかねない。

　と、よっぽどの大騒ぎだったのだろう。階下に繫つながる梯子はしごの方から心配そうな顔がひょっこり出てきた。人にしてはあまりに巨大な頭だ。

「ぷきー。ベアトリーチェ一体どうした？　みんなでお昼寝してたけど怖い夢でも見たのか？」

「あっ、ぶーぶーちょっと待って。アルメリナがご乱心モードに突入してるからこっちは見ないの！　これもしかしたら本人が後で頭抱える系のエピソードかもしれない!!」

「うるせえ今日という今日は年長者の美人で賢くおまけに優しいイイ匂いのするパーフェクトおねいさんを敬う心をカラダに直接刻み付けてやる。この小生意気な尻を剝むき出だしにして一〇〇発叩たたかねば私は納得できんのだ!!」

「「……お仕置きで尻しり叩たたきって発想がもう……」」

「ハモるな小娘どもッ!!　フィリニオン貴様も戦犯登録したからなぁー!!」

　そんなこんなで泥レスよろしくグイグイめくったりずらそうとしたりする少女達だったが、元は過酷な【迷めい宮きゆう】探たん索さくでの戦闘を想定した鎧よろいやミニスカートだ。そう簡単に破けるものでもない。

　一方のぶーぶーは、思わず安あん堵どの涙が出そうなくらいにいつも通りだ。

　体表が朱あかく変質している訳でもないし、弱者を貪り強きよう者じやと交わる、悪あく食じき択たく一いつを決行する素振りも見せない。そう、彼だけは無事だったのだ。何かしらの病と思おぼしき朱あかにやられず、遠い過去にあった集落襲撃の際も、一人だけ包囲の外へ逃がしてもらえた。

　分かっていた。

　分かっていてなお、赤い鎧よろいにミニスカートの少女は内心で震えるほどに安あん堵どしていた。

　優しい彼は口元に手を当て、困ったように言った。

「ぶー、みんなケンカは良くない。アビスが寝てるんだからお静かにっ！　……あんまり続けるなら、ぶーぶーが両成敗で平等にゲンコツ落とさないといけないかもしれない」

「「「物理的にへこんじゃうから連帯責任はやめてッッッ!!」」」

　ＶＲとはいえ直前まで【イベリコオーク】の脅威を目まの当あたりにしてきた三人娘だ。ぶーぶーの一言で筋肉バカ二人は取っ組み合いをやめ、何故なぜだか傍観者の【白しろ魔ま女じよ】まで揃そろって正座で背筋をシャッキリさせていく。

　いまいち意味が分かっていない顔でぶーぶーは首を傾かしげて、

「結局お昼寝が何なの？」

「うう……。シミュレーションについては正攻法じゃあ絶対失敗する事が分かったってくらいかな。やっぱり『終末の朱あか』が噴き出す前にケリをつけないといけないようね」

「ぷきー。夢のお告げに頼るだなんてベアトリーチェはロマンチストだなあ」

　やっぱり分かっていなかった。あのぶーぶーが一体どこでロマンチストなどという言葉を覚えたのかはちょっと気になるベアトリーチェ。かつて【シスター】に化けていた【サキュバス】ツェリカからか、あるいは【賢者】や【ロイヤルエルフ】のシビュラ辺りか。

「今ならまだご飯が余っているから食べたら良いい。ぶーぶーはみんなのためにお鍋の底まで平らげるような真似まねはしなかった。ぶーぶーはちゃんと我慢ができる！」

「……ま、まあお粥かゆとかなら確かに。ちなみに献立は？」

「肉。とにかくお肉なら間違いない、お肉が出てくればみんなにこにこする!!」

　スーパーアバウトな返しに若干おののくベアトリーチェ達だったが、ひとまずぶーぶーの後に続いて屋根裏から地上階に移る。また増改築があったのか間に二階部分が増えていた。

　掌てのひらサイズの【妖よう精せい】達たちが造ったぶーぶーの家には煙突付きの暖炉はあるものの、手押しポンプ式の井戸やレンガの竈かまどなどを備えた調理場はついていない。ご飯を食べるなら外で焚たき木ぎを燃やしてバーベキューが基本である。

　外に出ると、グランズニールは今日も平和な青空だった。

　乾季と雨季で二極化されている訳でも、少しでも油断すると突然のゲリラ豪雨が生み出した土石流が全てを押し流してしまう訳でもない。

　ちなみにご飯そのものはぶーぶーが作ったのではないらしい。あちこちをメリディアーナ、アリス、モルガンといった掌てのひらサイズの【妖よう精せい】達たちが飛び回る中、妖よう精せい達たちの女王【ストリオーナ】がお肉と【デカネギ】の串焼き（ぶーぶーサイズ）相手に両手を使ってバーベルみたいな格好で格闘しながらこちらを振り返った。

　未成熟な瘦そう身しんに半ば巻きつけるような格好で黒いリボンワンピースを纏まとう【ブレイクニュース】は各所を彩いろどる大きな花飾りを揺らしながら何の気なしに言い放つ。

「おう、起きたか。どうせろくな結果にはならなかったろう？　ヤツらの骨格や筋肉は外から見れば目分量で計算できる、人にん間げん如ごときに何とかなるレベルをとうに超えておるだろうしな。げんなりしておるのは分かったからとりあえず美味うまいもん食って元気を出すがよい」

　見た目は焼き鳥感覚だが、一つ一つのお肉の部分が一ポンドステーキに匹敵しそうな化け物料理であった。一ポンドがピンとこない人は約四五〇グラムと換算してみよう。多分クラスの女子の小さなお弁当箱くらいだとはみ出るレベルだ。串一本あれば欧米人も腰を抜かすそのサイズに、未いまだにちょっと胃袋が蠕ぜん動どうしているベアトリーチェは思わず目を逸そらしてしまう。

　視線の先に異様な光景があった。




　見渡す限りの朱あか、朱あか、朱あか、朱あか。

　最大最悪の【イベリコオーク】達が、うずくまったまま理路整然と並べられている。




「……、」

　屈かがんで丸まった格好で動きを止めた彼らは、大地に産み付けられた得体のしれない巨大な卵のようにも見えた。一斉に孵ふ化かすれば世界に破滅をばら撒まく、真っ赤な殺さつ戮りくの卵。

　彼らは自らの暴走を良しとはしなかった。

　朱あかに蝕むしばまれているから仕方ないと、それを言い訳にはしなかった。

　だから、自ら全力で力を抑え込むように『休眠状態』に入ったのだ。そこからさらに【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンの麻酔薬や、【氷ひよう瀑ばく姫き】ヴィルデフラウの低温処理などで外から補強している状態である。

　もちろん。

　こんなものはリミット付きの、仮初めの平穏だ。これで万事解決ならベアトリーチェ達が今も試行錯誤を繰り返す理由もないのだが。

【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンはメガネのつるに指をやりながら、

「シミュレーションと同じように、グルアガッハさんの【召しよう喚かん狩人かりゆうど】の力で飼い慣らすって解決法は実際には使えないんでしたよね」

「そうね。あれって結局『両者が一つの契約を結ぶ』話になってくるから、前提として【イベリコオーク】側も目を覚ましていないといけないんでしょ。グルアガッハはツェリカの【誘惑】を借りれば相手の合意は簡単に取れるけど、そもそも覚醒した時点で朱あかの暴走は止められなくなるから、ここは堂々巡りになっちゃうね」

　言い合っていると、ピンクのツインテールにポンポン付きのミニスカチアリーダー、露骨な可愛かわいらしさがかえって胡う散さん臭くさいフルドラが気軽に話しかけてきた。

「しゅにーん。とりあえず処方については学びましたけどー、やっぱり根本的な麻酔薬の【調合】は無理っぽいですー。一応こちとら【錬れん金きん術じゆつ】のエキスパートですけど、だからと言って【白しろ魔ま女じよ】さんが【ストリオーナ】さんの血の羽や【イレアナ】さんの根っこまで放り込んだ特製変異薬なんて危なっかしくて手が届きませーん」

「……ふっ、やれやれ。まったく私という超絶天才お姉さんがいないと誰も彼もダメなんですからドヤドヤ」

「何でドヤ顔なんだよ牛。あんた以外に誰にも再現できないって事は安定調達の道が途絶えたっていう大ピンチを示しているんだぞ」

　アルメリナが呆あきれた声を出していると、野菜の串だけ選んで摑つかんでいる青い巻き髪のヴィルデフラウも近づいてきた。ほとんど全裸に十字剣の人は言う。

「どっちみち低温処理はわたくし一択の完全依存状態ですけれどね。単純に大出力を出して凍らせるだけならともかく、生体に影響を及ぼさないレベルの安全な『冬眠』に誘い込むとなるとなかなかどうしてドヤドヤドヤ」

「だからどいつもこいつもドヤドヤドヤドヤ鬱陶しいな！　これは最強自慢大会じゃないんだよ、逆逆!!　今求められているのはオンリーワンじゃなくて汎用性だっつの!!」

　何しろ辺り一面の朱あかが万に一つでも目を覚ましたら、その瞬間からアビスがホストを務めた戦略ＶＲシミュレーションが現実のものとして襲いかかってくる。あれは終末の朱あか、いったん始まったらもう終わりだ。セーフティは何重にもしておきたいのが人の情というものだろう。

　とりあえずぶーぶーサイズの巨大な串料理を受け取ってから、これもう一人じゃどうにもならんからみんなでシェアしようぜ！　という方針だけ決めた少女達が作戦会議を始める事に。

　ベアトリーチェはゆっくりと息を吐いて、切り出す。

「ぶっちゃけ朱あかの『休眠状態』ってどれくらい保つの？」

「理論値なら一〇時間前後、ただし実際のリミットについてはかなり流動的ですわよ。外からどういう刺激が加わるかでどれだけ縮むか分かりませんわね。あむ」

「おいヴィルデフラウは野菜の串持ってんだからシェアの串は肉んトコ行けよ肉！」

「うふふ脂身んまーい、やっぱりここ最高ですう。むぐむぐ」

「……マジですか男の俺でもちょいと引きそうな超体育会系エリアなんですけど、まあ好きならそれで、このメガネの人に全部任せちゃいますか。んぐ」

　頭の横に手を当て、髪に滴したたる油がかからないようにしながらそれぞれ小さな口で肉にかぶりついていく少女達（？）。

　赤い鎧よろいに白いミニスカートの【剣つるぎ聖せい女じよ】は大きな肉に四苦八苦しながらも、

「外からの刺激……って事は、あむ、やっぱり『襲撃』はあると思う？」

「脅威が正しく伝わっていれば、むしろ休眠状態の今の内にやっつけようと考えない輩やからの方が珍しいと思いますけれど。むぐむぐ」

「カンスト組の私達が外から叩たたいても関節一つ外す事もままならないっていうのにね」

　四肢の動きを全部封じてじっくり破滅を回避しよう、というのは残酷だがベアトリーチェ達も考えてはいた。実際にはカンスト組の代表格が結集しても赤しやく銅どう色いろの皮膚に傷一つつける事さえままならず、いたずらに痛覚信号を刺激して覚醒までのリミットを早めてしまっただけなのだが。

　相手が寝ている状態でもこのざまだ。

　ひとたび目を覚ましてその暴力性が開花すればどうなるか。

　アビス主導のシミュレーションが全てを物語っている。

「でも実際にやってみないと分からない人も多いのでは？　攻撃特化じゃない私からすると、いまいちピンときていませんし。んふっ、れろお……」

「……フィリニオン、滴したたる肉汁がもったいないのは分かったけど、両手の掌てのひら差し出して舌で受け止めるのはおねいさん流石さすがにどうかと思うぞ」

「このメガネ牛ときたら串から肉が外れて落ちてきたら胸の谷間で受け止めそうよね。熱あっつぅい……！　とか片目を閉じて叫びながらだ」

「メガネだしな」

「レンズを油で汚してくださいと言わんばかりですう。……あと主任も主任でリアルはメガネじゃありませんでしたっけ？」

「総員に通達!!　作戦会議はどうなりましてッッッ!!!???」

　野菜の恵みのおかげか、比較的正気を保っているヴィルデフラウが軌道修正を迫ってきた。これだけの下げ衆すトークが飛び交っても対人関係が崩壊しないというのだから、ある意味において彼女達の結び付きは本物だ。

「んぐっ。ねえフィリニオン、朱あかの正体については分からないのよね」

「血が、錆さびる。【イベリコオーク】特有の攻めの進化の過程で偶発発生した遺伝病……のようなものなんでしょうけどね。あむ。ただ、いくら生体組織を調べてもそれっぽい異変は見られないんですよね。長老さん達は健康なぶーぶーさんと比べて染色体に変化がある訳でもなし、毒物、細菌、そうした異物の線もノー。こちらもぶーぶーさんとの比較になりますが、何かしらの栄養素が欠乏している訳でもありません。つまり肉体そのものは健康体のはずなんです」

　かじってもかぶりついても一向に巨大な肉はなくならないが、人に作ってもらったものだ。下手に嫌な顔もできないオトナなアルメリナが、

「でも、現に朱あかい連中はああして異常事態に見舞われている訳だろ？　もぐもぐ」

「ええ。つまり、調べられる範囲では……という意味です。回復専門のカンスト組、この【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンにも究明できないとなると、こいつはよっぽどみたいなんですよね……」

「ま、冷静になったら全方位死角なしで【魔法】をマスターしたあの【賢者】にも根治はできなかったんでしょ。牛に言われるまでもなく簡単な訳ないか」

「今っ、今ァあああ!?　人がせっかく深刻な顔して名言放ったのにしれっと別のビッグネームを使って私のネームバリューを地の底まで落とした滅法ヒドい人がいませんでしたか!?　ねえベアトリーチェッ！　ちょっと私の目を見てくださいよ、ほらちくしょう鎧よろいの上から無理して自分の手相を見ている暇があったら!!　うっ、うわああああーん!!」

　と、そこへ新たに大食いチャレンジの肉へ小さな口でかぶりついていく少女が一人。艶つややかな金髪から飛び出した長い耳をピコピコ揺らしている彼女は、

「もぐもぐ。人間達の動向については、彼らの集まる宿屋街の様子を見てみれば分かりますよ。揃そろいも揃そろって鬨ときの声こえを上げて山狩りの準備完了、といった感じです。【冥めい府ふ】戦せんで崩れかけた街並みを直している最中だというのに元気なものです」

「シビュラ？」

　流石さすがは【ロイヤルエルフ】、胸元の大きく開いた緑色のミニスカワンピだろうがこんな豪快料理の極みを相手にしようが、片手できめ細かい髪をかき上げ小さな口で肉を嚙かみ千ち切ぎるその姿であっても、それなり以上にお上品に見えてしまうから恐ろしい。

「人は怒りで動く時より恐怖で動く時の方がより暴走するものです。あの雰囲気からすると、今から説得して出撃そのものを食い止める事はできないでしょう。当然人間達が大挙して『休眠状態』の朱あかを叩たたいても致命傷を与えられません。ただただリミットを縮めるだけです。しかし一方で、これだけの数。横殴りで迫る【魔法】の雨から一発の被弾も許さない、というのも現実的ではありません。ある程度はリミット短縮を折り込んで行動するしかないでしょう」

「それは分かったけど、例の話、本当に真実なんでしょうね？」

「ええ」

　ベアトリーチェからの挑発とも疑問とも取れない言葉に、シビュラは涼しい顔で即答した。

「……あむ。今回は【イベリコオーク】の長老が関わっているせいか、【賢者】が完全に冷静さを失っていて使い物になりませんからね。支配者として、あなた方を誘導して間接的に目的を果たす方がグランズニールを平定する近道になると判断したまでです。むぐむぐ」

「い、意外と食うなこのお姫様」

「嫌いではありませんよ。こちらも宿屋街に居を構える時にも肉料理推しのガールズグリルを切り盛りしていましたからね。そもそも私は誇り高き森の支配者であるが故、そこらの人間などとは代謝の出来が違います。上辺の虚飾性に目が眩くらみ不必要に肥大化した美意識に縛られ、食に関して我慢に我慢を重ねるような無様な真似まねなど必要ないのですよ」

「……要約すると『ほら私は何故なぜだか太らない体質だから』という定番をぶっこんできやがったなこの選民野郎？　世界の五〇％、女子全体にケンカを売って回る例の安全神話をだ！　今すぐ世界大戦でも始めたいのかこの理不尽くびれボディッッッ!!!!!!」

　尋常ならざる憎ぞう悪おで真っ黒に塗り潰されそうになっているアルメリナを放っておいて、【ロイヤルエルフ】のシビュラちゃんはイメージを崩さずにこう続けた。




「【イベリコオーク】達を蝕むしばむ『朱あか』の抜本的対策には、この私を含む三種王家が守ってきた秘宝が必要になってくる。そういう話をしていたはずです」
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　よくよく考えたらこのレベルの大食い料理をシェアするなら、もう串から外してしまってもよいのではないか。基本中の基本に思い至ったベアトリーチェ達だったが、馬鹿デカい一つ一つの具を大皿に移していくと、それだけでテーブル代わりの巨大な切り株が皿で埋め尽くされるパーティ仕様に変じてしまった。……これを何本でもぺろりといっちゃうぶーぶーや【ストリオーナ】はやはり規格外だ。

「そもそも三種王家の秘宝とは何なのか」

　胸元を大きく開いた緑色のワンピースを纏まとうシビュラが改めてそう切り出した。

　彼女はナイフを使って巨大な肉の塊の端を小さく切り分けながら、

「……実際のところ、『守らねばならない』という強い伝統があっただけで、私達もその理由は覚えていなかったのです。我ながら情けない。突破口となったのは魔王ツェリカの存在でした。彼女と、それに【スカルウェーブ】がいなければ、三つの秘宝の真の意味に気づく事もなかったでしょうね」

　シビュラ、ツェリカ、【賢者】、【スカルウェーブ】……。なまじ頂点に近い位置に立っていたため、彼らは単体なら横の繫つながりなど欲ほつしなかっただろう。シビュラと【賢者】は共闘しているし、ツェリカと【スカルウェーブ】には関連性が見られるが、それだけだ。各おの々おのの作った小さなグループの中で満足してしまい、大きな情報交換が行われる機会もなかった。

　最強は孤独に打ちのめされたりはしない。むしろ価値観の違う他人と話を合わせるわずらわしさを避けるため、自分の周りから無理解な者達を───正確には主観的にそう決めつけた人物を一方的に───遠ざける。ベアトリーチェ自身も過去に味わってきた苦い経験だった。

　全てを変えたのは、やはりぶーぶーだ。

　彼の行動が最強で孤独だったベアトリーチェの心の扉を開け放ったのと同じく、これだけ多くの人々の殻を打ち破って、繫つなげるチャンスを与えてきた。強いだけでは暴力でねじ伏せて従わせるだけだ。優しいだけでは返り討ちに遭って終わりだ。双方を兼ね備えたぶーぶーだったからこそ、多くの心の扉を開けるに至ったのだ。

　シビュラも感慨深げに息を吐いて、

「【涙の洞窟】に自前の宝物庫を持つコレクターでもある魔王ツェリカの話によれば、その輝きを三つ全て一ヵ所に揃そろえれば、この世界にあまねく物質の組成を全て見渡しつまびらかに理解のできる器物。多大な可能性とそれ以上のリスクを抱えるため、三つに分割した上で陸海空を一つずつ統すべる責任ある支配者達の手で永らく保管、いいえ封印してきたモノ。また、【スカルウェーブ】の言が正しければ、電子顕微鏡や素粒子加速器のような大規模観測機器になるだろうという話でしたが」

「そ、素粒子加速器、しかも異い世せ界かい絡がらみだから地球の科学技術なんて上限突破しちゃってる可能性も……。まっまま、まさか、キュリウムとかシーボーギウムとかアインスタニウムとかカリフォルニウムとか、あの辺の物騒なヤツを生産し放題なんて話じゃありませんよねえ。主任。あんなもん目に見えるマクロな量で調達されたらそれだけで【魔法】の世界で核技術に革命が起こって小指大の超重元素爆弾SHEbombが実現しちゃいますよう」

「比喩的な表現だろ。……表現だよな？」

　フルドラとアルメリナが顔を青くしてこそこそ話をしていたが、ベアトリーチェの論点はそこではない。

　……つい先ほど、回復専門のフィリニオンが『自分のできる範囲では原因は見当たらないが、現象そのものは表に出ている。つまりそれ以上深いところに何かが眠っているだろう』といった内容を告げたばかりだ。設備の面が拡充すれば、正体不明の朱あかが相手であってもフィリニオンの力が及ぶようになるかもしれない。

　遺伝病、感染症、毒物、免疫低下、栄養素の欠乏、体内物質の合成能力の欠如……。

　今はまだモノが分からないため、それに合致した対応策もイメージできない。X+Y=Zでは答えの出しようがないのだ。だがXYZの一部にきちんと固定の数字を当てはめる事ができれば、そこから残る箇所の割り出しにも手が届く。加熱や冷却を駆使した蒸留や取り出した薬液を混ぜる合成より先に、まず原因の観察だ。クロスワードパズルのように、一ヵ所を埋める事により周囲で伏せられた項目を明らかにできる。

　原因を特定し。

　病を根絶する術が。

　案外それは、ベアトリーチェ達がいつも眺めている【魔法】の系統樹の中にこっそり紛れているかもしれない。ある種の毒に対する解げ毒どく剤ざいとして期待されているグルタミン酸は海藻を煮出すだけで簡単に手に入るもので、最先端の研究所で血清を作るために今も重宝されているのはそこらにいる豚や牛の血だ。時代が時代なら怪しいまじない扱いされていた。ただし、分かってしまえばそんなものか、と考えるに至るには、騙だまし絵えの正しい眺め方を教えてもらわなければならない。

「三種王家の秘宝……ね。それでそなたが主導権を握っているという訳か。ちなみに陸海空って言っていたけど、今から異世界を股にかけての大冒険をしている時間はないよ」

「陸については、森を統すべる支配者たるこの私【ロイヤルエルフ】のシビュラが守護・保存しているので最初から計算に入れる必要はありません」

　こんこん、と彼女は自分の額を彩いろどる、高温の炎の青あおを連想させる宝石のサークレットを人差し指の先で軽く叩たたく。

　これが秘宝の一つなのだろうか。

　ベアトリーチェは続けて、

「残る海と空は？」

「海については、潮を統すべる支配者として【長ちよう者じや人にん魚ぎよ】のヴィヴィアンなる者がいました。過去形である事からもお分かりの通り、すでに存命ではありませんが、姿形だけならその目で見ているはずですよ。……何しろ、【冥めい府ふの王】の肉の器として使われていたようですからね」

　そこまで言うと、シビュラは柔らかそうな掌てのひらを皆に差し出した。

　色鮮やかな宝石のついた指輪が載っていた。

　やはりその色は、世にも美しい氷を連想させる蒼あお。

　同じ色彩を好んで纏まとう【氷ひよう瀑ばく姫き】ヴィルデフラウが興味深そうに、

「それは、【冥めい府ふ】……全ての養分を吸われて朽ち果てた巨大海洋生物の跡地でも掘り返して見つけたものですの？」

「もっと以前の問題として、【冥めい府ふの王】の最期の後始末をしたのはこの私ですから。その時に回収させていただいたものです」

「となると、残るは空の秘宝だけ？」

　眉をひそめるベアトリーチェがそう質問すると、シビュラも静かに頷うなずいた。

「天を統すべる支配者は、【大天使】マリンカ。どこまで短縮されてしまうかは未知数ですが、【イベリコオーク】達が目を覚ますまでのリミットの間にマリンカが守る空の秘宝を手に入れ、彼らを蝕むしばむ朱あかの正体を解明するための大規模観測機器を完成させるのが最優先でしょうね」

「い、一ヵ所くらいなら何とかなるんじゃないですか？　まあ半日程度ですから、世界の端まで行って戻ってこいとかって話ならまた別ですけど」

　フィリニオンの奇妙な予防線に対しても、シビュラは首を横に振った。それだけで光り輝く美しい金髪が左右に流れていく。

「ご心配なく。マリンカならこの島から見える位置にいるはずですよ。いいえ、【吸血鬼】のような特殊な例でもない限り、誰もが毎日当たり前のように眺めているとは思います。ただ同時にちょっと珍しい場所でもあるのですが」

「もったいぶってるって事は自分一人で出かけて手土産の数を増やせるほど楽な道でもないって訳だろ。具体的にどこなんだ、マリンカってのがいる場所は？」

　アルメリナからの質問に、見み目め麗うるわしい【ロイヤルエルフ】は人差し指を一本立てた。

　いいや違う、彼女は指を差しているのだ。

　真上を。

「太陽です」

「……はい？？？」

　聞き間違いか、何かの比喩か。あまりに常識外れのその単語にベアトリーチェが思わず聞き返したが、シビュラは特に訂正をするつもりはないようだ。

　彼女はこう告げたのだ。




「天空領域のさらに先。天に輝く太陽。そこで【大天使】マリンカは世に光を投げかけながら来訪者を待っています。最後の秘宝である、空の碧あおを司つかさどる宝石のピアスを身に付けたままね」
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　太陽。

　どうやって行く、太陽？

『ああ、一体何をイメージしているかは存じませんが、私は地球の太陽について論じているのではありません。あくまでもグランズニールを照らす太陽に限ってなら、人の足でも到達可能なものですよ。……何ですか揃そろいも揃そろってその間抜け面は。やれやれ、なおイメージできないようですね。ではあなた方の愚かな固定観念を剝ぎ取るため、以下の言葉を授けましょう。これから向かうのは地球の太陽ではありません、天空領域より先にある、グランズニール全体を照らす太陽の島です』

　シビュラは涼しい顔でそんな風に言っていたが、ぶーぶーとしてはどっちの世界の太陽にも行ってみた事がないのでいかんともしがたい。

「ぶー……あれが空飛ぶ島だったなんて……」

　ぽかぽか陽気を浴びながら四メートル弱の灰色の巨体がやってきたのは、小さな波が寄せては返す砂浜だった。白い波、ともまた違う。黒。すっかり腐り切って変色した、粘り気の強い死肉のようなものが海岸線のあちこちにへばりついている。

　この場に地球の人間がいれば、タンカー事故のように思っていたかもしれない。

　その不吉なイメージからか、辺りに人間の影はない。無理もないだろう、黒の正体はグランズニールの島を襲った巨大海洋生物【冥めい府ふ】のなれの果てであった。【賢者】がベアトリーチェや長老達を助けるため養分を使い尽くしたためすでに原形は留とどめておらず、半ば液状化した腐肉に小さな【お掃除カニ】や【お邪魔ヤドカリ】などが割と元気に群がっている。生き物は強い。この分だと何十日か経たてば奇麗になくなってしまうはずだ。

　何にせよ僥ぎよう倖こうだった。

【ロイヤルエルフ】シビュラの話が正しければ、人間達は自分の生まれた地球を守るため、朱あかに蝕むしばまれた【イベリコオーク】達が休眠している今の内に総攻撃を仕掛けようとしているらしい。窮地にいる彼らは今さら見境などつけないだろう。ぶーぶーも見つかったら危なかったはずだ。

　ぶーぶーの背には【妖よう精せい】達たちが編んだ大きなカゴがあった。

　しかし足を運んだのはお魚を獲とるためではない。

　というか巨大なカゴの中には暇そうにあくびしている妖よう精せい達たちの女王【ストリオーナ】がそのまんますっぽり収まっていた。黒いリボンワンピースの胸や腰を覆う帯状の布の中に指を入れて、パチパチ音を鳴らしながら彼女は間延びした声で言い放つ。

「あふぁ……まだかのうー？」

「ふんふん、すんすん……。こっちな気がする」

　大き過ぎる鼻を動かし、何かしらの匂いを嗅ぎ取って、ぶーぶーは波なみ打うち際ぎわを歩く。沖の方には三日月のような形の巨大な肋ろつ骨こつらしきものが突き出ていた。【冥めい府ふ】の骨は青白い水晶に似た光を放っていたはずだが、どうやら活動が止まると輝きは失われ、色も白く濁るらしい。

　ちょっとした小山のようになっている黒い塊の前でもう一度鼻をひくつかせると、ぶーぶーはその中に手を潜り込ませていく。

　引っこ抜くと、ラグビーボールほどの大きさの硬い塊があった。

「見つけた！　大きな樹きのタネ!!」

「わぷっ？　おいぶーぶーよ、カゴに放る時は海水で汚れを落としてからにしろ！　頭の上からドロドロだぞ!!　ああもうっ髪にくっつくッ！　はがれない!!」

　ぷんすか怒っている【ストリオーナ】を背負ったまんま、ぶーぶーはさらに捜索を続ける。植物の種子らしきものを見つけるたびに拾い集めていく。

　不意に、ぶーぶーの近くの白砂が不規則に盛り上がった。

　浜辺の砂を突き破って何者かが肢体を現あらわした。それは紫の髪に褐色の肌を誇る妖よう艶えんな美女だった。青々としたツタや葉を使ったドレスらしきものを全身に巻きつけているのは、植物系【ブレイクニュース】の頂点、【イレアナ】。彼女はその甘い蜜を思わせる濃密な色香に反し、まるで小さな子供のように唇を尖とがらせていた。

「ぞな。ぞなぞな！」

「ぷきー？」

「……ぶーぶーもエロ人にん参じんも少々言語を学ぶがよいぞ」

　果たしてこれは劣っているのか逆に完成しているのか。あまりにも直感的過ぎるコミュニケーションを前に銀髪の【ストリオーナ】がうんざりしたようにツッコミを入れると、ようやっと【イレアナ】が人語を使い始めた。

「この島の植物は皆、私と同じ起源を持つ【万能種】から派生したものぞな。つまりここにある植物は皆私のものなのだ」

【イレアナ】はぷくーとお餅みたいに褐色の頰を膨らませながら、

「だがそいつらは見覚えがない。多分それよその島にあった種ぞな。つまり得体のしれない外来種！　そんなもん島で育てるのはキケン過ぎる。シェアを獲とられてしまうぞな!!」

　何しろ、今はもうない【冥めい府ふ】最さい深しん部ぶにあった【次じ代だい胚はい】の正体とは、天を貫く巨大な樹きだったのだ。あれの親戚がバカスカ生えて伸びたりしたら、【イレアナ】に由来する【万能種】から生まれた植物達が限られた土地から追いやられてしまうかもしれない。

「でもこれは必要なもの」

「ぞな？」

「お野菜あっち見て。大きなお山があるでしょ」

　ぶーぶーが指差した先には、島で一番大きな山があった。てっぺんは分厚い雲の先にあり、万年雪で覆われている。

　その穢けがされる事のない純白を見て、【イレアナ】は己の褐色の瘦そう身しんを抱き締めてぶるりと身を震わせながら、

「……私にはとんと縁のない土地ぞな。あそこまでの高さになると高山植物も育たないだろうし」

「あのさらに上に、ベアトリーチェ達は用があるんだって」

　ぶーぶーはその場でピョンピョン跳ねて辺りの地面を不気味に震動させ、背中のカゴの【ストリオーナ】をどったんばったん転がしながら、

「天空領域って言うみたい。【賢者】が放った【ディザスター】に追われていた時もああいう浮遊列島？　とかいうののお世話にはなったんだけども。ぷきー、あの時は勝手に飛ばされたからピンとこなかったけど、自分で行くのは大変なんだなー」

　ここからだと縮尺の関係で流石さすがに見えづらいが、大きな岩や土くれが山頂から縦に点々と伸びている訳だ。シビュラの話が正しければ、ひとりでに浮かんでいるこれらの『島』を渡っていけば、天を目指す事ができる。

　そうなると必要になってくるのが、

「お山のてっぺんから見ても天空領域の一番底はふわふわ動いて取っかかりがないから、ここを何とかしなくちゃいけない訳。そこでこいつらが必要になってくる」

「ま、まさか」

「グランズニールの植物だとどうにもならないけど、よそからやってきたタネなら何とかなるかもしれない」

　ぶーぶーに続いて、カゴの中でひっくり返っていた【ストリオーナ】も小さな両手で自分の顔より大きな種子を掲げながら、

「ある程度は宝くじとなるが、根拠のない話でもない。【次じ代だい胚はい】……天を貫く大樹は流石さすがに人工的に再デザインされた植物だろうが、元となったオリジナルは必ずあるはずよな。外来の種を片っ端から集めて山頂に植えれば、どれかは即座に発芽し天空領域、宙に浮かぶ島々の下端を摑つかみ、起点となる足場を確保できるであろう」

「いーやーだー！　そんなの他に手があるのではないか、例えば【サウザンドドラゴン】の背中に乗るとか手っ取り早いのがぞなー!!」

「お野菜無茶言うな、あいつが太陽を食べちゃったって話はぶーぶー聞いた事ない。あんまり高い所までは飛べないはず」

「そもそもあやつは美しき蝶ちようの羽を持つわしと違って、素早く飛ぶ事はできてもその場に留まる、ほばりんぐ？　は安定せんだろうしな。まして、背に人を乗せたままでは。『乗り換え』なんぞできんだろ、あの巨体では天空領域の小島なんぞぶっ飛ばしてしまうわい」

　カゴの中の【ストリオーナ】は意地の悪い笑みを浮かべて妙な補足を盛ってくる。

「ぶー。大体お野菜は何がそんなに嫌なんだ？」

「だって、だってだってだってそれ何の確約もないではないかぞな。ちゃんと山のてっぺんだけで済む話なのか？　いきなり花粉ばら撒まいて辺り一面汚染したり、土の中に地下茎が広がってあちこちから木が生えたりしないのか？　ぞなぞな！　きっと大変な事になるぞなー!!」

　多分ぶーぶーは何も考えていないが、さて博識な【ストリオーナ】はどうなのか。

　妖よう精せい達たちの女王はしれっと言ってのけた。

「……わし別にエロ人にん参じんが苦しんでも困らないからなあ。むしろ腹抱えて涙が出るまで爆笑しそう」

「ぞなーっっっ!!!???」

　青い顔で絶叫する【イレアナ】が、ほとんど涙目でぶーぶーの大きな手を摑つかんで引っ張り始めた。

「ぞなぞな、やめるぞなやめるぞな！　絶対ろくな事にならないこれ分厚い氷の下から謎の卵が発見されるのと同じくらいの前触れに決まってるそもそも毒しか取り柄のない害虫なんぞにそそのかされても誰も幸せにはならないぞな！」

「ぷきー？」

「お前はせっかく土いじりの才能があるのだ。その才は私のためだけに使えばよいぞな。いーやーだーどこの馬の骨ともしれぬ外来種なんぞのお世話をするお前を見るなんてー!!　何で私は自分の世話を怠られて雑草まみれの畑で我慢しながらライバル種の躍進を眺めなくてはならんのだ、メリットが一つもないぞな一つもなーっ!!」

　と、その時だった。

　何やら【ストリオーナ】がカゴの中で細い肩を震わせていた。

　明らかにこいつ笑ってやがった。

「ぷっくく……。ははぁん？　お前もしやそういう事かえ」

「ぞな？」

「よもや誉れ高き植物系の頂点サマがやきもちを焼くとはのう？　あっはは！　ライバルに庭師を盗とられるのがそんなに不安か褐色乙女!?　いっひっひっあっはーッッッ!!」

「ぞなぶるげっっっ!!!???　なっ、ななっ、なにを、そんにゃ事ない私が恋だとふざけるなそんな低俗なこの身は植物系【ブレイクニュース】の筆頭たる【イレアナ】あまねく食物連鎖を土台より支え全生命を支配する最高次の存在なりちょっと遊んでやっているからってつけ上がるなよこの私がやきもちなど焼いて不安になど襲われるものかぞなー!!!!!!」

「いや普通の植物はほんとに恋もやきもちもせんから分かんねーけど」

　極大の【ブレイクニュース】達が舌戦を繰り広げる中、ぶーぶーが巨大な首を傾かしげていた。

　今や完全に上目遣いで涙目となった【マンドラゴラ】に向けて、大き過ぎる手をぴこぴこ振りながら彼は言う。

「お野菜大丈夫だぞ、ぶーぶーはどこにも行かない。あっちの大きな木もこっちのお野菜もみんなきちんとお世話する」

「くくくそれではダメなのだぶーぶーよ。何故なぜならそこの恋するエロ人にん参じんは自分だけを見てくれないと気が済まないのだからな！　はっは!!　恋を知り女を知り華麗に咲き誇るが良いい、恥ずかしげもなく巨大な花をなーっっっ!!!!!!」

「……いい加減にするぞな害虫。これ以上続けるならば、お前の方こそ焼いた肉くらい自分一人で作れるだろうに毎晩ぶーぶーの家に転がり込んでメシ喰くってる真の理由についてコイバナ疑惑をぶつけてやっても良いのかぞな……？」

「きさま」

「やるかぞな」

　ズバヂィ!!　と、そこらの【キマイラ】辺りなら逃げる事もできずへたり込んでしまうほどの圧で睨にらみ合あう両者の間で巨大な火花が散る中、ぶーぶーがこんな風に質問してきた。

「ぷきー。結局コイって何なんだ？」

「それはちょいとよその畑にジョウロを持っていくだけでオロオロアワアワ落ち着きがなくなり、急に相手を独り占めしないと気が済まなくなる大変大人気ない心の源泉であろう。例えばそこのエロ人にん参じんのように」

「それは似合いもしない無能アピールかまして気になる男の家に転がり込み、自分のお世話を全部任せてスキンシップを測ってカワイイ保護欲を刺激しようとするザ・空回りの原動力ぞな。例えばそこの害虫のように」

　警告はしたぞっ！　キスマイ○スぞなッ!!　と、ついに二人が叫んで同時に飛びかかった。互いのドレスなり髪の毛なりを摑つかんで砂浜の上をゴロゴロ転がり始める【ブレイクニュース】達を眺めながら、ぶーぶーは首を傾かしげ続つづけていた。

「……ぶー、みんな仲良しじゃダメなのかしら？」




　　　　　４




　そんなこんなでアタックが始まる。

　ぶーぶー達の事情を考えると、一つの事にだけ集中すればよいという話でもない。

　情報をまとめてみよう。

「前提として、朱あかにやられた【イベリコオーク】達が目を覚ましたらジ・エンド。だから彼らが動き出す前にケリをつける必要があるの。そのために必要なのは、三種王家とやらが守ってきた三つの秘宝。内、陸と海の二つは手元にあるから、空の秘宝。これを回収する必要がある。これに一チーム」

　山の中腹、何やら慌ただしくなってきたぶーぶーの家のすぐ外だった。

【剣つるぎ聖せい女じよ】ベアトリーチェは指を一本ずつ立て、

「朱あかについては【イベリコオーク】達が自力で休眠状態に入っているけど、外から麻酔や低温で補強した方が確実。万に一つでも彼らが目を覚ましたらおしまいなんだから、ここも気を抜けないよ。この眠りを維持してリミットを引き延ばすために一チーム」

　ゆっくりと、皆を振り分ける『枠』を決め込んでいく。

「一方、人間達の集まる宿屋街でも不穏な動きがある。朱あかが休眠状態から目を覚ます前に集中砲火を浴びせて倒そうと考えているみたいね。ただし、カンスト組が集まって総攻撃しても朱あかの硬い皮膚は貫けない。いたずらに刺激して覚醒までのリミットを縮めるだけになるだろうね。彼らを食い止めるのに一チーム」

　いずれも失敗はできないので、人材を偏らせる事もできない。

　ベアトリーチェは腰に片手を当てて息を吐き、そして人材を振り分けていく。

「私、ぶーぶー、フィリニオン、アルメリナ、それに案内役としてシビュラも欲しい。これで【大天使】マリンカの守る空の秘宝を狙いに行くわ。残りについてはヴィルデフラウ、フルドラを中心とした朱あかの処置と、後はグルアガッハ、ルサールカに軸足を置いた混成部隊が宿屋街からの侵攻を食い止める防衛戦を担当。【ブレイクニュース】の管理もお忘れなく。……という事で良いいかしら」

「まあ、わたくしは構いませんけれど。そちらは最高峰を攻めるらしいので、寒さ対策はご自分で頼みますわよ」

　あっさりと首肯したヴィルデフラウに対し、顔を青くしたのは【錬れん金きんチアリーダー】のフルドラである。

「げげっ、【白しろ魔ま女じよ】さんそっちですかあ!?　私、麻酔薬の処方はできても自分で【調合】できないから弾が尽きたらそれまでですけどお」

「えと、麻酔薬については多めに作り置きしておく事でも対応できますし。それよりマリンカさんを中心とした天空勢力は未知数ですから、回復の要を連れて行きたいって気持ちは理解できますけど」

　人員の割り振りが終われば、いよいよ行動開始だ。

【殴おう僧そう侶りよ】アルメリナはぶーぶーの背中に負っている巨大な革のリュックを眺めて、

「またパンパンに膨らんでいるな。何が詰まっているんだそれ？」

「ぶー、これは【冥めい府ふ】のドロドロ。お山の上に栄養がなかった時はこいつを撒まいてから種を植える。それを言ったらフィリニオンも大荷物だぞ」

　グランズニールで一番高い山、と言っても地球のエベレストのようにアタックに何ヶ月もかかる訳ではない。この辺りは【魔法】の恩恵もかなり大きいが、頑張れば六時間くらいで何とかなる。元から着の身着のままで地下に広がる【迷めい宮きゆう】へ挑むための技術だ。牛の【調合】素材以外、山登りの際にも大掛かりなアウトドアグッズを背負って歩く必要はない。

　彼らは麓に立つ。

【ロイヤルエルフ】シビュラは弓にも杖つえにも見える、ねじくれた【兵へい輝き】を手にしたまま両手を真上に上げて背を伸ばし、薄い胸を突き出すような格好で軽くストレッチしながら、

「んんっ。さて、それでは参りますか。人の足でも使える登山ルートを選ぶつもりですが、足りない部分は各自の【魔法】で勝手に補ってください。特にフォローはしません」

「ぷきー、シビュラはマリンカに会った事あるのか？」

「ええ、かつては陸海空揃って仲良くしていましたよ。ヴィヴィアンがいなくなってからはぎくしゃくしてしまいましたがね」

　と、何やら怪しげな笑みを浮かべているのはアルメリナだ。

「くっくっくっ」

「アルメリナ？」

「ふふふはははは!!　やっと、ようやっと、私より薄い子がやってきたあ！　【ストリオーナ】のような低身長の無効試合じゃない、【カリカンザロス】のような低身長なのに反則胸でもない！　シビュラはそこそこ背丈があってなお最薄、はいどうも長年お疲れ様でしたタイトル返上の時がやってきたんですう!!」

「ぷーきー？　ベアトリーチェ、何がどういう事か説明して」

「大丈夫、ぶーぶーが気きを揉もむ心配は何もないからね」

　余裕の顔でにっこり微笑ほほえむベアトリーチェだったが、そこで【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンがアレをああしてたゆんたゆんさせながら無慈悲に言った。

「ほーらーニッチな需要の貧乳軍団、さっさと前へ進みましょうよ。私インドア派なのに頑張ってモチベを維持してるんですからあ」

「そなた今大雑把に私まで同じ軍団にぶち込みやがったか!?　平均よりはちょびっとだけ上なんですう!!」

　怒髪天のベアトリーチェは本当に頭のてっぺんから火を噴く勢いで嚙かみ付ついたが、例のメガネはリュックの肩紐で絞しぼった大変豊かな資源をひたすらたゆんたゆんさせるばかりだ。

　とにかく下から一番でなければ何でも良いいのか、アルメリナは終始余裕の顔で、

「笑いが止まらん……。しっかし登山ガイドねえ。そもそもこの耳長【エルフ】はインドア派なのか、アウトドア派なのか」

「人様の胸を見てその勝ち誇った顔は何なのですか。そして森で生まれた命の支配者を甘く見ないでいただきたい。そもそもアウトドアに属する者にはインテリジェンスが足りないという考え方そのものが、森で生まれた全ての命に対する侮辱とみなされかねませんよ」

（……あれあれ、どうしよう。見た目のサイズこそアルメリナが勝っているように見えるけど、結局あれって胴まわりの筋肉全体が盛っているからでは？　カップサイズで言ったらシビュラの方がまだしもありそうな気がするんだけど）

「……？　あなたもあなたで何ですか」

「いや別に」

「何故なぜ急に両手を後ろへ回し、肩けん甲こう骨こつの体操を始めているのです？」

　ぐっぐぐっ、と何やら恐怖に駆られて念のため、そう念のために自分のサイズを再度実感しようとしているベアトリーチェを【ロイヤルエルフ】は胡う乱ろんな目で眺めていた。

　そんなシビュラは涼しい顔で山に入るなり、言うだけあって木の根や岩肌でデコボコした斜面であっても危なげなく先頭を歩いていく。

　一方の【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンは早くも内股で腰をぷるぷる震わせながら、

「ひい、ひい、ひいいー……」

　もうベアトリーチェは口くち真ま似ねするしかなかった。

「こほん。あっあー……『えと、麻酔薬については多めに作り置きしておく事でも対応できますし。それよりマリンカさんを中心とした天空勢力は未知数ですから、回復の要を連れて行きたいって気持ちは理解できますけど』」

「うおお!!　過去に戻ってあいつあのクソ馬鹿野郎をメガネのレンズが砕けるまでしこたまぶん殴ってやりたいです……!!　大体私は荷物があるんです!!」

「余計な脂肪の塊をつけてるからだ。なあフィリニオン、あんた腐っても【白しろ魔ま女じよ】だろ、もう完全に腐り切ってるけど。なら疲労回復の栄養ドリンクとか【調合】できたりしないのか？」

「ッ!?　それですッッッ!!!!!!」

「ガッチガチのインドア系なのに今までこの程度の事に気づけなかった程度の【ＩＮＴ】の持ち主ならやめておいた方が良いいと思うけど。そもそも【回復薬】の重ね掛けって耐性できて効果がなくなっていくんだったよね。どうせすぐにギブアップだよ」

　ベアトリーチェはうんざりした声で一応引き止めておいたが、しかしそうなるとメガネ牛一人では限界というものがある。

　必然的にすがる先は一つしかなかった。

「ぶっ、ぶーぶーさぁん……」

「ん？　でもぶーぶーはもう大きな袋を背負っているから背中は貸してやれない」

「……ッッッ!!!???」

「おっ、おい。ショックを受けたのは分かったからそんなに私を見るなよ。私のモノでもないリュックや贅ぜい肉にくの塊を背負って山登りなんて絶対に嫌だぞそんなの!!」

「今なら頼まれると断れない【殴おう僧そう侶りよ】になれますよっ☆」

「ふざけるなよそんな屈辱的な称号絶対お断りだしジャンルが狭すぎる!!」

　やいのやいの騒いで妖怪おんぶ牛があちこちに重量オーバーという名の恐怖を撒まき散ちらし、最終的にはぶーぶーの背中ではなく肩車的に収まっていく。こうするとちょうどパンパンに膨らんだ革のリュックが座席のようになるらしい。

　ぶーぶーの大きな頭をクッションみたいに抱き抱え、リュックに乗せたお尻の位置をもぞもぞ調整しながら【白しろ魔ま女じよ】は温泉に肩まで浸つかったような声を出す。

「はふうー……。やっぱり肉体労働から解放されるのは至福ですう」

「……あいつもうほとんど鉄道ゲームのビリに張り付くキングな疫病神みたいになってやがる……」

　呻うめくアルメリナの横ではベアトリーチェが口をへの字に曲げて小刻みに振動していた。強過ぎる女性はアピールのチャンスも失ってしまうものらしい。

「ぷきー。お耳はさわさわしないでフィリニオン、そこはくすぐったい」

「……、」

「痛いっ！　そしてベアトリーチェはぶーぶーの足蹴らないで!!」

　総括して、先導していたシビュラがこちらを振り返って呆あきれたような声で言った。

「はあ。あなた達は一体何をしているのですか」

　そう言った。

　確かに言ったはずだった。

　そのクソまじめ耳長【ロイヤルエルフ】委員長シビュラだったが、森の木々がなくなり辺りが白一色の銀世界に変わっていくと様子がおかしくなってきた。

「がっがっがっがくがくがく……」

「……おい？」

「だだだ大丈夫ですここここここう見えて私は森を統すべる【ロイヤルエルフ】のののののぶのば木々がなくなるととととば力が本領しかしこの程度陸ををををををををを支配し全土を踏破するこの私のののののののの脚力をもってすすすすすすすれば今夜はあつあつスープカレー」

「論理がめっちゃくちゃになってるし最後の方は軽めに幻が見えてるよ!?　最薄さんが頼みの綱のガイド役なんだぞこんな吹雪の中で先頭が真っ先に倒れたら残った私達はどうすんだ!?」

「うーん、皮下脂肪の少ない次薄さんは寒さに弱いんですかねえ？」

「ちょっと待てフィリニオン今何か重大なっ、そう序列の話がおかしくなかったか!?」

「牛め、そもそもぶーぶーの上に乗っかって楽してるそなたが勝ち誇れるかっ」

「あんたもあんたでここ流すなっ、世界の運命がかかった重大事だぞ！　ああもうシビュラ目を覚ませそして言ってくれ間違いなくあんたが最薄であるとッ!!」

　顔が真っ青になったアルメリナがシビュラの細い肩を摑つかんでがくがく揺さぶるが、首が前に後ろに揺さぶられている【ロイヤルエルフ】はいずこかを遠い目で見て可か憐れんな唇の隙間からあったか料理の名前をだだ漏れにするばかりだ。

　そんなアルメリナの肩にベアトリーチェは手を置いた。

　呆あきれたように首を横に振りながら【剣つるぎ聖せい女じよ】はこう告げる。

「無理強いしても仕方がない。どうやら冬山遭難の定番人肌で温めましょうの時間がやってきたようね。そしてちょうど良いい、すっかり使い物にならなくなったスケベなだけの肉がそこにある。ゆけフィリニオン！　そもそもそなたはみんなの回復役だったでしょ任務を全うしろ!!」

　何か理由をつけてぶーぶーの頭から【白しろ魔ま女じよ】を引き剝がしてシビュラにぶん投げると、効果は劇的であった。揉もみくちゃにされた【ロイヤルエルフ】がぬくもりを得て、ハッと我に返る。

「わっ、私は今まで何を……？　むぐぐそしてあの【賢者】に負けるとも劣らないサイズ感しかしきめ細やかさの面で何だか雑な二つのイラつく塊は一体何事ですか人の頭の上にのしかかりまくっていますよ……!?」

「はひいー？　もう誰でも良いいからおぶって、私に楽させてくださいいいー……。あとおめー今人様のおっぱいを雑って言ったかこんにゃろう？」

「ふざけないでください私は最初に言ったはずです特にフォローはしないと」

「耳ぴしーん」

「ぎゃあああああああああああああああああああああああああああああああああああっ!?」

　この寒空の下、【エルフ】系特有の長耳を指で弾はじかれたシビュラが飛び上がった。

　フィリニオンはメガネの奥でにまにま笑いながら、

「ふっ、痛覚信号倍増の冬の耳ぴしーんは普通の人間耳でも辛つらいのです、その見事にとんがった【エルフ】耳ならどうなりますかな。しかしあなたがこの私の役に立つというのなら、その長耳をやさしぃーく温めてあげても良いんですよ？　あむあむ」

「あっ、甘あま嚙かみしないでくださいそんな所!?　あなた達も見ていないで不遜を極めたこのヘドロの怪物みたいなのを早々に引き剝がしなさい!!」

「いやでも牛の相手はメンド臭いし、せっかく上から目線のいけすかない次薄【エルフ】野郎のアメとムチを見つけてもらったみたいだし」

「聞き間違いじゃねえよやっぱり私が最薄かよお!!　……もう良いい、もう優しさは捨てた。個性の足りない二番手、そう次薄野郎がもう一回シラフで天国を見たら本格的に遭難コースだし、このまま従順に山のガイドを務めてもらおうぜッ!!」

　さらに顔を真っ赤にして叫び返そうとしたシビュラが、腰が砕けたような力の抜けた悲鳴を発して黙り込んだ。どうやらフィリニオンが禁断の奥おう義ぎ、耳に吐息ふうーを実行に移して心を折ったらしい。

　こうして多大な犠牲と共にぶーぶー達は山の頂上に到着した。

　小さな頭の上に大きな塊を二つのっけたまま、左右の肩の高さが合わない馬車馬モードのシビュラがぜえぜえはあはあ荒い息を吐き、すっかり光の消えたどんより目で告げる。

「……ひ、人買いに鎖で繫つながれる系の同胞の気持ちが痛いほど良く分かる教訓話になりました。こいつらやっぱり一度くらい種族単位で絶滅してみた方が世のためなのでは……？」

「とうちゃーく、ですっ☆」

　当然のように人の力を借りまくったフィリニオンは元気いっぱいでシビュラの背中から下りていく。その朗らかな顔を見る限り、自分より明らかに小柄で華きや奢しやな少女にのしかかって山を登らせた事に対する罪悪感とかは微み塵じんもなさそうであった。

　アルメリナは隣のベアトリーチェの脇腹を肘で軽くつついて片目を瞑つぶり、

「（つか、冷静に考えたらベアトリーチェ、あんたの炎で色々薄い、そう影薄シビュラを温めてやれば済んだ話なんじゃあ？）」

「（そこそんなに気にしてるのか最薄議論。もしも薄着で危機意識の薄いあの高慢ちきが私達に頭を下げられたらそうしていたかもね。まあ望み薄だろうけど）」

「薄い薄いさっきからうるせえなッ!!」

「やんのかそなた、ア!?」

　内緒話のつもりが内緒じゃなくなっちゃった二人より一歩先。ぶーぶーはぶーぶーで、分厚い万年雪で覆われた山頂の地面をザクザク踏みつけていた。雪というよりほとんど分厚い氷の層だ。実際の厚みがどれくらいあるかも読めない。土がなければ種を植えても芽は出ない。やはり革のリュックを持ってきて正解だったようだ。ぶーぶーは荷物を下ろすと、中身の黒いドロドロを一面に振ふり撒まいていく。元は巨大海洋生物【冥めい府ふ】だった腐肉のなれの果てだ。

　それから一緒に持ってきた大小様々な植物の種を一定間隔で埋めていく。とはいえ小さなものでもゴルフボール、大きなものだと椰や子しの実とかラグビーボールに匹敵する種もある。

「ぷきー、どれが芽を出すのかしら」

「ベアトリーチェ、炎の【魔法】とかで補助できないのか？」

「やるけど。フィリニオンも、畑の栄養剤とかって【調合】できないの？」

「そっちはできませんよ人を何だと思ってんですか。植物でお薬作ってお薬で植物育ててを繰り返せたら永久機関になっちゃうでしょ」

　もうここは雲の上だ。頭の上は突き抜けるような青空で、太陽は遮るものもなくサンサンと光を降り注がせている。しかし見た目に反してここは吐く息が白く見えるほどに肌寒い。

　ベアトリーチェがレイピア状の【兵へい輝き】を鞘さやから抜いて虚こ空くうに炎の光球を生み出すと、効果は劇的だった。

　メキメキと音を立てて山頂全体が大きく波打つ。

【冥めい府ふ】のなれの果てである黒い腐肉から養分を吸い取って、青々とした双葉が開いた。この時点で葉っぱ一枚一枚はベアトリーチェの掌てのひらよりも大きい。まるで動画の早回しのように巨大な新芽は膨らみ、少女達の身長を飛び越え、太さと長さを増して、互いに絡からみついたり押しのけたり、弱い樹きを枯らして強い樹きの養分に作り替え、自し然ぜん淘とう汰たを繰り返しながらぐんぐん上に伸びていく。はるか頭上で鳥のように旋回していた岩塊の一つを摑つかみ取とったらしい。

　最終的には全員で手を繫つないで大きな輪を作っても囲めないほど太い大樹になった。

　高さがどれだけなのかは見上げても分からない。

　ぶーぶーは強きよう靭じん極きわまる掌てのひらで木の幹に触れ、ぐいぐい押しながら、

「んっ。押しても引いてもびくともしないみたい。ぶー、これなら登れそう」

「万年雪の上にばら撒まいた腐肉だけど、木が育つにつれて根も伸びて山頂の地面をしっかり摑つかんだんだろうね」

「……、」

　シビュラはシビュラで、寒さに震える自分の細い肩を抱きながら、目を細めてしばし大樹を見上げていた。森を統すべる支配者という事だったが、島のものとは違う植物に本能的な警戒心でも覚えているのかもしれない。

　だからこそ、誰よりも純粋な征服欲も湧いたのか。

　やがて彼女は太い太い木の幹に手を触れ、それから足を掛ける。

　先頭のガイド役として、登り始める。

「おお、意外とできるぞシビュラのヤツ」

「ふんっ、この程度で褒められましても。森で生まれた命の支配者を舐なめないでいただきたい」

「ある部分の脂肪が足りない次薄さんは木の幹にしがみついても抵抗がないからスルスル登れるのかもしれませんよ、薄いから」

　それを下から見ていたベアトリーチェ達は、腰に手を当てて白い息を吐き、こんな事を言い合っていた。

「……しかしこれは、やっぱりぶーぶーを先頭にしなくちゃまずいかなあ？」

「うーん、そうだな。こうなっちゃうと流石さすがになあ」

「私はショートパンツですけど、やっぱり気分は良いいものじゃありませんね。……場合によっては形がはっきり浮き出るから、あなた達よりも恥ずかしい目に遭いかねませんし」

　怪け訝げんに思ってシビュラが木の幹に張り付いたまま振り返ってみると、何故なぜだか未いまだに三人娘は根元に留まったままこちらを見上げるばかりだ。会話の輪に入れないのか、ぶーぶーは首を傾かしげながら見よう見まねでベアトリーチェ達と同じようにシビュラの方を見上げている。

「揃そろいも揃そろっていつまでぼーっと突っ立っているのです、真面目にやる気があるのですか。【大天使】マリンカの下に向かわなければならないという目的くらいは理解しているものと思っていたのですが」

「提案なんだけど、ぶーぶーを先頭にしない？」

「何故なぜ。この私がガイド役を買って出ているというのに」

「答えは元々丈がギリギリいっぱいなミニスカワンピのまんま平泳ぎみたいに両足開いて幹にしがみつくととんでもないビジュアルになるからよ。……しっかしまたすごいロイヤルな下着ね【エルフ】のお姫様」

　顔を真っ赤にしたシビュラが絶叫してスカートの裾を押さえようと幹から手を離したところで落っこちて、ぶーぶーが慌ててキャッチしようとした。しかし大き過ぎる両腕の間をシビュラがすり抜ける。

「ひゃっ」

　引っかかっていた。

　ぶーぶーの右の牙に、大変ロイヤルな下着の端が。

「わっわっ、ちょ、わーっ!!」

「ぷきー？」

　己の腰をてっぺんに突き出す格好で、まさに一点支持でぶら下げられたまま顔を真っ赤にして叫ぶ【ロイヤルエルフ】だったが、逆に近すぎてぶーぶーには何が何やら見えないらしい。顔についた虫くらいの距離感なので仕方がないのかもしれないが。

「つまり何がどういう事？」

「揺らっ、首を傾かしげないでください!!　じ、自分の下着に、しめつけられるう……」

「おいシビュラ、あんまり手足振り回して暴れるとビリッと破けるぞ。次に薄い人よりそっちが目立ちそう」

「ええっ、あのミニスカワンピでまさかのはいてないを上乗せしちゃうんですか？　足首まである巫み女こ装しよう束ぞくでも相当勇気がいる決断なのに……」

「それも嫌ですっっっ!!　そっとですよ、そっと身を屈かがめて下ろしてください!!」

「……そして木登りから始まった一連の動きが全部あざとい計算の下に行われていたとしたら私はそなたを許さない……」

　改めて、【イベリコオーク】を先頭にして極大の木登りが始まる。

　手足の長さや握力などが根本的に違うぶーぶーの選んだルートは、必ずしもベアトリーチェ達がそのまま辿たどれるとは限らない。どこにも取っ掛かりのない『行き止まり』にぶつからないよう気を配りながら、【剣つるぎ聖せい女じよ】達たちもデコボコした幹の表面に手足を掛けていく。

「ひい、ひい、ひいいー……」

「……まともな人語じゃないのにこれだけでメガネ牛って分かる私もいい加減に教育されてきたのかな。そして甘やかさないぞ牛。そなた山ではぶーぶーやシビュラにしがみついて温存してきたんだから、木登りくらい自分でやれ」

　冷たく言い放つベアトリーチェだったが、そこで気づいた。

　山の山頂よりも高い位置にいるはずなのに、知らない内に切り裂くような寒さがなくなっていた。最初は単なる慣れか、あるいは感覚が麻ま痺ひしてきたのかと思ったが、ほぼ同じ高さの枝でもぞもぞしている（多分己のぱんつが伸び切っていないか気にしている）赤い顔のシビュラの可か憐れんな唇から洩もれる吐息から、白い色彩がなくなっていた。単なる主観の問題でもなさそうだった。

　同様に、空気の薄さも気にならない。

　まるで物理的な高空から、オカルトな天国へ切り替わっていくようだ。

「ぶー。見えてきた」

　先頭のぶーぶーが頭上を見上げてそう告げた。

　大樹の生長は唐突に終わっていた。ざっと二〇畳じようほど。漠然と宙に浮かぶ岩の塊の真裏に木のてっぺんがぶつかり、絡みつくように摑つかんで固定していたのだ。

　天空領域、宙に浮かぶ小さな島々のその下端。

　ぶーぶーやベアトリーチェ達が大樹を登って大きな岩の上へ身を乗り上げると、異質な景色が広がっていた。

　一面に広がる青い空。

　真上に向かって点々と浮かんでいる、大小無数の島々。

　そして延長線上に確かに存在する、燦さん々さんと光を放つ太陽。

「……おいおい、ほんとに道が続いているぞ。行けるのか、あそこまで」

　分布自体は不規則だが、全体を眺めると、目に見えない透明な円筒形の塔を取り囲むようであった。あるいは、ド派手な流星群がそのまま時間を止めたら天まで続く足場となるだろうか。

「で、でも、結構島と島の間隔って広くないですか？　一番近くの島でも二〇メートル以上上にありそうですけど」

　フィリニオンがおっかなびっくり言った時だった。

　パキリと乾いた音が響く。

　ぶーぶーの足元で割れた小石が重力に反してぶわりと浮かび上がった。少女達の目の高さでくるくると回ると、そのまま垂直に飛んでいってしまう。

　ベアトリーチェは大きく目を見開いたまま、

「重たい島を割れば、元からある『浮かび上がる力』を利用して上に上がれるのかしら」

　答えが出た直後。

　まるで呼応し、行く手を阻はばむように新たな影があった。

　そう、影だ。

　頭上の太陽そのものを塞ぐ日につ蝕しよくにも似て、人の形をしたその影は間違いなく天からゆるりと舞い降りてきた。

　健康的な褐色の肌に肩けん甲こう骨こつまで伸びた金の髪。

　そして白鳥にも似た、あまりにも巨大な一対の白はく翼よく。

　純白のテーブルクロスのように大きな一枚布を華きや奢しやで未成熟な体の要所に巻き付け、ドレスの形を整えた特殊なその装束。

　極め付きは、頭の上に備わるこれ以上ない光こう輪りん。

　浮かんだ印象そのままを、思わずベアトリーチェは呟つぶやいていた。

「……【大天使】マリンカ……？」

「いいえ。正確にはその影たる部分です」

　シビュラが解釈の難しい言葉で応じる。

「マリンカは一人だけを眺めてもまともな意思疎通は図れません。日につ蝕しよくと同じく、全てのマリンカを重ね合わせなければ。あれを伴って頂上に向かい、マリンカとマリンカを鉢合わせるのが理想でしょうね」

　少女の曲線を見せつける【大天使】は、この期に及んで陸地に固執する人間達には到達不能な虚こ空くうを舞いながら、静かなのにやけに響き渡る声でこう告げた。

『警＊＊ます。現在＊＊護＊＊し秘宝＊＊般公開され＊＊＊＊せん。別の機を待ち、速＊＊に退去す＊＊う勧告＊＊します』

　ザリザリザリ!!　と。

　耳の中にきめ細かい砂でも流し込まれるような、ノイズまみれの声色だった。

「マリンカ、私達には時間がありません。現在、地上で起きている問題の解決にはあなたの持つ空の秘宝が必要です。それを貸していただきたい。さもなくば被害はあなたも愛するこの世界だけに留まりません。我々の及ばぬ領域の命まで失われる事態に発展してしまいます」

『私情に＊＊例外は認め＊＊ません』

　ぶわっ!!　と巨大な圧が吊つり天てん井じようのようにベアトリーチェ達の頭上から重くのしかかってきた。

　それはテニスボール大の人ひと魂だまのようにも見えた。

　だが違う。火の赤、水の青、土の緑、風の黄。そうした【元素】の塊だ。少女の握り拳大の頼りない人ひと魂だまのように見えた塊は、縮尺の関係でそう見えただけだ。その実、トカゲや乙女などの形も保たずに数千数万もの細かい人ひと魂だまが集積した群体だったのだ。

　ベアトリーチェ達よりも一段高い虚こ空くうをゆっくりと旋回する四色の塊は、各おの々おのの大きさであれば軍艦に匹敵する。

　全てを貪むさぼり喰くうイナゴの大群を目まの当あたりにしたような、生理的な嫌けん悪お感かんすら滲にじませる中、褐色の【大天使】は静かに告げた。

　その眉一つにすら感情を乗せず、冷たく突き放すように。

『退去勧＊＊応じられない場合で＊＊ば、対処は一律＊＊。強制的な退去を』

「マリンカッ!!」

　コンタクト不能。そうと分かっていても、なおシビュラは叫ぶ。

　しかし対応はいっそ機械的だった。

『こ＊＊不可侵、世俗の垢あかに＊＊れたあ＊＊る雑事より解放＊＊し無む垢く＊＊自由領域なり。天の領域＊＊る衛兵よ、＊＊役を果たせ』

　その頭の上の光輪が、明確にその輝きを増す。

　直後であった。

　宙に浮かぶ限られた大地をまとめてすり潰すように、赤、青、緑、黄、形のない光が極彩色の豪雨となって容赦なく降り注いできた。
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　ぶーぶーの家の周辺、高さ一〇〇メートルほどを掌てのひらサイズの【妖よう精せい】達たちがひらりと舞っていた。メリディアーナとアリスの姉妹である。

「ぶーぶーさん……」

　姉のメリディアーナは虫に似た透き通る羽を羽ばたかせながら、遠くを眺めてぽつりと呟つぶやいていた。空中は彼女達の領域だが、太陽は流石さすがに遠すぎる。以前、どこまで高くへ行けるか試した事はあるが、一定以上のラインを超えるといくら羽を動かしても体を浮かばせる力を作れなくなってしまうのだ。

【妖よう精せい】からすれば複雑な立ち位置にいる【サウザンドドラゴン】がみんなを頭に乗せ、山のてっぺんで背伸びすれば……とも考えたが、実際にそういう手を取っていない以上は何か理由があるのだろう。そもそも尻尾の先までピンと立っているところを想像しにくい。

　と、妹のアリスが小さな耳をピクンと動かして、

「むっ、あんな悪臭まみれの脂肪の塊が何だと言うんですもん！」

「未いまだかつてない罵ば詈り雑ぞう言ごんですが私は絶対に忘れませんからねアリス。地上に帰ったらおしおきです」

　ですもーん!!　と涙目でアリスが叫んだ時だった。

　何かが視界を横切った。

【妖よう精せい】は食物連鎖では下位にあたる。巨大な海鳥辺りに捕捉されただけでも命懸けだ。なのでギョッと体を強こわ張ばらせる姉妹だったが、そこで動きが止まる。眉をひそめ、怪け訝げんな顔をしてそれを目で追い駆けていく。

　直径三〇センチほどの輪っかだった。ガラスでも金属でもないつるりとした素材でできた無機物。翼らしい翼もないのに、空中でビタリと安定したまま、真横にゆっくりとスライドしている。何だ、あれは何だ？　ますます疑問が絶えない二人は謎物質の周りを飛び回りながら観察を続けていく。分かりやすい牙や爪がないと、恐怖よりも不審が先に立つ。

「風船から空気が洩もれていくような音がしますね。下に向かって風を送り出す事で浮かんでいるんでしょうか」

「ん？　でもこれ、お姉ちゃん、ガラスの目玉がついてるですもん」

　確かに、輪っかの側面に二つ、透明で真ん丸なガラスが並んでいた。掌てのひらサイズの彼女達にとっては自分の頭と同じくらいある。そしてよくよく観察してみれば輪っか全体も水平に移動しながらも、不規則かつ小刻みに首を振るような挙動を繰り返しているのが分かってくる。

「上から……地上を、見ている？」

「ですもん？」

　思わず顔を見合わせる姉妹。つまり、こいつはメリディアーナ達と同じ役割を負っている。そもそも直接戦闘能力を持たない【妖よう精せい】達たちは何を任されていたのだったか。

　８の字を描くように規則的に飛び回り、羽の鱗りん粉ぷんを規則的に撒まいて太陽光でキラキラと反射させながら、【妖よう精せい】の姉妹は大声を上げていた。

「た、大変!!　偵察部隊を送り出してきたって事は、じきに本隊がやってきますよ!?」

「てっ、てっ、敵襲ぅうううううううううううう!!　総員警戒、宿屋街の人間達が攻め込んできたですもーん!!」







　一方の地上。

　ぶーぶーの家のすぐ傍そばにある森の中では、【妖よう精せい】達たちの集落で表向きの長老を努める女性、モルガンが黒のリボンワンピースを纏まとう【ストリオーナ】の肩の辺りで滞空しながらそっと報告した。

「上空から報告、いよいよ始まります」

「うむ」

　腕組みする妖よう精せい達たちの女王がいちいち講釈を垂れるまでもなく、自ら休眠状態に入った朱あかい【イベリコオーク】達は、その状態でも強きよう靭じんだ。宿屋街の人間達にどれだけカンスト組が混じっているかは知らないが、彼らが総攻撃を仕掛けても殺す事はできない。いたずらに痛覚を刺激し、覚醒までのリミットを早めてしまうだけだ。

　山の斜面の一部を柵で囲って中を耕しただけの、素朴な家庭菜園の柔らかい土から植物系の頂点、【イレアナ】は両足を引き抜きながら、

「時代時代で軍の教本は変わってくるものの、人間達の戦術には基本となるセオリーがあるぞな。まず少数の偵察、次に長距離からの砲撃、本隊が突っ込んでくるのは地じ均ならしを終えてからになるはず。敵がここへやってくるまでじっと待っているだけでは朱あかどもへの被弾は避けられんぞな」

　かつて旧ソの極秘施設の番人を任されていた関係か、【マンドラゴラ】らしからぬ知識を披露する褐色肌の【イレアナ】。

　そんな彼女達の直上、背の高い針葉樹のてっぺんに登って遠方を確認しているのは人間の【氷ひよう瀑ばく姫き】ヴィルデフラウと【錬れん金きんチアリーダー】フルドラ。各おの々おの、氷や宝石をレンズ状に整え、即席の望遠鏡を組み立てて敵の構成を暴いていく。

「数は……ざっと見て五〇〇〇から六〇〇〇程度かしら」

「宿屋街をしっちゃかめっちゃかにしてくれた【冥めい府ふ】戦せんの直後でごっそり戦力削れているのは不幸中の幸いだったんですう。とはいえ、リデルク、ラ・ヴォワザンに……うげえ、トラソルテオトルまで!?　ろくでもないベテランどもが揃そろい踏ぶみじゃないですかあ!!」

「【冥めい府ふの王】との戦争でふるいに掛けられた結果、えげつないのだけが残ったのではなくて？　というか一体どこのどなたですの」

「自衛軍の佐官クラスや南米カルテルの大物幹部などです。地球での組織構造が異世界での活動を阻害する事例がある……っていうのは前々から懸け念ねんされていたんですけどお」

　つまり剣や【魔法】がどうのこうのの話ではなく、そもそも日常的に死と暴力に触れている猛も者さ達たちだ。地力の違いがどんな差を生み出すかについては、【冥めい府ふ】戦せんで遭遇した東西冷戦の亡ぼう霊れい達たちが証明している。逆に言えば、今こちらを目指している人間どもは、たった一つの命で無限に復活する精鋭の亡ぼう霊れい達たちの大進撃を凌しのぎ切きった、真なる実力者でもあるのだ。

【冥めい府ふ】戦せんの終盤で死亡し、一回限りの裏技で反魂・復活を遂げたヴィルデフラウやフルドラには獲得できなかったトロフィーである。

　望遠鏡の狭い視界の中で、多くの羽根飾りをつけた褐色の少女が片手を上げた。

　舌打ちしてフルドラが望遠鏡を放り捨てると、遠く離れた地上が記者会見のように猛烈な閃せん光こうの連射で埋め尽くされていく。あの全てが【魔法】の光。撃ち出された破壊の種子は空中で弧を描き、わずかな時間を空けて豪雨のように隙間なく降り注いでくる事だろう。

　第一波の到来に、ツインテールのフルドラが真下に向けて叫ぶ。

「アテンション、ディスチャージ、ナウッッッ!!!!!!」

「いちいち叫ばなくても分かっておる。エロ人にん参じんも手はずの通りに」

「ぞな」

　腰に手を当てて息を吐く【ストリオーナ】は横目でぶーぶーの家を眺める。そちらでは西洋喪服のスカートをたなびかせる【召しよう喚かん狩人かりゆうど】グルアガッハとレオタードに各種装甲を付け足した【ノーブルダンサー】ルサールカの二人が、まだらな銀髪を体の前に二束乗らしぐったりして目を覚まさない最終兵器アビスを担かつぎ出だしているところだった。

「わ、私達も準備完了です」

「とっとと始めるが良いいわ!!」

　それから妖よう精せい達たちの女王は足元の地面を小さなカカトで軽く叩たたいた。『もう一人』に向けて適当な調子で言い放つ。

「話は聞いておったな。こちらも始めるぞ、末席!!」




　ぶわりっ!!　と。

　直後に山の中腹そのものが大きく浮かび上がる。




　黒土の大地がめくり上がり、土台を失った森の木々が次々と倒れていく。代わって現れたのは、禍まが々まがしい爬は虫ちゆう類るいの鱗うろこの海、巨大な帆に似た薄膜の翼、何より凶悪極まる竜の顎あぎと。

　全長一〇〇〇メートル。

【サウザンドドラゴン】はぶーぶーの家をギリギリ食い潰さない位置で翼をはためかせ、うずくまったまま動かない朱あかい【イベリコオーク】達を転がしてその背に乗せ直す。真っ赤な終末の卵達を背負い、ついに暴力の化身が大きく羽ばたく。

　浮かぶ。

　飛ぶ。

　攻撃目標が空中へ逃れた直後、大きく弧を描いて豪雨のように降り注いできた色とりどりの閃せん光こうが残った山肌を容赦なく爆破していった。

　大量の土砂が土石流のように竜の背から落ちていく中、巻き込まれて落下しないようツインテールのフルドラは四苦八苦しながら、

「ひい、ひい。ああもう、ぶーぶーさんの家が……」

「アビスとやらを引っ張り出せれば問題なかろう。作り直せるのならまた【妖よう精せい】どもに作らせれば事足りる。しっかし、つくづく、この揚力の塊をぶーぶー達太陽探索チームに回せればのう。適材適所とは良く言ったものだが、それでも世の中は複雑だ」

　当然、宿屋街から侵攻してきた人間達もこれでは終わらない。

　ベギンッ!!　と硬い音が響いた。

　地上で動きがある。大量の錆さびた金属が湧き出ていた。ボロボロになった兜かぶと、甲かつ冑ちゆう、籠手、具足などが磁石で寄せ集められるように組み合わさっていくのだ。火山の噴火を思わせる勢いで噴き出した赤あか錆さびの塊はあっという間に体積を膨張させていくと、【サウザンドドラゴン】に匹敵する巨体を生み出していく。

　それは時計の文字盤か、禍まが々まがしい巨虫か。複数の歪いびつな脚で大地を踏み締め、ガツガツと削り、そして怒ど涛とうの追撃が始まる。平地も野山も無視して踏み潰し、壮絶な勢いで逃げる飛竜を追い駆け回す。

　目を剝むいたのは青い巻き髪のヴィルデフラウだ。

「あれも人間の【魔法】ですの？　あんなもの地下の【迷めい宮きゆう】探たん索さくのどこで活用させるんですか!?」

「……【重罪女王】トラソルテオトル……」

　呻うめくようにチア衣装のフルドラも呟つぶやいている。

　錆さびた異形の背に張り付く彼らを縛り付けているのは、怒りや憎ぞう悪おではなく底なしの恐怖だ。人類滅亡、この世の終わり。それを回避するため、だからこそ一切の呵か責しやくはない。

　しかし同時に、極限の空回りだ。

　連中が全力を出しても朱あかは殺せない。ぶーぶーやベアトリーチェ達が正しい解決法を持ち帰るまで、いたずらにリミットを縮める訳にはいかないのだ。

（……まさかこのわしが地球とやらの人間どもを守るために命を張る事になるとはのう）

　元来【ストリオーナ】は魂を持つ逆説、目撃されただけで悲報と化す【ブレイクニュース】だ。他種族が勝手に取り決めた善悪に合わせて行動指針を縛られるような存在ではない。にも拘かかわらず現実として、今の彼女は守る側として動いている。それも一人きりではなく、多くの仲間達と共に、だ。

　何故なぜこうなったのか。

　それは進化なのか、退化なのか。

　考え、そして妖よう精せい達たちの女王【ストリオーナ】は獰どう猛もうに笑った。

「人間ども！　ツェリカの充塡は終わっておるか？」

「え、ええ。かの魔王については私と共にあります。いつでも行けますよ」

「そちらの小娘は風や空気を操ると言ったな。ならばわしに続け。猛毒の血の羽『赤き狂熱の砂嵐』は絶大だが、そのままここで使うと末席、この竜まで狂わせかねんのでな。そちらの【魔法】で制御せよ」

「ふんっ、お姉様が首を縦に振ったから仕方なく協力してあげるというのを忘れない事ね！」

　そもそも天空を目指すベアトリーチェ達に【ノーブルダンサー】を同行させず、こちらへ温存させておいたのもそのためだ。

　地上を埋め尽くす追っ手達を睥へい睨げいしながら、銀の髪に黒いリボンワンピースの少女は両手を腰に当てた。

　ぶわりっ!!　と。

　その背から、あまりにも巨大な赤い蝶ちようの羽はねが飛び出していく。

「なら反撃の時間だ。有象無象の端役ども、こちらの陣営につかなかった悲劇を嘆くがよいわ。今この瞬間よりメッチャクチャにしてやるぞ!!」
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　小柄で褐色の肌が特徴的な、白い翼の【大天使】。

　マリンカからの、豪雨に等しい苛烈極まる【元素】系の空爆。

　しかし実際には、死中に活があった。

　ぶーぶーやベアトリーチェ達と違って、浮かぶ島には特徴がある。天空領域の島々が宙に浮いているのは、何かしらの『物体を宙に浮かべる力』と岩の塊の重量の間で均衡が取れているからだ。つまり、今安定している島を叩たたき割わって重さを変える事で、上に向かう選択肢が浮上する。

「きゃああっ!?」

　ろくすっぽ攻撃手段を持たない【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンが悲鳴を上げて両手で帽子ごと頭を庇かばおうとする中、着弾前にぶーぶーは丸太や鉄骨に似た【兵へい輝き】を腰から抜いていた。

　そのまま鉄てつ杭くいを打ち込むように、二〇畳じよう程度の岩の塊のど真ん中に平たい先端を突き刺す。

　かち割る。

　ミルククラウンにも似て、硬い岩盤がめくれ上がって宙に舞う。まるで畳返し。彼らの頭上まで飛び上がった土くれが、落城寸前の城にトドメを刺す火矢の群れのようだった赤い人ひと魂だま……【火か精せいサラマンダー】の豪雨と正面衝突していく。

　ドカドカドワドワッ!!　と大量の火炎瓶がぶつかるような、ぬめった炎の花が重なり合って咲き乱れる。

　続く回避行動を取る必要はなかった。

　クッキーのように島全体が砕けた段階で、ぶーぶー達の乗っていた足場そのものがぶわりと浮かび上がったのだ。続けざまに横殴りで迫ってきた青、乙女の形も取らない【水すい精せいウンディーネ】が軍艦大の塊のままついさっきまで彼らのいた場所を掠かすめ、超高水圧でもって大樹のてっぺんを巨大なヤスリで擦るように容赦なく削り取っていく。

　アルメリナが鉄の杖つえの【兵へい輝き】を操作し、巨大な鎖付き鉄球を呼び出しながら叫ぶ。

「ナフサの塊だの工業用カッターだのどころじゃねえぞっ、直接触れても良い事はなさそうだ！　飛び道具か盾を一枚挟む事を忘れるなよ!!」

　足場にしていた岩盤が割れたため、ぶーぶーもベアトリーチェもバラバラの岩に張り付く羽目になった。すっかりへたり込んでいたフィリニオンがあちこちを見回しながら、

「あっ、あれ？　特に島から島へ危険なジャンプをしなくても、このエレベーターで一気にそのまんまゴールのてっぺんまで導いてもらえるのでは？　はっ、はふうー、やっぱり人間楽ちんなのが一番ですううううううううぶうぶうぶぶぶぶぶ」

「ぷきー。何だかみんなの岩の速さがぐんぐん増しているような？　早いトコよそに飛び移らないと大変な事になりそう。上に別の島があったら身動き取れずに挟まれちゃう」

「ベアトリーチェ!!」

　アルメリナが叫び、ベアトリーチェが不承不承といった様子で真上に炎の矢を放った。危うくそのまんま流星になりかけた岩の塊が打ち上げ花火のように爆発し、完全に足場を失ったフィリニオンがようやく重力を思い出して再び落下してくる。

　ぶーぶーがゆるふわ金髪を両手でキャッチするのを横目で見ながら、【ロイヤルエルフ】のシビュラが加速を始めた小さな塊からひらりと別の島へと飛び移っていく。

　褐色の肌に白い翼の【大天使】マリンカは、唯一宙に浮かぶ足場を無視して一定間隔を空けた虚こ空くうに漂っていた。標的を中心に、右に左にゆっくりと円を描くように移動を繰り返すかつての友をシビュラは睨にらみつけ、弓にも杖つえにも見えるねじくれた【兵へい輝き】を突き付ける。

「マリンカ……」

　彼女は人間のために作られた【魔法】は使えない。

　種族の持つ【スキル】として、物体に宿る残留思念を実体化させるだけだ。

「支配者としての玉座に腰掛けるなら、支配者としての責務を果たしなさい!!　【大天使】マリンカぁ!!」

　天を目指す者だけならいくらでもいた。

　道半ばで倒れた敗北者達の残留思念を呼び出し、高速回転する巨大な鋼の刃を褐色の天使へ突っ込ませる。

（とはいえ上へ行くほど残留思念は減るはず。何故なぜなら単純に考えて、高度と到達できた人間の数は反比例になるはずですから。あまり自前の【スキル】を過信もできませんか！）

　緑の光の塊、【土ど精せいノーム】の群れがその重さでもってシビュラの放ったヘリのメインローターじみた回転刃を横から弾はじき飛とばす。とばっちりを受けた手近な島を真っ二つに砕くが誰もそちらなど見ない。直後にとてつもない巨人が鋭い右フックを放つように、【土ど精せいノーム】の一群が華きや奢しやな【ロイヤルエルフ】を足場となる島ごと吹っ飛ばそうと迫り来る。

「にゃろっ!!」

　別の島にいたアルメリナが鎖付きの鉄球を投げ放つ。

　狙いは緑の光でも【大天使】マリンカでもなく、シビュラの立つ島そのものだ。足元に落ちた鉄球を踏みつけるような格好で【ロイヤルエルフ】が足を置き、太い鎖を手で摑つかむと、そのまんまアルメリナは勢い良く鎖を手前に引く。豪快な一本釣りでシビュラの体が島から離れた途端、膨大な量の【土ど精せいノーム】が残った島を容赦なく粉々に砕き、残った土くれが重力を無視して真上へ飛び上がっていった。

　ハンマーに形を変えた鈍器で足元の岩を砕いて浮力を確保すると、同じ足場の縁ふちに籠手付きの細い手が摑つかまった。

　背中から炎の翼を伸ばしたベアトリーチェが相乗りしてきたらしい。

「あんたそれずるいな!!」

「【大天使】と違って自由に大空を飛べるようなものじゃない。せいぜい一直線に空中ダッシュするくらいの性能だから、気をつけないと何にもない虚こ空くうへ飛び出す羽目になるのよ」

　だんっ!!　とさらに派手な音を立てて【剣つるぎ聖せい女じよ】が飛ぶ。別の土くれを砕いてエレベーター代わりにし、アルメリナ達を追い抜いていったぶーぶー（へたり込んだフィリニオン付き）の陸地へ乗り移ったようだ。

　しかし上を目指しても、褐色の【大天使】を完全に振り切れる訳ではない。

【大天使】や四色の【元素】は基本的に足場を必要としていない。どうしても移動に制限がかかるぶーぶー達と違って前後左右上下自由に移動できる彼らの方が格段に有利なのだ。言うまでもなく、天空はマリンカ達のテリトリーである。

「にしてもどうすんだあれ？　いやある意味ラッキーなのか。てっぺんの太陽なんか目指さなくても大ボスのマリンカ本人が出てきてくれたんだから……」

「先も言いましたが、あれは【大天使】マリンカの影たる部分でしかありません。コンタクトを取るには、全てのマリンカを重ね合わせる必要があります」

「良く分からんがあれがマリンカ本人じゃないのか!?」

「区別などありません。ようはこうして前線に出てきたマリンカと、後方に引っ込んでいるマリンカがいるのです。コンタクトを取るには全て重ねる必要がありますが、彼女達が合わさって完全な存在になる訳ではありません。むしろ自ら欠落を許容する事で全体としての現象を体現している方が近い」

「説明する気がないのは分かった、ようは結局ゴールを目指すしかないのかよ！」

　アルメリナは重たい息を吐いて、それからシビュラの開いた（薄いのに勝てない）胸元を掌てのひらで押した。棒切れのように後ろへ倒れ、島から足を踏み外す【ロイヤルエルフ】だったが、直後に二人の中間地点を黄色に輝く【元素】が狙撃弾のように突っ切っていく。

　一発に留まらなかった。

　割れた水風船の映像をスーパースローで捉えたように、黄色の光点が島を取り囲んでいた。それらが一斉に内側に向けて高速で射出されたのだ。穴だらけにされる前に、アルメリナもアルメリナでさっさと不安定な足場から飛び降りる。

　ギリギリで、狙撃と狙撃の隙間をかいくぐる。

　共にある部分が薄かったおかげで助かったのかもしれない。

　岩を砕くだけで真上に浮かび上がるエレベーターを作れる状況だが、少女達の肉体そのものは重力に縛られた存在だ。足場がなければ普通に落ちて、墜落死する。

　残留思念を実体化して岩を砕いたシビュラが、一段低い位置からさっさと再浮上を始めていた。上下の交差の瞬間、アルメリナは鉄の杖つえを大きな熊手のような形に変え、その端に喰くい込こませて相乗りする。

　より一層上の足場にいるのは、ぶーぶーやベアトリーチェ達だ。

　褐色の【大天使】は優先順位を決めて、下層にいるシビュラやアルメリナから目線を外した。

　陸の支配者である【ロイヤルエルフ】はこう告げた。

「それが間違いなのです、マリンカ」

『？？？』

「あなたはこの私から目を離した。たった一瞬でも、それは致命的になる。何故なぜなら私は残留思念を実体化し、飛び道具を自由自在に扱える伏兵なのですから」

　シビュラは弓にも杖つえにも見える【兵へい輝き】を軽く掲げ、

「そしてあなたの領域にはいくつかの特徴がある。一つ、ここには何かしら物体を浮かび上がらせる力がある。一つ、島の重さと浮かび上がらせる力が均衡を保った場合に限り島は空中に留まる。一つ、島の方が重たければ下降し、軽ければ上昇する。これは足場を砕いて分割した時にも適用される。一つ、いったん加速を得た島は徐々にその速度を上げていく」

　ルールを並べるだけなら、危機感はいまいち伝わりにくいかもしれない。

「つまり」

　それで構わない。

　というより、シビュラの目的を考えればそちらの方がありがたい。




「最下層の島を密ひそやかに弓で破壊しておけば、細かい石となって上昇する『足場』は絶え間なく加速を続けます。この高さまで到達する頃には、立派な凶器と化しているでしょうね」




　言ってしまえば、高層ビルの屋上から大量のパチンコ玉をばら撒まく危険行為を、上下逆さまにしたようなもの。

　ぶわっ!!　と【大天使】マリンカのいる辺りを下から上に石いし礫つぶての豪雨が突き抜けた。所々爆竹の爆はぜるような音が散発的に鳴り響くところを見ると、いくつかは音速の壁を破ったのかもしれない。

『ぐうう＊＊ッッッ』

　両手で顔を庇かばい、大量の【元素】を呼びつけて盾を作っているマリンカだが、果たして全弾を奇麗に凌しのぎ切きる事はできるのか。そしてシビュラやアルメリナもそこに固執しない。相手が防御に集中し主力の【元素】を使っている間に、とっとと足場を上昇させて天を目指す。

「おっ、おい。こっちもかなり加速してるぞ。まだ留まり続けるのか、おいって!?」

「そうしないと先行組に追い着けません。あなたの【魔法】はかなり便利なのであてにしていますよ。ワイヤーでも鎖でも良いいので、飛び移るのに使える形状に変えて準備しておいてください」

　辺りを漂う浮遊島をぐんぐん追い抜き、速度を上げていく。

　感覚的には高速道路をぶっ飛ばすのを縦にしたようなものに近いが、こちらはハンドルがついている訳ではない。進行方向に別の島があっても避けられず、そのまんまプレスされておしまいだ。

　より高い位置にある島の中に、【火か精せいサラマンダー】に由来しない炎が揺らめいているのが見えた。

「あれです、ベアトリーチェのいる島」

「どうすんだって……」

「今です善きに計らえ」

「結局他人ひと任まかせかよナチュラルわがままお姫様ッッッ!!!???」

【殴おう僧そう侶りよ】の胴にほっそりした腕を回してしがみつくシビュラに絶叫しながらアルメリナは鎖付き鉄球を投げつけ、何とかして隣の島にめり込ませる。ピンと張った太い鎖に導かれるように足場から飛んだ瞬間、もうすでに高さ的には追い抜いていた。ついさっきまで自分達が足を着けていた島が頭上を塞ぐ別の岩盤にぶつかって砕ける音を耳にしながら、ようやっとアルメリナ達は先行していたぶーぶー組との合流を果たしていった。

「ぷっ、ぷきー！　アルメリナとシビュラは大丈夫だったか!?」

「ああ。心配すんな、何だかんだでシビュラの野郎がマリンカに一いつ矢し報むくいてくれたからな……」

【殴おう僧そう侶りよ】の顔を見てホッとしたのか、へたり込んでぶーぶーの太い脚にしがみつき、自分のリュックの肩紐で胸を絞しぼり気味なフィリニオンがちょいと涙目で興奮気味に叫ぶ。

「そっ、それにしてもすっごい石いし礫つぶての嵐でしたよねえ！　なんかもう真下からバルカン砲で掃射されているような感じでしたけど、あれ結局何だったんでしょう。【土ど精せいノーム】とも違うようですが」

「……げふんげふん。マリンカの奥の手でしょう。今は余計な事など考えずにとっとと上を目指しましょう」

　真実から目を逸そらせない正義のお巡りさんが何かしら訂正しようとしたところで、シビュラがしれっと【殴おう僧そう侶りよ】のスリットに手を突っ込み、お尻をつねって黙らせた。口封じは支配者の十八番おはこである。

　ぶーぶー達のいるこの島自体も上昇している。

　下層にいるはずのマリンカにも不調が生じたのか、束つかの間ま、妨害が途切れる。同じ島に留まっている分だけ加速の恩恵を得て、みるみる高度を上げていく。

　この時になって、ようやっとベアトリーチェは何かに気づいて口を開いた。

「ん？　太陽を目指すのは良いいけど、熱にやられたりはしないものなのかしら？」

「ぎゃああっ!?　ガチの神話に出てくるイカロスみたいな目に遭ったりしませんよねこれ!?　モノホンだとしたら核融合ですよこんちくしょう、火炎バカのベアトリーチェは【火力耐性一〇〇％】持ちだから問題ないかもしれないですけど私達はこれからどうなるんですかあ!!」

　フィリニオンが青い顔で絶叫した直後、上昇を続ける島が光の真ん中へ突っ込んだ。

「……？」

　反射的に手で目線を庇かばった【剣つるぎ聖せい女じよ】は、そこで眉をひそめる。

　凄すさまじい光の壁は、一度越えてしまえば単なる逆光である事が分かってくる。太陽の正体は、グランズニールの島に匹敵するほどの巨大な円盤だった。ベアトリーチェ達の乗る島がそのすぐ横を通り過ぎると、光の壁で遮られていた太陽の裏側がさらけ出されていく。

　春の到来を知らせるように、無数の草花が生い茂る花園に、いくつもの白い大理石の柱が並んでいた。それらを目線で追い駆けていくと、花園よりも大理石の密度が濃くなっていくのが分かる。中央まで続き、巨大な純白の祭壇や神殿へと積み上げられていくようだ。

「あれが……」

　まるで天国。

　しかし見み惚とれている場合でもなかった。

　このままでは追い越し、距離を離されてしまう。

「っ、アルメリナ!!」

「ああもう、なんか便利な雑用係になってないか私!?」

　ベアトリーチェは炎の翼で、ぶーぶーはフィリニオンを摑つかんだままその脚力で、半はん端ぱに次薄シビュラにしがみつかれた真打ち最薄アルメリナは鉄の鎖で、それぞれ島から飛んで太陽の島の裏側へと飛び降りていく。

　着地してから、ぶーぶーは頭上で派手な破壊音が炸さく裂れつするのを耳にした。

　見上げてみれば、ついさっきまで自分達が乗っていた島が砕けている。それ自体は珍しい事ではない。しかしこれまでと違った条件があった。

　島と島がぶつかったのではない。

　確かに何かに激突して破壊されたはずなのに、それらしいものが見当たらないのだ。何もない透明な壁でもあるかのようだ。

「ぷきー。一体どういう事なのかしら……」

「……地球と比べて随分薄っぺらいけど、あるいは、あれがこの世界の大気圏の境目なのかな」

　ベアトリーチェもぽつりと呟つぶやく。

　安定した足場さえあれば、フィリニオンやシビュラも他人をあてにしなくて済む。改めて各おの々おのが自分の足で大地を踏み締め、不思議なぽかぽか陽気の花園を見て回る。グランズニールにある全ての植物は【イレアナ】と同じ【万能種】から派生したものらしいが、さて。高山植物も育たない万年雪に包まれた最高峰のさらに先、太陽の裏側に張り付くこの花園についてはどうなのだろうか？

「えい、こんなリュックはここに放置！　素材足りなくなったら戻ってチャージですっ」

　太陽の裏側だというのに空は青く、大地は普通に光で満ちていた。

　ここにあるのは誰もが思い浮かべる春の景色だ。ただし昼夜も四季もなくそれが永遠に続いていきそうな安定感が、一周回って不自然と言えば不自然か。

　見上げても青い空があるだけで、雲も太陽もない。不純物が何もないと距離感を摑つかむためのスケールを測る事ができず、合成映像のためのスクリーンのようにも思えてくる。

　アルメリナは【兵へい輝き】を元の扱いやすい鉄の杖つえに戻しながら、

「辿たどり着ついてはみたけど、これからどうすんだ？　さっきの褐色だけがマリンカじゃないとかいう良く分からん話だったけど」

「実際に会ってみれば分かりますよ。空の秘宝を守るマリンカはおそらく中央の大聖堂にいるはずです。緑に埋もれていて分かりにくいですが、遠くに見える一番大きな建物を目印にして、大理石の街道を辿たどっていけば自然と辿たどり着つくはずです」

　白や黄色の蝶ちようが時の流れを忘れてひらひらと舞っている中、ぶーぶー達はシビュラの案内で天国を進む。相変わらず、空気の薄さや気温の低さなどは感じない。

　途中で妨害らしい妨害は何もなかった。

　いくつか小動物や小鳥と思おぼしき影が目撃されたが、特にこちらを警戒している様子もない。すぐ足元を走っていく彼らを逆に踏んでしまわないよう気をつけながらベアトリーチェ達はさらに歩く。

　景色は変わり、白い大理石でできた洋風の城下町に吞のみ込こまれていく。ただし生活感は全くない。どれだけ美しくても、ここにあるのは遺跡だった。

　シビュラは寂しげな街並みを眺めると、腰に手を当てて呆あきれたような息を吐いた。

「……それにしても。ヴィヴィアンの死を境に疎遠になってしまいましたが、ここまで拒絶が強まっていたとは。この場にあるのは不足のない孤独だけです。これで満足できてしまっている時点で、すでにマリンカが哀れでなりません」

　中央に辿たどり着つく。

　シビュラが重たい両開きの扉を開けると、大聖堂大広間の中心に『彼女』は待っていた。

　常とこ春はるの大聖堂の天井が崩れていたのは、偶然か作為か。外から降り注ぐ一条の光が『彼女』を照らしていた。

　ゆったりとした白い一枚布で包まれているのは、スレンダーだが滴したたる蜜を連想させるほど妖よう艶えんな曲線の肢体。肩けん甲こう骨こつの辺りまで伸びた美しい金髪に光を弾く白い肌が特徴的な、長身の美女であった。一方で頭の上に浮かぶ光輪は錆さびた鉄のようにくすみ、背中の翼も闇を濃縮したような漆黒。さながら堕おちた天使とでも呼ぶべき印象だ。

　右耳で、ギラリと輝く碧あおい色彩があった。

　シビュラの額にはめたサークレットと同等の宝石に彩いろどられたピアスだ。

「マリンカ……」

【ロイヤルエルフ】が襲撃者と同一の名を囁ささやいた時だった。

　天井の砕けた大穴から、白い羽根がひらりと舞った。粉雪のように降りる羽根の出処は、こちらに追い着いたもう片方の【大天使】。褐色の肌に金髪、白い翼を持つマリンカが、ゆっくりと降下してきたのだ。

　中央に降り立った小柄な【大天使】に、背後から長身でスレンダーな【大天使】が艶なまめかしい両腕を伸ばす。体を抱き寄せるのでも、背中に掌てのひらを這はわせるのでもない。

　二つの肩けん甲こう骨こつへ、突き入れる。

　あるいは逆に、褐色の少女の背中が長身の美女の両手を飲み込んだのか。

　液体やゼリーよりも滑らかに、長身の美女の両腕が小柄な少女の中へと潜り込む。痛みらしい痛みは見て取れず、眺めている側が思わずそのまま流してしまうほどあっさりと。すると褐色で小柄な少女の背から白い羽が消え、代わりに長身の天使の背から新たに白い羽が飛び出し、二対の翼を持つように変化した。光と影。双方重なり合うイメージを前にして、ようやっとベアトリーチェはシビュラの語る曖昧な言葉の真意を理解できたような気がした。
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「昼でも夜でも、太陽でも月でもない。……日につ蝕しよく。【大天使】マリンカは欠けた太陽を象徴する存在だったっていうの？」

「正確には、日につ蝕しよくという異常事態をも含む太陽の全てを内包した存在です」

　シビュラがそう捕捉した。

【大天使】マリンカ。双方の重なり方によって無限にその顔を変えていく天の支配者。しかし初見のぶーぶーやベアトリーチェはともかくとして、旧知のはずのシビュラまで拒絶するのは何故なぜなのか。それもまた一対の天使の重なり方の問題……人間で言うと、虫の居所の話だったのだろうか。

「ぷきー。自分勝手な話かもしれないけど、ぶーぶー達は生き返った長老達を助けたい。そのためにはお前が守っている最後の秘宝が必要なんだってみんな言ってる。その耳飾りを貸して欲しい。どうしてもダメなのか？」

　言葉に対して、背の高い女性は応じなかった。

　背後から両腕に侵入された褐色の少女が、その小さな手を真上に掲げる。

　いいや、人差し指を伸ばして大聖堂の破れた天井、さらにその先の青空、何かしらの透明な壁のある天の終わりを指差していた。

　頰ずりしながら、光を放つ長身の美女の唇がうっすらと開いた。

『あな＊＊＊三種王家の秘＊＊＊えれ＊＊＊の世界の＊＊＊組成をつ＊びらかに＊＊＊でしょう』

　またしても、耳の穴に細かい砂を流し込むようなノイズの連続。

　しかしそこに、肩けん甲こう骨こつの辺りから二本の腕を飲み込んだ褐色の少女もまた唇を開く。

『＊＊た達が＊＊＊＊＊＊宝を揃＊＊ば、こ＊＊＊＊全ての＊＊＊＊ま＊＊＊＊できる＊＊＊＊』

　二つの言葉が重なり、そして滑らかな和音が生まれた。

　まるで日につ蝕しよくそのもののように、重なり合って意味が作られる。

『あな「た達が」三種王家の秘「宝を揃」えれ「ば、こ」の世界の「全ての」組成をつ「ま」びらかに「できる」でしょう』

　その不可思議さに、顔をしかめる暇もなかった。

　一度滑り出してしまった言葉は、もう止まらない。

『「私はそれを」拒みます「。あの」青色の先にあ「るものを、」直視する訳に「はまいりま」せん』

　褐色で小柄な少女と色白でスレンダーな美女。

　双方組み合わせるように言葉が紡つむがれ、敵意が完成する。

「あの青、ですか……？」

　フィリニオンは敵対者の前だというのに、導かれるまま真上を見上げていた。

　あるのは不自然な青空、ひどく薄っぺらな、大気圏の壁。

【イベリコオーク】は首を横に振って、

「ぶーぶー達はお空の上の話には興味ない。長老達を蝕むしばんでいる朱あかを調べたいだけ。だからお前心配する事ない。終わったら空の秘宝もちゃんとお前に返す」

『リス「クは変」わりませ「ん」。あなた達が三種「王家の秘宝」を集めて「、あれの正」体を看破され「るという可能性」が生「じるだ」けで致命「傷です」。故に私は拒否し「ます、」どのよう「な理由があれ、」全ての秘宝が「集まる」選択肢を』

「……マリンカ、それは旧知の私を切って捨ててでも守るべき主張ですか」

　じわりとにじり寄るような調子で、シビュラが静かに言い放つ。

「確かにヴィヴィアンの死は私達の魂を大きく揺さぶった。不死に等しい長命を誇る私達にでも、唐突な他殺はありえるという単純極まる真実を突き付けられた。ですが今のあなたのその体たらくは何なのですか。地上は理不尽な死で溢あふれているから、天国に閉じこもって皆を遠ざけてしまえと？　救いを求める声から耳を塞ぎ、自分一人が幸福なら何も困らないと？　ふざけるなよマリンカ、もしもヴィヴィアンの死を越えて学んだ事がそれだけだとしたら、今のあなたはヴィヴィアンの一生をも愚弄している事になります!!」

【ロイヤルエルフ】からのあからさまな挑発に対しても、しかし、【大天使】はゆっくりと首を横に振った。

　元々は誰の持ち物だったのか、褐色少女の背後に立つ長身の美女は己の背中にあるモノトーン四枚の翼を艶なまめかしく蠢うごめかせて目一杯広げていきながら、

『ヴィヴィ「アンは」世界の果て、「海の向こう」に興味を「持」っていました「。だか」らこそ【冥めい府ふ】と「遭遇して、」ああいう末路「を」辿たどったのです』

「マリンカ……」

『今や「限られた大」地しか持「たぬ、果てと連結してい」ない「陸を支配す」るあなたにはこの「恐」怖は理解できませ「ん。私もま」た、果て「と接す」る身の上。果「てから放た」れるのは、死「の好奇心。」知れば自分という存在「を自ら砕いてしまう」と分「かっていながら」、そ「れでも覗のぞいてみたくなる心を」抑えきれないほどの誘「惑です」。だから私は「果てに繫つながる全」てを拒絶「しなくてはなりません。」直接的な殺害手段「である【冥めい府ふ】」の存在な「どは枝葉です。」本質は別の所「にある。ヴィヴ」ィアンが教え「てくれた真実とは、」決し「て果て」には触れてはならないとい「うたった一つの真実だけ」なのですよ』

　互いの言葉を重ねるマリンカの語る天空の『果て』とは、地平線や水平線とはまた違ったものだろう。

　今も彼らの真上に存在する、見えない壁のようなもの。

　大気圏の境となる一線。

『その「先」を覗のぞ「いてはなら」ない。覗のぞ「いてしまうかも」しれない「可能性」は些さ細さいな「ものであっても完全」排除します。シビ「ュ」ラ、あな「たが三種王家の秘宝」にさえ頼「らなければ」、私達は友人でい「られました」。ですがその方法を思「い浮か」べてしま「った時点ですでにあな」たは私の敵です』

　決定的な拒絶。

「うん？　んんん？？？　大気圏の向こうって、そんなそこまで守るべき価値のあるものなんですかね。ただ単に星空の広がる宇宙が待っているだけでなく？」

　しかし、メガネなのに馬鹿な子が何とも間延びした声を上げていた。

　ここは地球とは何もかも違う異世界。太陽の形がすでにまともではないのに、大気圏や宇宙に関する概念も丸ごと別物に置き換わっている可能性には気づけないのか。

　しかし、ろくでもない一言が状況を動かす時もある。

【大天使】マリンカはフィリニオンの言葉を受けて、ゆるゆると首を横に振った。

　そして自身が恐れる予測を告げた。

『何も「、ない」』

「……何ですって？」

　ベアトリーチェが眉をひそめる中、もう一度長身の美女は唇を開いた。

『あの「青空は、虚」構。お「そらくその先には何」もありません。し「かし予測を」立てる分には構わない。最「大の懸け念ねんは、何もな」いという事実を観「測され、実際に定義を固」定さ「れ」てしまう事です。「いいえ、それは許されな」い。おそらく果てには「何もないと」いう「事実が観測された時点で、こ」の世界は矛盾に耐「えられず砕」けて散り「ます。時間の流れが」止まるのか、全ての記録が失わ「れて最」初からやり直すのか、「あるいは何もない虚」無に文字通り「落ちるのか」。実際に何が起き「るかは分か」りませんが、「実際に起こして良いものでは」ありません。「あなた方がどの」ような破「滅を前にしてい」るかは存「じませんが、私は私の想」定している破滅を防ぐ「ために」全力を注ぐ。「元より創られて」いない場所に「は、何人たりと」も踏み込ませ「る訳にはいかな」いのです』

「ぷきー、つまり何がどういう事？」

『これ「に」ついては「、グランズ」ニールで「生まれた魂であ」るあなた「よりも、異」世界より来訪した「人間達」の方「がイメージしやすいかも」しれませんね「。ひょっと」したら、この世界を創「ったのは彼らなのか」もしれないの「ですし」』

　好き放題に言葉を重ねるマリンカの口から、おかしな言葉が飛び出した。

　ますます混乱を深めるぶーぶーやシビュラに対し、

『異世「界より」来訪した「人間達は、独自」の手法で【魔「法】を行使」するようになりました。他「にも様々な管理方式」はあったでしょう「に、それが一番マッ」チするという「理由で」』

　己の肩けん甲こう骨こつで美女の両腕を飲み込んだ褐色の少女が、無慈悲に語る。

『良く「馴な染じむ」とは、つ「まり地続きとい」う事なのかも「しれま」せん』

「ま、さか……」

　何か思い当たって、しかしベアトリーチェはそれ以上口にできなかった。

　グランズニールで出会ったぶーぶーの事を考えれば当然だった。

　だからその先は【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンが引き継いだ。

「……まさか、この異世界グランズニールそのものが、誰かの創った【ゲーム】かもしれないと？　だから壁の向こう、最初から誰も創っていない『果て』に触れてはならないと？　その瞬間にハングアップが起こり、今ある異世界の全てが崩壊してしまう恐れがあるから」

　ところが、だ。

　ここでまた、全体で四枚羽のマリンカは首を横に振ったのだった。

『いい「え」』

　そして彼女達は真実を告げた。

『ゲームで「あ」るのはあ「なた方【地球】の方」です「。こちらの」世界を参考に「創られた【地球】は果て」のその先を知「りません。あな」た方がそれを覗のぞき込こん「でしまう事で、致命」的なフィードバッ「クが起こり【地球】その」ものがハングアッ「プを起こし」てしまうかも「しれないの」です』
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　カリカリカリカリ、という小さな音が続いていた。

　世界のどこか、その暗闇。

　冷凍倉庫のように冷やされた広大な空間を埋めているのは、ある国の真なる中枢。

　それは単純に『シミュレータ』と呼ばれる、巨大な箱。
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【サインイン】。

【サインアウト】。




　この言葉を中心にまとめられる一連の用語が示す象徴は、もちろん一つしかない。魔法という非常にふんわりした、何でもありであるが故むしろ扱いにくくなってしまった概念を体系化して管理するにあたり、旧来の（あるいは伝統的に正しいと信じられてきた）呪文や魔法陣よりも、明らかに作り物と理解していても世俗認知度の極めて高い【テレビゲーム】の用語を使った方がイメージの共有が容易で分かりやすいという事で採用されていたはずだった。そういう用語を当てはめているだけで、実際に【ゲームの魔法】が存在する訳ではないはずだった。

　でも実際には、そうではないとしたら？

　そもそも『それが一番理解しやすい』と考えていたのは、彼女達が『元からそういった世界の住人だった』からだとしたら？

　そう。

　異世界グランズニールの住人……例えばぶーぶーやシビュラは、逆に【ゲームの魔法】と言われてもピンとこないのだ。

　創られた【地球】については、ベアトリーチェ、フィリニオン、アルメリナはすでに経験しているはずだ。最終兵器アビスの力を借りて、一足先に【地球】の破滅を覗のぞいてきたのだから。

　アビスにできて、他の誰かや何かにできないと何故なぜ断言できる？

　生きている人間をそのまま【地球】から異世界へシフトするのと、データの塊に実体を与えるのは、果たしてどちらが難しいのだろう。

【ゲームサーバー】は、こちらにあった。

【地球】などという異世界は、ハナから存在しなかった。

　やはり最終兵器アビスや冥めい府ふの王が示す旧時代ニンゲンの痕跡から見て、こちらの世界にも極めて高度な【演算機器】があるのは明らかだ。いいや、その技術は彼女が今まで信じてきた【地球】を超えているかもしれない。

「……そ、んな」

　呻うめくように、赤い鎧よろいの剣つるぎ聖せい女じよベアトリーチェは声を搾り出していた。

　現実ではありえない、伝統の連なりも合理的な構造も無視した、ある意味記号性やデザイン性を最優先で追及したようなその姿。むしろ進んでわざと現実を忘れるよう乖かい離りした意匠を好んで組み込んでいった、自分自身のその格好。

　これが一番馴な染じむ、と思う『自分』がいる訳だ。

　今の今まで現実だと思っていた【地球】に蔓まん延えんする洋服よりも。

　目線を落とした先で、一〇本指が小刻みに震えていた。『自分』そのものがここまで自分を不安にさせる事を、彼女は今まで知らなかった。

「そんな訳ない。だとしたら、【東とう京きよう】は？　そこで待っている【色いろ花か】、【密みそ花か】、【悠はる花か】はどうなるの!?　ううん、彼女達だけじゃない、私達の生まれた【地球】にはこうしている今も七〇億もの人々が暮らしているはずなのよ!!　彼らを朱あかの脅威から守るため、私達は太陽の島の裏側までやってきたっていうのに!?」

　叫びながら、今までの自分の経験が何の根拠にもならない事をベアトリーチェは理解していた。してしまった。アビスの構築した『破滅の後の【地球】』でだって、【メイド三姉妹】の挙動は完璧だった。今まで見聞きしてきた経験の全てがあの延長線上にあると言われてしまえば、どれだけ否定したくても物的な証拠を提示できない。

『先も「言った」通り、そ「ちらの【ゲーム】は」こちらの世界にある本物の物理法則「を参考にして、」【重力計算】や【流体計算】な「ど各種法則を【数式化】」して組み込み「、再現しているものと思」われます。【スクリプト】「が完全ではないため、双方の」世界「で重力や大気組成な」どに若干の誤差が生じ「ているようではあります」が』

　長身の美女の両腕を背中から飲み込んだ褐色の少女が、ゆっくりと息を吐いた。

　その瞳には悲哀の色が乗っていた。

『ここ「に来て、果ての先な」どという未知の法則と「出会ってしまっては困る」はずです「。あなた達の世界は」間違っているものの、「足りな」い部品だけですでに一「つの空間を」構築してしまっています。「隙間を」無理矢理埋め「て間違ったまま完成してしまった、過不足のない世界に」ありえない【パラメータ】「を埋め」込まれたら、「それが正し」い値か否「かに関係なく、【ゲームサーバー】全体」が止まっ「てしま」うかもしれない。結果「どのような」種類の損害が出るかは「予測がつきません。【サーバー】内部」の【地球】で「活動している人」々はもちろん、実体化「して一時的にグラン」ズニールを闊かつ歩ぽしてい「るあなた達につ」いても、本来の所属、「存在を支える根」底は【ゲームサーバー】に「ある訳ですから」。【致命的なエラー】が発「生して【修復不可能】と」なれば、あなたの言う七〇「億の命」が丸ごと失わ「れる結果に繫つながるや」もしれません』

「……、」

「……、」

　フィリニオンとアルメリナもまた、互いの顔を見合わせていた。

　言われたところで、実感が湧かない。しかし実感が湧かない事を根拠に否定もできない。やはりアビスの力を借りた経験が大きい。タネを明かされても夢から覚めない。それほどの【リアリティ】を前に、今さらどう抗あらがえば良いというのか。

　なまじ、自分以外の全てが偽りと言われたら、何をもってしても全力で否定しようとしたかもしれない。大切な人を否定された気持ちになるだろうから。

　だけど、自分を含めた全てが偽りなら、それを認めても【地球】の人々を否定するとは限らない。

　一いち蓮れん托たく生しよう。

　例えば、大きな災難に見舞われている人に外から『甘えるな』と言い放つのは難しいはずだ。だが同じ災難に巻き込まれて一つの場所に身を寄せている者なら違う。自分も同じ目に遭って我慢しているんだからお前も暴れるなよ、という論が通っているようで通っていない主張が飛び出す事もある。状況は余計な枷かせを外し、剝むき出だしの本音をさらけ出す一助になる。そこに通常あるべき常識、倫理、自粛ムードなどが入り込む余地はない。

　……思ってしまったのだ。二人は。

　あるいはあそこまで【リアル】であれば、別に構わないのではないか。四角い箱の中で芽生えた感情や想おもいの交感にも、守るべき価値はあるのではないか。『他の誰か』に無理矢理押し付ける理不尽な運命の話ではない、これは『自分達』で道を選ぶ話だ。ならばよそから見れば滑稽であったとしても、決定の自由はこちらにあるのではないか、と。

『今、「地上で何が」起き「ているかは」分かりません』

　光と影が重なり、日につ蝕しよくを示す大天使がそう告げた。

『しかし果「て」のその先を覗のぞく可能性「のある三種」王家の秘宝は、そ「れよりもっと大きな」、壊滅的な被害を「もたらす大」問題です。故に私は協「力する」訳には参りません。空の秘「宝は、ここで死守す」る。言葉で下がらせる「事ができないのなら、実」力であな「た達を」守るまで』

　肉体よりも、まず精神を折られた。

　根本的に、がむしゃらになって戦う理由を失った。

　ぶーぶーやシビュラには関わりのない世界の話かもしれない。だけど彼ら二人だけでは、大天使マリンカをおしのけて空の秘宝を手に入れる事は難しいだろう。今までの元素を使った総攻撃だって、五人掛かりでしのいできた猛攻だった。

　けれど。

　あるいは、だからこそ。

「ベアトリーチェ」

　四メートル弱もの巨体を誇るイベリコオークは、ぽつりぽつりと呟つぶやいたのだ。

「ぶーぶーは難しい話はピンとこない。アビスを支えていたピコピコの話とかになるとおめめがぐるぐるする。だけどぶーぶーにはどうしても理解できない。今ここにいるベアトリーチェ達が、実はそれ以外の何かだなんて」

「……、」

　それは、今ここに確かなぬくもりがあるなら、本物だろうが虚構だろうが構わないではないか、などという甘ったれた話ではない。

　彼は必死に頭を動かして、こう言っている。

「マリンカは『今ここにいるベアトリーチェ』を見てる。でも、『今ここにいないベアトリーチェ』は見ていない。このモヤモヤが何なのか分からないけど、そのままにしておけない。あいつ言った、すでに完成している世界に余計なものを加えたらご破算になるかもしれないって。同じ事かもしれない。今ここにいるベアトリーチェには反論できなくたって、今ここにいないベアトリーチェがいればそうじゃないかもしれない。たった一つの言葉が、完璧なマリンカのお話をひっくり返してくれるかもしれない」

　ぴくん、とベアトリーチェの肩がわずかに動いた。

　そう。

　そうなのだ。

【地球】で生まれた全てがバーチャルだから、【地球】で生まれたベアトリーチェ達が何を主張してもそれは精巧な作り物に過ぎない。この論調では何をどうしたところで堂々巡りだ。マリンカに反論し、ねじ伏せる事はできないだろう。

「ぶーぶーは、絶対に信じない……」

　奥歯を嚙かみ締しめ、そして彼は言った。

　ぶーぶーはしっかりと叫んだのだ。

「一人ぼっちだったぶーぶーを助け出してくれたベアトリーチェ達が虚構の存在だったなんて、絶対に信じない!!」

　でも、本当に【地球】の存在はベアトリーチェ達の力がなければ証明できないものなのか？

　ぶーぶーやシビュラといったグランズニール生まれの亜あ人じん達たちは一度も【地球】へ足を運んだことはない。だから、見た事もないものを証明するアシストは期待できない。

　本当に？

　前提が間違っていたのかもしれない。ベアトリーチェは彼らに頼る前から勝手に諦めてしまっていたのかもしれない。

　ここに来るまでにどれだけの道を歩んできた。

　誰と出会い、誰と対立して、どんな結末を迎え、それがどのようにここまで繫つながってきた。

　マリンカの知らないベアトリーチェに、反撃のためのヒントはないか。

　心配してくれる人がいる。

　彼女達のために疑問を放ってくれる人がいる。

　だからもう一度考えろ。

　本当に、大天使マリンカの論は正しいのか。

　彼女の打ち立てた難題を打ち破る方法は一つもないのか。

「マリンカ……」

　そして、剣つるぎ聖せい女じよベアトリーチェはゆっくりと顔を上げた。

　レベル99を超えるカンスト組。

　改めて思い浮かべてみれば何とも薄っぺらい称号に存在を支えられてきた少女は、もう一度、挑みかかるようにして言い放つ。

「……そなたの言っている事は、絶対におかしい!!」
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　空中を逃げる【サウザンドドラゴン】と地上から追う赤あか錆さびの塊。

　この場合、島を離れて海まで出てしまえば宿屋街の人間達から距離を空け、振り切る事もできるだろう。

　だが黒い竜はそうしなかった。

　海岸線まで来て急速に方向転換すると、あくまでも島の直上から抜け出さない領域内で別の逃げ場を求めて翼を羽ばたかせる。

　急激な慣性に振り回され、西洋喪服のグルアガッハの胸元に頭から飛び込みつつ、ルサールカが叫ぶ。

「な、何なのよ駄竜!?　もうすぐそこに海への出口があったのに!!」

　グルアガッハは後輩の顔をそっと胸から離し腰の矢筒から矢を一本引き抜くと、アーチェリーにも似たスタビライザー付きの弓に番つがえた。そのまま何もない虚こ空くうに向けて解き放つ。

　ズバヂィ!!　と高圧電流のような音と共に青白い壁に似た何かが浮かび上がった。【サウザンドドラゴン】はこれを避けるために急きゆう遽きよ方向転換したのだ。

「……結界？」

「【遅滞騎士】ラ・ヴォワザンの必殺技ですう！　あいつあのクソ馬鹿自衛官【迷めい宮きゆう】探たん索さくの時も一本道の必須ルートに壁を設けて【ギミック】の狩り場を独占するお邪魔虫だったんですから!!　まったく宿屋街の復旧も放ったらかしで何やってんだかですう!!」

　フルドラの言が事実なら、これで海への逃げ道は断たれた。それどころか、トラソルテオトルが操っていると思おぼしき赤あか錆さびの塊、時計の文字盤や禍まが々まがしい巨虫にも似た何かに捕捉されたままだと、不規則に浮かび上がる結界といつ正面衝突するか分かったものではない。

【ストリオーナ】は鼻で笑いながら、

「なら障害を排除すればよいのだろう。こちらも動く。小娘、コントロールは預けたぞ!!」

「りょーかいっ!!」

　グルアガッハにひっついて胸に顔を押し付けたままルサールカが叫ぶと、轟ごう!!　と風が渦を巻いた。蝶ちようの羽のようだった赤い粉末が形を崩し、妖よう精せい達たちの女王の背から引き剝がされる。蜘蛛くもの脚にも似た複数の節を持つ突起物に形を変え、そのまんま地上の攻撃目標目がけて様々な角度から爆撃を敢行していく。

　当たれば一発で発狂間違いなしだが、空中で破裂するものが多い。おそらくラ・ヴォワザンとやらが傘のように開いた無数の結界と衝突したのだ。猛毒の羽そのものは【ブレイクニュース】級の破壊力を保証しているが、コントロールしているのはあくまで人間のルサールカだ。

　と、そこでグルアガッハがスタビライザー付きの洋弓を構え直した。右目の手前にいくつもの魔法陣が重なる。

　今度の矢は、白く輝く光を纏まとっている。

　西洋喪服を纏まとう【召しよう喚かん狩人かりゆうど】は、ヴェールの奥で妖よう艶えんな唇を動かしてこう囁ささやいた。

「ツェリカ、お願いします」




　一撃で結界の傘をぶち抜いた。




　地上の方でも赤あか錆さびの塊が慌てて避けようとする素そ振ぶりはあった。

　しかし、回避運動は不発に終わる。

　ぎぎぎちギチギチ……と軋きしんだ音が炸さく裂れつする。見れば、不規則に伸びた太い脚のあちこちに、ここから眺めても分かるくらい太い植物のツタのようなものが絡からみついていた。いわずもがな、植物系頂点の【イレアナ】だ。

　その強大な膂りよ力りよくでツタは千切られていくが、わずか数秒であっても動きを止めたのは事実。

　そこへ、まともに空爆が突っ込んだ。

　砕く、破る、というよりも爆発の方が近い。白い閃せん光こうが空中と地上の間に敷いていた結界を貫通すると、その大穴から今度こそ【ノーブルダンサー】の風に導かれた真っ赤な猛毒が雪崩なだれ込こんでいく。

　フルドラがひきつった笑みで眼下の惨状を見下ろしていた。

「……うへえ、【ステータス異常】系はやっぱりえげつないですねえ。あれがアッパー系かダウナー系かは存じませんけど」

「ますますド派手に暴れているようにも見えますけれど。即死系でないならやはり距離を取った方がよろしいですわね。さっきの虎の子で海へ繫つながるルートを切り開く事はできませんの？」

「それが、ツェリカの風穴は人間大ですので、【サウザンドドラゴン】さんが潜れるほどの大穴は作れないかと……」

　確実なダメージを与えているが、即座にダウンさせるほどではない。

　手負いの獣に対応する必要がある。

　ベギベギボギボギ!!　と地上から不気味な音が響いた。時計の文字盤や禍まが々まがしい巨虫にも似た何か、歪いびつな脚を複数生やして大地を蹴る赤あか錆さびの塊に、新たな動きがあった。巨大な口のようなものがいくつも浮かび上がっている。破裂音に似た響きと共に、そこから重たい船の錨いかりが次々と発射された。

　太い鎖を長い長い舌のように伸ばしながら飛来してきた錨いかりが、身を翻ひるがえす【サウザンドドラゴン】のすぐ横を掠かすめる。いいや、回避運動を取らせる事で自由な大空で動ける範囲を限定した上で、本命の鎖くさり付つき錨いかりを横っ腹に突き刺していく。

　雄お叫たけびと共に【サウザンドドラゴン】がこれまでにない不規則な挙動で暴れ回った。

「うっ、ウインチショットですか!?」

「そんな馬鹿な、【サウザンドドラゴン】さんの巨体を縫い止めるほどの強度なんて……」

　グルアガッハやフルドラが青い顔で口に出した直後だった。

　ピンと張った鎖がいきなり緩んだ。

　あまりに莫ばく大だいな力によって鎖が引き千切られたのかと思ったが、違う。

　地上から何かが射出されている。

　鎖のもう片方の端には、赤あか錆さびた四角いコンテナ状の何かが繫つながっている。中に多くの人間を詰め込んだまま、【サウザンドドラゴン】に向けて、迫る!!

「このままじゃジャンキー共が乗り移ってきますわよ！　飛び道具構え、撃ち落とせ!!」

【氷ひよう瀑ばく姫き】ヴィルデフラウの号令の直後だった。

　洋弓を使うグルアガッハ、風や空気の扱いが得意なルサールカ、高さを利用して大質量の氷を落とすヴィルデフラウなどが、こちらへ襲いかかる揚陸用コンテナを迎撃しようとする。

　しかし、だ。

　ここでふわりと、新たな影が舞い降りた。

　こうしている今も空中を高速移動している【サウザンドドラゴン】の背へ、羽毛のようにやんわりと、だ。

　それは赤と銀の髪に、真紅の鎧よろいと純白のミニスカートを纏まとう影。

　ベアトリーチェと良く似ていて、しかし絶対的に何かが違う存在。

「……けん、じゃ……？」

　フルドラが呟つぶやいた直後だった。

　左手で鞘さやからレイピア状の【兵へい輝き】が抜き払われる。いいや、厳密には倒した敵から【兵へい輝き】の刃を奪い、折れた刃を繫つなぎ合あわせる事で複数を並列で連結して演算能力を確保した、ブースト型だ。異世界で【兵へい輝き】を奪われれば、人間は地球に帰れない。そんな、確実な末路を約束するのも織り込み済みで強化された、死と殺さつ戮りくの刃。

「正直見てられん。これで長老達を守る最後の防衛線を名乗るとは」

　ボッッッ!!　という酸素を飲み干して炎が噴き出すような音と共に、無数の火の粉が舞う。

　いいや、その一つ一つが【魔法】なのだ。火の粉は動いて直線的な光の刃となり、各おの々おのが交差し、網の目のような破壊の面に変わる。しかも、【賢者】の手にあるツギハギレイピアと連動する形で。

「その身を挺ていして長老達を守るというのなら、最低でもこれくらいはしてもらわないとね」




　死の扇、であった。

　横殴りの一撃は、線の斬撃ではなく面の網目でもって空中を薙なぎ払はらっていく。




　際限なくどこまでも広がっていった光の刃が唸うなる。たったの一撃で、太いコンテナも鎖も、片っ端から破壊していく。一刀両断、などという次元ではなかった。微み塵じん切ぎり。碁盤の目のように細いワイヤーを張ってから、熱を通して柔らかくした野菜へ体重を押し付けて切断していくにも似た、無慈悲を極めた破壊が顕現する。

　これが【賢者】。

【ブレイクニュース】ともまた違う、人間側の【魔法】を極めた頂点。

　だが妖よう精せい達たちの女王は何かに気づき、叫ぶ。

「いいや！　気を抜くな!!」

　べだんっ!!　と【サウザンドドラゴン】の背で、鈍い音があった。

　何かが飛来し、ついに同じ場所へ足を着けた音だった。

　つい先ほど、あれほど凶悪な【賢者】の一撃が全てを薙なぎ払はらったにも拘かかわらず、だ。ぶかぶかジャケットにホットパンツ、片目に眼帯。分厚い山刀に似た【兵へい輝き】を手にしたグラマラスな美女には傷らしい傷は何もない。

「やあ皆さん、遊びに来たわよ」

「……【屍かばね盗とう賊ぞく】リデルク」

　フルドラが呻うめくように呟つぶやいた直後、その後ろからさらに二人、別口の少女達が到着する。

【重罪女王】トラソルテオトルに【遅滞騎士】ラ・ヴォワザン。

　無数の羽根飾りで褐色の肌を彩いろどるエキゾチックな少女に、全身を分厚い黒くろ金がねの鎧よろいで覆った彫像よりも冷たいおもての女。

【賢者】の一撃を浴びてもダメージらしいダメージの見受けられない怪物ども。だがそれを前にして、銀髪に黒いリボンワンピースの【ストリオーナ】は首の関節を鳴らし、むしろ自分から挑みかかるように踏み出した。

「こちらは構わんぞ。わざわざ死地を潜くぐり抜ぬけてまでさらなる地獄を見たいというのであれば、その願いは魂を持つ逆説が叶かなえてやろう」

　くすりと笑ったのは、眼帯の女だった。

【ブレイクニュース】相手でもお構いなし。不遜を極めた【屍かばね盗とう賊ぞく】は逆に言い放つ。

「馬鹿みたい。どのような最強であったとしても、力で私に勝つ事はできないわよ」

　そして。

　巨竜の背で、ついに直接の激突が始まった。
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【地球】がきちんと存在する事を証明しろ。

　そこで生まれたベアトリーチェ達に命や魂が当たり前のように存在する事を証明しろ。




『不可「能」です』

　二人の美女と美少女が重なり合って日につ蝕しよくを示す、全体で四枚の羽を羽ばたかせる大天使マリンカは初手から涼しい顔でそう突き付けた。

『私達「は【地球】を一度も見た事は」ありませ「ん。そして虚構の産」物であるあな「た達【人間】の」証言は、全て作り「物であるため信」用ならない。つまり、確た「る存在」による証言は一つ「として存在しな」いのです「。よって【地球】の」存在も、そこで生「まれた」あなた達の存「在も証」明する事は叶「わない」』

「何も疑惑の渦か中ちゆうにある私達に証言能力を与えてくれって言っている訳じゃないよ」

　おそらくそれでは水掛け論になってしまう。

　だからベアトリーチェが考えたのは別のアプローチだ。

「でも、こっちの……異世界グランズニール側で起きた現象については、そなたにも否定はできない。例えばぶーぶーやシビュラの意見であれば、あなたもその証言能力を信じるしかない。これは確約してもらえるんだよね」

『「ですか」ら残念ですが、そ「ちらの方々は一」度も【地球】へ出「かけた事は」ないでしょう「。よって彼らが」【地球】はあると「言い張った」ところで信用には「値しな……」』

「その【地球】という遊び場についても、そもそも疑問があったんだ」

　切り込むようにベアトリーチェは言い放った。

「私達は暴走した朱あかいイベリコオーク達が【地球】を蹂じゆう躙りんするのを止めたかった。そのために足あ搔がいてきた。……でも、そもそもどうしてイベリコオークは【地球】を目指すの？　暴走して正気を失っている彼らが、まさか【テレビゲーム】に興じるほどの余裕があるとはとても思えない」

　朱あかについては謎も多いが、少なくとも今の長老達にまともな言葉の説得が通じないのは予測がつく。暴走を促しているのは、食欲、性欲、闘争本能、破壊の欲求など極めて原始的な欲求・欲望のはずだ。アビスを介して眺めてきたあの朱あかが、ケーブルを一本一本繫つないで諸もろ々もろの準備を進め、ＩＤやパスワードなどの認証を済ませ、【サインイン】の処理が終わるまでその場でじっと待っているなんて事は絶対にありえない。本能以外の理性的な遊びに興じている余裕はないはずなのだ。

「朱あかは狩り場を求めていた。小さな島しかないグランズニールじゃなくて、【人間】だけで七〇億もの数がひしめいている、南極含めて六つの大陸が存在する広大な【地球】を求めていた」

　マリンカはベアトリーチェの記憶や目撃情報を信じない。

　だけど、同じグランズニールで生まれたイベリコオークの言動は無下にできない。

「つまり彼らは理解している。ゲートの先にあるその星に、本物の欲望を満たす何かがある事を」

『……まだ「分から」ない。【ゲームサーバー】が構「築している【地球】とは」彼らの五「感を誤魔化すほど精巧にでき」ていたの「かもし」れません。飛び込んだ「先に、食欲や闘」争本能などを満た「す十分な【リアリティ】があるだ」けなのか「もしれ」ないです』

　正直に言って。

　ここまでなら、織り込み済みだ。今回の朱あかの他に、世界をまたいだツェリカやスカルウェーブの話を持ち出しても同じように『見分けのつかないバーチャル論』で押し切られてしまう。ベアトリーチェが何を並べたところで『だからそれを上回るバーチャルなのでは？』と繰り返されたら、どんな論も潰されてしまう。

　しかし、分かっていれば話は早い。

　その一言をまな板の上に載せる事そのものを、作戦に組み込んでしまえば良い。

「なら、冥めい府ふの王なら？」

　ベアトリーチェは次のカードを切った。

　怪け訝げんな顔をする小柄な方のマリンカへ、

「知らないのかもしれないね。私達は一度冥めい府ふ戦せんで殺害され、その後賢者が次じ代だい胚はいを取り扱う事で復活させてもらっているんだよ。ちなみに次じ代だい胚はいの力そのものは本物よ。グランズニール生まれのイベリコオーク達だって、全く同じ方法で復活しているんだからね」

『……なる「ほど。蘇そ生せい」器き官かんである冥めい府ふの「手で復活できたから、自じ」分ぶん達たちもまた確たる「魂があ」る存在だ「と主張するので」すね』

　なまじ、化学知識が万能の効力を発揮する【地球】側では、命や魂の存在を証明するのは至難だったかもしれない。だがこちらのグランズニールなら話は別だ。

　小柄な褐色少女の頭の上に長身でスレンダーな美女が細い顎を寄せ、天使の輪に口づけするようにして、上下で顔を並べたマリンカはくすりと笑って、

『ただしそもそも蘇そ生せい器き「官かんを稼か」働どうさせた賢者その「ものが【人間】、虚」構の存在「でしょう。彼女」が何「かを証明したとしても証」拠能力があるかは「難しいとこ」ろですね』

　まずい、とベアトリーチェはそっと奥歯を嚙かんだ。

　今のマリンカの台詞せりふは否定しているようで実は否定できていない。誰がスイッチを押しても冥めい府ふの抱えていた次じ代だい胚はいの働きに変わりはないのだから。しかし、むきになれば単なる水掛け論になってしまう。何か別の切り口で舌戦を続けなくてはならない。

　もっとぐうの音も出ない。

　屁へ理り屈くつの一つも挟めない、決定的な切り札が。

「それなら、私も一言言えますよ……」

　と、横から口を挟んだのはロイヤルエルフのシビュラだった。

　彼女は弓にも杖つえにも見える兵へい輝きを巻き込み肘の辺りで挟む格好で、両腕を組んで言う。

「私のスキルは残留思念の実体化です。逆に言えば、人の意思の介在しない無機物やデータの塊から武器を得る事はできません。元々は賢者と共に迷めい宮きゆう最さい深しん部ぶの最終兵器アビスを倒すために諸もろ々もろの戦力準備を進めてきたんです。無機物のアビスそのものから残留思念を抽出して戦えるとしたら、私が計画の要となっていたでしょう」

『それ「は」……』

「ちなみに私は冥めい府ふ戦せんにおいて、ベアトリーチェから抜き取った奥歯を使って残留思念を実体化させた事があります。私は賢者から壊れた兵へい輝きを直して貸与されていますが、スキルは種族に根差したものなので関係ありません。『ベアトリーチェが摑つかんだ椅子やテーブルには、第三者の残留思念がこびりついていた』などという反論も受け付けません。使ったのは当人の奥歯そのものなのだから」

　シビュラはベアトリーチェの精神を証明した。

　しかも賢者と違って、彼女はグランズニール側の亜あ人じんだ。大天使マリンカもまたその証言は頭ごなしに否定できない。

　大切なのは味方の言葉だけではない。

　シビュラ、賢者、朱あかいイベリコオーク。かつて敵対していた、あるいは今も敵対している者達の言動だって、真実は真実だ。マリンカはベアトリーチェが生まれてから過ごした【地球】での十数年は否定できるかもしれない。だけどグランズニールで過ごしたそれより短い時間については、絶対には否定できない。争い合って遺のこした爪痕であったとしても、そこに敵意や悪意が交錯したとしても、それは確かにベアトリーチェ達がそこにいたという証拠になってくれる。

『「ぎ」』

　無理矢理に絞り出すようにして、四枚の羽を威嚇するように広げたマリンカは言い放った。

『偽証「という可能」性もあります』

「この私が、友人でもない彼女達のために？」

『あな「たが、ベアトリーチェ達に肩」入れしている「事は、わざ」わざ【人間】達と「共にここまでや」ってきた時点で明「白です。私は、あな」たが、ベアト「リーチェの奥歯」を使って残留「思念を実体」化させた瞬間も見てい「ません。つまりあな」た一人の証言「では信用に値し」ません。【地球】はや「はり存」在せず、【人間】に命「や魂は」存在しな「いの」です』

「なら」

　くすりと笑って、シビュラは組んでいた腕を解いた。

　その言葉を待っていたと言わんばかりに。

　改めて弓にも杖つえにも見える【兵へい輝き】で己の細い肩をとんとん叩たたきながら、こう提案した。

「……この場でベアトリーチェの残留思念を呼び出す事ができれば、あなたは否定できなくなる。そういう論でよろしいですか？」

『それ＊＊＊っ!?』

『＊＊は……＊＊』

　いきなり、ノイズまみれの声が炸さく裂れつした。

　日につ蝕しよくを示す二人の間で混乱が広がったらしい。

　大天使は改めて和音を作り出していく。

『いい「や、し」かし……』

「なまじ一部であっても私の言葉を否定できなかった時点で、あなたの負けですマリンカ。苦しい自覚はあったようですね。論理を並べて否定するよりも声を大きくして上から覆おおい被かぶせてしまおうとしたようですが、それでは私が掛けた梯子はしごに足を乗せるだけ。私はあなたがきちんと屋根まで上ったのを確認してから、自前の梯子はしごを下ろせば良いのです」

　何かを言おうとして、だが大天使マリンカからは言葉が出ない。

　もう何に遠慮をする必要もないだろう。

「私が確かな存在としてここにいる以上、私が生まれた地球もまた確かに存在する」

　赤い鎧よろいの剣つるぎ聖せい女じよベアトリーチェ───いいや、赤い鎧よろいの【剣つるぎ聖せい女じよ】ベアトリーチェ───は、改めてこう宣言してやれば良い。




「否定したければしてみるが良いい、【大天使】マリンカ!!　必要なら歯でも骨でもくれてやる、それで守るべきものをもう一度確かめる事ができるなら!!」




　二歩、三歩と。

　あれだけ分厚く堅けん牢ろうに立ち塞がっていた【大天使】マリンカが、後ろへ下がっていた。いいや、褐色の少女の肩けん甲こう骨こつへ両腕を突き入れたまま、四枚羽のスレンダーな白い美女がその場でへたり込んでいく。信じていたものを折られた。戦う理由を奪われた。そんな顔だった。

　そしてベアトリーチェには気になる事があった。

「シビュラ、残留思念の実体化は使える？」

「構いませんが、わざわざ歯を抜くまでもなくマリンカはすでに打ちのめされていると思いますよ」

「そうじゃない薄い娘こ」

　赤い鎧よろいの【剣つるぎ聖せい女じよ】は首を横に振って、

「地球はきちんと存在した。ゲームサーバーの中だけの存在じゃなかった。……だけど、ずっと孤独に太陽の島の裏側に張り付いていたマリンカが、どうやってこんな知識を手に入れたの？　それも、この間違った知識はまるで三種王家の秘宝が揃そろわないようマリンカに邪魔させるために組み上げられたものみたいだった」

「……誰かが意図してマリンカに間違った入れ知恵をする事で、三種王家の秘宝の完成を阻害し、朱あかの原因究明と解決手段の構築を失敗に終わらせようとしたと？」

　もしもそうなら、【大天使】マリンカもまた悪者ではなかった事になる。

　間違った情報を刷り込まれ、狂った前提のまま善行を積もうとしただけだ。

「一方で、だとしても【イベリコオーク】の長老達じゃない。彼らだってネットゲームについて詳しいはずがないもの。何より、朱あかの暴走をわざわざ促進させようとする存在なんて心当たりがない。【賢者】や【吸血鬼カリカンザロス】、博識であり過去の時点から【イベリコオーク】の集落と深く関わって味方になろうとする者はいたとしても、それは朱あかを引き剝がそうとする動きに繫つながるはず。朱あかの暴走をそのまま促す、いいえ、朱そのものの味方なんていないはずなのよ」

「なら一体どこの誰だと？　マリンカ!!」

　[image: 叱]責に、小柄な褐色の少女は首を傾かしげ、華きや奢しやな少女に両腕を突き入れ盾にするスレンダーな白い美女はゆるゆると首を横に振った。話す気はないのか、あるいは心当たりがないのか。

　別に直接会って話す必要はない。

　太陽の島はこれだけ広い空間だ。マリンカがそのような結論を導き出すよう、必要な資料を作ってばら撒まいておく事だってできるかもしれない。

　最初から大きな答えが塊でドンと置いてあれば、流石さすがに怪しむだろう。

　だが、壁画や古文書、石像や碑文。様々な媒体、複数のソースを通じて断片的な情報を自分で集めて仮説を組み上げていったその答えには、強い力が宿る。額に汗して走り回った分だけ、正しいものであってくれと願ってしまう。ネット検索で、複数のソースがあるなら『これでいいや』とみなしてしまうように。

　だから。

「今まで騙だまされ続つづけてきたマリンカ本人には期待しない。手品師は観客に正面しか見せない、裏がどうなっているかなんて教えないだろうからね。だから、分からない部分は反則で埋め合わせる。シビュラ、あなたの残留思念実体化を使えばここを訪れてマリンカに入れ知恵したヤツの正体が分かるんじゃない？　ここにあるのは見渡す限りの遺跡で、そんなに多くの人間が出入りしているとも思えないしね」

「なるほど」

　未いまだに一度も顔を出していない人物だろうが何だろうが、シビュラがいればお構いなしだ。向こうが反則で攻めてくるならこちらも反則で守りを固める。

　とんっ、という小さな音があった。

　儚はかなくも美しい【ロイヤルエルフ】が手にしていた、弓にも杖つえにも見えるその【兵へい輝き】の下端を大聖堂の床に軽く押し付けた音だった。

　淡い光がある。

　残留思念の実体化が始まる。




　そして、全員の前に『それ』が浮かび上がった。
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　全長一〇〇〇メートル。

【サウザンドドラゴン】の大きな背の上で、休眠状態の朱あかい【イベリコオーク】達を巡って両陣営が激突する。

「とりあえず【ストリオーナ】さんは猛毒の羽を封印！　この至近ではこちらもまとめて吸い込みかねません!!」

　叫びながらスタビライザー付きの洋弓を番つがえる【召しよう喚かん狩人かりゆうど】グルアガッハだが、彼女の弓も接近戦には向かない。魔王ツェリカの力を借りた矢は、一発一発の威力は絶大だ。しかしどうしても矢を番つがえるために時間が必要になってくる。そもそも西洋喪服の少女の弓には、上下の端に近接用のブレードが取り付けられている。近づかれたら不利になる事に自覚がなければこんな工夫は凝らさない。

「くす」

　ボッッッ!!　と空中の一点をぶち抜いた光の矢のすぐ横へ身を振って避けたのは、【重罪女王】トラソルテオトル。石の斧おのにも似た【兵へい輝き】を手に、羽根飾りに彩いろどられた褐色の少女が小さな舌を使って舌なめずりしながら迫る。

「くすくす。うふふ。くすくすくすくす……」

「にゃろっ!!」

　そこへ横から【ノーブルダンサー】ルサールカが割り込んだ。自らが生み出した烈風に乗った飛び蹴りで、羽根飾りのついた側頭部へ分厚い金属のブーツのカカトを叩たたき込こむ。

　轟ごう音おんが炸さく裂れつしたのに、まともな手応えはなかった。

（ラ・ヴォワザンの結界……じゃないッ!?）

　しかもいちいち長考に入る暇もない。

　ボロッと、叩たたき込こんだ足の辺りで固めた砂の塊が崩れるような嫌な感触があった。

　空中から竜の背に着地し、真後ろに跳んで距離を取るルサールカは、そこで自分のカカトに違和感を覚える。トントンと地面を叩たたいて、それから自分の足元へ目をやったレオタードの少女はギョッと両目を見開く。

　赤あか錆さびに包まれていた。

　彼女達の装備品はそういう形の【魔法】だ。厳密に言えば金属ですらない。

　にも拘かかわらず。

「装備品の【パラメータ破壊】系!?　習得した【魔法】を潰すとか、コレクターの努力を嘲あざ笑わらうような方向に伸びやがって……!!」

　そこへ横殴りの光の雨が突っ込んだ。

【賢者】が膨大な数の【魔法】を放ってトラソルテオトルを吹き飛ばしたのだ。

「大丈夫」

　いいや、そのはずだった。

　だが粉ふん塵じんを割り裂くようにして、羽根飾りに褐色肌の少女は無造作に前へ出る。

「全然こんなの大丈夫。くすくす。正義も善行も興味はないけど、金づるとは無む辜この民が作るものだからね。これからも甘い汁をすするためには、カルテルとしても善良な市民を守らねばならないの」

　やはり、傷らしい傷は何もない。

　トラソルテオトルに接触すれば、こちらの肉体を補強する装備品が劣化していく。しかもそれとは別に、こちらの攻撃を無効化する『何か』が隠れている。これでは戦えば戦うほど弱体化を強要されていくだけだ。いかに【レベル99】を超えたカンスト組だろうが、その力は有限。足を引っ張られ続ければいつか地の底へ落ちる。

　別の場所では、両手のピンクのポンポンの中から凶悪な金属爪を飛び出させた【錬れん金きんチアリーダー】フルドラが、漆黒の鎧よろいを纏まとうラ・ヴォワザン目がけて様々な角度から死の一撃を見舞っていた。こちらは物理ダメージではなく、一定確率で相手を即死させるものだ。各種の確率補整の【魔法】を利用して成功率を徹底的に高めているのだが、やはり。

　当たってはいる。

　だが攻撃が通らない。

「やめておけ。貴君のデータも揃そろっている。たかが警察庁の末まつ端たん如ごときが、防衛省全体の意思に勝てるとでも思ったか」

「チッ!!」

「私はあらゆる外的脅威から自国を守る。そのために必要な全てを習得している。故に、今や国家の敵となった貴君らに勝算はない。万に一つもだ」

　おそらく分厚い鎧よろいそのものが【兵へい輝き】なのだろう、禍まが々まがしい輝きに満ちた両手が迫る。とっさに柔道をベースにした制圧術を思い浮かべたフルドラは髪や服を摑つかまれないよういったん距離を取りながら、ヴィルデフラウと背中を合わせて経過報告と作戦会議に入る。

「手応えなし、ですう。【属ぞく性せい防ぼう御ぎよ】じゃないですね。ラッシュでヤツに結界を無駄遣いさせてから隙間を縫って本命を叩たたき込こんだので、そういうのに阻はばまれたとも思えないですけどお」

【錬れん金きんチアリーダー】の両手を通すように、あるいは【氷ひよう瀑ばく姫き】の胸の中心で。光り輝く魔法陣も、威力ゼロではひどく空虚だ。

「何か『仕掛け』がありますわね。トラソルテオトルは赤あか錆さびによる装備破壊、ラ・ヴォワザンは結界。……これらでないとすると、残るはリデルクですか」

「あいつについてはデータが少ないんですよねえ」

「？」

「【迷めい宮きゆう】で倒れた人間から【トレジャー】を盗んで回るのを得意としていたので、【屍かばね盗とう賊ぞく】。実際に戦っているところなんて誰も見た事ありません。結構長く潜っているようですけど、まだ【レベル99】には達していないようですしい」

「……カンスト組じゃ、ない？」

　轟ごう!!　と。周りの空気を巻き込みながら、黒光りする鎧よろいを纏まとうラ・ヴォワザンがこちらへ踏み込んでくる。ヴィルデフラウもヴィルデフラウで巨大な氷の手を動かして大剣を振り回すが、直撃させても氷の武器が壊れるだけだ。

　そもそも単純な【レベル】で全ての序列が決まるなら、【賢者】がこの場に顔を出した時点で終了だ。しかし現実の問題として、彼女のツギハギレイピアで制御された横殴りの光の雨をまともに浴びても、カンスト組にも達していない【屍かばね盗とう賊ぞく】リデルクは傷一つない。防御や回避するならともかく、自ら攻撃を浴びて無傷というのはおかしい。【ストリオーナ】や【イレアナ】のような【ブレイクニュース】勢であっても、【賢者】の猛攻を真正面から受けて手傷を負わないとまでは保証できないはずだ。

　くるくると歪いびつな刃を回しながら、【賢者】は目を細めた。

　彼女はいきなり答えを看破した。

「……なるほど、わざと【レベル】を低く抑えている訳か」

「……、」

　余裕のように見えた【屍かばね盗とう賊ぞく】が、その一言だけでわずかに眉を震わせる。

　剛腕だけでは、赤と銀の髪の美女は【賢者】などとは呼ばれない。地球から異世界グランズニールへ向かうための【魔法】に関する技術は、全て彼女が確立して普及させたのだから。

「彼我の【レベル】差が開いていればいるほど、その隙間を埋めるよう有利なハンデを発生させる【パラメータ補整】を仕掛ける【地形エフェクト系魔法】。これなら、自分の【レベル】が低ければ低いほど最大効率で仕掛けられる。ルーキーがカンスト組を仕留める唯一の方法ってところかな」

「だから、それが、どうしたの……？」

「私は全ての【魔法】を網羅する。故にそなたの得意技もそっくりそのまま使える訳だが……元の【レベル】が突き抜けている私達カンスト組にとっては、習得しても意味のない【魔法】か。使ったところで自分にとって不利なフィールドが広がるだけだろうし」

「ええそうよ。底辺を這はいずる弱者の私達はだからこそ最強のあなた達には手を挙げられない。【ブレイクニュース】も【イベリコオーク】も関係ない！　あなた達は何もできずに嬲なぶり殺ごろしの憂うき目めに遭うのよ!!」

　分厚い山刀にも似た【兵へい輝き】を手にしたリデルクが、激げつ昂こうしながら【賢者】へ迫る。

　対して、ベアトリーチェに良く似た誰かは呆あきれたように息を吐いて、

「私はそういう、己の弱さを振りかざして権利をもぎ取ろうとする輩やからが反吐へどが出るほど嫌いで、だからこそ最強という頂点を憎んでいても捨てられない訳なんだけど。まあ個人の嗜し好こうについてはどうでも良いい。今は現実の問題として、くだらん謎かけを終わらせるとしようか」

「……っ？」

　最弱だからこそ最強の威力を発揮する。

【賢者】に向かって大おお鉈なたよりも分厚い刃を振り上げるリデルクだったが、そこで赤い鎧よろいに白いミニスカートの美女の指先が、ありえない方向へ飛んだ。

「ひゃっ」

　短い悲鳴。

　そして【賢者】の指先で細い胴体を軽く摘ままれていたのは、辺りを飛び回っていた掌てのひらサイズの【妖よう精せい】モルガンだった。

　ぱんっ!!　と何かが破裂するような音と共に、リデルクが振り下ろした分厚い刃が真横に弾はじかれる。手首に返るジンジンとした痛みも無視して、【屍かばね盗とう賊ぞく】はありえないものを見るような目を向けていた。

「そなたの弱者の権利戦術（笑）は、自分が最弱のポジションを独占してから、カンスト組や【ブレイクニュース】など最強組に挑む構造を作らなくては効果を発揮しない」

「まさか……」

「ならば、こちらはもっと弱い種族を表に立てればよい。それだけで、そなただけが独占していた弱者の権利はより弱い彼女に横取りされていく。風邪を引いた子供はちやほやと看病してもらえるが、そこへ重い心臓病患者が顔を出したら台無しにされるだろうからね」

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　ひくつく顔があった。

　いやいやする子供のように首が横に振るわれた。

「……分かっている、の？　この戦いの意味が。暴走した化け物どもを守る事がどんな結果に結びついていくか!!」

「悪いが弱さ特有の同情心は湧かんよ、一ミリたりとも」

【賢者】は冷酷であった。

　その強さは、必要であれば雨に打たれる子猫を容赦なく踏み潰せる強さであった。

「そもそも天に昇ったベアトリーチェなんぞ期待もしていない。私は地球がどうなろうが関係ない、人類の行く末にも興味がない。すでに破滅は知っている。ここを乗り越えたところで、どうせいつの日か勝手に滅ぶ七〇億だ。だから私が考えているのはただ一つ。そなたが今、私の愛する【イベリコオーク】達にとって、害となるか否いなか。これだけよ」

　声色に宿っているのは憎ぞう悪おや殺意ではない。最強という単語に振り回され続けたその女は、意図して弱さを振りかざす存在など対等に認めたりはしない。

　憐あわれむような声色があった。

　憐あわれむが、ブレーキなど掛けなかった。

「彼らはいけ好かないが、長老達の役に立った。そなた達もいけ好かないが、長老達の役には立たなかった。さて、この線引きにどんな意味があると思う？」

　ようやっと、リデルクは教訓を得た。

　弱さは剣になるが盾にはできない。胸に抱いた罪悪感から誰もが攻撃を躊躇ためらう中、本当に容赦なく袈け裟さ懸がけに刃を振り下ろす者が現れたらどうなるか。

　己の末路を悟りながら、それでも震える唇で彼女は懇願した。




「助け

「ふざけるなここで死ね」
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　もちろん、最初の最初から『真犯人』が顔を出した訳ではなかった。

　始まりは何もなかった。

　いいや、しばらく何もなかった。

　みんなと一緒に固唾を吞のんで見守っていた【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンだったが、やがて焦じれたようにおずおずと声を洩もらす。

「……あ、あのう。これってほんとに成功しているんですか？　特に何かが起きている様子もありませんけど」

「しっ。分からないと、己の無能を自覚しているなら黙って見守りなさい。残留思念実体化自体は成功しています。この感覚は、確かに摑つかんでいる。にも拘かかわらず何もないのです」

　錘おもりをつけた糸を水面に垂らしても、水深が滅法深ければすぐには底に当たらない。長い長い糸がきちんと海の底に届くまで、かなりの時間を必要とする。それと同じだ。シビュラは猛烈な勢いで残留思念を読み込んでいるが、時系列を深く深く過去に辿っても何も動きがない。

「ぷきー？　つまり結局誰もいなかったって事？」

「違います。残留思念が存在する以上、その思念を産み落としていった者が存在しなければ論が通じません。もっと深いのです。もっともっともっと。逆に言えば、はるか昔から今に至るまで強烈な残留思念が残り続けている事をも意味します。不特定多数の人間が共通の信仰を守っていくならともかく、一代限り、個人の情念でここまでべったり残るというのも珍しい……！」

【ロイヤルエルフ】のシビュラの目から見ても、はるか昔。それは人間の感覚からすればどれほど途方もない時間に換算されるのだろう。

　シビュラは床に立てた【兵へい輝き】に片手だけでなく両手を添えて、さらにその瞳をゆっくりと閉じた。一層の集中。存在自体は確かにあるその残留思念を摑つかみ、発生源に至る時間までひたすら遡っていく。

　やがて、だ。

　ジジ、と小さなノイズのような音があった。

「あっ、今の何だご同類っ？」

　アルメリナが思わずそんな声を出す。

　何かがあった。ザラザラとした銀の砂が集まる。いいや、それはまるで壊れた映像ファイルだ。宙に浮かんでいるのは彫刻刀のような、木や石を削る器具らしい。持ち手の所はわずかに黒ずんでいた。ひとりでに浮かんでいる訳ではない。もちろん誰かが摑つかんでいなければおかしい。

「……静かに。どさくさに紛れて私を巻き込み同着扱いさせないでください最薄。くっ……」

　見えない。

　銀の砂にも似たノイズが強過ぎる。それらは密集したり拡散したりを繰り返しているが、目鼻立ちまでは明らかにされない。まるで核心的な情報を覆い隠そうとするかのように散らばるノイズの密集度合から、かろうじてそれが人の形をしているであろう事が推測されるだけだ。

『し……』

　耳みみ障ざわりな雑音の奥から、何かしらの声のようなものが聞こえた。気がした。

「何か、聞こえた……？」

「冗談でしょう、三〇〇年以上遡ってようやくの異物感ですか。史上初の異邦人とされる【賢者】よりもかなり早い……!?」

　もう目で見て確かめるのは諦める。ベアトリーチェもまた瞳を閉じて、その声に集中していく。明かり一つない山の中で草の根をかき分けて落とした指輪を探すような感覚で、か細く歪ゆがんだ、男のものらしき声を聞き分けようと努力を重ねる。

　功を奏したのか。

　やがて【剣つるぎ聖せい女じよ】の耳に、こんな音の連なりが飛び込んできた。




『……【勇者】か。我なが、ら皮肉……な……だ……』
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【勇者】。

　聞き覚えのない響きがベアトリーチェ達の耳を打った。

　フィリニオンも自分のメガネのつるを指先で弄びながら、

「えと……【ジョブ】か何か、なんですかね？　でも一体何系統の……？？？」

「しっ！　弱々しいけどまだ続いている。雑音の奥に集中して」

　目を瞑つぶったまま赤い鎧よろいの【剣つるぎ聖せい女じよ】は耳をそば立てるが、そこで雨音にも似たノイズが大きく響き渡る。声が遠ざかる。摑つかみかけた何かが、掌てのひらからすり抜けていくような感覚にベアトリーチェは胸の中から強い焦燥が湧き出るのが分かる。

　その時だった。

　すぴすぴと鼻を鳴らすような音が無遠慮に割り込んできた。

「ぷきー、こいつ一体何なんだ？　さっきからムズカシイ事ばっかりぶつぶつ言ってる」

「っ!?　ぶーぶー、まだ分かる？　とにかく聞こえた内容全部説明して!!」

　思わず両目を見開いてベアトリーチェは叫んでいた。

　そもそも人間と【イベリコオーク】では体の作りが違うのだから、五感だって一致はしないのだ。猫が暗闇で夜目が利きくように、犬が匂いで相手を追跡できるように、ぶーぶーにしか分からない世界があるのかもしれない。

　ぶーぶーは口元に片手を当てて首を傾かしげながら、

「うーん……魔女が、ありえないのに、正義はもう疲れたとか、何とか……」

「三〇〇年前にグランズニールへやってきたその人が、【勇者】の正体。そ、その時代で魔女っていうと、やっぱりガチであっち方面でしょうかね。魔女そのものを名乗らないって事は、むしろ剣を持って裁く側の人間だった、とか？」

　きちんと市民権を得ている【白しろ魔ま女じよ】がやや顔を青くしながらそんな風に呟つぶやいていた。アルメリナはアルメリナで眉をひそめながら、

「でも結局【勇者】ってのは何なんだ？　何しろ三〇〇年前だろ、テレビゲーム方式なんてもんがあるとは思えないぞ」

「ぶー。関数計算が、今は計算尺だけど……突き詰めればいずれこの計算も全部こなしてくれるボードが現れる。サイコロ一つ振る必要もなくなるんだって」

「ボードゲーム……あるいは、ＴＲＰＧ？」

　真空管のコンピュータができる前から、人類は惑星の軌道を計算したり巨大な船を作って世界一周したりしてきた。複雑な計算は半導体だけの特権ではない。

　しかし、それにしても。

【勇者】とやらは紙とペンしかなかった時代に、いつか現れるコンピュータという概念を夢想して、その先にあるテレビゲームにまで想像の翼を広げていたのか。【兵へい輝き】任まかせで全部の計算を丸投げにしているベアトリーチェ達からすれば舌を巻くばかりだ。

　アルメリナは半ば絶句しつつも、

「けど、実際問題【勇者】はグランズニールにやってきて何をしたんだ？　少なくとも痕跡らしきものは何にもなさそうだけど」

「新天地に来たのは良いいけど、戻る方法がなくなっちゃったんだって」

　ぶーぶーの言葉に、思わずベアトリーチェ達は互いの顔を見合わせていた。

　元からグランズニールで生まれたぶーぶーにとっては快適だろうが、地球からやってきた【剣つるぎ聖せい女じよ】達たちはこちらでは数日間の滞在しか許されていない。重力や大気組成など、ほんのわずかに世界の仕組みがズレているため、長期滞在すると体内時計を中心とする体のリズムが狂っていくのだ。これは慣れれば改善するというものでもない。現に、【スカルウェーブ】の人格ベースとなった冷戦の英雄オメガはこのせいで命を落としている。

　帰れなくなったという事は、つまり【勇者】も……？

「ぷきー。この世界は何かがおかしいってすぐに分かったんだって。でも【勇者】には今さらどうにもならなかった」

「何もできずゆっくりと確実に死んでいく、ですか。そりゃまた、何とも悲惨な末路ですね……」

「だから【勇者】は、この世界の方を変える事にした」

「……なん、だって？」

　ぶーぶーが言い放ったその台詞せりふに、ベアトリーチェは眉をひそめた。

　さらに彼はこう続ける。

「地球と異世界の造りが違うなら、異世界を地球と同じようにしてしまえば良い。そうすれば『誤差』がなくなり、これ以上世界の仕組みに苦しめられる事もなくなる。ぷきー、この辺りはもう何が何やらぶーぶーにはピンとこない」

「ちょ、ちょっと待ってくださいよ」

　フィリニオンがせわしなくメガネのつるを指先でなぞりながら、

「論が通っているようで通ってなくないですかね？　だって、確かに人間にとってはそれで良いいかもしれませんけど、元からグランズニールにいた方々はどうなるんですか。地球に環境を近づけたら、今度はその分だけ彼らが苦しめられていくって事になるじゃないですか!?」

　しかし、だ。

　ベアトリーチェ達は当たり前の話を笑い飛ばせなくなる。嫌な沈黙があった。そう、現実の問題として【剣つるぎ聖せい女じよ】達たちは原因不明の病で苦しめられている人達を知っているではないか。

「いべりこ、オーク？」

　染色体異常、病原菌や化学物質、栄養素の過剰摂取や欠乏の線もない。

　なのに確かな異変に襲われている状態。

「まさか、本人には何の問題もなくて、世界の方が狂っていっているっていうの？　それでオメガみたいな苦痛に見舞われてあんな事に……？？？」

「ま、待てよベアトリーチェ。もしも世界全体に歪ゆがみが出ていて、そのせいで【イベリコオーク】達が苦しめられているとしたら、被害は彼らだけに留まらないだろ!?　メリディアーナとか【ストリオーナ】とか、あの辺りはピンピンしているじゃないか！」

　慌てたように叫ぶアルメリナは、何かを否定して欲しかったんだろうか。

　だがベアトリーチェは赤と銀の髪をなびかせるように、首を横に振った。

「……【イベリコオーク】は普通の生き物よりもずっと感覚が鋭敏なのよ。私達だってアビスのシミュレーションの中で散々味わってきたでしょ。他の種族には分からなくても、【イベリコオーク】なら感じ取ってしまうものなのかもしれないよ」

「深夜のコンビニの前からヤンキーを追っ払うモスキート音とか、風力発電のプロペラの回転軸が生み出す低周波被害みたいなものなんですかね？　でも、それだと同じ【イベリコオーク】のぶーぶーさんだけ無事なのは……」

「ぶーぶー。体はすっかり大きくなったけど、今なら長老とケンカしても勝てると思う？」

「ぷきっ!?　ぶーぶーは誰ともケンカしたくない。それに長老のゲンコツは超痛い。だからぶーぶーはいたずらなんかしないぞ、絶対にな！」

　同じ【イベリコオーク】の中にも序列はあるのだ。人間からすれば誰も彼も規格外だが、ぶーぶーが長老を恐れている事からも分かる通り、向こうの方が立場は上。というより、最強の中の最強だからこそ、ある突出した個体は長老を名乗れたのかもしれない。

　だとすると、ありえるかもしれない。

　序列上位の長老が苦しみ、序列下位だからこそぶーぶーは助かった、という線が。

「でっでも重力とか大気組成とか、世界全体を丸ごと作り替える大事業だろ。人間はたった数日間しか滞在できないんだ。そんな大事業を完結させるほどの時間があると思うか？　【勇者】にそこまでの猶予があるとは思えないぞ!!」

「だから結局成功しなかった、って話に繫つながるんですかね？」

「……あるいは今も続いている、とか。何百年もかけて大聖堂を建てていくように、命令者が死んだ後もオートメーションで」

「何だそりゃ、この世界にゃ目に見えない小人の職人集団でもひしめいているってのか!?」

　答えは出ているようなものだった。

　そもそも【勇者】はどんな罠わなを張った？　複数の情報の断片を太陽の島に置き、それを第三者の手で自発的に拾い集めさせていく事で、この島を管理するであろう存在に噓うその結論を導き出させたのは何故なぜ。【大天使】マリンカは何を恐れていた？　この異世界をゲームと見立てて、一線を越えて作られていない空間に踏み出したら大変な事が起きると考えていた。

　つまり、マリンカは【勇者】の手で『何を』守らされていた？

　答えは一つだった。

　ベアトリーチェは頭上を見上げ、大聖堂の天井に空いた大穴へ目をやる。いいや、厳密には不自然な青空の向こうにある、透明な何かへ。




「……大気、圏、の……壁？」




　この高さまでやってこなければ、実感のできない事もある。

　例えば。

　実際には、青空はこの一撃が届く程度の距離にある事実も。

（全ての元凶は、皆の上へ平等に広がるこの青空だった）

「それならッ!!」

　レイピア状の【兵へい輝き】を腰から抜き、オレンジ色に染まる八本の熱線を解き放つ。真上に向かって勢い良く飛び出した【魔法】が透明な壁に次々と激突し、亀裂が走る。

　炎というより電気的な火花が散った。

　バヂィ!!　という凶悪な音と共に、天空がブレる。モニタに映した青空が消失していくように、空から色彩が消える。本来あるべき天空、黒々とした中に宇宙の星空が透けて見えてくる。地上から見た空がどうなっているかは分からない。だが超高々度まで到達したベアトリーチェ達にとっては、これが正しい。本来この高さから眺めれば、青空というより宇宙に近い景色が広がらなければおかしいのだ。

　人工の太陽から光が消え、本来のそれが世を照らす。

　ぶーぶーは不思議そうな顔で、世界が裏返る瞬間を見上げていた。

「ぷーきー、何かパリパリ言ってる……」

　アルメリナもまた呻うめくように、

「創られた、青空？　この太陽も本物の太陽じゃなかった!?」

「……全世界に降り注ぐ光や電磁波を自在に調節できるなら、光化学スモッグみたいに大気組成を組み替える事ができるかもしれない。ううん、雨を降らす雲は海水を蒸発させて作るものだし、陸地の温め方次第で大陸の地殻だって膨張収縮させられる。光。この一つを押さえるだけで、天と地の両方を一挙に掌握できるかもしれない」

　当然、全世界をくまなく覆う人工大気圏の壁が完成するまで、二日三日という事はあるまい。やはり【勇者】は何かしらオートメーション作業を行う存在を残していたのだ。無駄な足あ搔がきと知りながら、それでも諦められずに。結局彼または彼女の予想を覆くつがえす事はできなかっただろうが、命令者の死後も作業は黙々と続けられていた。

　透明なパネルを一枚一枚張り合わせ、やがては世界の真実を覆い尽くす日が来るまで。

「くっ……」

　残留思念の維持を放棄した【ロイヤルエルフ】シビュラが、小さな頭をふらつかせたまま呻うめいていた。ぶーぶーの大きな掌てのひらで体全体を支えられながら、彼女は震える声で尋ねてくる。

「……結局、何がどうなりましたか？」

「三種王家の秘宝が陸海空全部揃そろえば分からない事はなくなるんでしょ。元凶は破壊した。地上の様子を確かめる事はできないの？」

　ベアトリーチェの言葉にシビュラは額の汗を拭い、それから同じ場所を彩いろどるサークレットを取り外した。さらにヴィヴィアンの遺品である指輪を持ち出す。

　大小二人の美女と美少女であるマリンカも、右耳につけていたピアスを外す。

　台座はサークレットらしい。

　指輪とピアス、二つの宝石を金細工のサークレットに取りつけると、アクセサリー全体が淡い青の光で包まれた。改めてシビュラはそれを額にはめる。深呼吸すると、そのままゆっくりと瞳を閉じた。ひょっとすると何かしらのゴーグルのようなものなのかもしれない。

　しかし、そこからシビュラはしばらく何も言わなかった。

　両目を伏せたまま、涼しげだったはずの眉間にわずかな皺しわが集まる。

「おかしい。……一応は『世界を見渡す力』が顕現しているのですが……くっ。ピントが、朱あかの本質に合わない……？」

『シビュラ』

　と、口を挟んだのは【大天使】マリンカだった。

　小柄で褐色の少女がサークレットの右の側頭部の辺りを人差し指で小さくつつきながら、両腕を肩けん甲こう骨こつの辺りから体内へと突き入れた長身でスレンダーな美女が唇を開く。

『発光「に」偏りがあ「ります。こ」こ、海の宝石の辺「りが反」応していない「。陰りが見」えま「せ」んか』

「……秘宝は揃そろっても、陸海空三人の認証がなければ正しく起動しない、という事ですか」

　海を統すべる【長ちよう者じや人にん魚ぎよ】ヴィヴィアンはすでにこの世の人ではない。こうなると三種王家を起動する道は閉ざされたと見るべきだ。

　顔をしかめてサークレットを取り外すシビュラだったが、無理に【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンはポジティブな結論を引きずり出そうとした。

「でっ、でも三種の秘宝はもう脇に置いても大丈夫なんですよね？　ねっ？　【イベリコオーク】の皆さんを蝕むしばんでいたのは【勇者】が張り巡らせた人工大気圏の壁のせいで、それはたった今ベアトリーチェ達が破壊したんです。だとすれば……」

　言葉が終わるまでもなかった。




　ゴゴンッッッ!!!!!!　と。




　地上の方で何かくぐもった爆発音のようなものがあった。

　天高くにいるぶーぶーやベアトリーチェ達にもはっきりと伝わるほどの轟ごう音おんだ。おそらく歩いて三日で一周できる島の方では何かとんでもない事が起きている。根拠はなくとも、ぞわぞわとした焦燥感だけで異常事態がはっきりと分かる。否定したいのに否定できない。

「どっ、どうして？　ベアトリーチェのおかげで長老さん達を苦しめてきた人工大気圏の壁はもう動いていないんでしょう!?」

「それとも何か、やっぱ読みが外れたのか!?」

　フィリニオンとアルメリナの言葉に、ベアトリーチェは細い顎に手を当てて、それからゆっくりと首を横に振った。

「……考え方は間違っていない。元凶も確かに破壊した。でもすぐに結果が現れるとは限らないかもしれない」

「ぷきー。ベアトリーチェ、つまり何がどういう事？」

「車は急に止まれない……っと、このたとえだとぶーぶーには伝わらないか。ともかく、問題終息まで時間差がある可能性は考えられないかな。もしそうだとすると」

「おいベアトリーチェ。それってつまり、結局は朱あかい【イベリコオーク】達が正気に戻るまで力業で食い止めなくちゃならねえ線も出てきたのか!?　じ、冗談じゃないぞ!!」
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　最初から分かっていた。

　この戦いには、リミットがある。自らを休眠状態に追い込み、さらに外から麻酔薬や冷凍処理で補強しているとはいえ、永遠には続かない。さらに、恐怖に駆られた大量の人間達がちょっかいを出せば、それだけリミットは縮んでいってしまう。

　ヴィルデフラウ、フルドラ、グルアガッハ、ルサールカ。彼女達も【サウザンドドラゴン】の背で奮闘したが、乱戦状態になれば一発の流れ弾も朱あかに当てずにやり過ごすのは流石さすがに無理な相談だ。どうしても被弾は発生し、それが破滅のカウントダウンを進めてしまう。

　だからこれは、最初から予測されていた展開だった。

　一定以上の超過で『それ』は起きる。

「ぶも……」

　ぎぎぎぎちぎちぎち、と太い筋肉の束が軋きしみ、自らの骨をたわませる不気味な響きがあった。朱あかが、終末の卵が、動く。今の今までうずくまってじっとしていた【イベリコオーク】達が、再びゆっくりとその背を伸ばしていく。

「ぶもォォォああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああッッッ!!!!!!」













　　　行間二







　私は自分が生き残れればそれで良いい。

　元々この島に棲せい息そくしていた有象無象の行く末などどうでも良いい。

　生きたい。

　生きたい。

　生きたい。

　ただひたすらに、一秒でも長く、無駄な足あ搔がきと分かっていても。どうしたって間に合わないのは分かっている。私が構築した仕掛けが機能するまで、人間の時間に換算して最短でも二五〇年はかかる。計算では、私がこの場に留まっていられるのはあと二日もない。こちらに子孫も残していない以上、のちの世界を快適にする行為にも意味はない。

　だとしても。

　意味はなくても。

　一ひと欠片かけらのパンでは餓うえを満たせずに倒れるだけだと分かっていても、手の中のパンを捨てる事はできるか。どちらでも末路は変わらないと言われても、みすみす自分から手放すような真似まねができるか。答えはノー。絶対にできない。もう答えは出ていても、私は失敗したのだと分かっていても、足あ搔がく。一ひと欠片かけらのパンを吞のみ込こんで先へ進む。それが人間だ。




　チャンスを夢想したい。

　きちんとやれる事は全部試したという結論を、自分のものにしておきたい。




　本当に足あ搔がいたか。

　頭に思い浮かんだ手は全て試したか。

　何かできる事はないか。

　思考の止まった時が、行動を終えた時が、私が私の命を手放す瞬間だ。

　考えろ。

　考えるんだ。

　諦めない限りは、私は、まだまだ自分は『生きている』とみなせるのだから……。













　　　第三章　それは未来のための死闘
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　落ちていた。

　全長一〇〇〇メートルもの巨竜が墜落していた。

　手傷を負った【サウザンドドラゴン】は空中でバランスを崩し、そこから先は一直線。森の木々を次々と薙なぎ倒たおし、大地に大きな爪痕をくっきりと残す格好で、その漆黒の竜は落ちていた。

　場所は、意外にもぶーぶーの家があった辺りからさほど離れてもいない。

　一周回って戻ってきたのは、雑草が無秩序に生い茂る不整地。あちこちに緑色のコケで覆われた合掌造りの廃はい墟きよ。大きな葉で作ったテントの上から草花が覆おおい被かぶさったように見えるのは、かつてはある種の家屋だったものだろう。

　今はもうない。

　だけど誰にとっても覚えのある場所。




【イベリコオーク】達の集落跡地であった。




「……、」

　赤い鎧よろいに白のミニスカートを纏まとう【賢者】は、指先まで金属質の籠手に覆われた片手で摑つかんでいた荷物を適当に放り捨てる。それは小刻みにケイレンしている【屍かばね盗とう賊ぞく】リデルクだった。不規則に胸元や腰も震えてはいるものの、そこに色気を感じる者は流石さすがにいないだろう。ボコボコに腫れ上がった顔はもはや個人の見分けがつかず、どうしてこの状態で呼吸が続いているのか逆に生命の神秘を感じてしまうほどの有り様だった。

　予期せぬ墜落のせいでトドメを刺す機を逸した。

　そして正直、彼女にとっては有象無象の生死などどうでも良いい。

　太陽の位置がややブレたものの、青い空の下。赤と銀の長髪をたなびかせ、【賢者】はゆっくりと辺りを見回す。集落跡地。始まりにして、終わりの場所。これもまた運命なのかもしれないと、【魔法】という新たな技術体系を授ける事で地球人類全体の歴史をも狂わせていった理論派はそんな非科学な事を考えていた。いいや、あるいはそんな彼女だからこそ、新しい体系に対し異世界物理学でも特殊元素性理論でもなく、魔法などという呼び名をつけたのかもしれなかった。

　美しい女は墜落した【サウザンドドラゴン】を一いち瞥べつする。

　あちこちに傷はあったが、一番大きな出血は背中のものだ。太い鎖の先にあった船の錨いかりのように大きな鏃やじりよりも、カンスト組ぐみ達たちが放った【魔法】よりも、やはり。リミット超過によって今再び目を覚ました【イベリコオーク】達が刻み付けた傷が最も凶悪であった。

　弱々しく息を吐く竜の鱗うろこへ籠手で覆われた掌てのひらを当て。

　ゆっくりと目を細め、【賢者】はそっと囁ささやいた。

「……よくぞ今まで長老達を守り切った。墜落の瞬間も、身をひねって集落をギリギリでかわすよう努めてくれたな。その情がもたらした行い、褒めて遣わす」

　それから、ゆっくりと振り返る。

　分厚い獣臭と複数のいななき。知性も理性もないケダモノどもが織り成す朱あかき群れもまた、集落のあった地へ足を着けていた。

　かつて、【賢者】が殺してしまった大切な人達。

　そして、【賢者】の一存により復活させてしまった大切な人達。

「あわわあわわわ目っ目を覚ましちゃっていますよ長老さん達つまりもうダメって事ですか私達の上で黙示録の天使がラッパでも吹いてんですかこれえ!?」

「警官がシラフで天使を目撃している辺りガチで終末に突入した合図なんでしょうけど嘆いている暇はありませんわよ。一番近くの【ゲート】まで一キロ弱。普段ベアトリーチェさんが使っているものですわね。やれる事をやりましょう。防衛戦に入らないと本当に地球侵攻が始まってしまいますわ!!」

　おそらく止血を試みているのだろう。巨大な竜の背から雑音が放たれていたが、もはや横風に長い髪やミニスカートを嬲なぶられる【賢者】の耳には入っていなかった。

　朱あかい集団の中から、一歩前へ踏み出してくる影があった。見るまでもなく、相手は決まっていた。長老。時間の壁、生死の境すら越えて【賢者】と対たい峙じするのであれば、彼以外では荷が重い。

「長老……」

「……【賢者】」

　だらだらと長話をする必要などなかった。

　まずグラマラスな美女がくびれた腰にある鞘さやからツギハギだらけのレイピアを改めて引き抜く。それはかつて、深い事情もなく【イベリコオーク】達を殺さつ戮りくして回った特殊部隊を一人一人狩り殺し、その【兵へい輝き】を寄せ集めてカスタムした並列演算機器。自分から誘っておきながら、本当に乗ってきた連中の思慮の浅さを恨むという『不条理な復ふく讐しゆう』の象徴であると同時に、集落全体の死を一点に凝縮させたような禍まが々まがしき一振りでもある。

　対して、長老側に特定の得物など存在しなかった。その辺に倒れていた太い木の幹を足首に乗せてから軽く真上へ放ると、片手でど真ん中を摑つかみ取とる。

　顔をしかめる【賢者】はとっさにシェンチァンやランシェンといった中国の槍やりを思い浮かべた。伸び放題の枝は一見粗野だが相手の攻撃を絡からめて受け止めたり、こちらの回避を難しくする一助となる。しかもモノ自体は、人の集団が突き出せば城門を破壊するほど太い幹だ。

　考えていないようで、長老は合理を極めている。

　そんな原始的で凶悪な樹木という武器を、足先で軽々と。竹刀でも扱うような身のこなしだけでも、朱あかに変じた長老の恐るべき筋力が窺うかがえるというものだ。

　おそらく自身でも制御できていない。ギリギリの手綱は、今にも千切れそうだ。爆発寸前の筋肉の束を不規則に震わせながら、長老は短く言った。

　最後の一ひと欠片かけら。

　己の理性を搾り尽くして、かつて伝えられなかった一言を届けるために。

「辛つらい役割を任せたな。ぶー、済まなかった」

「言うなよ。私にしか頼めなかったんだろう？」

　長き時の積み重ねが、互いの理解を深めていた。

　だからこそ、両者に合図など不要だった。




　ゴォアッッッ!!!!!!　と。




　長老の理性が不意に途切れた。限界まで引き延ばした分厚いゴム紐ひもから手を離すように、爆発的な勢いで飛び込んでくる長老に対し、【賢者】もまた一切の容赦をしなかった。防ぐでも避けるでもなく、むしろ彼女の方から率先して前へ突っ込む。長い髪が広がり、背中側で魔法陣が輝きを発し、さらに炎の翼を噴き出して。かつて【イベリコオーク】達を一掃した刃を全てかき集めて構築し直した、ツギハギだらけの【兵へい輝き】を手にしながら。

　長老の振り回した太い樹木が一瞬で粉々に砕け散る。

　いいや破壊されると理解していても、長老は無視して全力の横殴りで振り抜く。

【賢者】のレイピアで砕かれた木の幹はむしろ自ら砕ける事で相手の攻撃から威力を削そぎ、しかも散弾銃のような勢いで彼女の頭へ鋭い破片の雨を降らせていく。流石さすがにここまで細かいとレイピアをどう構えても避けようがない。だが【賢者】は【賢者】だ、彼女以上に【魔法】の取り扱いに精通した人間はいない。迫り来る横殴りの破壊の雨、しかし刃で防げるか否いなかなど関係なかった。

　その背でさらに奇怪な魔法陣が輝きを増す。

　極彩色の光が荒れ狂う。

「【手しゆ榴りゆうハンドグレネード】巻まきファイアストー【爆ばく轟ごうデトネーション】火かヴォルケー【溶よう鉱こうメルトスティール】擦さつフリクショ【煤ばい煙えんケミカルスモーク】ッッッ!!!!!!」

　ゴッ!!　と【賢者】のレイピアから光の豪雨が撒まき散ちらされた。解き放たれたのは全て【火力系】の一択。その一つ一つが樹木を砕いてできた鋭い木片とぶつかり合い、正確に叩たたき、そして次々落としていく。自らが生んだ爆風によって、赤と銀の髪や白いミニスカートが激しく嬲なぶられていく。

　いいや、迎撃に留まらない。

　それどころか、押し切って真正面に大量の【魔法】を叩たたき込こんでいく。さながらガトリング砲の掃射だ。

　空気を焼く不気味な音があった。

　だがそこに長老はいない。

　まさに立て続け。空間そのものに巨大な穴を空けるように【賢者】の炎が突き抜けていくが、いずれも真横へ跳ね飛び、彼女を中心に円を描く長老をギリギリで捉えきれない。

　元より長老は自分の武器を選ばない。

　さらに右と左の手でそれぞれ枝だらけの樹木を摑つかむと追い着いてきた【魔法】の乱打に向けて自ら使い捨ての得物を振り回し、武器破壊と引き換えに【賢者】の弾幕を抉えぐり取とっていく。

　切り開いた空間へねじ込むようにして、長老が迫る。

　もはや武器はない。

　ただ大きく開いた両手そのものが必殺の力を秘めている。あんな巨大な手で摑つかみかかられたら、いくら【魔法】で防御を固めていても握力だけで人体を粉々にされかねない。

「ッ!!」

　真横に薙なぎ払はらうような動きでも、追い着けない。

　そう、飛び道具の乱射についてはかえって相手に密着した方がチャンスは増える。首振り式の扇風機に対し、風に当たらないようにするにはどうすれば良いかを考えれば分かるはずだ。

【賢者】の真後ろで、風に煽あおられたミニスカートが引っ張られるような感覚があった。それはある種の警告。背中側から、黒土を搔かき毟むしるような巨獣の足音があった。今まで円を描くように高速移動を繰り返していた長老が、猛烈な勢いで渦を巻くように半径を狭めて回り込んだのだ。

　しかし、




「【爆ばく礫れきストーンボルケーノ】」




　ボッッッバッッッ!!!!!!　と。

【賢者】の足元の地面が大噴火を起こした。余波を浴びて、長い髪やミニスカートが暴れ回る。古い時代の地雷では、土中に穴を掘って爆薬を埋め、それを握り拳大の石やレンガの残骸などを詰めて埋め直したものがある。爆薬が起爆すると大量の『砲弾』が舞い上がり、隙間なく標的へ襲いかかる訳だ。

　これが奥の手。

　そもそも【経験値】移動式の【魔法】一辺倒だった【賢者】の手足の運び方は、【イベリコオーク】達の下で一から磨き直したものだ。ただの正攻法で追い着けるなどとは思わない。

「基本スペックじゃ逆立ちしたって勝てない。どうせ後ろを取られるって事は大体予測がついていたよ、長老!!」

　赤と銀の髪を大きく広げる格好で、旋風のように振り返りざまにツギハギレイピアを横よこ薙なぎしようとした【賢者】の細い手首を、しかし丸ごと長老の掌てのひらが包み込む。直撃はしたはず。だがお構いなしの進軍であった。

　ガラス細工のように繊細な手首へ強大な圧あつ搾さくが加わる一瞬前に、真横から飛来した【魔法】の火矢が長老の右のこめかみに直撃していく。

　半ばめり込み。

　小さな爆発まで巻き起こったが、巨体はわずかに頭を横へ揺らしただけだった。

　ほんの少しだけ長老の手の力が緩み、その間に【賢者】は真後ろへ跳んで距離を測り直す。いちいちスカートなんぞ気にしている余裕もない。




　この間、わずか一〇秒足らず。

　会話の時間を除けば、そこからどれだけ削られる事か。




「う、うええ……」

　呻うめいているのは、様子を見に地上まで下りてきた【妖よう精せい】のメリディアーナだった。掌てのひらサイズの彼女は黒い竜の背から戦場を睥へい睨げいしている【ストリオーナ】の周囲を飛び回りながら、

「な、何だかどちらもすごい事になっていますけど、あれ、あんなの、割って入って加勢なんてできるものなんですか？」

「わしを誰だと思っておる」

　銀の髪に黒いリボンワンピースの少女は腰に手を当てながら息を吐いて、

「大体、あれが互角なように見えているのか？　……今のままでは負けるぞ、あの女」

　軋きしんだ音があった。

　べき、ぺき、ばき、ぽき、と。

【賢者】の右の肘から下の辺りから不気味な音が続く。装甲が割れた、などという次元の話ではない。

　美しい女の腕が、気がつけばまるで革のベルトのように変じていた。

　万人に蠱こ惑わくを魅せつける曲形はどこにもない。骨も肉も潰され、ぺらぺらの皮だけが風に舞うような有り様だが、【賢者】はいちいち顔を歪ゆがませたりはしなかった。

「摑つかまれた感触は、なかった」

　雅みやびな眉も柔らかい頰も震わせる事なく、【賢者】は破壊された腕へ目をやりながら、

「でも触れる触れない以前に、掌てのひらで空気を押し潰す風圧だけで腕を潰しに来たか」

　そもそも【賢者】はありとあらゆる【属ぞく性せい防ぼう御ぎよ】を自由に選んで付与する事ができる。殴り一択の長老達に対しては、物理の【殴おう属ぞく性せい】に一〇〇％の値を投じれば全て無効化できるはず。……実際にはそんな単純な理論が通じないのは、殴りを起点としつつも摩擦による【火力属性】や風圧による【風力属性】など、全く別の顔が不意打ちで表に出てくるからだ。

　それでもまだまだマシな方。

　まともに摑つかまれ筋力で握り潰されていたら、大金庫の扉さえ水みず飴あめのように毟むしり取とられていただろう。超高比重の劣化ウランやタングステン鋼でできた砲弾が、見た目の強度を無視してあたかも溶かすように戦車の装甲を貫いていくのと同じように。

　伝説の剣も聖者の槍やりも必要ない。

　チート装備による底上げなどどうでも良いい。極限の極限まで自己を極めた【イベリコオーク】にとって最強の武器とは、つまり生まれ持った両の手だったのだ。

【賢者】は三〇センチ以上の長い鍼はりをいくつも虚こ空くうに浮かばせ、徹底的に破壊された腕へ全方向から突き刺していく。トトトントンと小さな音が響くと、まるで萎しぼんだ風船に空気でも吹き込むようにその細腕が白魚にも似た指先まで元の形を取り戻していった。

　そう。

　あらゆる【魔法】に精通しているという事は、【回復魔法】についても同じ話だ。

　ただし【回復魔法】には耐性や免疫のようなものが存在する。つまり使えば使うほどに回復幅は縮んでいくから、ずっと同じ事を繰り返して膠こう着ちやく状じよう態たいを作るという選択はない。

　そこも含めて【ストリオーナ】はこう評価したのだ。

　このままでは負ける、と。

「さて」

　妖よう精せい達たちの女王が気軽に言ってのけるのと、ゴッッッ!!!!!!　と美しい【賢者】と暴虐の長老が再び真正面から激突していったのはほぼ同時だった。

　かえって周りを飛んでいた掌てのひらサイズのメリディアーナが不安げな声を上げる。

「ちょ、ちょっと待ってください！　まさかあそこに飛び込んでいくおつもりですか!?　何だかバカスカすごい爆発が起きていますけど」

「阿あ呆ほう。敵は一人とは限らんだろう」

　大きな花飾りのついた黒いリボンワンピースで未成熟な肢体を包む【ストリオーナ】が呆あきれたように言って顎で差す方には、朱あかに染まった【イベリコオーク】達がひしめいていた。

「【イベリコオーク】は群れのボスを中心としたコミュニティを形成しておる。今は一番強い長老に遠慮しておるようだが、どうせ長くは保たん。人間達が語る心理学のタナトスだったか、連中が散り散りになって行動したら収拾がつかなくなるぞ。そうならんよう誰かがこの場に縫い止めておく必要がある」

　もはや人間業とは思えない台詞せりふだが、そもそも肩に乗った長い銀髪を片手で払う【ストリオーナ】は人間ではない。

　ばさりと、剝むき出だしの白い背から真っ赤な蝶ちようの羽はねを広げながら、

「……まったく、このわしにも勝敗の見えん戦いがやってくるとはな。感謝をしてやろう、勇敢にして哀れな蛮族。久方ぶりに血が騒ぐぞ」

　究極的に言えば、たとえ【ストリオーナ】であってもこの問題の根本的な解決はできない。というより、それができていれば人間達の力など借りず勝手に場を収めている。

　できるのは時間稼ぎ。

　不幸の中の幸いなのは、敵が全て同種の朱あかい【イベリコオーク】という点だ。弱点が一つ見つかれば、それは全個体に適用される。【ブレイクニュース】が削り殺されるのが先か、その脆ぜい弱じやくさを補って余りある悪知恵だけが取り柄の人間どもが突破口を見つけるのが先か。これはそういう戦いである。

　分の悪い賭けだが、だからこそ面白い。

【冥めい府ふ】戦せんやそこでかち合った【エルキアド】達のようなドロドロした感じがしないのは何故なぜだろう、と妖よう精せい達たちの女王は考える。

　謀略の得意な人間達と違い、極限の力はあっても根っこの部分で隠し事ができないからか。

　とんっ、と【ストリオーナ】の小さな足が、横たわっている一〇〇〇メートルの巨竜の背を軽く蹴る。

　直後に【サウザンドドラゴン】の悲痛な絶叫が響き渡った。

　爆発音に似た轟ごう音おんが炸さく裂れつした途端、反動で黒い鱗うろこが体内にめり込んだ。赤と黒の流線と化した妖よう精せい達たちの女王が群れの中央へと突撃していく。地面への着弾と同時に、ドーム状の爆発で森の木々がまとめて薙なぎ倒たおされていく。宙を舞う枝だらけの木の幹を【イベリコオーク】達の太い手が次々に摑つかみ取とり、自ら包囲のど真ん中に降り立った【ストリオーナ】は無手のままほっそりした首をコキコキ鳴らして蠱こ惑わくの人差し指を手前に引く。

「来いよ、さあ来い!!　わしは簡単には壊れんぞ？　原始の欲求、闘争本能を慰めて欲しいのだろう!?　まとめて相手をしてくれるわ!!」

「あわわ、あわわわわわ」

　置いてきぼりのメリディアーナだったが、彼女は全体の様子を上から眺めていたため、新たにやってきた影を見つける事もできた。

『おいおい、消耗戦の時間稼ぎなら何で再利用できる人材を頼らないかね』

「ぞな」

　無数の白い人骨を海のように引きずった【スカルウェーブ】と、植物系最強の【イレアナ】。それを眺めて、妹のアリスがひらりと舞う。

「あっ、おじいですもん!!」

『命は有限だ。失うのが惜しいなら引っ込んでな、嬢ちゃん』

　それだけだった。

　個人でありながら群衆としても振る舞う怪物達が、軍勢として朱あかい【イベリコオーク】達へ飛びかかっていく。こちらについては【ストリオーナ】と違って、互角以上に戦う事など最初から考慮していない。いくら破壊されても代わりを作り続ける、その生産力で朱あかの足止めにかかる。

「ぞな！　おい骸骨、私の収穫には土中の養分が必須となる。島全体を干からびさせたくなければいくつか骨をこっちに寄越せ。そいつで土壌を潤わせて私の糧かてにするぞな!!」

『手間のかかる野郎だな』

「私は【マンドラゴラ】の頂点ぞな。痺しびれ薬ぐすりに眠り薬、撃破されても様々な体液を撒まき散ちらし、多様な薬効でもって朱あかどもを足止めしてやると言っているのだ。私の死には意味がある。ほんとの雑ぞう兵ひようはありがたく養分になるぞな!!」

『その言い草含めて美女じゃなければぶん殴っているところだが、まあ美女が相手なら仕方がねえか!!　美女ならな、うふふ美女の体液ですって!!　……あのう、これモツから溢あふれるグロ汁とかじゃないよね？』

　すると黒い竜の背中の上から、何やら白い光が不規則に明滅し始めた。

　うろたえたような声を発するのは【召しよう喚かん狩人かりゆうど】グルアガッハだ。

「えっ、ちょ、何ですかツェリカ？　……あいつマジでぶち抜く？　ひゃんっ、体を操るのはナシって話だったでしょう、契約を結んだ以上はこちらの指示に従ってくださっ、きゃあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

『何だよ嫁いたのかよそれなら早く言ってッッッ!!!!!!』

　純白の閃せん光こうが突き抜け、危うくテンガロンハットに収まった【賢者の石】を貫かれそうになりながらも回避。そして万物を射抜く魔王の矢が戦線に顔を出す。

『きちきち。キチキチキチきちキチキチきちきちきちきちキチきちきちキチキチきちきちキチきちきちきちキチきちキチきちきちキチキチきちきちキチキチキチきちキチキチキチきちきちキチキチキチキチキチきちキチキチきちきちきちキチきちきちきちきちキチきちキチキチ』

『しゃべれたよね？　嫁魔王フツーに人語でコミュニケーション取れたよねっ!?　やっやべえ、男の甲か斐い性しようで許してくれるヒトじゃなかったかぁー!?』

　そんな都合の良いい生物は異世界にもいないらしい。

　主に白い矢の標的は【イベリコオーク】以外のようだが、おかげで戦線に予測不能の一語が投じられた。流れ弾でも脅威は脅威。ペースを乱された朱あかい群れへ、改めて徒手空拳の【ストリオーナ】が飛びかかっていく。

【イベリコオーク】の腕力があれば、鈍器一つでライフル弾すら軽々と弾き落とす。当然のように血と肉と骨でできた妖よう精せい達たちの女王など、朱あかの手にした樹木でいくらでも迎撃できるはずだ。

　しかし、

「忘れたのか」

　ぐじゅり、という粘質な音が響き渡った。

　四メートル弱の巨体が横よこ薙なぎに枝だらけの木の幹を振るうが、何故なぜだか手応えらしい手応えはない。その柔らかい肌はもちろん、【グラウンドスパイダー】の糸を織った黒いリボンワンピースさえ。

「樹木とて生体である事に代わりはない。よってわしの猛毒は機能する」

　根元から幹が腐ってすっぽ抜けていた。

　無傷でやり過ごした妖よう精せい達たちの女王は、さらに背中の赤い蝶ちようの羽を禍まが々まがしく輝かせ、豚面の額に自分の額を合わせて獰どう猛もうに笑いながら、

「そして朱あかよ!!　どのようにして【イベリコオーク】を狂わせているかは知らんが、わしの羽は当たり前のように人身豚面であっても冒していくぞ。その朱あかとわしの羽、どちらが巨体を支配するか試してみせようかッッッ!!!!!!」

　一方。

　一ひと際きわ凶きよう暴ぼうな長老とツギハギレイピアを交えながら、赤と銀の髪や白いミニスカートをたなびかせる【賢者】は【賢者】で【ブレイクニュース】勢の大技を眺めていた。

　元より、たとえ休眠中に宿屋街のカンスト組が一斉攻撃を仕掛けても朱あかい【イベリコオーク】は倒せないという答えは出ているのだ。【賢者】はそれを一人きりで担になえる最強。あらゆる【魔法】を網羅しているとはいえ、それだけで人間が【イベリコオーク】に勝てるなどという話にはならない。

　よって、カギとなるのは人間の枠からはみ出た連中、かもしれない。

【賢者】は長老と向き合いながら、

（ああいう手もあるのか。しかしあの方法では毒の痛みを別の毒で上書きして忘れさせるようなもの、健康面での保証は何もない。……安全性の確約もない方法を使いやがって、後であのチビガキの尻をぶっ叩たたこう）

「ぶしゅっ、ぶしゅしゅうッッッ!!!!!!」

　ほとんど蒸気機関のような呼吸音を響かせながら、大岩を片手で摑つかんだ五メートルに届く巨体、長老がこちらへ迫る。これだけで、すでに致死の壁であった。元々、人間と彼らとでは一度に吸い込む酸素量が違う。よって無酸素運動のラッシュに巻き込まれてしまえば必ず華きや奢しやな【賢者】の方が先に音を上げる。これについては解剖学の問題なので努力次第でどうにかできるものではない。

「【蒸じよう爆ばくスチームバースト】槍そうスノウジャベリン【水すい断だんウォーターカッター】【波は槌ついウェーブレジスタンス】【氷ひよう矢さフローズンバリスタ】旋せんアドヘシブブーメラ【湿しつ幕ばくヒートフォグ】砲ほうスコールバレッ【滑かつ函かんカーリングコンテナ】滴てきポイズンスポイト」

　ボンッッッ!!　ドンッッッ!!　と。

　ツギハギレイピアからショットガンでも放つように、【賢者】から断続的に【魔法】のラッシュが解き放たれる。

　一度に数百もの【水力系】を撒まき散ちらしているが、長老には掠かすりもしない。

　危なげなく。

　右に左に飛び跳ね、的確に回避しながら大岩を手にこちらへ迫る赤黒い巨体を確認し、【賢者】はわずかに一歩後ろへ下がる。

　こそっと。

　長老が振り上げた大岩のさらに上で、何か小さな球体が揺れていた。




「【圧あつ裂れつウォーターマイン】」




　野球ボールくらいに固めた透明な水の塊は、音速の何倍で虚こ空くうを引き裂く訳でも、鋼鉄の何倍もの硬さを誇る訳でもない。

　その代わりひとりでに地面を転がり、物陰にも遮蔽の裏にも密ひそかに回り込む事ができる。正面火力で敵を分厚い壁の裏に縫い止めたのち、標的がそっと安あん堵どの息を洩もらしたところで足元から音もなくにじり寄って息の根を止める、死のサソリ。派手で分かりやすい一群とはまた違う、それでいて【賢者】の戦果を確実に支えてきた相棒だ。

　長老がどう動くかなど、誰よりも理解しているつもりだ。当然、その戦術も。手当たり次第に辺り一面の物を摑つかんで自分の武器にするなら、当たりをつけて『爆弾』を仕込んでおく事だってできる。

　ドガッッッ!!　という爆音があった。

　だが【賢者】の仕掛けた超高水圧の地雷が起爆したものではない。

（不発っ？）

　長老は構わず大岩を振り下ろし、岩と地面の間に爆弾を挟んで押し潰したのだ。地雷を踏めば大爆発が起きるが、起爆前に信管を破壊してしまえばその限りではない。あまりにも乱暴で、かつ予想外の場所にあった正解。足止めに失敗した事で【賢者】の防衛線も突破される。改めて右手で摑つかんで振り上げた大岩と共に、長老が真正面から肉薄する。

　ツギハギレイピアと軽自動車サイズの大岩が交差する。

　石材の砕ける轟ごう音おんが炸さく裂れつし、しかし構わず長老は両手の指を開いて摑つかみかかってくる。

　拳を握る、その風圧だけで【賢者】の腕を丸ごと砕いたあの握力だ。まともに圧あつ搾さくされれば、戦車の複合装甲すらプリンのように崩してしまう事だろう。

　決断は一つ。

【賢者】の足元で水の爆発があった。

　先ほどの地雷と同じだが、ハナから長老など狙っていない。これは自分自身を巻き込むために設置したものだった。超高水圧の塊から解き放たれる莫ばく大だいな水の壁に叩たたかれ、【賢者】の体が真後ろに飛ばされる。遠く離れた木の幹に背中からぶつかって何とか動きを止める。

　ゴォア!!　という、炎が荒れ狂う轟ごう音おんがあった。

　原理としてはディーゼルエンジンと同じだ。ついさっきまで【賢者】がいた場所を、長老の掌てのひらが泳いでいた。空気を摑つかんで握り潰しただけだが、あまりの圧力で高温が発生し、その掌てのひらの中で発火現象が巻き起こっていたのだ。

「なるほど……」

　くるん、くるん、と。

　びしょ濡ぬれになった【賢者】は手の中でツギハギレイピアの柄を軽く回す。

「所詮は人の技術。一見便利そうに見えても、こんなものは頭を押さえる蓋に過ぎない。ある程度までは行けるが、ある程度を超える事はできない。なまじ便利である事が、逆に手放す行為を惜しませる。まさに泥沼だね」

　すっかり濡ぬれた髪を片手で払い、彼女は軽く息を吐いた。

　直後、地球人類からすれば絶対にありえない事が起きた。




　放り捨てたのだ。

　あらゆる【魔法】をコントロールする【兵へい輝き】を、何の気なしに。




　いかに【賢者】といえど、魔女の杖つえがなければ【魔法】は使えない。異世界という過酷な環境において、牙や爪を失い全身から体毛の抜け落ちた裸の猿にできる事など限られている。莫ばく大だいな飛び道具も、各おの々おのの攻撃を無効化する【属ぞく性せい防ぼう御ぎよ】も、ミスを補う回復も、今の【賢者】には何もない。

　にも拘かかわらず、もはや一いち瞥べつもなかった。

　横合いへ投げたツギハギレイピアなど気にも留とめず、赤い鎧よろいも白いミニスカートもずぶ濡ぬれになった【賢者】はようやく自由になった両手を軽く広げて不敵に笑う。

「……理屈では分かっていたが、実際に捨てるまでが長かった。そうだよね、人間には敵かなわない、という結果はすでに出ているんだ。未練がましくすがりついても得られるものは何もない」

「……、」

「ならば決着は人間達の外での話となるのが必然。嬉うれしいよ、長老。そなたが授けてくれた【イベリコオーク】達の武術が、私にとって最後の希望となるのだから」

[image: ]

　ッッッドン!!!!!!　という爆音が炸さく裂れつした。

　真まっ直すぐ突っ込んできた長老に対し、【賢者】は真横に側転して、周囲の空気を巻き込む赤黒い掌てのひらを回避する。ただの掌打ではない。今まで彼女が体を支えていた木の幹をへし折り、もぎ取り、摑つかみ取とって、そのまま全身を旋風のように回転させながら次なる一撃を叩たたき込こんでくる。

【イベリコオーク】の腕の長さだけを考えてリーチ計算していれば、ここで即死。

　しかし【賢者】は水平に振るわれる枝だらけの幹の真下へ潜り込み、しかもそこで止まらず、アッパーカットのように籠手で覆われた握り拳で長老の得物を打ちよう擲ちやくする。

　剣の側面を叩たたくようなものだった。

　結果起きるのは武器破壊。

　真っ二つに折れた樹木の片方を摑つかみ、【賢者】と長老がさらに全く同じ鈍器を振るう。いいや、それだけに留まらない。宙に浮かぶ細かい木片を長老の足が蹴飛ばし、【賢者】の大きく広がる長い髪が見る者の視覚を幻惑し、目測を誤った鋭い破片が美女の顔のすぐ横を突き抜けて、周囲の大地が砲撃されたように抉えぐり飛ばされていく。

　まるで落雷。

　大爆発の後から飛来音が追い駆けてくるような、絶大な一撃。

　ぶーぶーの【兵へい輝き】が異質だったのだ。あまりに莫ばく大だいな力と力のぶつかり合いであるが故、本来【イベリコオーク】達の戦いには決まった武器など存在しない。伝説の剣だろうが聖者の槍やりだろうが、最後まで保たないのだ。よって木の幹、大岩、巨獣の骨や錆さびた鉄塊。一つの風景を構築する全ての物体を摑つかんで振り上げ、己の相棒へと変えていく。

　叩たたいてぶつかり砕けてその破片まで。

【賢者】と長老は手の届く範囲にある全てを破壊しながら、まるで二つの竜巻がその身を削り合うような格好で激突を繰り返していく。戦場を支配するのは圧倒的な速度と重量。極限まで圧縮すれば水や空気すら武器になるのと同じように、彼らの手にかかれば全てが危険物に変じてしまう。二人の達人にとって、武器とはつまり世界の事だった。余人が迂う闊かつに横よこ槍やりを入れようものなら、その殺人的な掌てのひらで摑つかまれて振り回されるのがオチだ。

　それはあまりにも原始的な暴力の塊でありながら、しかし同時に互いに息の合った紳士淑女の優美なダンスのようであった。

　いいや、【賢者】にとっては実際そうだったのだろう。

　たとえどのような形になろうが、その邂かい逅こうを望んでいなかったはずがない。

　請こわれるまま朱あかに苦しむ【イベリコオーク】達を殺害する道を選び、必須戦力として軍ぐん隊たい崩くずれの【エルキアド】を巻き込んで、あっさり誘いに乗ってしまった人間達の醜さにうんざりして。全てが終わった後、たった一人で血みどろの地獄に立ち尽くした【賢者】が考えた事は、その手で殺した長老達をどんな方法を使っても完全な形で復活させる、という荒唐無稽な夢物語だった。

　叶かなったのだ。

　もう一度出会う事ができたのだ。

　それが絶対的な間違いだったとしても、【冥めい府ふ】まで使い倒して、他ならぬ【賢者】自身がその手で恩人達の命を呼び戻した。そこに何の感慨も浮かばないなどありえない。

　極至近。体感時間の停止した、空気そのものが水みず飴あめのように固まった、極限のその戦場。空中でピタリと止まる複数の木片を【賢者】の細い指先が摑つかみ、一方の長老はシュート前のサッカー選手のように足を後ろへ振る。投げ放たれる木片と、舞い上げられる土砂。その鋭い先端と硬い石いし礫つぶてとが、着実に接触して互いを粘土のように押し潰していく。

　時間の流れが元に戻り、現実が追い着く。

　ドガドガドガドガドガドガドガドガッッッ!!!!!!　と莫ばく大だいな破壊音が連続する中、嬲なぶられるほつれ髪を妖よう艶えんな唇で咥くわえながら、【賢者】は確かに笑っていた。一メートル以内で向き合ってショットガンを撃ち合い、一斉にばら撒まかれる散弾を一粒残らず呼吸を合わせて撃ち落としていくような、ありえない神業の連続。その内一発でも撃ち漏らせば彼女の美しい顔は粉々に弾はじけ飛とぶ、くびれた胴体だって丸ごと引き千切られる。だが【賢者】の成熟した全身を満たしているのは恐怖ではない。アドレナリンが駆け巡っていた。極限の戦いの高揚の中で思い出すのは、かつて素朴な集落で思う存分打ち合った、長老との稽古。ねじ曲がった自分の道を一つ一つ真まっ直すぐに打ち直していくような、【賢者】の中で一番大切な日々そのものだ。

「ふふっ」

　くすんで見えるはずがない。

　その輝きに眩くらまないはずがない。

「あは、ははは。あはははははははははははははははっはははははははははははははははははははははははははははあははあはははははははははああははははあはははははははははははははははははあはははははははははっはっはあははははははははははははははは!!!!!!」

　積年の喜びが、さらに【賢者】の精度を上げていく。アドレナリン、ノルアドレナリン、ドーパミン、エンドルフィン、その全てが危険域に達する。頭の細胞が、焼き切れるか否いなか。ギリギリのラインに肉薄し、チキンレースのような死の断崖を間近に感じながら、人の身のままさらに【イベリコオーク】の世界へ踏み込んでいく。植物のツタを鞭むちのように振るい、種子を弾丸のように指先で弾はじき飛とばし、木の根を槍やりのように突き出す【賢者】の執着は、もはや散々大泣きした迷子が人混みの中で母親を見つけた時と同じだった。長き時間、地球の人間どものくだらない利権、様々な技術の壁、その他た諸もろ々もろ。散々だった彼女の人生を考えれば、あながち間違ってもいないのかもしれない。

　そこで【賢者】は気づいた。

　彼女は見たのだ。




　至近の強敵、【イベリコオーク】の長老は涙をこぼしていた。

　全身の筋肉を強こわ張ばらせ、歯を食いしばって、必死に暴走を抑え込もうとしていたのだ。




　朱あかい【イベリコオーク】は全てを滅ぼす。

　こちらのグランズニールも、向こうの地球も、手の届く範囲にある全てを貪り食い、全種族の長所を取り込んで、さらに最適の進化を繰り返していく。ここから解き放たれれば、もはや誰にも止められなくなる。そんな流れが生まれるのは間違いない。

　だが、それは機能の問題だ。

　そもそも長老達の心は何を望んでいたのか。

　他者を貪り、押し倒して、最強の座に就いて、見渡す限りの全てを毟むしり取とって、不毛の大地に作り替えて。そんな事を願っているとでも言うのか。彼らが群れとして進軍すれば歩いて三日で一周できる小さな島で暮らす全ての生き物を叩たたき伏ふせる事だってできただろうに、人目を避けるように集落の中でじっと過ごしてきた彼らが。そこまでして争いを避けてきた【イベリコオーク】達が、分かりやすく薄っぺらな最強など求めるはずがあるか。他者を押しのけてその気持ちをないがしろにし、自分だけが幸せになる道など選ぶものか。

　耐えていた。

　堪えてきたのだ。

　地球人類の頂点、あらゆる【魔法】と【イベリコオーク】の武術を同時に修めた【賢者】にとっては本当の本当に命を落としてしまうか否いなかの瀬せ戸と際ぎわであったとしても、それでもまだ【イベリコオーク】全体を束ねる長老は全力でブレーキを掛けていた。押さえ込んでも、なお上回っていた。

　狂ったように赤黒い顔の中でも、彼の瞳には理性の光が瞬またたいていた。

　殺してくれと、その目は確かに旧知の【賢者】に訴えていた。単なる夢物語ではない。かつて、その偉業を一度は成し遂げた唯一の生命体に向けて。

　しかし。

　だからこそ。

「嬉うれしいよ、長老……」

　絶対的な壁があった。

　人間達の【魔法】ではハナから朱あかには敵かなわない。【イベリコオーク】達の武術についても、長老との稽古では結局まともに勝てた試しはない。

　だから過去には卑ひ怯きような騙だまし討うちが必要だった。【エルキアド】のような外道の手を借りなくては、人間だけが持つ醜さを全生命の頂点の証あかしと履き違えているような馬鹿どもを持ち上げなくては、彼ら【イベリコオーク】の切なる願いを叶かなえる事はできなかった。

　真正面から激突が始まってしまった以上、その時点で【賢者】に勝ち目などなかったのだ。

　構うものか、と【賢者】は考える。

　怒りを含む壮絶な笑みと共に、美しいその女は吼ほえる。

「……長老たるそなたがそんな弱さを見せてくれて。異種族たる人間の私に甘えてくれて。だけど許すものか。私は二度と、もう二度とだ。あんな後悔など繰り返すものか！　ここでそなたの手を離すなどありえない。望み通り殺されたそなたはそこで終わりだったかもしれない。だがその後も残った私が一体何のために灰色の世界を、一切の味も香りもない抜け殻の人生をさまよい歩いたと思っているッッッ!!!???」

　轟ごう音おんが炸さく裂れつした。

　土台勝てない勝負をいつまでも続けたらどうなるか。

【賢者】の美しい肢体が錐きり揉もみ状じように吹っ飛ばされた。いくつもの太い木の幹を薙なぎ倒たおし、地面を転がって、ようやく動きを止める。

　誰が悪かった訳でもない。

　朱あかに蝕むしばまれた【イベリコオーク】の長老が、わずかに緊張の糸を緩めた。それだけで一線を越え、爆発的に両腕の筋肉が膨らみ、本来あるべき破壊の力の何％かを上乗せしてしまった。

　事態としてはそれだけだが、起きた結果は甚じん大だいだった。

　地球人類の頂点に位置する、しかも【イベリコオーク】側の武術にも精通した【賢者】が撃破された。今さら泥の中を這はいずってツギハギレイピアを探し求めたところで、互いの戦力差ははっきりしている。長老の剛腕は、目の前の全てを薙なぎ倒たおす。

　周囲で朱あかい群れの拡散を抑え込んでいる【ブレイクニュース】達も、対症療法だ。抜本的な対策など考えてもいない。時間を稼いでいる間に【賢者】が答えを見つければ良いと考えていたのだから、彼女一人の敗北はそれだけ重い。

　ずん、という地面の震動があった。

　ろくに起き上がる事もできない美しい女へ向けて、大きく一歩。

【イベリコオーク】の長老が蒸気に似た吐息の音を洩もらしながら、赤黒い筋肉の塊を震わせて、こちらへ歩み寄る。衝撃波だけで大量の葉を吹き飛ばし、ギザギザの枝が伸び放題の、普通の剣や槍やりより回避のしづらい木の幹を根元からへし折り、摑つかみ取どりながら。

　時折瞳の中で瞬またたく理性の光には、落胆の色が混ざっていた。

【賢者】でこうなら、もう誰にも止められない。長老の嘆きが手に取るように伝わる。あれだけ心優しかった彼の事だ。これから始まる暴食と蛮行に思いを馳はせ、眩暈めまいすら感じているのかもしれない。

　体を起こす事もできないまま、両足の付け根を不規則に震わせている【賢者】は、しかしうっすらと笑っていた。

　震える唇に血の味を覚えながらも、それでも柔らかく話しかける。

　友に。

　恩人に。

「なあ長老……」

「……、」

「自分で言うのも何だが、私だって頭は悪くない。まあ、一人一人がスパコン級の長老達ほどじゃあないかもしれんがね。だから私は最初から分かっていた。人間の【魔法】でも、【イベリコオーク】の武術でも、何を使っても絶対に勝てない。それが人間の壁だ。魚と泳ぎ、鳥と飛んでも人は敵かなわない。同じように、破壊の分野において我々は種族の壁を越えられない」

　頭を潰してはらわたを貪られるか、手足を潰されて押し倒されるか。

　いいや。

　あるいはあの長老なら朱あかに抗あらがうため、せめて苦しみなく友の命を刈り取る方向にも揺れているのか。

「だから、最初から希望はよそにあった」

　知った事ではない。

【賢者】も【賢者】で、最初から負ける事など分かっていた。

　そんな彼女がわざわざ戦いを挑んでいった。何故なぜか。つまりどうやって負けるかが重要なポイントだったのだ。その点において、聡明で美しい女が何も考えていないはずはない。

「それはもちろん、私以外の人間じゃあない。地べたを這はいずっている【ブレイクニュース】どもでもない。さて問題だ、長老。【イベリコオーク】に唯一勝てる存在とは何か。そなたは答えを知っていないとおかしい。託しただろう、長老。遠い昔のあの日、集落の中から唯一発症しなかった幼子だけは逃がしてくれと。それが世界の危機を救う希望になると！」

　チュンッ!!　という鋭い擦過音があった。

　頭上の木の葉を、狙撃用のライフル弾が弾はじき飛とばすような不気味な響き。

「私が【イベリコオーク】の武術に方針転換したのは、恐れ多くもこの手で勝ちをもぎ取るためじゃあない。起死回生なども必要ない。全ては学習の機会を与えるためだった。長老、そなた達の頭はスパコン級だ。かつて幼かった個体には【イベリコオーク】本式の武術を学ぶ機会はなかったかもしれない。だがここでこうして実戦レベルの組み手を見せれば、チャンスを与えられる。無知で頭の回転の遅い人間どもにはできなくても、元々同種の【イベリコオーク】なら一目見れば砂漠の砂が水を吸い込むように取り込む事も難しくない!!」

　回避を選んだのは、長老の意志か、朱あかの判断か。

　とにかく赤黒い巨体が弾はじかれたように真後ろへ飛んだ。直後にそれは起きた。

　ドザァァァッッッ!!!!!!　と。

【賢者】と長老の間に割って入るように、小石の雨があった。高さは武器になる。一つ一つは取るに足らない路傍の石であっても、はるか彼方かなたの天空から降り注げばその威力は鉛の弾丸に匹敵する。ましてそれがゲリラ豪雨のような密度で解き放たれればどうなるか。

　放った方にとっては池の魚へ撒まき餌えを放り投げるように気軽な動きであっても、頭の上から浴びる方にとっては甚じん大だい極まりない。

　そしてそもそもの問題。

　圧倒的有利な地理的条件である天空を陣取っているのは、一体どこの誰だ？




「来い、ぶーぶー!!　騙し討ちで恩人達を殺す事しかできなかった私には主役など恐れ多い。長老達の最後の希望には、そなたの名前こそが最も相応しい!!」




　とっさに、だ。

　ギリギリで安全圏まで逃げ切った長老は、真上の青空に向けて目線を振っていた。

　直後。

　暴風が渦を巻いた。地面すれすれを何かが猛烈な勢いで滑り込んだのだ。注意をよそへ逸そらされた長老の懐ふところへ飛び込んだのは、丸太や鉄骨に似た【兵へい輝き】を摑つかむ灰色の巨体。天空に向かったのは、何も一人きりではない。誰かが地上を進んで距離を詰めつつ、突撃のタイミングに合わせて天空から別の誰かが陽動作戦を行う選択肢だってあったのだ。

　踏み込んだのは完全な死角。

　だが長老はそもそも視覚に頼らなかった。その巨大な鼻がわずかにひくついた直後、ほとんど全自動の迎撃兵器のように右腕が振るわれ、太い木の幹が叩たたき込こまれていく。

　枝だらけの樹木と【兵へい輝き】が激突する。

　しかしそこで【賢者】は目を見開く。灰色の影は力任せに鈍器を振るわなかった。わざと長老の一撃を受け、さらに手首をひねって【兵へい輝き】を半回転させたのだ。結果、滑るように衝撃は殺され、幹は砕けずにその場で残る。ハナから得物が粉々に砕け、その破片まで次の一手に繫つなげる事まで織り込んでいた長老のテンポが、かえって武器の残存によってほんのわずかに狂ってしまう。

　破壊だけが相手を追い詰めるとは限らない。

　空いた空白を、埋めるように。

　ゴォッッッ!!!!!!　と、今度の今度こそ、灰色の巨体が旋風のように回転し、丸太や鉄骨に似た無骨な【兵へい輝き】が唸うなりを上げた。朱あかに蝕むしばまれた長老の顔面を狙う。今から枝だらけの木の幹を振り上げても防御は間に合わない。むしろ長老は迫り来る鈍器へ自分から顔面を突き込み、【イベリコオーク】の象徴とも言える巨大な牙でもって相手の武器とまともにかち合わせていく。

　轟ごう音おんがあった。

　灰色と、紅ぐ蓮れん。双方の【イベリコオーク】が衝撃に押されるような格好で、互いに後ろへ下がっていく。わずかな距離が開く。

　互角のように見えて、だが違う。

　ビリビリといつまでも残る振動を躍起になって押し殺そうとしているのは、朱あかにやられた長老の方だ。所詮は付け焼刃の応急処置。あらゆる生物にとって共通の弱点である頭部へのクリーンヒットこそ避けたものの、相手の攻撃を牙で受け止めるなど、さしもの長老側にとってもイレギュラーな手だったのだ。

　灰色の影が、ゆっくりと、そして大量に酸素を取り込んでいく。

「ぷきー……」

　ぶーぶーであった。

　右に左に丸太や鉄骨に似た【兵へい輝き】を持ち替えるぶーぶーは、長老や【賢者】から【イベリコオーク】の技を学びつつ、先達の彼らにも予測のつかない動きを実現していたのだ。

　人間が尖とがらせていった【魔法】を極めても、朱あかには勝てない。

　人間が【イベリコオーク】の武術を真似まねても、朱あかには届かない。

　だから【賢者】はこう考えたのだ。

【イベリコオーク】に勝てるのは同じ【イベリコオーク】だけだ。だから、唯一正気を保っているぶーぶーの力を底上げするために自分の命を消費するのが最善の一手である、と。

　独学で【ドラゴンイーター】と呼ばれるまでに己を高めてきた彼を、さらに上のステージへと持ち上げるため。

「おはよう、長老。お前良く眠れたか」

[image: ]

「……、」

「そしてまだ寝ぼけているなら、ぶーぶーが横よこっ面つらを引ひっ叩ぱたいてその目を覚ましてやる。ぶー、【イベリコオーク】同士なら遠慮はしないぞ。ぶーぶーは大きくなったって事を教えてやる!!」




　　　　　２




　ついに。

　ついに、だ。ぶーぶーは最強の【イベリコオーク】と正面切って向かい合った。かつて無力で小さな被食者に過ぎず、しかも集落壊滅の瞬間に気づきもしないで見逃されただけだった、食物連鎖の最底辺。そこからたった一つの約束を胸に、一〇〇〇メートル超もの巨竜をも叩たたき伏ふせるほどに成長した、灰色の影が。

　生きたい。

　生き残りたい。

　すでに間に合わないと、分かっていても。

　そんな【勇者】の遺物に全てを狂わされた、長老達の前へ立つ。地上から見上げてみれば、空はやはり青い。だけど、今度の今度こそ間に何も挟まない、本物の青空だ。もう長老達が振り回される必要はないのだ。




　かつての幼子と長老。

　彼らは己の得物を垂直に立て、自分の右の牙へとそっと触れていく。

　古き決闘の合図だった。

「ぶぅもおおおァああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっっっ!!!!!!」

「ぷしゅううううィィィィきいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいッッッ!!!!!!」

　人間には発声不能な雄お叫たけびがあった。

　ひょっとしたら、それだけで。【賢者】はステージがまた一つ上がった事に気づいたかもしれない。長老が今の今まで抑え込んでいた枷かせを外し、他の誰にも到達できない域まで戦闘の水準を吊り上げたのだと。

　気が緩んだのかもしれない。

　あるいは信頼だったのかもしれない。

　……同じ【イベリコオーク】同士であれば、ある程度やっても壊れはしないだろう、と。

　遠慮は無用。

　一度の呼吸でありえない量の酸素を取り込み、かつ、過剰供給による過呼吸状態へ陥る事なくその全てを運動エネルギーに作り替えていく、怪物同士の激突が始まる。

　一つ一つの動きは、もはや【魔法】で強化された人間の五感でも追い切れまい。二つ、三つと残像が見る者の網膜に焼き付けられ、そこから先は虚実の入り乱れたヴェールの向こうへ搔かき消きえてしまう。

「ひいいっ!!」

　不規則に爆音が連続する中、傍はたで見ていたメガネの【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンが涙目でしゃがみ込んで自分の頭を庇かばっているのは、激突のたびに鋭い木片や砕けた岩の残骸が散弾のような勢いで飛んでくるからだ。一いつ発ぱつ掠かすっただけで血肉をごっそり削られかねない。顔や胴に直撃すれば言わずもがなである。

　もはや安全地帯などどこにもない。

【剣つるぎ聖せい女じよ】ベアトリーチェは腰からレイピア状の【兵へい輝き】を引き抜き炎を噴き出し、【殴おう僧そう侶りよ】アルメリナは鉄の杖つえを小舟状に作り替えて自分の盾にしながら、

「現場に到着、と。シビュラとマリンカの方は!?」

「てかベアトリーチェ、あれでほんとに制動中なのか？　【勇者】が仕掛けた人工大気圏の壁はぶっ壊したから、後は時間まで待てば良いみたいな話をしてたけど!!」

【イベリコオーク】の体内に何かがあった訳ではない。




　月の引力が人を狂わせていたようなものだったのだ。




　全ての元凶だった、【勇者】が無理矢理環境を激変させるために用意した人工大気圏の壁はベアトリーチェの【魔法】で破壊した。ここから見れば空は青いが、太陽のような高空まで向かえば星空が見えるはずだ。もはや天と地の間に小細工はない。

　耐えれば良い。

　ただ耐えればそれで済む。

　……ただし歩いて三日で一周できる限られた空間で、しかも相手は破壊の権ごん化げと化した朱あかい【イベリコオーク】。その脅威は殺人鬼の徘はい徊かいする廃校やキャンプ場で一夜を過ごすどころではない。まともな人間が壁役なんぞ務めようものならものの一瞬で轢ひき潰つぶされてしまう。

「ぷーきー」

「しィィィいいいいい……」

　確かに膂りよ力りよくだけ見て取れば、やはり【長老】の方が強い。ただでさえ完成された肉体を、朱あかの効能でリミッターを切っている状態なのだから当然だ。だが一方で、ぶーぶー側には【兵へい輝き】があった。丸太や鉄骨に似たそれだけは、【イベリコオーク】の強大な膂りよ力りよくで殴り合っても壊れる事のない堅けん牢ろうさを発揮してくれる。

　一回一回の攻撃で木の幹や大岩、巨獣の骨に錆さびた鉄塊、様々な得物を取り換える手間が発生する長老に対し、わずかではあるが確実なアドバンテージとして機能する。

　それは、ぶーぶーが一人で手に入れたチャンスではない。

　遠い遠い昔。

　集落を滅ぼした【賢者】が幼いぶーぶーに預けた得物。そして身の丈に合わなくても、ぶーぶーも絶対に手放さなかった相棒なのだから。

「ぶーぶーは負けない」

　灰色が、不気味に脈動する朱あかへ迫る。

　肉薄し、その【兵へい輝き】を振り上げる。

「この【兵へい輝き】は、ベアトリーチェの命を守ってくれた事がある。ぶーぶー一人ではできなかった事を、こいつに封じられたお前達の魂が手伝ってくれた。ベアトリーチェを助けてくれたお前達を、絶対に忘れたりはしない。だからぶーぶーは絶対にお前達を諦めない、勝って全員救ってみせる!!」

　とんっ、と長老が真後ろへ跳んだ。

　その程度で取り逃がすぶーぶーではない。さらに大きく踏み込んで距離を詰め、着地のタイミングで殴り飛ばすべく全身の筋肉へ力を蓄えていく。

　そこでおかしな現象が起きた。

　宙にあった長老の動きが止まる。空中で引っかかる。いいや、空気を蹴る。地面に着地するまでもなく、途中で方向転換して真上から飛び蹴りを放ってくる。

「ッ!?」

　人間達の暮らす地球では、『水の上を走る達人』なる与太話が長らく語り継がれてきた。水の抵抗を利用して右足が沈む前に左足を出せば良いという、馬鹿馬鹿しくも忘れ去られる事のなかったウワサだ。

　しかし【イベリコオーク】の長老はさらにその上を行く。

　水も空気も同じ流体力学で説明がつく。そして摩擦や圧力が存在する以上、空気にも抵抗は確かにある。……ならば、後はスケールの問題だ。人間の脚力にはできない事でも、【イベリコオーク】の脚力なら違う。ベースとなる理論さえ存在するなら、彼らは規格外の肉体でもって机上の空論を実世界の現象として出力する。

　流星のような一撃があった。

　赤黒く染まった長老の、全体重を掛けたその飛び蹴り。

　先も言った通り、【イベリコオーク】にとっては下手に使い捨ての武器よりも己の手足の方が信頼に足る相棒となる。ぶーぶーは丸太や鉄骨に似た【兵へい輝き】を頭上に掲げるものの、その上から長老の巨大な脚が襲いかかった。流星が、落ちる。自分で構えた【兵へい輝き】が頭部にめり込み、極限の力業を受けたぶーぶーの巨体が真後ろへ弾はじき飛とばされていく。並の人間なら巻き込まれただけで病院送りかもしれないが、ベアトリーチェもカンスト組の一角だ。華きや奢しやな体を【魔法】で底上げし、転がるぶーぶーの巨体を抑え込み、支えてやる。

【イベリコオーク】にとって、戦いとは粘つく空気の中を泳ぐようなものだったのだ。

　走る、飛ぶ、そうした素早いイメージに囚とらわれている人間では、土台の所で追い着けない。

　別の場所で戦っていた妖よう精せい達たちの女王【ストリオーナ】もまた、ひらりとこちらへ舞い降りた。

　今まで陸で時間を稼ぎ続けてきた【ブレイクニュース】勢からすれば、素で【魔法】を極めた【賢者】か三種の秘宝を集めに行ったベアトリーチェ、どちらかが朱あかい群れに対する事態打開の切り札だったはずだ。【賢者】は倒れ、ぶーぶーもまた早々に長老側から押されてしまったところを見れば、流石さすがに焦あせりが生まれるかもしれない。

「おいっ、わざわざ天から帰ってきたという事は何かを摑つかんできたのではないのかえ？」

「根本解決は終わっている。だけど暴走列車は急に停とまれないの」

　言ってから、グランズニールの住人に列車は分からないかな、とベアトリーチェは心の中で反省する。掌てのひらサイズの【妖よう精せい】達たちはぶーぶーランドでジェットコースターを作っていたので、技術的にはレールを敷くくらいなら難しくないかもしれないが、それはさておき。

「そしてこっちも押されているばかりじゃない。今までご苦労。朱あかい群れについても私達の方で抑え込める」

「？」

【ストリオーナ】が訝いぶかしげに眉をひそめる中、さらにベアトリーチェはこう続けた。

　彼女は【魔法】を制御するレイピア型の【兵へい輝き】で大雑把に遠く離れた朱あかい【イベリコオーク】達を指し示し、切っ先のないその先端に野球ボール大の火の玉を点灯させて、

「シビュラ！　マリンカ!!　こちらは位置についた、照準支援に従って速やかに行動開始!!」

　天空で、太陽以外の何かが瞬またたいた。

　直後の出来事であった。




　　　　　３




　ドッッッガッッッ!!!!!!　と。

　青あおと蒼あおと碧あおを一つに束ねた閃せん光こうが、天から地へと一直線に突き抜け、落ちた。




　　　　　４




　一方の天空、超高々度で星空に彩られたその場所。光を失った太陽の裏側では、【ロイヤルエルフ】のシビュラと【大天使】マリンカが意識を集中させていた。

　鍵となるのは、やはり三種王家が守ってきた秘宝。

　青い宝石を三つ取りつけたサークレットは、世界の全てを見渡す。その基礎理論は加速器や電子顕微鏡と同じく、火水風土の【元素】を集束、照射する事で、目には見えない微細な試料の詳細を浮かび上がらせるといったものだ。

　さて、だ。ここでもしも物体の構造を暴あばくのではなく、莫ばく大だいな量の【元素】を一点に集束し、一いつ気き呵か成せいに解き放つ破壊目的で用いたら。

　さながら、グランズニールの小島を丸ごと取り囲むサイズの円形レールを周回させながら光速の九〇％以上の速度で陽子や電子を出口に誘導し、外の世界へと撃ち出す荷電粒子砲と似たような効果が発現するはずだ。

　崩れかけた大聖堂の中心で、瞳を伏せた色白でスレンダーな天使の両腕を背中で飲み込んだまま、褐色で小柄な少女が囁ささやいた。

『……潮を「ま」とめる【長ちよう者じや人にん魚ぎよ】ヴ「ィヴィ」アンが不在で「あって」もこ「の」威力』

　続けてシビュラも。

「それはまあ、三等分して陸海空の支配者に守らせなければならなかった訳です。しかし、正しい目的に使うのであれば」

　元々、『全てを見渡す』完成したサークレットを使えば、この異世界に存在する全ての命を精密に狙い撃つのも難しくない。

　後は地上にいるベアトリーチェが【魔法】を管理する【兵へい輝き】を使って炎を出し、分かりやすいサインを点灯させれば良い。こちらは指示に従って確実な爆撃を敢行するまでだ。

『シビ「ュラ。爆撃」指示を確認い「たしま」した』

「了解マリンカ。それでは終わりにしましょう。今この時に限り、躊ちゆう躇ちよは必要ありません。我らは支配者、最上位より世にあまねく混乱を撃滅する者なり!!」




　　　　　５




　それはさながら、終末の剣だった。

　地上から指示を出すベアトリーチェからすれば、点と点を置く感覚に近い。

　レイピアの先から小さな火の玉を飛ばし、目的の地面へ埋め込む。

　ある場所と、遠く離れた別の場所。

　途端に太陽すら塗り潰し、天空から莫ばく大だいな青の光が落ちる。太さだけでも、ぶーぶーのレンガの家の二倍以上。恐るべき閃せん光こうはベアトリーチェの指示通りまず火の玉の上へ正確に叩たたき込こまれ、さらにそのままもう一つの火の玉まで一〇〇メートル以上スライドしていく。

　ごォォあァァァ!!!!!!　と。

　間にある全てを破壊し尽くし、大地に巨大な爪痕を残していく格好で。圧力のような感覚が近いのか。あれだけ猛威を振るった朱あかい【イベリコオーク】の群れがとっさに左右へ分かれて回避行動を取り、間に合わなかった数体が抉えぐれる地面と一緒に押し潰され、打ちのめされていく。あっという間にノックアウトであった。

　絶大だが、だからこそ万に一つの誤射も許されない。巻き込まれてしまえば、【サウザンドドラゴン】の首すら落としかねない破壊力だ。

「誤差プラス二」

　赤い鎧よろいの【剣つるぎ聖せい女じよ】は四角い枠と赤い線で次々と情報をまとめつつ、まるで詰将棋のように指示を飛ばしていく。

「第二、第三で理論値と実体座標との誤差を修正し、群体を追い立てたのち全軍を二つに切り分ける。第四射を捨て駒にして誘導開始、第五から第七で主力を撃破。シュート」

　立て続けにいくつもの太い線が引かれ、空気の焼かれる不気味な音と共に朱あかどもが翻弄されるのを眺め、【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンは他人ひと事ごとみたいに口元へ手を当ててうろたえていた。

「あわわ……」

　敵が怖いのではない。

　やり過ぎちゃって怖い。第一次世界大戦の混乱がここにあった。

「ばっ、馬鹿じゃないですか？　カンッペキにインフレしちゃってますよ。何だか私達開けてはいけない扉をガバガバにしちゃっていませんかねこれえッ!?」

「……技術そのものが悪いとは言わないが、ライト兄弟とかアインシュタインとかってこんな気分だったのかね」

　お巡りさんのアルメリナも単純に喜べないような顔をしていた。

　そうこうしている間にも、みぢりっ!!　と空気全体が硬化するほどの敵意の視線が全方位からベアトリーチェに殺到してくる。【イベリコオーク】も馬鹿ではない。今ある状況を見極め、どこに問題の核があるかなどすぐにでも調べがつくはずだ。天に浮かぶ脅威を今すぐ破壊できない場合は手の届く地上で全ての指示を出すベアトリーチェを真っ先に粉砕せよ、と。

　当然、彼らのてっぺんに立つ長老だって。

「テスト。想定目標を長老に変更し、第九、第一〇射を指示。シュート」

　ガカァッッッ!!　と。

【イベリコオーク】の長老を挟む形で火の玉を置き、巨大な青い光のブレードが地面を潰し切っていく。そのままスライドしていく。地盤を丸ごと抉えぐり取とっていく絶大な威力の空爆を、しかも時間差を空けての二連撃。だが空気を蹴って稲妻のように飛び回る長老は、交差する三種王家の刃を危なげなく回避してしまう。

　この場合恐ろしいのは、朱あかい群むれをまとめて一ひと薙なぎにした必殺であっても回避してしまう長老か。はたまた、たかがテストと言いながらここまで実行してしまう【剣つるぎ聖せい女じよ】か。

　背中合わせに互いを庇かばいながら、ベアトリーチェは相棒に語りかける。

「……分かっていたけど、そう簡単には行かないか。ぶーぶー」

「ぷきー」

「ヤツはおそらく私を集中的に狙ってくるはず。長老を任せても良い？」

「いちいち聞くな、全部ぶーぶーが受け止める」

　ゆっくりと呼吸を整え。

　振り返らずに彼は答えた。

「ぶーぶーは長老達に見せてやるんだ。もう何もできない小さなぶーぶーじゃない。自分の大切な人は、この手で守れるようになったんだって!!」

　状況が再び動いた。

　だんっっっ!!　と、地面を大きく蹴る音が炸さく裂れつする。

　レイピアの先端から撃ち出す【魔法】の火の玉を使ったベアトリーチェの指示は鉄砲と同じで、あくまでも有視界に頼った直線的なものだ。有利な位置から的確に爆撃を敢行していくためには、自分の足で動くしかない。一方のぶーぶーは言わずもがな。ベアトリーチェに向けて突撃してくる長老へ、むしろ自分の方から立ち向かっていく。

　空気を直接蹴る長老はどれだけ歩幅を大きくしようが、跳躍の真っ最中であっても、足場には困らない。着地を考える必要はなく、いついかなる時でも加速と方向転換が可能。しかも前後左右に加えて頭上、空中戦さえ自在に行う長老は、移動の自由度が全く違う。そして移動の違いはそのまま攻撃の手札の違いへと直結していく。

　もはや赤黒い巨大な手は樹木や大岩など摑つかまない。

　無手。

　だが【イベリコオーク】にとっては、むしろそちらの方が本領だ。大金庫の扉や戦車の複合装甲であってもプリンやヨーグルトのように毟むしり取とる絶大な握力。掌てのひらを開いて閉じるだけで究極の一撃へと変貌していく。

　また一段。長老の中の朱あかが刺激され、枷かせが外れていく。

　暴走を後押ししたのは三種王家の秘宝に対する恐怖心か、あるいは目の前で正常に成長した【イベリコオーク】を目にした事での闘争心か。

「っ!!」

「ッ!?」

　振り回される赤黒い腕に対しぶーぶーが丸太や鉄骨に似た【兵へい輝き】を叩たたき付つけ、しかし長老はもう片方の手をぶーぶーの得物の側面へ当てる。挟み込むようにして【兵へい輝き】を摑つかんだ長老が身をひねった時には、ぶーぶーの手の中にあった武器がすっぽ抜けていた。

　ぐるりと回った長老が、ハンマー投げや回し蹴りのように勢いをつけて横殴りの鈍器を見舞う。

　それをまたぶーぶーが取り返し、両者は一つの【兵へい輝き】を巡って奪い合いながらの応酬を繰り返していく。

　青い閃せん光こうが、再び天上から地面へ落ちた。

　爆風と共に凄すさまじい破壊の光が朱あかい群れを薙なぎ払はらっていく中で、ぶーぶーの握る【兵へい輝き】を長老もまた摑つかみ取とる。お互い両手に全ての力を加えてギリギリと力比べを続けながら、両者は至近距離で睨にらみ合あう。

「どうしたお前、朱あかの暴走とやらはその程度か？」

「……、」

「ぶーぶーはまだ底を見せていない。こんな所じゃ息切れしない。何故なぜならこれはぶーぶーだけの力じゃない。今日ここまで繫つなげてきてくれた人達の力が後押ししてくれる。それは長老、集落で育ててくれたお前達の力だって一緒にあるんだ!!」

　意識が眩くらむほどの青い光が間近を通り抜けていくが、両者共に目もくれない。

　極限まで圧縮された緊張の中では、気を配る余裕もない。

「だからもう背負わなくて良い」

　視線の圧にも、ぶーぶーは屈しない。

　サルやライオンなど動物達が形成する群れ社会において、ボスの決定に反論するとはすなわち新たな頂点となるため、そのまま決闘を挑む宣誓に他ならない。勝っても負けても、もはや元の関係には戻れない。

　分かっていて、なお言った。

「長老、お前を最強の座から引きずり下ろしてやる。ぶーぶー達が助けてやるから、もう沈めッッッ!!」




　　　　　６




　何だかぶーぶーとベアトリーチェで世界が完結してしまいそうだけど、フィリニオンやアルメリナはどうすんだ？




「危ねっ!!」

「しゅにーん!!」

　そこらじゅうを三種王家の秘宝が作り出す青い閃せん光こうの柱が横切っていくが、アルメリナの【兵へい輝き】はあらゆる鈍器に形を変える事ができる。鉄の船のように表面積が大きなものを選べば、最強硬度の盾としても取り扱えるので、アルメリナは唯一『青』の通り道に自ら身をさらしても命を落とさずに済む。単に大盾を構えたままだと一緒に押し潰されるため、その下端を地面に突き刺して上手に重圧を大地へ逃がすのがポイントである。

【イベリコオーク】は印象と違い馬鹿ではないので、一度見た戦術は学習してしまう。

　そうなると、アルメリナや【ストリオーナ】など頑丈系（？）が足止め役となって朱あかい群れの回避を阻止した上で、ベアトリーチェの指示出しによって着実に空爆を決めていく必要が出てくる訳だ。

　当然、あの馬鹿力と真正面から力比べをすればぐしゃぐしゃに粉砕されてしまう。

　保っても数秒程度。

　空爆の直前を狙ってわずかに【スタン】させる感覚が重要だ。いかに大規模兵器を手にしたとはいえ、油断すれば即死は避けられない。そういう意味では、『踏み込み過ぎて逃げ遅れても青い閃せん光こうを盾で防げる』アルメリナは非常に大きな強みを持つ。

「フィリニ……おいコラ駄牛!!　お前なに後ろでサボってんだ今は一丸となって朱あかい群むれを抑え込むクライマックスだろお!?」

「回復役を前衛に立たせようって考えがそもそも絶対的に間違ってんです脳筋戦闘バカ!!　そ、それに何だか私を見る皆さんの目が凶悪過ぎませんかね？　ひいっ、ひょっとしてお姉さん魅力的過ぎて【イベリコオーク】の団体様から集中的にロックオンされてます!?」

「全体的にフェロモンの出し過ぎなんだメガネ牛」

「……むしろ最前列でどつき合いしているアルメリナはじかに接触しているはずなのに、どうして全く相手にされないんでしょうかね？　やっぱり戦闘バカのむきむきアマゾネスどもは女性として見てもらってな

「ベアトリーチェ、牛に向けて爆撃指示。ナニナニどもって言ったからあんたも込みだぞ」

　ガカァッッッ!!!!!!　と青い閃せん光こうが味方のいる戦列をまともに巻き込み、慌てたようにフィリニオンが地面を転がる。

　別にアルメリナは暴走状態で鼻息荒げた【イベリコオーク】達からモテたい訳ではないのだが、それはそれである。

　メガネは運動音痴らしい、真まっ直すぐ転がれず斜めに行っちゃうでんぐり返しを決行したのち、

「こっ殺す気ですかバカヤロー!!!???」

「チッ」

「あっ、どうやら今の舌打ちはガチっぽい……」

「お前、滅法打たれ弱いけどその代わり回避性能は悪くないんだよな。つかフィリニオンならどうせ懐ふところに二つ三つ秘薬でも隠し持ってんだろ。首とか手足とかが取れたくらいじゃ普通に復活しそうだし」

「人をニッチな世界の超新星みたいに言うんじゃねえよ、【冥めい府ふ】であっさり死亡した件をもう忘れてんですかこんにゃろー。【イレアナ】さんクラスの材料がない限りあんな事何度も繰り返せませんってば」

　ぞなっ!?　と遠くの方で恐怖に震える声が上がったのはご愛あい嬌きよう。

　アルメリナは真上の太陽を見上げながら、

「……うーん、そうなると回復ナシで牛に囮役をやってもらうしかないのかなあ」

「何でですか!?　馬鹿デカいオークとかそういうの誘い出すなら骨つき肉とかに任せましょうよ、魔女の私が追い駆け回される道理が分かりませんってば!!」

「このうるせえの釣つり竿ざおの先にくくりつけたら囮おとり役やくにならねえかな？」

【殴おう僧そう侶りよ】の場合は鎖付き鉄球なども調達できるため、あながち笑っていられないのがポイントである。

「ヴィルデフラウとかフルドラとかは【サウザンドドラゴン】の上で何やってんだ？　おいフィリニオン、やる事なしの待機アイドル状じよう態たいなら背中に上って傷を治してこい。戦力を増やそう。【ブレイクニュース】が再起動すれば状況は変わるし、手当てで手が塞がっている連中も自由に動けるようになるだろ！」

「えっ、私ついに芸能アイドルデビューなんですか？　やっやだなあそんな黙っていても溢あふれてしまう魅力を抑えきれなくてすみません負け犬ども」

　役立たずのクソ野郎をぶっとい鎖で巻いてぐるんぐるん振り回し、ハンマー投げっぽく竜の背へぶん投げた。脂肪の塊が遠心力でクリームになっていなければ向こうで何かやるはずだ。

　と、その時だ。

　牛を供く物もつに捧ささげた辺りから、ひょこっと新たな影が顔を出した。回復専門の【白しろ魔ま女じよ】が投げ込まれた事で、アルメリナが言った通り他の人間の手が空いたのだろう。

　栗くり色いろの長い髪を大きく広げ、全身にサソリの意匠を取り入れたギッチギチの革の拘束衣で未成熟な乙女の体を包み込んでいるのは、

「【召しよう喚かん狩人かりゆうど】グルアガッハが眼前の脅威に提起します。【イベリコオーク】よ、目的なく無秩序に振るわれるその暴虐に意味が欲しければ真の名を明かし我が契約の下に着け」

「お前お巡りさんの前でなんて格好してやがるんだ良いい度胸だな!!　受験か？　恋愛か？　どんなストレス溜たまってんだか知らんがほんとにくだらん容疑で補導されてえのか名門ＪＫ痴女ッッッ!!!!!!」

「いいから正義バカは黙っていてください!!　そして純白の魔王ツェリカよ、その【誘惑】を我が身と放たれる言葉に宿せ。今この場において肯と否の区別なし、問答無用の無条件合意をここに締結する!!」

　顔を真っ赤にして身をよじる（持て余し気味の）グルアガッハの宣言と共に、朱あかい群むれの中から一体を釣り上げる。重力を無視して浮かび上がった四メートル弱の巨体がねじれ、洋弓を通じて一本の矢の中へと組み込まれていった。

　朱あかに蝕むしばまれていようが関係ない。

【召しよう喚かん狩人かりゆうど】とツェリカの力があれば、どんな【亜あ人じん】が相手であっても強制的に契約を結んでその力を支配してしまう事ができる。今までその手が使えなかったのは、契約に際して相手の意志を確認する必要があったからだ。休眠状態の【イベリコオーク】達の目をわざわざ覚ましてしまうのは自殺行為だった訳だが、目標達成のチャンスを失い、すでに目を覚ましてしまった後ならこちらも遠慮する必要はない。

　ツェリカから借り受けた【誘惑】の力を使って強引に支配し、本人の自由意志に反してでも首を縦に振らせ、最強の力を奪い取る。

　奇くしくも弓を構え自前のボンデージに身を包み、右目の手前にいくつも魔法陣を浮かばせるグルアガッハの言葉は大規模兵器の指揮権を預けられたベアトリーチェと同じものだった。

「シュート」




　ドッッッガッッッ!!!!!!　と。

　赤黒い閃せん光こうが全く同じ色彩を持つ朱あかい群れのど真ん中へと突き刺さる。




　やはり、表面に浮かぶのはその速さと重さか。

　元々鈍器による殴りを重視していたためか、刺さるというより叩たたきのめす破壊の方が近かった。透明な衝撃波の壁に叩たたかれ、吊つり天てん井じようで地面ごと押し潰すような格好で、複数の朱あかをまとめて大地へ沈めてしまう。

「【召しよう喚かん狩人かりゆうど】グルアガッハが眼前の脅威に提起します。【イベリコオーク】よ、目的なく無秩序に振るわれるその暴虐に意味が欲しければ真の名を明かし我が契約の下に着け」

　軍勢が怯ひるんでいる間にも、さらなる言葉が続く。

　文言は同じ事の繰り返しで良いい。

「そして純白の魔王ツェリカよ、その【誘惑】を我が身と放たれる言葉に宿せ。今この場において肯と否の区別なし、問答無用の無条件合意をここに締結する!!」

　まず【イベリコオーク】と契約を結んで『矢』にした時点で数を減らせる。さらに手に入れた『矢』を使って群れ全体を打ち据える事で確実な戦果をものにする。最初は小さな雪玉かもしれないが、雪山を転がり落ちていくサイクルさえできてしまえばグルアガッハの独壇場だ。その力はいくらでも増えていく。誰にも止められなくなる。

　もちろんその間もベアトリーチェの爆撃指示は止まらない。

　ベアトリーチェとグルアガッハ。

　青と朱あか。二種類の攻撃が交差して【イベリコオーク】達の退路を塞いでいく。いよいよ十字砲火のように苛烈な様相を呈してきた。大盾があっても飛び込むのに勇気がいる有り様だ。

　とはいえ、前も言った通り【イベリコオーク】は馬鹿ではない。

　その強きよう靭じんな肉体で猛攻に耐えていれば、いずれ学習が完了してしまう。これだけの状況さえ、慣れて対処してくるようになる。人の手で運用する以上は必ず出てくるムラやクセを読み、隙間をかい潜くぐって中心にいる【剣つるぎ聖せい女じよ】や【召しよう喚かん狩人かりゆうど】の撃破に乗り出すだろう。

「ふふっ」

　ただし。

　そのスパコン級の頭脳を、万全の状態で活用できればの話だが。

　ばさりという赤い蝶ちようの羽が翻ひるがえる音と共に、妖よう精せい達たちの女王が獰どう猛もうに笑っていた。

「ふはっは!!　ああ、ああ。退屈しない、死が常に背中へ張り付いておる。不謹慎だがわしは楽しいぞ、【イベリコオーク】。よもや貴き様さま達たちも負けないから戦うなどというつまらない最強に甘んじておる訳ではあるまいな!!」

　全ての中心に、小柄な影があった。

　ベアトリーチェの青い爆撃にグルアガッハの赤い砲撃。さらには怒ど涛とうの勢いで回避と反撃の機会を窺うかがう朱あかい【イベリコオーク】達。全てが溢あふれ返かえる乱戦のど真ん中で、まるでダンスでも踊るように妖よう精せい達たちの女王は右に左に細かく円を描く動きを繰り返していたのだ。

　当然、猛毒の血の羽を振ふり撒まきながら。

　腐肉や泥水であってもお構いなしの【イベリコオーク】達が誇る強きよう靭じんな消化器系は、毒に対する耐性もかなり強い。それでも赤き狂熱の砂嵐は、こうしている今も超高精度の思考能力へ着実なジャミングを仕掛けている。

　それは【イベリコオーク】が得意とする学習はもちろん、その莫ばく大だいな筋肉をコントロールして自壊を防ぐ最低限のセーフティさえ機能不全を起こしてしまう。

　ある朱あかは何もない所で転び、別の朱あかはボディブローでも受けたように体をくの字に折り曲げていた。【ストリオーナ】の子供のように華きや奢しやで繊細な手足はあくまでも襲いかかる鈍器や巨大な拳を捌さばき、いなしているだけだ。朱あかにダメージを与えているのは朱あか自身。あまりに強きよう靭じん過ぎる筋肉が体内で暴れ回り、自分自身の血管、神経、内臓などを圧迫しているに過ぎない。

　何のデメリットもない安易な最強などどこにも存在しない。

　むしろ最強の本質とは『偏り』なのだ。

　一撃の威力に特化した大剣がその重さで持ち主を振り回すように、身軽さを売りにした羽根の鎧よろいは一発受ければ簡単に砕かれてしまう脆もろさを内包するように、人間どもがこの世界で再現した火砲がその反動で掌てのひらや肩を激しく打ち据えるように。

　各おの々おのが一つの分野に尖とがっていった【ブレイクニュース】だからこそ、妖よう精せい達たちの女王は最強という言葉の持つ歪いびつさを十分に熟知している。故に【ブレイクニュース】には必ず相性問題が発生するし、固定の頂点などというものも存在しない。条件や環境によって歪ゆがみの集約した欠点や弱点を衝つけるかどうか、そこから全体の勝敗まで大きく変わってしまうのだから当然だ。

　最強に憧れる者は最強に達していない者だけだ。

　座に就いた者は基本に立ち返る。戦闘とは個人の実力よりもＴＰＯだ。そして突き詰めた末に、彼らは最も恐ろしい事態を理解する。

「……結局、異なる力を持つ者同士が結集するのが一番怖いのだ。理想論でも何でもなく、みんなで手を繫つないで輪を作る行為こそが最強の中の最強なのだ。毒は単品よりも複数混ぜた方が恐ろしい。一度に多角的に攻撃されると各おの々おのの弱点をカバーされてしまう恐れが出るのでな」

　真っ赤な蝶ちようの羽を羽ばたかせ、最も死亡率の高い危険域のど真ん中で腰に手を当てて【ストリオーナ】は笑う。

「朱あかよ、確かにお前は単品では恐るべき【イベリコオーク】かもしれん。だが数を揃そろえたところで全て同じ種族で固めてしまえば多様性は生まれない。卑ひ怯きようなどとは言ってくれるなよ。種族の異なる者同士で手を結ぶのもまた努力の一環だ、個人の最強にかまけてそいつを怠った貴様らに切れるカードは限られておる!!」

　叫びと共に、猛毒がばら撒まかれる。

　攪かく乱らんされ、【イベリコオーク】達の動きがわずかに固まったところで、容赦なくベアトリーチェの青い爆撃とグルアガッハの朱あかい砲撃とが十字に交差する格好で襲いかかる。

「交ざれ、【イベリコオーク】!!　窓口は最初から開いておる!!　自分は臭い醜い格好悪い、そんな自家生産の言い訳を盾にして自ら好かれようとする努力を怠るな！　そうすれば、それだけで!!　お前達もこの最強の一部になれるのだッッッ!!!!!!」

　長老達は朱あかに蝕むしばまれていく集落を眺めて絶望し、誰にも迷惑を掛けないよう【賢者】に自らを殺してくれと願いを告げた。

　だけど、そんな願いが正しい訳なかったのだ。

　もっと、多くの者と手を結んでいれば。もっと、多くの人に自分の弱さをさらけ出す勇気があったなら。今日ここで起きようとしている奇跡の瞬間は、もっともっと前の時点で起きていたかもしれなかったのだ。怖い、苦しい、生きたい、死にたくない。たとえどれだけ愚かで無様で往おう生じよう際ぎわが悪くても、そんな拙い願いに惹ひかれて大勢と繫つながっていったのなら。

　最初から、誰も死なずに済んだかもしれない。

【賢者】も道を踏み外さなくて済んだかもしれない。

　くだらない仮定の話でも、実際には達成されなかった過去を糾弾するだけだったとしても。それでも誰かが[image: 叱]ってやらねばならない。遠い過去の話だとしても無関係は装よそおえない。妖よう精せい達たちの女王は短命な人間とは違うのだ。現実に、悠久の時を生きる【ストリオーナ】は知らなかった。人間達が歩いて三日で一周できる同じ島の中で暮らしておきながら、【賢者】や長老達が誰も見ていない所でどれほどの苦悩に苛さいなまれ、自分で自分に愚かな決着を着けていったのかを。何も知らずに【ストリオーナ】は最強を気取って日々笑って生きていたのだ。

「……反則でも何でも良いい」

　知っていれば、絶対に許さなかった。

　そう考えて憤いきどおる者は、妖よう精せい達たちの女王だけではないはずだ。

　気取るのではない。

　真なる最強は、どこにでもいるのだから。

「勝手に輪から弾はじかれて、誰にも迷惑を掛けないようひっそりと命まで絶って、そんなものが美徳だなどと本気で信じた馬鹿者どもの手をもう一度摑つかむチャンスに恵まれたのだ!!　故に絶対退かんぞ、わしはこの手で貴様達の手を取る。復活、蘇そ生せい、黄よ泉み返がえり。たとえ天の神が決めた理に反したとしても、孤独な最強気取りに真なる最強の何たるかを叩たたき込こんでくれる!!」
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　青と朱あかの爆発が連続した。

　そんな中でも、ぶーぶーと長老だけは静せい謐ひつな戦場に立っていた。

　相手は朱あかに蝕むしばまれていると言っても全ての【イベリコオーク】達の頂点に立つ存在だ。ベアトリーチェの爆撃やグルアガッハの砲撃、【ストリオーナ】の蝶ちようの羽などが他の個体に有効だったとしても、長老だけはその限りではない。

　突出した個。

　集落壊滅は、おそらく長老と【賢者】の密約によって成し遂げられたのだろう。病に苦しむ多くの【イベリコオーク】達はその瞬間まで自分が何に巻き込まれているか分からなかったのだろう。だがたとえ事前に露見していたとして、彼の決定を止められた者がいたか。独断による裁決が可能だから、その個体は長老と呼ばれていた。圧倒的な力量を皆が認めなければ、そもそもその個体は長老などとは呼ばれていなかった。

　あの日、まだ幼かったぶーぶーは何も知らなかった。

　弱く、愚かで、だからこそ何も伝えられずにただその命を救われた。罪悪感や復ふく讐しゆう心しんに縛られないよう、事の真相さえ伏せられたまま。この場合、気づけなかった事と見捨ててしまった事はほぼ同義だ。




　今は、もう違う。

　常に先頭を突き進む長老に追い着き、その肩に手を置く事ができる。




「ぷーきィいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい!!!!!!」

「ぶもーァああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!!!!」

　爆音めいた呼吸と共に双方ありったけの酸素を体内に取り込み、そしてぶーぶーと長老とが真正面から激突していった。時間無制限の無酸素運動が始まる。【イベリコオーク】同士の一騎打ちとは、単純に手足の捌さばき方かただけの話に留まらない。体内から酸素を失った者からその動きが止まり、相手からの猛攻をまともに浴びる羽目になる死のチキンレースだ。

　水みず飴あめのように粘つく大気の中で、怪物達の巨体に巻き込まれた空気が渦を巻き、強烈に圧あつ搾さくされて、ディーゼルエンジンさながらの発火現象を引き起こす。変化は単純に手足の先などの末端に留まらない。もはや全身を炎に包まれながら、だがぶーぶーも長老も痛みに顔をしかめる余裕もない。

　いやに粘つく空気の中を、泳ぐ。

　丸太や鉄骨に似た【兵へい輝き】を手にしたぶーぶー。

　無手のまま肉薄する長老。

　肉を切らせて骨を断つ……どころの話ではない。多少の傷など問題にもならない。この一騎打ちの主題が酸素残量であるならば、優劣の差ははっきりしている。

　四メートル弱のぶーぶーと、五メートルに届こうかという長老。

　体格の差は、そのまま肺の大きさや血液に含まれるヘモグロビン量、つまり一度の呼吸で蓄えておける酸素容量に直結する。しかも重たい武器持ちのぶーぶーと無手の長老とでは、消費ペースにも差が生まれてしまう。

　吸入でも消費でも、どちらも酸素効率は長老の方が有利。

　故に、長老側は肉が裂けて骨が砕けようが関係ないのだ。途中でどれだけ手傷を負っても、先に酸素が尽きて動けなくなるのはぶーぶーと決まっている。これは解剖学的な問題なので、精神的な努力でどうこうできる話でもない。長老は勝負が決まった後から猛ラッシュを繰り出し、自分が受けたダメージ以上の致命傷を叩たたき込こめば標的を仕留めてしまえる。

　最後まで、耐えれば良い。

　長老側は踏み込んで冒険する必要もない。黙っていれば勝利が転がり込んでくるのはもう分かっているのだから、無理せず相手のレベルにギアを落として、敵の攻撃を一発一発的確に撃ち落としていくだけでも構わないのだ。

　勝負をしているようで、逃げている。

　朱あかに蝕むしばまれ、目的なく勝ちをもぎ取りに行く長老側にとって、その勝利が本当に喜ばしい事なのかどうかは不明だが。

　しかし。

　その時だった。

　ぐんっ!!　と、突如としてぶーぶーの巨大な【兵へい輝き】が翻ひるがえった。重心の掛け方に反した、下手をすれば肩の関節を壊しかねないほどの飛躍。酸素残量の件で追い詰められた若き【イベリコオーク】が勝利に焦あせり、苦し紛れの大技を繰り出した……のではない。

　見覚えがあった。

　それはかつて、【イベリコオーク】集落襲撃の真実を知ったベアトリーチェが怒り狂って現【エルキアド】のリーダーを殺害しようとした際。どうしても彼女を救う事ができなかったぶーぶーに代わって、一度だけ手を貸した長老達の技。

【イベリコオーク】が本来持っていた、武術の秘ひ奥おう。

　腕の力ではなく、武器を羽のように動かして角度を合わせ、空気の泳ぎ方を利用して軌道をねじ曲げる。

　結果、己の筋力だけではできない鋭角な動きを実現する。

　そして【イベリコオーク】の頭は悪くない事はすでに散々明記している。一度でも使われた戦術について、彼らの頭は解析して自分のものにしてしまう。

　同じ事だった。

　受け継がれていた。

　この時、ぶーぶーと長老は同じ域に達していた。であれば全身全霊を込めて勝負に挑んだ者と、勝負から安全に逃げようとした者の間に絶対的な差が開くのも道理。




　ぶーぶーは最初から言っていた。

　ベアトリーチェを助けてくれたお前達を、絶対に忘れたりはしない、と。




　ゴォォッッッ!!!!!!　と。

　いきなり翻ひるがえったぶーぶーの【兵へい輝き】が、周囲の空気を巻き込み燃焼させながら長老の掌てのひらのギリギリ外へと、逸それる。そのまま手首から肩に向けて這はい上あがるように、丸太や鉄骨に似たその巨大な鈍器が突き進んでいく。

　もしもあなたが地球生まれの人間なら、拳銃を握って照準する動作をイメージすれば良い。

　手首から肩口へと、腕をなぞったその先にあるのは。

　当然、顔面。

　それはあの日の焼き直し。【イベリコオーク】達の魂から、大切な者の命を守り抜くための奥おう義ぎを学ばせてもらったあの瞬間と、何もかも同じ。

　答え合わせ。

　まるで、弟子が師匠から教わった技を披露して、間違いがないかを確かめてもらうような、相手の胸を借りた究極の一撃。

　最後の瞬間、朱あかに蝕むしばまれた長老は淡く笑っていた。

　師匠にとって最も喜ばしいのは、弟子が自らを超えていく場面を目撃する事か。

　笑いながら、まさしく最後の牙が城じよう、己の牙でもってぶーぶーの攻撃を受け止めようとする。

　もちろん遠慮は無用であった。




　その太い牙を、へし折る。

　ぶーぶーの鈍器が長老の顔面にめり込み、迅速にその意識を刈り取っていった。
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　天空、光を失った紛い物の太陽の島。

「……ふう」

　三種王家の青い宝石を取りつけたサークレットを額にはめた【ロイヤルエルフ】シビュラは、息を吐いて伏せていた瞳をそっと開いた。この世界にある全てを見通す秘宝だが、想像以上に頭に負荷をかけるものらしい。全身から汗が噴き出している割に、体は手足の先など末まつ梢しよう部ぶ位いを中心に冷え切っているのが分かる。全体的には、【賢者】に付き合って連日徹夜した時の感覚に近い。体温の調整が効いていないのは、自律神経が乱れている証拠だ。

　同じく力を貸し与えていた【大天使】マリンカが声を掛けてくる。

　色白でスレンダーな美女の両腕を背中側から飲み込んでいる褐色で小柄な少女が、

『結局どう「なった」のです？』

「朱あかい【イベリコオーク】の群れは無力化を確認。撃破個体は随時【召しよう喚かん狩人かりゆうど】の手で契約を結び、その力の行使を封じています。唯一の懸け念ねんはイレギュラーに突出した長老でしたが、あちらは森で生まれた子の一人が決着を着けました」

　見上げれば星々が見えるほどの超高々度。どれだけ地上との間に距離が離れていても、秘宝の力があれば関係ない。文字通り、シビュラには戦場の様子が手に取るように理解できていた。

「【勇者】の遺のこした人工大気圏の壁の破壊後もしばらく影響が残るという話でしたが、これで制動期間の混乱についても封殺完了です。後は外部から注力されていた朱あかの影響が消え去るのをゆっくりと待てば良い」

『……となると「、その【召しよう喚かん狩人かりゆうど】、人」間でありなが「ら魔王ツェリカと集」落単位の【イベリコオーク】の力「を一手に引き受けた事に」なるので「しょうか。あらあら、こ」れは新た「な【ブレイクニュース】に認」定する必要が「出てき」てしまったやもし「れませんね」』

　冗談のように聞こえない。

　何しろ【イベリコオーク】達が暴走してしまえば、二つの世界を滅ぼすとまでされてきたのだから。それをそのまま個人の裁量で振るえるようになる事が、何を意味するかを考えてみれば良い。

　ある日突然莫ばく大だいな【経験値】を与えられて人生を塗り替えられた【賢者】もそうだが、人間は短命であるが故、本当に変化が早い。悠久の時を生きる【ロイヤルエルフ】からすれば驚かされる事ばかりだ。

　ともあれ、ひとまずの終息は見えてきた。

　今後のパワーバランスについては不安が残るが、逆に言えば直近の危機が去って先の事に想おもいを馳はせる余裕が出てきたという証あかしでもある。

　だから。

　束つかの間ま、気が緩んだのかもしれなかった。

　事態解決と予想以上の負荷。そのせいでシビュラが全てを見通すサークレットを額から外してしまったのは、明らかに失敗だった。そうでなければ、【ロイヤルエルフ】は事前に兆候を察知して先手を打てたかもしれなかった。

　バヂッ、と。

　作り物の太陽の裏側に立つ彼女達よりもさらに上から、何か音があった。紫電が瞬またたくようなものに近かった。シビュラとマリンカは同時に大聖堂の天井へ目をやる。崩れて大穴の空いた天井の先に見えたのは、

『……人工「大」、気圏の壁？』

「まずい……」

【ロイヤルエルフ】シビュラは疲れを押して、慌ててサークレットを額にはめ直した。

　そして思い知らされる。

　全てを見通すが故に、森の支配者は痛いほど理解できてしまう。

「まずいっっっ!!!!!!」
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　その執着は、一体無機物のどこから生まれたものだろう。

　自身を破壊された事に対する報復か。あるいは最強の【イベリコオーク】すら叩たたき伏ふせた新たな頂点への興味か。

　ともあれ。

　世界を覆い尽くす人工大気圏の壁が、ひたすらに生存を望んだ【勇者】の作り上げた偽りの傘が、『画面』の一点を砕かれて機能を失ったにも拘かかわらず不気味に瞬またたいたのだ。それこそ血の色に似たオーロラでもはためかせるように。

　そして。

　そして。

　そして。
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　ドッッッガッッッ!!!!!!　と。




　爆音と共に、壊れたブラウン管やネオン管が弾はじけるような朱あかい高圧電流が天から地へと勢い良く突き抜けた。

　それは太陽の島を大きく抉えぐり取とり、しかもそこに留まらない。そのまま真下の地上まで一直線に落ちてくる。

　ワンクッションがあろうがなかろうが関係なかった。

「ッ!?」

【剣つるぎ聖せい女じよ】ベアトリーチェには、身構える時間もなかった。

　落ちて、弾はじける。

「がァっっっ!!!???」

「ベアトリーチェ!!」

　全身を貫かれたベアトリーチェにぶーぶーが悲鳴のような大声を発し、自身の痛みや疲れも無視して駆け寄った。膝から崩れそうになった少女の体を大きな手で支える。

「ぶー、ぶー……？」

「大丈夫だ、お前生きてる。ならこんなの何ともない。フィリニオン!!　ぷきー、お願いだからベアトリーチェを助けてあげて!!」

　しかし。

　何故なぜだか、フィリニオンやアルメリナはこちらへ近づこうとして、そこでピタリと動きが止まっていた。何事かと【サウザンドドラゴン】の背中から顔を出したヴィルデフラウやフルドラも、事態に気づいて体を強こわ張ばらせている。

　ぶーぶーには意味が分からなかった。

　確かにベアトリーチェは鎧が弾けて大おお怪け我がも負ったけど、まだ息がある。人間達の【魔法】を使えばどんな傷でも治してもらえるはずだ。だから焦あせる必要はない。こんなに心臓を暴れさせる必要なんかない。そう思うしかない。

　なのに。

　ぶーぶーには知らない技術を使う人間達はこの世の終わりみたいな顔になっていた。不安になるからやめて欲しいのに、誰も願いを聞いてくれない。

「ベアトリーチェ、お前……」

　やがて。

　お巡りさんのアルメリナが恐る恐る口を開く。

「……その【兵へい輝き】、大丈夫なのか？　おいって!!」

「？」

　ぶーぶーは言われて今さらながら気づいた。

　朱あかの放電に貫かれたベアトリーチェは握力を失っており、レイピアの形をした【兵へい輝き】もまた地面に落ちていた。

　いや。

　いいや!?

「刃の部分が、折れている……？」

[image: ]

　壊れていた。

　内側から弾はじけたような、まともな破壊ではなかった。

　まるでそういう形の【魔法】として整えられていた鎧よろいやミニスカートにかかった極めて強い負荷を抑えられず、そのまま【兵へい輝き】の方まで逆流したようだった。

　柄は細い指先に引っかかっていたのだ。だがその先の刃がない。装飾はあちこち弾はじけ飛とび、刃そのものも根元からぼっきりと折れて、地面に転がっていた。だから落としているように見えたのだ。残った柄の部分の断面からは、不規則に青白い火花が散っていた。それは徐々に勢いを弱めていき、やがて何も発しなくなる。

【兵へい輝き】が、ただの鉄くずに変じていく。

「【兵へい輝き】がなければ、【ゲート】を使って地球へ戻る事もできません」

　フィリニオンが呼吸困難のように言葉を詰まらせながらも、ぶーぶーに向けて途切れ途切れの説明をしていく。

「そして異世界グランズニールでは、人間は数日間の滞在が限界です。これだと、これじゃあ……ベアトリーチェは助からない!!」
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　それは、今はもういない【勇者】の呪いだったのだろうか。

　かつて全ての元凶が味わった恐怖と苦痛が今、【剣つるぎ聖せい女じよ】ベアトリーチェに襲いかかる。













　　　行間三



















　やっと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　見つけた













　　　第四章　絶対不可能の関門に挑め
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　夕暮れから夜に差し掛かる中、大地が揺れていた。

　朱あかの活動停止を知った人間達の、勝かち鬨どきの雄お叫たけびが遠く離れた場所からぶーぶー達のいる山まで震わせていたのだ。ただの人の声が、興奮の感情が、それだけで揺るぎなき大地を浮つかせている。パンパパン!!　と何か乾いた爆発音のようなものがいくつも響き、歓声や笑い声が立て続けに重なっていく。あの分だと、復旧途中の宿屋街から持ち込まれた特別な料理や酒でも振る舞われているのかもしれない。

　だけど。

　ぶーぶーはそんなお祭り騒ぎに目を向けている暇もなかった。

　とにかく敵は時間だった。

　個人差はあるものの、数日間が限界。しかもベアトリーチェはすでに朱あかい【イベリコオーク】の件に対処するため、ぶっ通しで時間を消費し続けてきた。一分一秒さえ惜しい。とにかく全員で頭を動かし、浮かんだ案を全て並べ立てていくしかない。

　アルメリナは頭上を見上げて、

「……人工大気圏の壁は、あれからずっと……だんまりか。あの一発で完全停止したのか、そもそも向こうにとってもよっぽどのイレギュラーだったのか……。立て続けにあれを乱発されたらベアトリーチェの手当てどころじゃなくなるから、まあ良かったけど」

「ぷきー。【兵へい輝き】って何なんだ？　みんなが使っているものを借りちゃダメなのか？」

「【兵へい輝き】は原則一人一つだ。他人のものを借りる事もできない。地球からグランズニールに新しく【兵へい輝き】を持ち込むのも難しい。認証作業は基本的に地球側の機材で行うからな。まさに命綱、普通なら失ったらそれまでだ」

「しっ、主任。そもそも【兵へい輝き】を修理する事ってできないんですかね!?」

「……技術的には不可能じゃない。だけど精密機械工業の塊だ。完全無菌コートの半導体工場をハンドメイドで建設しないと話にならない。こっちに残された時間は数日。とてもじゃないけど、リミットには間に合わないぞ」

「【迷めい宮きゆう】の最深部とかはどうですの？　確か、最終兵器アビスもそういう形の機械人形でしたわよね」

「地球の人間が扱う規格とは全然違う。私達の【兵へい輝き】とアビスはケーブルで接続できるようだけど、ありゃアビスの方からレジストリを調整しているから成立するものだ。本来使っている方式は嚙かみ合あわないはず」

「い、いざとなれば、【イレアナ】さんの協力さえあれば強力な蘇そ生せい薬やくを作れます。数日おきに蘇そ生せいを繰り返す、という手もない事はありませんが……」

「それができるのは変態メガネくらいのもんだ。普通の人間ならまず心の方が狂うだろうよ」

　そこまで言って、アルメリナは自分の髪をぐしゃぐしゃと搔かき毟むしった。

　それから重たい息を吐き出す。

「……すまん」

「いいえ、わたくし達は奇麗ごとの慰めを欲ほつしている訳ではございませんわ。現実的な解決策を模索するためには、シビアなハードルから逃げてもいられません」

　こんな事が言い合えるのは、ベアトリーチェの意識が落ちているからだ。

　誰が真正面から言える？　あなたはもう【サインアウト】できなくなりました、これから数日かけてゆっくりと心身を蝕むしばまれながら死を待つしかないのです、などと。

　冷戦時代において西側の頂点に君臨した、オメガと呼ばれる男もまた【サインアウト】を悪用した謀略の中で命を奪われている。しかも傍かたわらに魔王ツェリカがついていながら、決められた末路を覆くつがえせなかった。つまり事態はそれだけ重く、険しいのだ。

　歴史的な偉業や、一山いくらの安っぽい奇跡でどうにかなる状況ではない。

　ぶーぶーの大きな手の中では、ボロボロになった少女が胸を静かに上下させている。

【氷ひよう瀑ばく姫き】ヴィルデフラウの言葉を耳にしながら、グルアガッハがおずおずと片手を挙げた。

「ツェリカ、あなたもかつてはこんな問題と戦っていたのでは？」

『……完全な意味で人間大の物体を世界と世界を渡らせる方法には、流石さすがに心当たりがありません』

　グルアガッハの隣に浮かんだのは、天使の輪と大きな角を併せ持つ半透明の女悪魔だ。

　彼女は何かを持て余すように妖しい体を自分の腕で抱きながら、

『それよりも、高度な薬学と凍結技術の保有者が揃そろっているなら、コールドスリープを提案いたします。所詮は時間の引き延ばしに過ぎませんが、数日間のリミットに縛られる必要はなくなります。半導体工場を用意すれば良いのなら、何年でもかけて建設すればよいのです……』

「まさに最後の意見だな……」

　アルメリナは重たい息を吐いて感想を洩もらした。

　ポニーテールにした長い金髪を豪快な縦ロールにしたルサールカが、グルアガッハの革衣装を指先でくいくい引っ張りながら、

「お姉様、【賢者】の手は借りられないんですかね？　元々【兵へい輝き】に詳しそうですし、それ以上にベアトリーチェさんと瓜うり二ふたつなんでしょ。その、条件的に同じ【兵へい輝き】を使い回す事とかってできないんでしょうか」

　意識を失ったベアトリーチェ以外の全員が、座り込んだまま折れた木の幹に背中を預けている【賢者】の方へ目をやっていた。

　ベアトリーチェに良く似ていて、絶対的に違う誰かは首を横に振った。

「破損の度合いによるけど、その分だと修理は不可能。刃が折れたかどうかより、そもそも内部構造を焼かれている方が痛い。というか、そんな破壊のされ方は見た事がない。さらに言えば、私とベアトリーチェは同質であっても同一じゃない。【兵へい輝き】の使い回しはできないよ」

「お前、【冥めい府ふ】の時は私達の【兵へい輝き】にハッキングとかやってたろ!?　裏技なんか使いたい放題じゃないのか!!」

「ただの遠隔操作と管理者権限の変更とじゃ使っている技術は全然違う。むしろ、系統としては配下の【兵へい輝き】を全部共有設定で集中管理して力の底上げしたオメガ辺りの方が妥当だよ」

「あれ、でもシビュラさんが持っていた【兵へい輝き】はどうなんです？　あなたのツギハギ状のレイピアなども、奪った得物の権限を丸ごと書き換えて連結しているのでは」

「ああそうだなデカパイちゃん全部その通りよ。ただし、その方法だと中身を全部まっさらにする必要があるが？　あんな壊れかけ相手にクリーンインストールなんて荒療治を試してみろ、かろうじて無事なファイルまで全滅だよ。何にしても、オメガはオメガで規格外だったのさ」

　その言葉に大切な誰かを思い出したのか、天使の輪と大きな角を同居させる半透明の魔王がそっと瞳を伏せた。まるで、黙もく禱とうの一つでも捧ささげるように。

　ここでまた、越えられないハードルが生まれた。

【冥めい府ふの王】が消滅した際に、死者達の魂もまた解放されている。もう二度と歴戦の英雄を呼び寄せる事はできないし、テンガロンハットを被かぶった白骨は厳密には人格をエミュレーションしたものに過ぎないので、オメガと全く同じ技術情報を持っているとは限らない。

　アルメリナはごくりと喉を鳴らして、

「……いよいよ手が詰まってきたぞ」

「使える駒については考えておいた方が良いい。特に時短を気にしているなら」

【賢者】は涼しげな声を出した。

「一つ、最終兵器アビスを活用すれば高精度のバーチャル実験を行える。二つ、対長老戦で使われた爆撃を見る限り、シビュラが何か手に入れたな。全てを見通す力があれば、突破口を開くのに利用できるかもしれない」

　ただし、だ。

　ある可能性を頭に浮かべ、ぶーぶーは不安を口に出した。

「……それでも、ダメだったら？」

「完全無欠のバーチャルに全てを見通す力。これまた残酷なものだね、ぶーぶー」

【賢者】はこんな時でも酷薄だった。

　いついかなる時どんな残酷な意見でも並べる事ができるからこそ、彼女は【賢者】なのかもしれなかった。




「……ひょっとしたら、何をやってもダメだって答えを突き付けられてしまうかもしれないんだからね」
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　今は『待ち』だと分かっていても、ゆっくり休む事などできなかった。

　体の内側からカッカとした熱が噴き出して、一ヵ所でじっとなんてしていられなかった。

「ぶー……」

　真っ暗な森の中を、ぶーぶーは進む。

　彼は自分の大きな牙を、近くの木の幹にゴリゴリと押し付けながら、

「ベアトリーチェが早く元気になりますように」

　一言言って、次の木へ。

「ベアトリーチェが早く元気になりますように」

　さらに次の木へ、延々と。

「ベアトリーチェが早く元気になりますように」

　放っておいたら森の木全部に同じ印をつけて回る事になりかねない勢いだった。

　そしてそんなぶーぶーを、少し離れた所から眺めている影があった。

　銀の髪の妖よう精せい達たちの女王【ストリオーナ】と、金の髪の【吸血鬼カリカンザロス】。

　共に絶大な力を持つ【ブレイクニュース】である。

「しかしまぁ【吸血鬼】よ、今の今まで気づかなかったのか、空の色に。お前は月げつ蝕しよくを操るとかいう触れ込みだったろうに」

「何か勘違いしているのか。月は元々あの形だよ。むしろアレを参考にして、下手人は偽りの青空や太陽に着手したのかもな」

　黒いリボンワンピースに瘦そう身しんを包む銀髪の少女は呆あきれたように息を吐いて、

「……それよりぶーぶーは何をしているんだ」

「【イベリコオーク】達の間に伝わるまじないだろうよ」

　ある意味、【賢者】とはまた違った繫つながりで【イベリコオーク】と関わってきた【吸血鬼】はさらりと答えたものだ。

　幼げな容貌に不釣り合いな妖しい肢体を赤いネグリジェで包んだ【カリカンザロス】はさらに続けて、

「しかし実際に効果があれば、【イベリコオーク】達も朱あかに蝕むしばまれる事もなかっただろう」

「ふむ」

【ストリオーナ】は横目で腐れ縁の【吸血鬼】を眺め、

「お前もよくよく物好きだの。意味がないと分かっていながら、それに付き合うなどと」

「夜は【吸血鬼】の時間だよ。どうやらわらわも偽りの太陽に振り回されていたようだが。しかしやる事があるとも限らなくてな。……大体、それを言うなら昼に起きて夜に寝る【妖よう精せい】がかような時間に表を徘はい徊かいしている方が、よほど不自然に思えるが」

　げふん、という咳せき払ばらいで誤魔化された。

【イベリコオーク】よりも単純だな、と【カリカンザロス】は息を吐きながらも、

「……しかしあのまじないは一千の木に印を刻む事で願を掛ける方式だったはず。まさかと思うが、本気でやり遂げるつもりか」

「やるだろう。たとえ気休めでも、そんなもので予防線を張れるならのう」

「……、」

　赤いネグリジェやナイトキャップの【吸血鬼】はわずかに黙り込んだ。

　こうしている今も自分の牙を木の幹に擦こすり付つけている四メートル弱の巨体を見て、自分の大きな胸を押し潰すような形で腕を組んで片目を瞑つぶりながら、

「……そこまでのものか？」

「何が」

「わらわはてっきり、あの若い【イベリコオーク】が特定の人間を慕っているのは、『都合の良いい誰か』だからだと思っていた。石を投げてくる人間達の中で、唯一まともに話せる個体。逆に言えば、会話が通じるなら誰でも構わない。そんな甘えの象徴だと考えていたのだが」

「【カリカンザロス】よ」

　名を呼ぶ声があった。

　妖よう精せい達たちの女王の眼光が、いつの間にか全くの別物に変じていた。

「ガチでぶん殴ってもよいか？」

「……なるほど。あの娘でなければならない理由があるのだな。あい分かった」

「？」

「生と陽光は貴様の領分だが、死と宵闇はわらわの領分だという話だ。そういう事情であれば、してやれん事が何もない訳ではない」

【吸血鬼カリカンザロス】はもう一度だけ、視線を遠くへ振った。

　あの【イベリコオーク】は本当に成じよう就じゆするまでやめないだろう。たとえ一千の木に傷をつけたところで、自分の母親か、あるいはそれ以上に大切な誰かと手を離してしまったようなその心細い背中が満たされる事はないだろうから。

　そして【吸血鬼】は知っている。

　極めて手っ取り早い、反則技のような解決手段を。

　銀の髪をたなびかせる妖よう精せい達たちの女王は、半ば呆あきれたように言ってのけた。

「願がんに応える気はないのではなかったのかえ？」

「最初から見返り前提ならな。夜道の迷い子を放るほど、わらわの心も狭きよう量りようではないのだ」
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【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンの【回復薬】自体は完璧な出来だった。

「んんっ。んーう……」

　ベアトリーチェが起き上がっていつもの動きで両手を上に伸ばすと、濃密な草葉の匂いが鼻についた。そのまま辺りを見回すと、何だか懐なつかしい。丸太の家、レンガの家となる前の、大きな葉っぱを折り重ねて三角形のテントを作るのにも似た、最初期のぶーぶーの家の中のようであった。

　そして気づく。

「うぐっ」

　身を起こして体から毛布がずり落ちてみれば、今の自分は白い布地を一枚纏まとっているだけだった。上下で繫つながっているから水着のようにも見えなくもないが、ようは下着だ。へそを出したボディスーツのようなものだと考えれば良い。

　手足や胸元を覆う装甲も、腰回りのミニスカートもなかった。

（……そうか。つまり、そういう事か）

　暗がりの中、すぐ隣に華きや奢しやな影が寝かされているのに遅れて気づき、【剣つるぎ聖せい女じよ】はびくりと体を震わせる。片腕を根元から失い、首の角度もわずかにおかしい少女。まだらな銀髪を肩口から前へ二束伸ばしているのは、どうやら最終兵器のアビスのようだ。厳密に言えば呼吸や身じろぎの必要もないため、気配のようなものを全く感じられなかったのだ。

　そしてもう一つ、

「ベアトリーチェ、大丈夫か？　痛い所とかないか？」

「わっわっ！　ぶ、ぶーぶー？」

　慌てて胸元に毛布をかき寄せつつ、ちょっと赤い顔でベアトリーチェは聞き返す。

　忍び寄る空気はどこか肌寒く、陶器のお茶ちや碗わんに植物油とボロ布をこより状にまとめた芯を入れただけの素朴なランプが柔らかい光を放って闇を追い払っていた。どうやら今は夜らしい、と少女はあたりをつける。

　ブラやショーツほど分かりやすい形状ではないものの、それでも肌着一枚。何となく落ち着きのない顔で毛布を胸元に当てたまま、ベアトリーチェは辺りを見回して、

「ここは何なの」

「ぶーぶーの家は壊れてしまったので、新しいのを作ってみた」

　その言葉だけで、【剣つるぎ聖せい女じよ】の顔がわずかに曇る。激しい戦闘の疲労や苦痛、だけではない。相変わらず奪われる事、壊されてしまう事が当然だと考えているぶーぶーの思考回路を憂慮しているのだ。

　一方だ。

　別の目から見てみれば。

　……それが逆に、ぶーぶーは哀かなしい。

　今は他人の心配なんかしている場合ではないのに。この少女は昔からぶーぶーの事を気に掛けてあれこれ世話を焼いてくれるけど、実際にはぶーぶー以上に自分自身の事をないがしろにする気質なのだというのを理解していた。

　顔になんか出してはならない。

　今ここでベアトリーチェをいたずらに不安がらせたところで、事態が打開される訳でもないのだから。

「ぷきー。目を覚ましたらご飯を食べたら良いい。いっぱい食べたら元気になれる！　ぶーぶーはお前のために一番美味おいしい肉を取っておいた!!」

「あ、あはは。相変わらず、寝起きの一発目にお肉かあ……」

　直接的な怪我けがや火傷やけどはフィリニオンの【回復薬】が治しているので、体を動かす分には問題ない。ベアトリーチェは癖のように腰の横に手をやってから、ゆっくりと息を吐いた。

「長老達はどうなった？」

「グルアガッハが食い止めてくれたからもう大丈夫。今は集落跡地で、【賢者】と一緒におうちを作り直してる。朱あかの影響も長老達の体からきちんと抜けていったけど、調子を確かめるために力仕事と細かい作業を一緒にやりたいんだって。ベアトリーチェが人工大気圏？　のカベ？　とにかくなんか壊してくれたおかげだってみんな言ってた」

「フィリニオンやアルメリナ達は？」

「人間達の宿屋街に向かっているはず。向こうも大きな混乱があったから、色々説明が必要なんだって。あっちはお祭りらしいから、美味おいしいお菓子をいっぱい持ってきてくれるかもしれない！」

　はしゃぐぶーぶーに、ずっと一緒にいた少女は口元に手を当ててくすくすと笑った。

　単純に喜んでいる【イベリコオーク】を見るのが嬉うれしいのか、あるいは彼が人間に興味を持っている事に対してか。

「ねえ、ぶーぶー」

「うん？」

　ベアトリーチェは淡く笑って。

　そして言った。




「……それで、私のリミットは後どれくらいか聞いてる？」




　迂う闊かつだった。

【魔法】に疎うといとはいえ、ぶーぶーもぶーぶーで気づくべきだったのだ。

　ベアトリーチェは何かの癖のように腰の横に手をやっていた。レイピア状の【兵へい輝き】を確かめるための仕草だったのだ。何気ない指の動きだったけど、それで彼女は現実に気づいてしまった。自分の【兵へい輝き】が破壊され、地球には戻れなくなった事に。

　装備も足りない。

　全身を覆う装甲は出ないのではない。出せない事に気づいてしまったのだ。

「ベアトリーチェ……」

「大丈夫よ、ぶーぶー。そんな顔しなくても」

　ハッとして自分の大きな顔を両手でぺたぺた触るぶーぶーだったが、そんな彼にベアトリーチェは首を横に振る。彼女はいつだってお姉さんだった。そもそもこの少女に隠し事なんてできなかったのかもしれない。

　肌着一枚の少女は胸元に毛布をかき集めたまま、

「【迷めい宮きゆう】探たん索さくも世界の危機もない、純粋にぶーぶーと一緒にいられる時間が増えるんだ。そういえば、グランズニールでただのんびりする機会っていうのも今まで作ってこなかったかな。そう考えれば悪い事ばかりじゃないよ」

「……、」

「それに今すぐバタリと倒れる訳じゃない。まだ猶予はある。だから教えて、ぶーぶー。立ち向かうためには、正確な条件が知りたい。状況を打開するために、手伝ってくれる？」

「分かった」

　何度も何度もぶーぶーは頷うなずいていた。

　まるで自分自身に言い聞かせるように。

「ぶーぶーはお前に力を貸す。長老も、他のみんなも、ベアトリーチェの頑張りがあったから助けられた。くよくよなんかしてられないぞ。時間はないんだから頑張らなくちゃいけないぞ。だから今度はお前のために全力出す!!」

「ぶーぶー」

「んっ。アビスとシビュラの話だと、あと二日くらいあるって！　まだまだ時間はある、やれる事全部やって必ずベアトリーチェ助けるぞ。そのためにベアトリーチェはまずご飯だ!!」

　葉っぱの家には竈かまどはないので、おそらく料理は外の焚たき火びで作っているのだろう。勢い込んだぶーぶーは表に出て行ってしまった。

　束つかの間ま。

　機能停止しているアビスを傍かたわらに置いたまま一人きりになったベアトリーチェは、やはり癖で腰の横に手をやって、それからゆっくりと息を吐く。

「まぁ」

　誰にも聞かれてはならないが、そっと唇からこぼしていた。




「……今回ばかりはダメ、かなあ」
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　焚たき火びを囲んでぶーぶーと遅い夕飯を摂とる。

　肌着一枚が精一杯のベアトリーチェは、上から毛布を体に巻いて表に出ていた。

　ぶーぶーの作るご飯は大抵正体不明の馬鹿デカい肉を焼いたものが出てくれば良い方で、こちらから頼まない限りは岩塩すら振っていない。火加減も適当なので半生の恐れすらある。……のだが、今日に限っては畑にあったものと思おぼしき野菜がいくつか一緒に焼いてあった。健康に気を配ってくれているのかもしれない。

「ベアトリーチェ、ここ、ここが一いち番ばん美味おいしい。こいつはお前にやる」

「ん？　一いち番ばん美味おいしいところならぶーぶーに譲るよ。私は食べさせてもらっている側だからね」

「ダメ！　ベアトリーチェは今は食べるの!!」

「うおお、だってそこ脂身全開じゃんよ乙女にはちょっと厳し過ぎるんだよう……!!」

　悪戦苦闘はしたものの、岩塩さえあれば素朴な美味おいしさを感じられる料理だった。やはり塩と油は問答無用で体に染しみ込こんでくる。

「今日はデザートも用意してある訳」

「あれ、ぶーぶーにしては珍しい」

「川の水で冷やしてあるからきっと美味おいしい。【宝石メロン】はなかなか採れないんだぞ、ベアトリーチェも見たら絶対に驚く！」

　ぶーぶーは果物を冷やしてある川の方へ消えていった。

　一人きりになると、肌着の上から毛布を巻いたベアトリーチェはそっと息を吐く。

　その時だった。

「お邪魔させてもらうよ」

「？」

　そっと置かれたようなその声に【剣つるぎ聖せい女じよ】が振り返ると、これ以上ないほど夜の闇が似合う人物が立っていた。

　真っ赤なネグリジェの奥に漆黒の水着を透かしている、見た目だけなら幼げな金髪の少女。いいや、ナイトキャップを被った彼女は単純な背丈こそ低いもののスタイルならベアトリーチェを超えているかもしれない。……主に胸のサイズを中心として。

【吸血鬼】にして、【ブレイクニュース】の一角。

【カリカンザロス】だ。

　彼女は人の作った光を嫌うように、焚たき火びから一定の距離を空けたまま、

「腐れ縁の【ストリオーナ】から話を聞いてな。太陽が真上にあった頃の決戦であったが故、わらわは参戦できなかった。こちらにとっても【イベリコオーク】は特別な存在だ。その命を懸けて暴走を止めてくれた事、感謝をしているよ」

「そう……。その口振りだと、長老達についてはぶーぶーの言葉を信じても良いみたいね。私は最後まで意識を保っていられなかったから」

「して、どうする？」

　灰色の豚のぬいぐるみを抱きながら、老ろう獪かいな声を発する【吸血鬼】は少女の瞳をそっと見据えてきた。

「命の話をしよう。不死者は不安定な魂の話になど興味はないが、そなたが一つしかない命を使って【イベリコオーク】達のために戦い抜いたのであれば、今回は特例とする。【兵へい輝き】がなければそなたは地球に帰れぬ。地球に帰れなければそなたの生存は絶望的。当然、ぶーぶー達はこれより丸二日そなたに内緒で不眠不休の調査活動を敢行するだろうが、刻限までに確実な打開策が見つかる保証はない」

「それで、そちらから足を運んできたんだ。何か提案があると？」

「わらわは【吸血鬼】だぞ」

　空いた手の人差し指を、【カリカンザロス】は自分の唇の隙間に差し込んだ。鉤かぎ状じように曲げた指先を使って、そのまま小さな口を真横に引っ張る。

　仕草だけなら子供のいたずらのようだが、込められた意味は全く違う。

　途端に覗のぞいたのは、人間の犬歯よりもはるかに鋭く、禍まが々まがしい凶器。

　彼女達の象徴たる牙だ。

「人間の肉体がこちらの世界での長期滞在に耐えられないのは、自転公転や大気組成などのわずかな誤差によるものだ。ならば、そなたが地球の人間でなくなってしまえば良い。わらわは元来人の血は口に合わず、【イベリコオーク】しか従えるつもりはないのだがな。先も言った通り今回は特例だ、我慢してやっても良い。そなたさえ望むなら、この場で【吸血鬼】に作り替えてやろうぞ」

　しばし、ベアトリーチェは考えた。

『とりあえず』の生存チケット。誰もが持っているその当たり前は、今の少女にとって喉から手が出るほど欲しいもののはずだ。

　しかし。

　少女は長い時間をかけて、ゆっくりと首を横に振っていた。

「……その申し出は遠慮するよ」

「何故なぜ？」

「気を悪くしたら謝るけど、ぶーぶーが安心して背中を預けてくれる私は、『【吸血鬼】になったベアトリーチェ』じゃない」
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　こちらを心配してくれるぶーぶーの顔は今も目に焼き付いている。

　痛々しいほど不器用に噓うそをついてくれた、大切な人の顔を。

　でも、だからこそだ。

　とりあえずで妥協して良いものではない。簡単に決定して塗り潰してしまったら、もう戻れない。ベアトリーチェはそう考える。地球で生まれた人間である事には、おそらく少女が自分で考えている以上の意味がある。

【カリカンザロス】はうっすらと笑った。

　その決意に敬意を表しつつも、

「辛つらいぞ」

「分かってる」

「ならば良い。別に無理強いはせんよ、すでに甘言は刷り込んだ。知る前と知った後とでは事情が違う。人間の不思議な生態を表す言葉として、溺れる者は藁わらをも摑つかむというものがあるらしいからな。ゆっくりと心をすり潰されていく苦痛と恐怖の中で、そなたの決断が揺るがないかどうか、舞台裏から観察させてもらうとしよう」

　とんっ、という小さな音があった。

【カリカンザロス】は一歩後ろへ、本当に闇の奥へと引っ込み、そこで小さく付け足した。

「ただし」

「？」

「……心が折れて無様にすがってきたとしても、わらわは笑わんよ。【イベリコオーク】達の件で借りがあるのは確かだからな。今回に限り、そこだけは約束しておいてやろう」

　それっきりだった。

【吸血鬼】は漆黒の闇に溶け、そして再びベアトリーチェは一人きりになる。

「ぷーきー！　見て見てベアトリーチェ、これが【宝石メロン】!!」

「おっと、ぶーぶー？」

「ん。お前どうした？　何かあったのか」

　何でもない、とベアトリーチェは首を横に振って笑った。

　そう。

　決意をもって、何も起こさなかったのだ。




　　　　　５




　もちろん。

　葉っぱの家でベアトリーチェを寝かせた後も、ぶーぶーは休んだりしない。【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンや【殴おう僧そう侶りよ】アルメリナは海沿いの切り立った岸壁に開いた【涙の洞窟】に新しい拠点を設けていた。お祭り騒ぎで警戒が緩んでいるとは言っても多くの人間がいる宿屋街にぶーぶーを呼びつける訳にもいかないし、かと言ってまな板の上に載っているベアトリーチェ本人の前で作戦会議をする訳にもいかない。結果、どちらでもない集合場所が新たに必要となってきたのだ。

　……どうして今日まで漫然と過ごしてきたのだろう。

　ぶーぶーはそう思う。大きな葉っぱで家を作って、森で食べ物を採って、余った時間は昼寝して。そんなので本当に精一杯生きてきたのか。もっと他の事に当てていれば、もっと有意義に時間を使っていれば、いざという時、本当に大切な人が窮地に陥った時、ビシッと一発で解決策を導き出す事ができたのではないか、と。

　甘えていた。

　過去にあれだけの事があったのだ。今ある環境がいつまでも続くなどとは誰にも約束できないと、それくらい分かっていたはずなのに。なのに与えられたもので満足してしまった。あの日、ベアトリーチェと再会できたのが嬉うれし過すぎて、そこから先の努力を怠った。

「ぷーきー……。どうにかしないと」

　この海底洞窟は魔王ツェリカのコレクションを収めた宝物庫でもある。出入り口の辺りこそ寄せては返す大波をまともに浴びて、いつ水没するか分からない有り様だが、実際には奥へ進むほど上への傾斜が多くなるので海水の影響はほぼない。【迷めい宮きゆう】側がわから侵入ルートがない事もあり、歩いて三日で一周できる島の中でもまず人の出入りのない空白のスポットだった。

　外からの月明かりが海水や岩壁を乱反射するため、内部は青っぽいぼんやりした光で満たされていた。篝かがり火びや光ゴケとはまた違う、不思議な輝きを持った景色だ。

「来たかぶーぶー」

　声を掛けてきたのは、赤い鎧よろいの【剣つるぎ聖せい女じよ】とは似て非なる誰か。【賢者】だ。彼女は傍かたわらに華きや奢しやな【ロイヤルエルフ】のシビュラを寄り添わせたまま、

「ちょうど今、問題点の洗い出しについて説明をしていたところだ。ここにいる連中はいまいち張り合いがなくてつまらなかったので助かるよ」

　メガネの【白しろ魔ま女じよ】やお巡りさんの【殴おう僧そう侶りよ】は誰が見ても分かる渋面を作っていたが、そもそも敵対状態にあった両者が一堂に会しているだけですでに破格だ。

　青っぽい光に包まれた【涙の洞窟】に、火の粉の赤が加わる。

【賢者】の指先が弾はじかれ、洞窟の景色が一変する。中ちゆう途と半はん端ぱにへばりついた薄闇や逆光のように視界を遮る淡い青の光すら、目の前にあるはずの答えを覆い隠すヴェールとして機能していたのだ。

　そこらじゅうの壁や天井に、びっちりと。

　木炭で書き殴ったものか、黒い幾何学模様のラインが埋め尽くしていた。当然ただのラクガキではない。直線と直線が交差するポイントには必ず記号が置かれていて、全体を通して何かしらの『流れ』を制御するためのものであるのが窺うかがえた。

「ま、平たく言えばベアトリーチェの取り扱っていた【兵へい輝き】の回路図だな」

【賢者】はさらりと言ってのけた。

　いつもベアトリーチェが握っていたレイピア。あの柄の中に、洞窟一面を埋め尽くすほどの配線が詰め込まれていたのだ。

「京けい浜ひん精せい美び製せいエトランジェD-508ex。魔ま法ほう離り殿でんなんて大仰な所で囲われていた割に、使っているのは市販品ベースからのカスタムとは驚きだったが、まあ故障時に部品交換を容易にするための工夫だったのかもしれないな。使えるメイド達もいるらしいから、ソフトウェア方面からクロックアップを促して他者を引き離そうとしていた線もあるが」

「……なんか一気に話が進みましたよ？　嫌味と皮肉のオンパレードだった二時間は何だったんですか……？？？」

　メガネのお姉さんがぐったりした声を出していたが、今はそれどころではない。

　ぶーぶーがやってくるまで最初から話を始める気がなかったのだろう、散々暇を潰した【賢者】は涼しい顔で、

「私が地球側のメーカーから引っ張り出してきた図面と全てを見渡すシビュラの秘宝で得たレイピアの実際の破損状況を照らし合わせて、欠けている部分を割り出した。特に破損がひどいのはここだ」

　彼女が柔らかく吐息を洩もらすと、掌てのひらからこぼれたいくつかの火の粉が洞窟一面に描かれた回路図の中にある一点の前でくるくると回る。本職は女じよ子し大だい生せい巫み女こ（？）のフィリニオンからすると、まるで講義室のホワイトボードに当てられるレーザーポインターの光点のようだ。

「管理者権限、つまり『この【兵へい輝き】は誰の持ち物か』を示す個人認証部分だね。携帯電話で言うとプロファイル設定一式が詰まったＳＩＭカードみたいなものだ。ここをどうにかしない限り、ベアトリーチェは地球に戻れない」

「ぷきー？」

　口元に大きな手を当てて首を傾かしげているぶーぶーだが、思考停止に陥っているのではない。【イベリコオーク】はその強きよう靭じん過すぎる筋肉によって自らの全身を破壊しないよう、スパコン級の頭脳でもって筋繊維の一本一本を制御している存在だ。今は分からなくても、確実に学習する。理解はリミットまでに追い着けば良い。長老達と共に暮らしてきた【賢者】はそこも見越して、詰め込めるだけ詰め込もうとしている訳だ。

　ただし、【賢者】はその聡そう明めいな頭脳でもって導き出しているか。

　今ここで嚙かみ砕くだいて理解できないぶーぶーは歯を食いしばり、どれだけ必死に周回遅れを取り戻そうと足あ搔がいているのかを。

　アルメリナは腰に片手を当てて、

「おい、つまり転送機能自体は生きているって事なのか？」

「それだけならそもそもベアトリーチェの壊れたレイピアに頼る必要もない。例えばぶーぶーが腰から下げている鈍器だって【兵へい輝き】だよ」

　そして当然ながら、この丸太や鉄骨に似た相棒をそのままベアトリーチェに押し付けても、誰も助からない。

　貸し借りが許されるような緩い管理ではない。

　飛ばして終わり、では済まされない。わざわざ【サインイン】や【サインアウト】という言葉を使っているのだ。世界と世界を行き来する技術については、安全に到着するのも織り込んで初めて転送システムが成立する。そうなると、『どこから、どこへ』以上に『誰が』の部分に強力なセーフティを設定しておくのは当然と言える。九九％でも一〇一％でもなく、一人前一〇〇・〇％を転送する意味でも。

　ぶーぶーは首を傾かしげたまま必死に頭を動かして、

「つまり、ベアトリーチェの剣の中にはお名前が書いてあるって事？　それが消えちゃったから、新しく書き直せば良いの？」

「一〇〇点満点だぶーぶー」

　よそでは絶対に見せない笑顔で【賢者】は拍手しながら、

「設定プロファイルをゼロから新しく書き直すのは難しい。今ある破損データを取り出して、復元していくしかないな。当然、今壊れたレイピアの中に残っているデータは欠けた状態でそのままでは使い物にならないが、破損部分は埋めてしまえば良い」

「……携帯電話とかフラッシュメモリとかの復元サービスってたまに広告を目にしますけど、実際そんな奇麗にできるものなんですかね？」

「正直に己の無知を認めた勇気に免じて説明してやろう。途中途中が欠けていたとしても、前後のデータの羅列から空白部分を推測して埋めていく事は可能だよ。この辺りは映画やアニメーションのコマを想像すれば分かりやすいか。一〇分、一時間とごっそり削れていない限り、細々とフィルムのコマが一つ二つ抜け落ちている分には問題ない。抜け落ちは潰せるよ」

　逆に言えば、だ。

「データを復元するためには、まず壊れたレイピアから『どれだけの情報が残っているか』を正確に抽出する必要がある」

「ぷきー？　でもシビュラのお宝があれば何でも見えちゃうんじゃないのか？」

　ぶーぶーの質問には、長い耳に華きや奢しやな少女が息を吐いてこう答えた。

「この目で見る事はできますが、説明ができません。回路図とやらは肉眼では把握できない細かい溝をそのまま書いていけば【賢者】が自分のルールに従って図面に置き換えてくれますが、でんし的な、ぷろぐらむ？　こちらについては概念そのものが異なるようですので」

「そりゃあ、まあ。その昔はレコードの溝を目で見てドレミの音階を読み取るびっくり人間さんがいたようですけど、彼らがスマホを何度ひっくり返してつるりとした表面を観察したところで、圧縮ファイルで管理された中の楽曲は分からないでしょうしね。ぷふふう」

「……何のこっちゃたとえは分かりませんが、何となく小馬鹿にされている事くらいはニュアンスで理解できるのですよ……？」

「へ、えへへ一体何の事やら……痛ってェえええ!?　ゆみっ、今、弓の弦げんで私のおっぱい弾きましたかこのアマゾネス系平面エルフ……!?」

「扱い慣れない頃はいつも自分の長耳で自爆してきたのです、その威力を理解していないはずがないでしょう。……あと今の侮辱についてももう一発清算させていただきましょう」

　逃げる獲物に追う狩人かりゆうど。それらを眺めてアルメリナは半ば呆あきれたように、

「つまり、直接ソフトウェアを調べる事はできないから、まず焼き切られたハードウェアの配線を繫つなぎ直なおしてアクセスするところから始めなくちゃならないって訳か」

「そういう事。無知は無知なりに理解が及んだか」

　適当に頷うなずきながら、【賢者】は腰に手をやった。

　彼女の鞘さやに収まっているのは複数の【兵へい輝き】の残骸を繫つなぎ合あわせて無理矢理処理能力を引き上げた、ツギハギレイピアだ。壊れた【兵へい輝き】との接続方法については任せても問題ないだろう。

　赤い鎧よろいに白のミニスカートの【賢者】は唇の端を歪ゆがめて笑い、

「そう悲観する話でもないぞ、実際の修正要求は切手一枚分もないんだし」

「マイクロフィルムみたいに、人の目で見えるまで引き延ばしたらどんだけの空間を埋めていくんだ、それ。……言うのは簡単だが、半導体クラスだと一本一本は髪の毛の何十分の一？　あるいは何百分の一か？　シビュラの秘宝とやらがチート性能で電子顕微鏡に匹敵するとはいえ、それでも簡単な作業じゃあないはずだ」

「確かにそうだが、手掛かりがない訳でもない」

　パチンと指を弾くと、【賢者】の指先からこぼれた火の粉がぶーぶーの頭の上でくるくると回った。

「ぶーぶー、掌てのひらサイズの【妖よう精せい】達たちと交友があったよね。すぐにコンタクトを取って協力を仰げ」

「ぷきー？　あいつらにお薬作ってもらうのか？？？」

「【兵へい輝き】の中身は髪の毛より細い純金でできた配線の集合体だ。普通の人間には手出しできないし、先ほどの通りシビュラは秘宝で知覚をブーストできても指先が追い着かない可能性もある。しかし、だ。優れた工芸技術を持つ【妖よう精せい】なら話は変わってくる。何しろ、【グラウンドスパイダー】の糸を使って丸々一着分のリボンワンピースを織るほどだし、髪の毛より細い程度では苦もなく作業を完遂させるはずだ。ひょっとすると鉄や銀を嫌う特性があるかもしれんが、金きんについては特に忌避感情を持たないだろう」

　そこまで言って、【賢者】はくすりと笑った。

「あれだけ警戒心の強い【妖よう精せい】達たちとの窓口を持っているのはぶーぶーだけだ。いいや、そういう点では歴史の裏側にいる【賢者】も同じかな。ぶーぶー、これはそなたの歩みによって築き上げられてきた力だ。切り札を使うのに躊ちゆう躇ちよする必要はないよ」

「ただ……」

　アルメリナは自分の細い顎を指先で撫なでながら、深く思案する。

　そしてネガティブであっても口を開く。最初からこうなると思っていたんだよね。後になってからしたり顔でそんな風に言っても仕方がないからだ。

「リミットは限られている、何しろもう二日もないんだ。【妖よう精せい】達たちに頼るのが本線ってのは構わないが、念のため並行して保険を掛けておく必要があるんじゃないか？」

「一応聞くだけ聞いてやろう。具体的には？」

「手先が器用なのは【妖よう精せい】だけじゃないだろ。宿屋街にだって色んな人間達が集まっているんだ。連中の手を借りるって線はどうだろう。朱あかの問題が終わってみんな浮ついてる、手の余ってる人間も今ならあっさり手を貸してくれるかもしれないぞ」

　そもそも【兵へい輝き】に代表される【魔法】の制御技術は人間のものだ。人の手を使って解決するのが最も妥当と言える。

　しかし【賢者】は首を横に振った。

「そちらが勝手に話を進める分には止めはしないが、私は自ら徒労に協力するつもりはないぞ。今ここにいるのだって、朱あかの正体を突き止め長老達を解き放ってくれたそなた達に対する敬意以上のものはない。無制限に底なしの助力を求められても困る」

「徒労だって……？」

「技術的には申し分ない、マンパワーがあって損はしない。だが、私が口に出すのも何だが、そもそもベアトリーチェは功罪共に大きなカンスト組だ。こういうヤツは上り調子の時には功績を認めてもらえるが、いったん下り始めれば罪過だけをクローズアップされて足を引っ張られるのが相場だよ。まともに協力を呼び掛けても返事が返ってくるとは思えないし、最悪、味方のふりして近づいてきた者達から毒を混ぜられる恐れもある」

「……それは……」

　提案したはずのアルメリナの口が止まった。

　人間達の宿屋街の場合、個人の単純な善ぜん悪あく好こう悪おの他に、組織としての利害まで絡からんでくる。日本政府が直轄する魔ま法ほう離り殿でんのストライカーに退場してもらった方がパワーバランス的に助かる国家や企業も確かに存在するのだ。

　弱みを見せればどうなるか。

　最悪、ベアトリーチェが寝泊まりしている葉っぱの家への襲撃計画を立てられるリスクさえ浮上する。ただでさえ綱渡りの救出作戦の真っ最中にそんな横よこ槍やりが入ったら何がどうなるかは考えたくもない。

　そうなると、シンプルな恩で繫つながっているグランズニール側の【亜あ人じん】達たちを中心にチームを組んでいった方が、確かに効率は良いいのか……。

【魔法】に群がる欲望についてはいやというほど見てきたのだろう、【賢者】はせせら笑うように言った。

「実際に起きるか否いなかの問題じゃない。懸け念ねんを払ふつ拭しよくできないならその時点で作業コストの浪費でしかない。時間はないと、その口で言ったな？　いちいち化かし合いに付き合っている暇はないと思うが」

「……、」

　反論はできないものの、なおも納得している様子もないアルメリナ。

　ぶーぶーはぶーぶーで、

「【妖よう精せい】達たちにお願いするのは分かった。でも、それしかできないのか？　ぶーぶーにできる事は何もないのか？」

「ふむ……」

【賢者】はわずかに思案した後に、

「髪の毛より細いとは言っても、新たな配線を敷ふ設せつするのには純金が必要になる。グランズニールは歩いて三日で一周できる程度の小さな島。欲深い人間達が通貨の代わりに使っているのも【迷めい宮きゆう】を徘はい徊かいする【ギミック】達から奪った歯車であって、金きんじゃない。こちらでの実際の埋蔵量は知らないが、取引所に行けばグラム単位で売買できる地球側と違って、調達には難儀するだろう。ぶーぶー、任せて良いか？」
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　ベアトリーチェが目を覚ました時に自分がいないと、不審に思われるかもしれない。

　知識がなくても、技術がなくても、できる事からぶーぶーなりに埋めていくしかない。この時間のない中で、何も考えません何もしませんはありえない。

　ぶーぶーが【涙の洞窟】から表に出ると、もう陽は昇っていた。地球側で休息を取らないといけないフィリニオンやアルメリナといったん別れて、ぶーぶーは山の中腹にある葉っぱの家へと急いで走る。

　途中で木に生なっていた【まんぷく林りん檎ご】や【はらもちバナナ】を採って家まで戻ると、体に毛布を巻いたベアトリーチェが表に出てきたところだった。

　間に合わなかった。

　たった数秒の遅れ。それだけで、ぶーぶーは自分の不ふ甲が斐いなさをそっと嚙かみ締しめる。

「おはようぶーぶー、どこ行っていたの？」

「ぷきー。ぶーぶーな、お腹なかがすいて起きちゃった。だから今日のご飯を集めてきてた」

　元々、ぶーぶーは一日の半分を食糧調達に割り当てるような生活サイクルを過ごしていた。非常事態の最中であっても、水や食糧が尽きてしまえばそれまでだ。だから必要な事ではあるのだが、良く観察すれば分かるだろう。喰くうか喰くわれるか、先の読み合いを要する生き物同士のハンティングではなく木に生なっていた果実を集中的に採取していた事に。

　今はとにかく時間がない。

　食糧調達の手間さえも、惜しめるものなら惜しんでしまいたい。

「ベアトリーチェは何してる？　お腹なかがすいて起きちゃったなら、この一番デカいのをお前にやる」

「……女の子は毎日お風ふ呂ろに入らないといけない生態なの。確か向こうの川の辺りは、地面を掘れば温泉が湧くから自分で温度調節できるとかいう話だったと思ったけど」

「ん。ならベアトリーチェはお風ふ呂ろにすれば良い」

「超ガン見のぶーぶーがいるから夢は儚はかなく砕け散ったのだよ」

　果物だけの朝食はぶーぶーからすれば物足りない事この上なかったが、背に腹は代えられない。それから、肌着に毛布一枚のベアトリーチェはかえって美味おいしそうに嚙かみ砕くだいて喉に通していたのが印象的だった。彼女にとってはこれくらいでちょうど良いいのかもしれない。

「お手紙、お手紙……」

「？」

　キョトンとしているベアトリーチェの見ている前で、ぶーぶーは葉っぱの家の天井の辺りに薄い木の板をぺたりと貼っておいた。まともな文字は書けないのでほとんどイラストだらけではあるものの、掌てのひらサイズの【妖よう精せい】達たちがやってくれば目を通しておいてくれるはずだ。状況は最悪の一言だが、ここから反撃が始まる。

「ぶーぶー、今日はどうするの？」

「ぶー。海に行ってみる」

　もちろん目的はあった。

　ベアトリーチェと二人で舗装もされていない山道を歩き、緩やかな斜面をゆっくりと下っていく。途中では他愛のない話があった。ここにトロッコレールを敷いたら面白くなるとか、植物系の【イレアナ】はきっと良いい顔をしないとか、そんなものだ。

　そして実際に森を抜けて浜辺までやってくると、ぶーぶーは思わず大きな声を上げていた。

「あっ！　ほとんど流されてる!!」

「うん？」

　ベアトリーチェから不思議そうな目を向けられて、ぶーぶーは慌てて両手で自分の大きな口を塞ぐ。

　この浜辺には養分を吸われてぐずぐずの残骸となった巨大海洋生物【冥めい府ふ】のなれの果てがあるはずだった。天空に向かうため、大きな樹きの種などを集める時にもお世話になったのだが、あの時見た黒々とした腐肉の塊が見る影もなくなっていた。単純に小さな海の掃除人であるエビやカニなどが食べていっただけとは思えない。寄せては返す波に摑つかまれ、沖に運ばれてしまったのだろう。

　ベアトリーチェは片手で顔の横の髪を押さえつつ、朝日でキラキラと輝く海の方に目をやりながら、

「この辺りも大分奇麗になったけど、まだ泳ぐ雰囲気じゃないね」

「ぷきー。ちょっとずつでもお掃除していかなくちゃならない。お魚も大事なご飯になる」

　ぶーぶーは言いながら、引っかかるように浜辺に残っていた腐肉の山へと向かっていく。

　夜明け前、【涙の洞窟】で【賢者】から聞いていた話を思い出す。

『山岳地帯と言えば北の山々だ。シビュラの秘宝があれば金脈の有無自体は正確に調べがつくだろうが、一から岩盤を掘り進めるんじゃ時間が足りない。……それより【冥めい府ふ】の方が確実だね。あれは腐りゆく巨大海洋生物を王が無理矢理補強して延命し続けてきた経緯がある。つまり、純金の配線を使った機械系もかなり含まれていたはずよ。金きんは必須だが、量自体はさほどでもない。ガラクタを拾ってその中から抽出した方が話は早いだろうな』

　海の掃除人はこうした硬い物を食べない。

　得体のしれない機械部品だけ浜辺にゴロゴロ残っていれば良かったのだが、そんなに甘い話でもないようだ。ぶーぶーは黒い山に手を突っ込んで、異物の感触がないかじかに確かめていく。太いケーブルや薄板の基板、重たい金属でできた関節らしきもの。何が使えるのかぶーぶーには分からないので、とりあえずあからさまに人工物と思おぼしき廃棄物を見つけては引っこ抜いて一ヵ所に集めていく。

「あーっ、もう！　我慢できない!!」

　ばさりという音があった。

「ぶっ、ぶーぶー？　周りに人いないよね？　ぶーぶーだけだからねっ!!」

　ベアトリーチェが今まで全身を覆っていた毛布を取り払った音だった。上下ワンセットの肌着一枚になった少女が、波なみ打うち際ぎわで楽しそうに押し寄せる白波を蹴っている。

　子供のように笑いながら彼女は言う。

「ぶーぶー！　意外と近くに海鳥が飛び回ってる。ひょっとしたらすぐ近くに魚の群れがいるかもしれないよ。これも【冥めい府ふ】のおかげかもしれない!!」

「そんなお前にこいつをやる」

　ぶーぶーが差し出したのは目の細かい網のようなものだった。やはり黒い山から抜き取ったものだった。元は何かしらの巨大な内臓をくるんで支えていたのか、用途までは分からない。

　まだ泳ぐ雰囲気じゃないと言っておきながら、両手で網を持ったベアトリーチェは波なみ打うち際ぎわの一線を完全に越えていた。予想以上に足元の波の抵抗が大きかったのか、肌着一枚で前のめりに転んでびしょ濡ぬれになりながら網をぶん投げている。

　と、その時だった。

「ぶーぶー」

「っ」

　真後ろから聞こえた女性の声に、ぶーぶーは肩を大きく動かす。

　この開けた砂浜で、一体いつの間に接近してきたのか。波なみ打うち際ぎわの【剣つるぎ聖せい女じよ】からは見えないよう黒々とした山の陰に身を隠しながら【賢者】は自分の唇に人差し指を当てて片目を瞑つぶっていた。

「……ベアトリーチェに見つかるとややこしくなるのでそのまま」

「ぷきー」

「結構集めたようだね。これだけあれば純金の抽出には問題ないだろう。後はこちらでやる、火の取り扱いについては任せてもらって構わない」

「ありがとう、【賢者】」

　その言葉に、ベアトリーチェとは似て非なる誰かの余裕がわずかに崩れた。

　大きく目を見開き、それから改めて笑みの形を作り直す。

「こちらこそ。【イベリコオーク】から再びそんな言葉を聞かせてもらえるとは思っていなかった。長老達の件も含めて、感謝をさせてもらうよ」

「ぶーぶーは何をすれば？」

「私はこの廃棄物の山を抱えて立ち去るが、ベアトリーチェに見み咎とがめられたくない。注意を逸そらしつつ、頃合いを見計らって二人で海辺を離れてくれ」

「？」

「平たく言えば、ベアトリーチェと遊んでこいって事だ。ほらっ」

【賢者】の掌てのひらで背中を押されて、見た目以上に強きよう靭じんな彼女の力でもってぶーぶーは黒々とした山の陰からよそへ放り出される。

　波なみ打うち際ぎわで、びしょ濡ぬれになったまま網を抱えているベアトリーチェが笑っていた。

「ぶーぶー見て、やっぱり波なみ打うち際ぎわの近くまで魚の群れが集まってる！　こりゃあ大漁になるよ、ぶーぶーもそっちから追い込んで、早く!!」

「んっ」

　大漁、という言葉に思い出す事もあった。

　集落襲撃のあの日、まだ幼かったぶーぶーはたまたまベアトリーチェに釣りを教えてもらっていたから助かった。もしもあの事件がなければ、たくさん魚を獲とる方法を知っていたベアトリーチェはもっと早く集落のみんなに認めてもらえたかもしれなかった。

　それに先ほども言った通り、いついかなる時も食糧調達を怠る事はできない。自然界のルールはこちらの都合など考えてくれず、飢餓という死の指先を平等に差し向けてくる。

　食べ物があれば、困らない。

　食糧調達に割り当てるべき時間を、もっと別の事に回せる。

「ぷーきー！　お魚あつまれー!!」

「あっはは！　ぶーぶー、股の間から魚が逃げてるよっ!!」
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　たった一グラムの純金の粒は、叩たたいて延ばせば三キロ以上にもなる。もちろんこれは重さのキログラムではなく長さのキロメートルだ。柔らかい事が前提であるが故、鉄や銀と違って金属疲労などに気を配る必要もない。常温の空気中にさらしておいても錆さびる事なく、王酸やアマルガム化を除くほとんど全ての化学薬品に冒される心配もない。

【賢者】が大量の廃棄物を溶かして取り出した純金は、それでも全体を見れば一〇グラムもない。半導体の世界はそれほどミクロなものなのだから当然だ。

　しかし一方で、こういった金きんの性質がプラスに働いた。

　簡単な事では性質が変化して使い物にならなくなるという展開は起こらないので、本番用の貴重な純金を使ってそのまま何回でも予行練習を繰り返せるのだ。

「よりより……」

　森の中にある【妖よう精せい】達たちの集落の中から、そんな声が聞こえていた。

　ただでさえ掌てのひらサイズのメリディアーナが、さらに小さな両手の掌てのひらを使ってキリでも回すように金色に輝く貴金属へ力を加えていた。金きんの融点自体は摂氏一〇六三度だが、元が柔らかいのでそこまで熱する必要もない。

　髪の毛より細い金糸は一本限りだと風景に溶けてしまい、元から小さい【妖よう精せい】達たちでも注意しないと見失ってしまいそうだった。羽毛のように空気を蓄え、重力を無視して右へ左へ無秩序に泳いでいく。

「よっと」

　妹のアリスがその純金を危なげなく摑つかみ、両手の手首に回してぐるぐると巻いていく。白身魚を使った高級料理の上から網目状にソースを掛けていくように金糸を交差させていくと、輝きが増してきた。一本きりでは作れなかった、板状の厚みが生まれているのだ。しかも、ここまで精密な金細工でありながら、糸を切る事は許されない。あたかも一筆書きのような縛りを設けている。

　出来上がったのは人間用の指輪だった。

　純金の輝きと透き通る虫の羽の美しさを同居させた至極の一品だが、【グラウンドスパイダー】の糸で枝からぶら下げた指輪を長老格のモルガンがあちこち飛び回って観察したところによると、

「こことここ、切れているな」

「うえっ!?」

「しょげるな、アリスの技術だけの問題ではない。こちらを見ろ、金糸をより合わせた時点でムラができている。これではできるものもできない。前提として、太さは均一にしなければならないという話だったろう」

「う、うー!!　お姉ちゃんの悪口の方がやめて欲しいですもん!!」

　当然ながらできるまで何度でもやり直し、だ。

　たった一回の奇跡の成功でも足りない。何千回繰り返しても絶対に失敗しない、確実な腕が求められている。

　金糸が切れてしまえば信号は通らないし、太さに差があれば電気抵抗の面で誤差が生じ、発熱・発火の原因となる。道路の幅が急に狭まれば渋滞の原因となるのと同じで、電子の流れにも交通整理が必要なのだ。【兵へい輝き】にも使われる半導体の歴史とは、一枚のチップの中にたくさんの道と信号機を置く事で、どれだけ多くの交通整理をしていくかの勝負である。ちなみに乾電池とアルミホイルを使った簡易ライターはこれを逆手に取って、わざと渋滞を起こして発火させる活用法である。

　自然界に生きる【妖よう精せい】達たちに電子の通り道をコントロールして膨大な計算を行う半導体の細かい理屈までは分からないが、自分達の腕が期待され、試されている事くらいは理解できる。

　失敗作の指輪は火に掛けた石灰の大鍋に放り込んでドロドロに溶かす。大鍋と言っても彼女達のスケール感なので、せいぜい缶詰くらいの大きさだが。

　自然に冷めるのを待つ時間はもったいないので、一塊になったら水を張った桶おけに放り込む。独特の蒸発音と共に水蒸気が立ち上った。ガラスと違って極端な温度差にさらしてもミクロな組成が壊れないのが純金の大きな利点である。

　さっきからこれを繰り返していた。

【グラウンドスパイダー】の糸を使った織おり物ものの関係で頼られたようだが、誤算だったのは細くても頑丈な蜘蛛くもの糸と違って純金は簡単に形を変えてしまうところだ。糸が切れる、切れないくらいなら意識的に注意していく意義もあるだろうが、太さの均一化については逆に意識すればするほどかえって力加減を見失ってしまう印象だった。そう、こちらについては古き良き職人同様に、下手な論理よりも体の感覚で身に付くまで反復練習を繰り返していくしかない。

「お姉ちゃん、手の方は大丈夫ですもん？　荒れたりしてないかですもん？」

「平気です。それよりアリス、今は集中を切らさないように。これはたった一度、感覚さえ摑つかめば一気にブレイクスルーできる問題です。見えないだけで、石は積んでいます。これを崩さなければ突破できる。手は届くはずです」

「うー。お姉ちゃんが言うなら、もうちょっとだけ頑張ってみるですもん……」

　実際のところ、神経を尖とがらせた作業中よりも純金を溶かして冷ますための細かい待ち時間の方が精神的には厳しい。徹夜上等、前のめりで仕事している最中は疲れを感じなかったのに、ふと椅子の背もたれに体を預けてしまうともう二度と立ち上がれなくなるのと似たような感覚が近いか。

　下手に山と谷は作らない方が良いい。

　谷に転がり落ちたまま這はい上あがれなくなるリスクがあるから。

「よりよりより……。いえ、よりよりのより、こうですかね？」

　なのでメリディアーナは待ち時間の間も手を止める事なく、キリを回すような動きを繰り返しながらイメージトレーニングに励んでいた。

　真面目な場面で妹が言った。

「……お姉ちゃん、何だか動きが【残飯七色バエ】みたいですもん」

「アリス!!　言ってはならない事をッッッ!!!!!!」
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　陽が暮れて、夜が訪れた。

【兵へい輝き】を失って地球へ戻れなくなったベアトリーチェには時間がないが、定規を当てて等分したような予定表に全部新しい作業項目を割り振っていく訳にもいかない。材料調達、技術習得、一つ一つの作業を終えるまでにも時間はかかる。当然、焦あせっているからって詰め込み過ぎればパンクしてしまうだけだ。

「で」

　幽霊船の棺かん桶おけから這はい出でてきた小柄でグラマラスな【吸血鬼カリカンザロス】は、マングローブの広がる南の森でそんな風に声を出していた。

「宿屋街の人間どもは結局静観か。自分の世界を救われておいて」

「そもそも問題が発生している事自体伏せているようだからの」

　対するは妖よう精せい達たちの女王【ストリオーナ】。

　銀髪の少女は力を引っ込めている間なら人間とそう変わらないので、宿屋街に忍び込んで彼らのオモチャやお菓子をこっそりつまみ食いする悪癖があった。いつもの散歩道をちょっと広げて、人間達の様子を観察してきた訳だ。

　フィリニオンやアルメリナなどにお祭り騒ぎの宿屋街の監視を任せてしまう事もできたが、彼女達は同じ人間サイドだ。一見シビアな実戦の目線を備えているようにも思えるが、やはりどこかで『期待』が混ざる。いくら何でもそこまではしないという、悪意に対する無意識のブレーキがかかるのだ。【冥めい府ふ】戦せんの傷も癒いえない街並みを観察するなら、外からの目の方が良い。正確に状況を把握するには、外部、第三者の目を使うのが一番効果的だった。

「ひとまず、身動きの取れんベアトリーチェを直接狙う襲撃計画の匂いはない。ただ、一部の情報筋が対【イベリコオーク】戦の直後から地球・グランズニールの双方でベアトリーチェとコンタクトが取れなくなっている事に気づきつつあるな。まあ、普通に考えれば大きな戦いの後は地球側に戻って疲れを癒いやそうとするのが妥当だ。ホームの魔ま法ほう離り殿でんに戻っている様子がない、かと言ってアウェイの宿屋街で祭りを楽しんでいる訳でもない。まさかあの後そのまま【迷めい宮きゆう】探たん索さくに勤いそしんでいるとは到底思えない。……この辺りから推測を重ね、異変に気づく者が出てくるかもしれん」

　ベアトリーチェにも人間の知り合いはいるだろうが、フィリニオン、アルメリナ、ヴィルデフラウ、フルドラ、グルアガッハ、ルサールカなど、彼女の身を案じる人間はそもそも対長老戦でも体を張って最前線に顔を出している。そこまでの付き合いがある。

　事の顚てん末まつを知らない程度に距離を置き、しかもベアトリーチェの動向を執しつ拗ように追い駆ける連中には軒並み不穏な動機があると見るべきだ。

　ようは【ブレイクニュース】に対する扱いと同じだ。

　好きだから手を動かして調べるのではない。怖いから、憎いから、その情報を集めないと気が休まらない。そして弱っているところを見れば躊ちゆう躇ちよなくトドメを刺しにくる。【ストリオーナ】や【カリカンザロス】からすれば馴な染じみの感覚でしかない。

　真っ赤なネグリジェの【吸血鬼】は自分の長い金髪を片手で軽く払って、

「良くも悪くもカンスト組の動向は目立つ訳か。例の作業については？」

「今夜にも始める」

　重大な意味を持つ一言を【ストリオーナ】はあっさりと言い放った。

「リミットまでまだあるが、実際には最初で最後のチャンスだろうな。これでダメだった場合、すぐさま切り替えて次の手を考えつくとも思えん。打ちのめされれば緊張の糸も切れてしまうから、最高のパフォーマンスも期待できんだろうし」

　集団作業の切り替えは個人作業のそれとはまた違う。

【賢者】やシビュラが尋常ならざる鉄の意志を持っていたとしても、全員が全員その速度についていけるとは限らない。そして当然、予備人材を用意できず不要な歯車がいない困窮・切迫した状況では一人も振り落とす訳にはいかない。弱い方に合わせる、という状況に直面した時、頂点に立ち続けた【賢者】達にそれができるかどうかは未知数だ。

　故に、上り調子の一発目でクリアする。

　頂点を見上げて従っていれば大丈夫、という空気が壊れない内に達成できるか否いなかが、ベアトリーチェ救出にあたっての最大の勝負なのだ。

　実際にレイピア状の【兵へい輝き】を直してベアトリーチェを救えるか否いなかは、作業に加わる者達の腕にかかっている。

【ブレイクニュース】達にできるのはそこではない。

「夜の内で助かった。長老達の件は空気を読まずに日中行われたからな」

　ナイトキャップにネグリジェの【カリカンザロス】は腕の中にある灰色の豚のぬいぐるみの頭を軽く撫なでながら、無表情に言い放つ。

「さて、そうすると防波堤はどこに置く？　チャンスは一度という話だ、万に一つも作業を邪魔されては困るのであろう」

「別に宿屋街全体と戦う必要はない。一部の情報筋が気づきつつあると言ったろう。逆に、情報が群衆にまで拡散しなければそこで抑えられる。おい、今から街に向かうぞ。乱痴気騒ぎに乗じてクレバーな個人個人へ忍び寄って、釘を刺してやれば十分な時間は稼げるからの」
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　肌着一枚で毛布にくるまったベアトリーチェが葉っぱの家で寝静まったのを確認してから、ぶーぶーは海沿いの【涙の洞窟】に向かった。昼と夜では生態系が異なるし、何よりオバケが怖いのだが、今は我慢して進むしかない。

　焦あせる必要はない。

　むしろゆっくり時間をかけて、確実にレイピアを直す方が大切だ。

「ぷーきー……。みんな揃そろってるか？」

　探るような声に、青っぽく輝く洞窟の奥から何かが飛んできた。大きな掌てのひらで受け取ると、カラフルで泡立つ液体が入った三角フラスコだった。

　メガネ巨乳のお姉さん、【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンがこんな風に言ってきた。

「徹夜作業に慣れていないようですから。エナジードリンクを用意したので一本どうぞ。前にできる訳ないとか言われたので腹立って作っちゃいました」

「つまり何がどういう事？」

「ええとエナジードリンクというのはそもそも……あれ、具体的に言葉で説明しづらい。糖分と各種栄養素を補充する事で脳の作業効率を上げるための飲み物で、薬品臭さを誤魔化すために人工甘味料と合成香料と炭酸で上塗りしてから、何だかんだあって最後はカフェインの力に全部丸投げしちゃう不思議な飲み物でして、うーん……」

　説明が進むほどぶーぶーの顔が不安に曇っていく。

　この辺は地球の文化を何も知らない火星人に知名度ナンバーワンの炭酸飲料を説明すると『黒くて甘くて冷たくてシュワシュワ泡が出ていて知名度の割に実は誰にも正確な作り方の分からない奇妙な中毒性が大人気の飲み物』と、毒みたいにしか聞こえなくなるのと同じ現象なのかもしれない。

　メガネの隣に立っていたアルメリナが全く同じ三角フラスコのコルク栓を指で弾き、口をつけて一気に飲み干してから言った。

「とにかく害のあるものじゃないから、そのまま飲んどけ」

「分かった」

　雄弁に語ったフィリニオンが洞窟の壁に額をぐりぐり押し付けていじけてしまったが、時には無言の行動の方が信用される事もある。

　アルメリナの動きを真似まねたぶーぶーが首ごと真上に向くような格好で三角フラスコの中身を一気飲みしてから、パチパチと両目を瞬まばたきさせていた。

「きゅーっ……な、なにこれー……？」

「ああ、こいつここが異世界であるのを良いい事に勝手に【調合】してるからビギナーさんには刺激が強めかもな。日本の安全基準じゃこんなカフェインの塊は口にできないだろうし」

「ちょっとやめてもらえますただテキトーに砂糖水へカフェインぶち込んだだけみたいな言い方。奇跡の配合の結果たまたま含有量が上がっただけであって、さらっと流すのが格好良いオトナの女性という事で詳しい努力の話は省きましたがここには回復系最強のカンスト組の御み業わざが詰め込まれているんです。大体これでも海外直輸入の緩めの毒みたいなドリンクと比べれば全然マシですよ!!　さっきからもうずっと心外だわー!!」

「最後はカフェインに全部丸投げって自分の口で言ってたろうが」

　ぶつくさ言い合う二人の案内で【涙の洞窟】の奥へ向かうと、準備の方が進められていた。今この場にいるのは【賢者】とシビュラ、掌てのひらサイズのメリディアーナやアリスなどだ。ベアトリーチェの折れたレイピアと刃の部分が地面に寝かせてあり、それを中心に輪を作っている。すでに全員自分の『武器』を持ち寄っているようだった。【賢者】は鞘さやからツギハギレイピアを抜き、シビュラは三つの青い宝石をはめたサークレットを額にはめ、掌てのひらサイズの【妖よう精せい】達たちは純金の塊を両手で抱えている。

【賢者】はこちらを振り返りながら、

「……頃合いだな。そろそろ始めようか」

「ぶーぶー達はどうしたら良いい？」

「【白しろ魔ま女じよ】には殺菌消毒の観点からの応用で無菌状態を作ってもらう。【殴おう僧そう侶りよ】には巨大な障害物を使って洞窟内を流れる風を調整し、気温や湿度の調整をしてもらう。二人揃そろって半導体取り扱いクラスのクリーンルームを構築できれば万全だ」

　本来【賢者】はあらゆる【属性】あらゆる【魔法】を網羅しているのだから、フィリニオンやアルメリナが得意とするものも全て自前で用意できる。そうしないのは、当然ながら自分自身はベアトリーチェの壊れたレイピアからのデータ抽出・復元作業に集中するためだ。

　さらに、

「ぶーぶーには記録係を頼みたい。ベアトリーチェについては一回無事に飛んで地球へ【サインアウト】できれば生存コースに乗っかれる。地球側で改めて【兵へい輝き】を修理するなり交換するなりすれば良いが、念には念を込めてアフターサポートを頼みたい。ここで全部手順を覚えて、後日不慮の事態が起きた時のために備えろ。また不具合が出た時に、一番近くで気づいてやれるのはぶーぶーだろうからね」

　助けて終わりではない。

　その後も続けていくためには、同じ事が起きた時にうろたえないようにしておきたい。

　修理して使い続ける場合には経過観察が必要だし、新しく交換する場合でも同じ現象によって破壊されてしまう恐れはゼロではない。一度起きた事は何度でも起きる可能性のある事なのだ。

　ただの人と【イベリコオーク】では頭の出来、脳の容量がまるで違う。スパコン並の頭脳をフル活用させれば、【賢者】や【妖よう精せい】が捕まらなくても自力で対処できるようになるだろう。それに『保険』を作れる、先に繫つなげられるという可能性は今回の参加者であるシビュラやメリディアーナ達から心理的な枷かせを取り外す一助となる。これはシンプルなようだが、大きい。綱渡りを思い浮かべると分かりやすいが、高さが上がれば上がるほど、大事な場面になるほど平素の実力を出せなくなるのが心の不思議というものだ。リラックスしろと言われてリラックスできたら誰も苦労はしない。そこに『確実な効果』を一つぶち込めるというのは、もはや切り札と評価しても過言ではない。

　分かっている。

　分かっていて、なお、即戦力になれないぶーぶーはそっと掌てのひらを握り締めていた。知識が、技術が、何か一つでも最前線に追い着いていれば。アルメリナはそんな戦友を軽く肘でつついてから、鉄の杖つえを巨大な箱に作り替えて洞窟の順路にドカンと置く。

「風の流れを捉えた。適宜デザインを変えて今の滞留を持続し、作業領域に空気を蓄える」

「こちらも散布開始しました。殺菌消毒効果の発揮まで、四、三、二、一、クリーニング・ナウ。九九・九％以上の殺菌率を維持。いつでもどうぞ」

　辺りの空気が一気に冷えた……ような気がした。

　ツギハギレイピアを地面に置き、【賢者】は並行に並べられていたベアトリーチェのレイピアに手を掛ける。グリップにあった、雪の結晶にも似た溝を持つ特殊なネジをいくつか外し、カニの甲羅のように緩衝材を開けると、中には合成樹脂でできた薄い板が何枚か挟んであった。その端は変色し、溶け、金色の配線が剝むき出だしになっている箇所もある。危なげない動きだったが、それは【賢者】の指先がそれだけ精密に動いていたからだ。本来なら爆弾処理並の繊細さが求められる場面である。

「……見つけたぞ、と。シビュラ」

「ええ。こちらも『観て』いますよ」

　涼しげな声で応じる【ロイヤルエルフ】だったが、すでに繊細なまつげで彩いろどられた瞼まぶたは伏せられていた。闇の中では、サークレットに取り付けた三種の宝石が淡い光を放っているのが分かる。単なる表面上とは違う面から回路図をつまびらかにしているのだろう。

「【妖よう精せい】達たちよ、共通認識については洞窟壁面の回路図に割り振った数字を参考にしていただきます。三番と八番、一二番と一九番に着目。他に触れないよう双方を純金の糸を繫つないでください」

「アリス」

「分かってますもん！」

　メリディアーナの手で髪の毛よりもずっと細い金糸が繰り出され、アリスが指示通りに破損した基板の割れ目から飛び出した配線の断面同士を繫つないでいく。半導体工場ではあたかも電動ミシンで縫っていくように配線を打ち込んでいくものだが、アリスの腕はそれに匹敵する勢いだった。

　極小の糸と糸が端子部以外の中空で触れてしまえば、その時点でショートが起きてさらにデータの破損が広がってしまう。しかしアリスの指ゆび捌さばきには迷いがない。シビュラから言われた通りにブリッジを繫つないで壊れた回路を修復していく。

　ハードウェアが完成するまでは、【賢者】にしてやれる事は何もない。

　時折綿棒を使って、手の離せない【妖よう精せい】達たちの額に浮かぶ汗を拭ってやっていると、シビュラが伏せていた瞳を再び開いた。

　戦友を見据えて彼女は言い放つ。

「準備完了しました、【賢者】。次はあなたの番です」

「了解」

　配はい線せん敷ふ設せつの終わった【妖よう精せい】達たちが透明な虫の羽を使ってひらりと距離を取ると、代わって【賢者】が地面に寝かせたツギハギレイピアを指先でなぞった。途端に薄闇の中にいくつもの四角い枠が浮かび上がる。

【冥めい府ふ】戦せんにおいて、彼女は有線接続もしないでベアトリーチェ達の【兵へい輝き】へ遠隔アクセスして、中に収めていた【スクリーンショット】の写真画像を勝手に覗のぞき込こんでいた。【剣つるぎ聖せい女じよ】はアビスと繫つながる時にケーブルを使っていたが、【賢者】はもはや必要ないようだ。

　無線接続して中のデータに触れる。

　まさぐれるという事は、その時点でベアトリーチェ側の折れたレイピアも一応は起動しているという事だ。

　空間に浮かぶ四角い枠の中で高速スクロールしていく英数字の羅列に目をやり、宙に浮いていたアリスが首をひねっていた。

「んん？　つまりこれは順調なんですもん？」

「アリス」

　姉のメリディアーナが肩に手を置いて引き止めた時、動きがあった。

【賢者】の眉がほんのわずかに震えたのだ。

「……何だ、これは？」

　普通の人の口から洩もれる分には、何の気もない言葉でしかなかったのかもしれない。

　だが不吉。

　そもそもあの【賢者】の口から疑問が、彼女すらも想定していなかった事態に直面してしまう事自体が、すでにカタストロフの始まりを予感させてしまう。

　ぶーぶーやメリディアーナ達には、四角い枠の中を高速で流れていく英数字には馴な染じみがない。いいや、ひょっとしたら地球で生まれたフィリニオンやアルメリナにも理解できないものかもしれない。だが眺めていく内に、ぶーぶーにも奇妙な事が伝わってきた。確かにそれは英数字の羅列だ。しかし一方で、それとは別にただ『・』が打ち込まれている箇所がある。数字でも文字でもない何かが、増えていく。スクロールしていくにつれて、何の意味もない空白ばかりになっていく。

【賢者】は明確に舌打ちした。

「破損部分が多過ぎる……。これじゃあ中身を取り出しても、前後のデータから類推して空白を埋め合わせる方法が使えなくなるぞ!!」

　成功していたはずだ。

　どこにも手順に間違いはなかったはずだ。

　にも拘かかわらず、笑顔はない。

　完璧にこなしても、ベアトリーチェは救えない。

「つ、つまり」

　ぶーぶーは頭の奥が痺しびれていた。

　答えが見えなかった。いいや、本当は分かっていたのかもしれなかった。最前線に追い着かなくても、間抜けな周回遅れの身であっても。だけど、どうしても、もっと頭の良いい人に馬鹿げた不安を払ふつ拭しよくして欲しかった。

「つまり、何がどういう事？」

　答えてくれる者は誰もいなかった。

　居心地の悪い沈黙が続いている中で、空間に浮いた四角い枠の中にあった英数字の高速スクロールが止まっていた。

　全部の作業が終わっても、誰も、何も言えなかった。

　暗黙の了解があったはずだった。




　チャンスは一度。

　上り調子の一発目でクリアできなければ、折れた状態から這はい上あがれない。
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　試す事を全部試す、と【賢者】は言っていた。

　しかし逆に言えば、壊れたデータを元に戻す抜本的な、たった一つの正解が見えていないという事も暗に示していた。

　何もかも有う耶や無む耶やのまま、【涙の洞窟】から解散となる。

　ベアトリーチェが助かるのか否いなか。

　何の担保もないままに。

「……、」

「だ、大丈夫ですよ。ぶーぶーさん」

　深夜。

　曇天の暗闇の中を言葉もなく、帰き巣そう本ほん能のうに従って頭を左右に揺らしながら足を動かしているだけのぶーぶーに、フィリニオンがそっと話しかけた。

「まだリミットじゃありません。一日ある、ここからいくらでも挽ばん回かいできる。だから大丈夫、気を落とさないでください」

「うん……」

　ぶーぶーだって信じたかった。

　ネガティブな事など考えても意味はない。具体的な対策までセットにしなくては、不安はただの不安でしかない。そう分かっていても、嫌な予感が膨らんでいくのを止められなかった。目に見えない、大きな流れに吞のみ込こまれつつあるのが分かる。これは、喪失の前兆だ。今まで理不尽に奪われ壊されてきたぶーぶーにとっては馴な染じみの感覚が、明確に背筋を這はっていた。

　頭が重い。

　胃袋は垂れ下がるようだ。

　注意しないと涙腺が緩みそうになる。何の意味もなく雄お叫たけびを上げてその辺を走り回りそうになってしまう。

「分かっているのは、何もしなかったら状況は変わらないって事だ」

　アルメリナもこう言った。

「落ち込んでいる場合じゃないぞ、ぶーぶー。今まで以上にしっかりしないといけない。ベアトリーチェを助けるんだろ、だったらショックを受けている時間なんかないぞ。リミットが迫っているからこそ、時間は無駄にできないんだ」

　そうだ。

　そうなのだ。

　状況がどう転がろうがリミットはやってくる。黙って破滅を待つ以外にできるのは、状況の好こう悪おに関わらずひたすらに抗あらがう事だけだ。

　ぶーぶー達は勝てるから戦っている訳ではない。負けるのが見えたから諦めるほど、肩に乗っているのは軽い荷物ではない。

　早い内に分かって幸運だったと思うしかない。無理にでも切り替えていくしかない。

　リミットギリギリまで待ってからの挑戦ではなかったのだ。まだ一日。黙っていれば確実な終末がやってくるとしても、とりあえず、まだ一日は用意されている。なら大丈夫なのだ。今この瞬間にベアトリーチェが消えてなくなる訳ではない。葉っぱの家に帰れば、すやすやと穏やかな寝息を立てているベアトリーチェが待っていてくれる。確かな存在がそこにある。

　だから。

　だから。

　だから。

「……帰ろう。ぷきー、気持ちを切り替えなくちゃ」

「そうですよ。明日があります、自分からチャンスを棒に振る必要なんかないでしょうしね」

「ははっ。ベアトリーチェの顔を見たら不安も吹っ飛ぶんじゃないか。形のない不安に脅おびえている時は、確かなものを見て安心するのが一番だろうしな」

　そんな風に言い合いながら、三人は山の中腹にある葉っぱの家へ歩いていく。話している内に、頭がふわふわしていたぶーぶーにも少しずつ笑顔が戻っていった。

「じゃあ、じゃあまだまだチャンスはあるんだな、ベアトリーチェは大丈夫なんだな。ぷきー、早く元気にならないかな。ぶーぶーはベアトリーチェと一緒に遊びたいっ、今はもうぶーぶーの方が釣りが上手なんだって見せてやるんだ！」

　甘かった。




　葉っぱの家から体を引きずるようにして、ベアトリーチェは横倒しに転がっていた。

　自分の吐いた血の塊で窒息する格好で、手足を小刻みに痙けい攣れんさせていたのだ。
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　気がついたら、頭の上に太陽が昇っていた。

　途中で何があったのか、ぶーぶーにはもう思い出せなかった。




『おい何だ、自律神経だけでここまでなるか!?　舌した嚙かんだとかじゃねえだろうな。ベアトリーチェ、口を開けろ、早く開けるんだよ馬鹿野郎!!』

『吐血となると内臓出血……？　横隔膜の不規則運動による肺の損傷、いいえストレス性の胃潰瘍ですか!!　アルメリナ、どいてください。必要な【回復薬】は分かりましたから、投与が終わるまで顎を摑つかんで気道を確保して！　とにかく窒息だけは避けてください!!』




　断片的に記憶の破片は残っているが、フィリニオン達がついてきてくれて良かったという感想しかなかった。ぶーぶー一人ならどうにもならなかった。フィリニオンの【回復薬】とアルメリナの救護技術がなければ、あの時点でベアトリーチェは命を落としていたかもしれない。

　何故なぜ、考えが及ばなかったのか。

　ベアトリーチェを一人にしてしまったら、容態が急変した時に誰が面倒を見るのだ。元から体を動かせないアビスは頼れない。ぶーぶーがついていれば、いいや、そうでなくても【イレアナ】やヴィルデフラウ達に相談するだけでも良かった。そうすれば、あんな事になる前にリカバリーできたはずだった。

「ううう……」

　誰にでも対処できる、小さなハードルでしかなかった。

　だけど愚かなぶーぶーには思いつかなかった。想定が甘かった。目の前の危機に対して真剣に考えていなかった。

「うォォォあああああああああああああああああ!!　あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!!!!」

　憎い。

　どうしようもなく自分の無知が憎い。

　のうのうと生きてきた報いのようだった。漫然と時間を喰くい潰つぶし、何も学んでこなかった罰。しかしそれなら何故なぜ、自分が怠った罪で自分が裁かれないのか。いつでもぶーぶーはこうだった。自分一人だけが生き残って、周りの大切な人から倒れていく。

　世界はどうしてこうなのだ。

　まるでぶーぶーを苦しめるためだけに、関係のない人から地獄へ落とされていくのだ。

　深い森の中、大きな岩におでこを押し付けてボロボロと大粒の涙をこぼすぶーぶー。こんな事をしている場合ではない。すでに一日切った、本当のリミットは間近に迫っている。そう分かっていても、嘆くより他はなかった。

　そんな彼の後ろから、かさりという草葉の擦れる音があった。

「また朝から騒がしいな、ぶーぶー。まあ、それだけ想おもわれていればあの女も満足か」

「……【賢者】？」

「あれほどの大声を上げていれば島のどこからだってぶーぶーの居場所は摑つかめるよ。大体の事が分かってきたので、報告を」

　近くの切り株に腰掛けながら、ベアトリーチェとは似て非なる誰かが指を弾いた。火打石のように火花が散り、空間中に赤い光でできた四角い枠が浮かび上がる。

「ベアトリーチェの【兵へい輝き】から抽出したデータについてだが、破損部分が多過ぎて今のままでは復元できない。ここまでは昨夜の内に話をしていたはずだったよね」

「他に……他に、何かベアトリーチェを助ける方法があるのか？　そしたら言って欲しい！　ぶーぶーは何でもするから!!」

　泣いている場合ではなかった。

　馬鹿でも愚かでも良いい。ここから学べるのならどんな事でも頭に詰め込む。ほとんど摑つかみかかるような格好で四メートル弱の巨体が【賢者】に食ってかかるが、彼女はあくまでも涼しい顔で首を横に振った。

「いいや。【兵へい輝き】の個人認証部分を修理する以外に、ベアトリーチェを地球に戻して救う方法はない」

「それじゃあ……？」

「修復方法を変えるしかなさそうだ。破損部分の前後のファイルから中間の空白部分を推測して穴を埋めていくやり方は、大きなブロック単位でごっそり消失している場合は対処不能だからね」

【賢者】は金属質の関節で覆われた細い人差し指を立てて、

「ベアトリーチェの【兵へい輝き】は大きなブロック単位でバカスカデータが消えているから、何とかしてここを埋めなくちゃならない条件は一緒。前後のデータだけだとあてにならないので、何か別のヒントが必要になってくる」

「つまり一体何なんだ？　これは良いいお話に繫つながっていくの、悪いお話に繫つながっていくの？　最初にそれだけ言って！」

「どうだかな、私にも判断はつかない。ともあれ【兵へい輝き】の中身についてはいくつかの方式があるが、ベアトリーチェが使っていたのは市販品ベースからのカスタムだ。つまり、他の人が使っている【兵へい輝き】と似たような構造をしているんだよ」

　言いながら、【賢者】はあちこち穴だらけにした四角い枠の裏から、新しく用意した別の四角い枠を重ねていく。二つを重ねてしまうと、穴の奥を埋める格好になる訳だ。

「ベアトリーチェの虫食いだらけのデータと、他の人が持っている一式全部揃そろった正常なデータとを照らし合わせて、抜けている部分を埋めていく。この方法なら、大きなブロックが丸ごと抜け落ちていても問題なく修復していけるはずだ」

「な、ならベアトリーチェは助かるんだな!!　ぶーぶーは何も心配しなくても大丈夫なんだな!?」

「ただし」

　と、【賢者】は区切った。

　不穏な匂いしかしない、人の胸をかきむしるような一言だった。

「……五人一〇人程度のサンプルじゃ話にならない。できるだけ数を揃そろえて、平均化、希釈化する事でプレーンな、平均的な、『誰にでも適合する人工臓器』みたいなデータを作らないといけないんだ。そうだね、ざっと見て一〇〇〇人分以上の【兵へい輝き】がいる。身内の人間の協力を仰いだ程度じゃ数が足りない」

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　ぶーぶーは、黙ってある方向を見た。

　わざわざ地図で確かめるまでもない。多くの人間達が集まる、復旧途中の宿屋街だ。朱あかの脅威が去った事で、すっかりどんちゃん騒ぎとなっている平和の象徴。

　知識も技術もない愚かなぶーぶーの、唯一体当たりが通用しそうなその場所。

「ぶーぶー、その方法は難しい」

「でも……っ」

「これはベアトリーチェがどう思われているかの問題じゃないんだ」

　新たな修復方法が見えた時点で、すでに様々な事態を想定してきたのだろう。その【賢者】が否定的な意見を並べていた。

「あの女を見ていれば分かるだろう、【兵へい輝き】は異世界にやってきた人間にとっては最大の武器であると同時に最後の命綱でもある。失った場合はゆっくりと確実に死ぬ、どんなに【レベル】を上げた歴戦のカンスト組でもお構いなしに。そんな中でちょっと貸してと言って渡してくれる者なんかいない。【兵へい輝き】を預けるっていうのは、命を預ける事と同じなんだよ」

　だけど現実の問題として、一〇〇〇人分の【兵へい輝き】を見せてもらう必要があるのだ。そしてそれだけ多くの人間のいる場所は、あの宿屋街以外にありえない。

　……協力が期待できなければ、後はどうする？

　ただ黙ってベアトリーチェの死を待つしかないのか。誰にも救いを求める事もできず、地面を這はいずって血を吐いた彼女を助ける方法自体は、すでに提示されているのに。

「私は地球に向かってみるよ」

【賢者】はそう言った。

「最前線の異世界に溶け込んで【兵へい輝き】を相棒扱いしているカンスト組よりも、地球でのんびり成果を待っている企業の方がガードは甘いだろうからね。じわじわ外堀を埋めて圧力をかける時間的な余裕はないから相当無茶なサイバー攻撃になるが、成功すればメーカー側のサーバー局から直接図面を盗んで一気に人数分を確保してしまえるかもしれない」

　成功すれば。

　かもしれない。

　……あの【賢者】でも、一〇〇％の確約はしてくれない。自分の頭で思い描いたビジョンがその通りに進まない可能性を考えている時点で、傲岸不遜な【賢者】からすれば相当の弱気発言のはずだ。

　のた打ち回って血を吐くベアトリーチェはこの目で見た。

　できなかった場合について、ぶーぶーも考えておくべきだ。

「ぶーぶー、一つ提案しておきたい。なるべくこの手は後回しにしておくべきだったが、実際に最終リミットまで一日切ったからな。【水力属性】のエキスパート、ヴィルデフラウと顔見知りだったよね。これから私は時間いっぱいまで地球で粘ってみるから、実際の作業はそちらに頼って欲しい」

「？」

「ベアトリーチェについて、『確実な保険』をかけておく話だよ」




　　　　　12




　ふらふらと。

　基本の中の基本である食糧調達も怠ったまま、ぶーぶーはいつまで経たっても空腹を感じない胃袋を抱えて頼りない足取りで葉っぱの家まで戻ってきた。

　足りない、足りないと。それだけ考えてきた。

　だから【賢者】からもたらされた解答は、歓迎するべきだ。ぶーぶーの不足を補ってくれた、はずだ。

【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンと【殴おう僧そう侶りよ】アルメリナが焚たき火びを囲んで何かやっていた。

「おいメガネ、ほんとにこれ食えるのか？　巨大な鼻クソみたいなこの丸いカタマリ」

「こと人体の分野に関してこの私に口答えするとは何事ですかっ、大体鼻クソじゃねえわ!!　ただ必須栄養素を確保するだけじゃ味気ないから、ダイエットフードと一緒でお腹なかの中で膨らんで空腹感を紛らわす効能をつけてみたんですよ。チョコレート、ヨーグルト、ストロベリーと味についてもお墨付きです。あと足りないのは特許申請だけかなー？」

「ええ？　こんな鍋の底で固まっている巨大な鼻クソが？？？」

「テメェ裏来い!!　その育ちの悪さが原因で第一印象をネガティブに固められて天才おねいさんの努力が全部台無しにされてんですよドちくしょう!!」

　散々ヒートアップしたメガネに対しお巡りさんはため息と共に火に掛けていた鍋を搔かき回まわすのに使っていた木のヘラを縦にして【白しろ魔ま女じよ】のデコを軽めに叩たたき、そしてフィリニオンが絶叫しながら地面を転げ回っていた。

「……ぷきー。お前達何してる……？」

「おう。フィリニオンに朝食頼んだら謎の宇宙食が出てきてさ、これどうするかで協議中」

「ねえ今もっとハードな展開が繰り広げられていましたよね!?　ちゃぶ台ひっくり返す亭主関白スピリッツどころじゃないヤツが！　ねえっ!!」

　涙目で食ってかかった学習しないメガネにもう一度木のヘラをお見舞いするお巡りさん。これは延々ループする香りが漂ってきたが、時間が足りないぶーぶーはしばし眺めてから葉っぱの家へ入っていった。

　ベアトリーチェは静かに寝かされていた。

　傍かたわらで機能停止しているアビスと、果たしてどちらが痛々しかったか。

「ぶー、ぶー……」

「ベアトリーチェ」

　ゆっくりと膝を折り、枕元に座り込んだぶーぶーは意図して激情を喉元で押さえ付けながら、一つ一つ区切るように言葉を紡つむいでいった。

「大丈夫だぞ。今、ぶーぶー達がベアトリーチェを助けるための方法を見つけた。だから大丈夫。今度こそ、今度の今度こそ。ぶーぶーはお前を必ず助ける」

「……、」

「心配なんかしなくて良い。痛いのも苦しいのもすぐになくなる。明日の今頃は、もう元気になってその辺を走り回っている。だから、安心して眠ったら良いい。次に目を覚ました時には、問題は全部解決しているから……」

　肌着一枚に毛布を掛けた状態でベアトリーチェは寝かされたまま、半開きの瞳でぶーぶーの顔を見上げていた。

　それから息を吸って吐いて、掠かすれた声を出した。

「【賢者】から何を言われた、ぶーぶー」

「っ」

「分かった。あの野郎マジでぶん殴ってやる、そなたにそんな顔させやがって……」

「だめっ、ベアトリーチェ!!」

　本気で起き上がろうとした【剣つるぎ聖せい女じよ】を、慌ててぶーぶーは押おし留とどめた。人間と【イベリコオーク】の膂りよ力りよくの差なんて関係ない。触れただけで折れてしまいそうなほど、ベアトリーチェの体は弱々しい。

　半ば無理矢理押し倒されたまま、ベアトリーチェはぶーぶーの顔を見上げていた。

「眠ったら終わっている。となると、ヴィルデフラウ辺りの名前でも出てきたかな」

「……、」

「それだと【賢者】が提案してきたのはコールドスリープか。ま、リミット前に問題解決できなかった場合の『確実な保険』としては妥当な線だね。何年かけても何十年かけても良いなら、色んな解決策が見えてくる訳だし……」

「ベアトリーチェ……」

「ごめんぶーぶー。だけど、その手は使わない」

「でも、だって！　ベアトリーチェ、【賢者】の考えたアイデアだからって突っぱねちゃダメ！　目の前に『確実』はある、だったら……!!」

「実は『とりあえず』『確実に』って話は一度断っているんだよ、ぶーぶー。その時はコールドスリープじゃなかったけどね」

　うっすらとベアトリーチェは微笑ほほえんでから、

「ねえぶーぶー。コールドスリープはリスクがない訳じゃない。当然、【賢者】はそこについても説明していたよね？」

「うう……」

「分かっていたから、ぶーぶーはそんな哀かなしい目をしていた。……マジであの野郎一発ぶん殴りたい」

「だけど、それでも……ぶーぶーは、お前に助かって欲しい……」

　ふう、と少女は息を吐いた。

　ろくに運動もしていないのに奇妙なまでに熱い吐息と共に、ベアトリーチェは核心を突いた。




「私の中身が作り替えられて、ぶーぶーを最悪の天敵として扱うとしても？」




　ぶーぶーの体が大きく震えた。

　しばらく彼は動けなかった。

「……冷凍保存なんて言えば聞こえは良いいけど、実際には色々な調整が必要になるもの。ほんのわずかでもズレたら命を失ってしまうほどの、デリケートな調整が」

　ベアトリーチェは大切な人の瞳を覗のぞき込こみながら、

「『ベアトリーチェ単体が生き残るように』調整を施した場合、他の生命は？　雑菌とか、腸内細菌とか、免疫系とか、そういうのは全部死滅してリセットされてしまうんじゃないのかな。そうなったら、私はたとえ長い眠りから目を覚ましてもまともな環境では生きていけなくなる。森の中で野生の生活を送るぶーぶーとも接触できなくなるでしょうね。地球側で長い年月をかければ再び免疫系が復活するかもしれないし、ずっとそうならないかもしれない」

「……、」

「あはは。ぶーぶーには目に見えない微生物の話は難しかったかな？　でもとにかく、私は真っ平。ぶーぶーを自分の天敵として見なくちゃならないように作り替えられてしまうだなんて、可能性を考えるだけで怖おぞ気け立だつ。薄ら笑いの【賢者】がなんて言ったか知らないけど、いちかばちかでやって良いようなものじゃあない」

　ぶーぶーも、聞かされていた。

　明日や明後日あさつての話ではない。何年も何十年も解決まで時間がかかった場合に発生するであろう、そのリスクを。

「……でも」

　怖いに決まっていた。

　ぶーぶーは一人ぼっちではなくなった。だけど、人の輪を作っていったその中心では、いつも赤と銀の髪の少女が手を引いてくれた。ベアトリーチェがいなくなるのは、胸が引き裂かれるよりも苦しい。自分が『少女を殺す存在』とみなされてしまうのだって、哀かなしい。

「それでも、ぶーぶーは、お前に生きて欲しい」

「好きな人と一緒にいられないなんて、自分の意志で生きているとは言わないよ」

「どんな形でも、ぶーぶーはお前に幸せになって欲しい……!!」

「そんな末路を幸せだなんて思っているなら、ぶーぶーにも【賢者】病が感染しているみたいね。こいつは一発きついお説教が必要かな……」

「全部取りこぼさずに解決できるとは限らない。何かを捨てなくちゃならない時がやってくるかもしれない!!」

　怪物が叫んでも、華きや奢しやな少女は動じなかった。

　むしろ駄々をこねる子供を見る母親のような目で、ゆっくりと目を細める。

「いい、ぶーぶー。そなたと共に歩んできた思い出は、そなた一人だけのものじゃない」

「……、」

「もしも何かを捨てなくちゃならないとしたら、命なんて二の次よ。私は、そなたと一緒に過ごしてきた時間を、そこで作り上げてきた人の絆きずなを、守る。守って死ぬ。【賢者】だろうがぶーぶーだろうが知らないけど、今のこの形で、好きな人と一緒にいる資格までは誰にもいじらせない……。それが私の尊厳であり、矜きよう持じなの。ぶーぶーが大切にしてくれたベアトリーチェを、私は絶対に自分から曲げたりしない。ぶーぶーを見て恐怖で顔を歪ゆがめるような私は、もはやベアトリーチェなんかじゃないんだよ……」

　だとすれば、どうすれば良いのか。

　コールドスリープという裏技でリミットを引き延ばす以外に、やれる事は何か。

「できる事をやりましょう」

「ベアトリーチェ……」

「精一杯戦って、結果を受け止める。正々堂々と決着を着ける。成功しても、失敗しても。私は最後までベアトリーチェを貫く。だから、大丈夫よ。ぶーぶー、私はどこにも行かないから」

　言葉で説得できるはずがなかった。

『とりあえず』今の人生を諦めて、別の場所に行けなどと。

　言えるはずがなかった。

「うう」

　視界が歪ゆがむ。

　今も苦しんでいる少女の前で涙をこぼしても、いたずらに不安を煽あおるだけだ。挑戦する前から諦めていると教えてしまうようなものだ。だけど、どうしても、奥歯を嚙かみ締しめるぶーぶーは平静ではいられない。

　愚かだ。

　馬鹿で馬鹿で馬鹿で、そんな自分を形作ってきた己が許せない。

　時間は有限だと、多くを学べばそれだけいざという時の切り札の数も増えたかもしれないと、その程度の事も思い至らないほどこの身は馬鹿だったのか。

「ううううううう……ッ!!」

「はは。こんな泣き虫を、置いて行ける訳がないでしょ、ぶーぶー……」

　こうしている間にも、時間は進む。

　偽りなき太陽はすでに真上にあり、一日の半分が過ぎていく事を示していた。
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　ぶーぶーは、丘の上に立っていた。

　遠くには地球からやってきた人間達が【迷めい宮きゆう】探たん索さくの足掛かりにしている宿屋街が広がっていた。【冥めい府ふ】戦せんの爪痕はまだ残っているが、やはり島でも一番活気のある場所だ。

　多くの人間が集まり、多くの【兵へい輝き】がまとまっている場所。

　ベアトリーチェを救うのに必要な全てが揃そろっているはずの。

「……、」

　しばしそのまま佇たたずんでいると、カラコロという乾いた音が鳴り響いた。

　やってきたのはテンガロンハットを被かぶった白骨。異世界で倒れた多くの人々の亡なき骸がらを寄せ集めた集合体、【スカルウェーブ】だった。

『また何か、とんでもない事考えてんじゃねえだろうな』

「ぶー。……なあ【スカルウェーブ】」

　ぶーぶーは遠くを眺めたまま、ぽつりと呟つぶやいた。

「死ぬって、どんな気分なんだ？」

『さあね。実際にゃあ俺は死人の人格をエミュレーションしただけの紛まがい物ものだ。死の後に構築された存在であって、死の瞬間そのものを通り抜けた訳じゃあない。聞いた話を伝えるだけなら、俺じゃなくてもできるはずだ』

「……、」

『ひょっとして、俺が案外何でもないと言ったら運命を受け入れるつもりだったのか？　言っておくが、問題の核はそこじゃない。ぶーぶー、これはお前さんの人生だ。ここは死にゆく者がなんて思うかよりも、後に残されるお前さんがなんて思うかを軸に考えるべき場面なんだよ』

「ベアトリーチェは、ぶーぶーと一緒にいられなくなるくらいなら潔いさぎよく死ぬって言ってる」

『強いね。また随分とこじらせているようだが、そんな話は誰もしていない』

　白骨は肉も皮もない腰に両手を当てる仕草をしながら、

『いいか、【冥めい府ふ】はもうない。このグランズニールで死んだ人間は俺が全部束ねる事になる』

「……？」

『何もベアトリーチェの人格をエミュレーションするって意味じゃないぞ。もっとシンプルに考えよう。もしもあの子が死んだら、その体は骨となって俺の一部となる。あの子は俺の一番近くに寄り添って、同じ【スカルウェーブ】と呼ばれるようになるんだ。お前さんはそんな末路に耐えられるのか？』

　言葉はなかった。

　だがぶーぶーの巨体から思わず放たれた『圧』のようなものだけで、テンガロンハットの白骨は満足そうに頷うなずいた。

『……ちゃんと分かっているじゃあねえか』

「ぷ、ぷきー？　つまり何がどういう事？」

『ベアトリーチェという存在を、横から奪われたかねえだろ。それが運命だ仕方がないだ言われても、納得なんかできねえんだろ。集落襲われて親も兄弟もみんな殺されて、それでも立ち直ってきたお前さんだって、ここだけは抑えられない。奪われる事壊される事が当然の人生だって、耐えられない境目ってもんが確かに存在する。だったら、その気持ちは本物だよ。そいつに勝るものなんかこの世にあるか。天の神様が決めたとしても、当の本人が諦めちまったとしても、お前さんがお前さんに与えられた人生の中で他に道を譲る理由なんかあるものか。正直になれよ。正直になって、やるべき事が何かを見据えりゃ良いい』

　黒い気持ちだった。

　ドロドロとした嫌なものだった。

　食べるため、生きるため。

　それ以外の暴力を禁じてきたぶーぶーにはありえない心の動きだった。

『ふざけんなよ。何が悪いものか』

　追い詰められて噴き出した破れかぶれの衝動かと考えて恐れおののく怪物だったが、そんな彼を見て、【スカルウェーブ】は一笑していた。

　テンガロンハットを片手で押さえて白骨は確かにこう言ったのだ。




『男が女に恋する事が、悪いはずがあるか』




　時間が止まっていた。

　自分の中で煮えている『訳が分からないもの』が名前の書かれた箱の中に詰め込まれ、そういうものとしての処理が始まる。居心地の悪い沈黙に耐えるようなもどかしさがぶーぶーの全身で暴れ回り、しかし、逃げ場なんてあるはずもなかった。

　恋とはそういうものだ。

　自分で自分の手綱を操れる程度の気持ちでは、ハナから恋などとは呼べないのだ。

『善ぜん悪あく好こう悪お、全部どうでも良いい』

　死の先にいる存在はそう言った。

『馬鹿でも、愚かでも、足りなくても良い。お前さんの中にそいつがあるのなら、たったそれだけで、お前さんは世界のてっぺんに立ってる。勝ち組だ。そして他の誰が否定しようが、そいつを手に入れるまでの道のりに、無駄なんか何もねえ。何一つ。何故なぜなら、その道の作り方に決まった手順なんかねえからだ。人の数だけ道のりがあって、その全部が、誰も踏ふみ躙にじっちゃあならねえ完璧な正解だからだ』

「……、」

　ピンとこない、ピンとこない、理解できない。

　数秒前のぶーぶーなら、思わずそう返していたかもしれない。過去に何度もそうしてきたように。日々を漫然と暮らしてきたように。

　だけど、今は違う。

　もう彼は、周回遅れなどではない。世界の最前線に立っている。

『失うのが怖いか。奪われる瞬間を想像するだけで暴れ回りたくなるか。だったら、本当に何をすりゃ良いいのかを考えろ。場当たり的な暴走でも感動的な諦めでもない。男ってなあ、恋のためなら命を投げ捨てられる事くらい誰だって分かってる。なら可能か不可能かなんてひとまず横に置いて、全部の手札を並べて、恋する誰かのために何をすりゃあ良いいのかを考えるんだ』

「……、」

『こいつは、どれか一枚を選ぶって話じゃあない。選べるものと選べないものを仕分けたか？　だったら、選べなかったカードがある事がもう頭に来るだろ。大切な人が苦しんでるのに、現実なんて壁に阻はばまれて挑戦する前から勝手に手を引いちまった弱気な自分が殺したいほど許せないだろ。さあ、もう一度全部シャッフルしよう。改めて全部広げて眺めてみよう。……お前さんは、何を選ぶ？　弱気な自分ってのに怒りを覚えたぶーぶーが手に取った、まさに「それ」が、お前さんが本当に一番やりたい事だよ』

　ぐしっ、とぶーぶーは鼻を鳴らした。

　大きな手で目元を擦り、もう一度、改めて人間達の集まる宿屋街を見据える。

『今度の今度こそ、やりたい事は見つかったかい？』

「ああ。できる事をやろう。ベアトリーチェはそう言ったけど、それはきっと正しい答えじゃない。そんなのじゃ誰も満足なんかしない」

　もう、迷子の顔はなかった。

　瞳に宿る光が揺らぐ事はなかった。

「……できない事をやってみる。多分それが、ぶーぶーの正解なんだ」
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　ずんっ!!　という低い震動があった。

　何事かと辺りへ目をやった人々は、そこであまりの異常事態を目まの当あたりにする。

「ぶー……」

　四メートル弱の巨体を誇る、人身豚面。莫ばく大だいな筋肉の塊である灰色の【イベリコオーク】が、真っ向からこの宿屋街を目指しているのだ。

　地球からやってきた人間達の拠点である宿屋街には、特に高い塀などはない。【ブレイクニュース】など一部の例外はあるものの、それだけ人間達が【魔法】という火力を信用している証あかしだった。盾で防ぐのではなく、矛で突いて脅威を取り除く。それがこの街を利用し、この街を守る者達の【亜あ人じん】に対する基本方針とも言える。

　しかも、その【イベリコオーク】は単なる野生の獣ではない。言ってみれば、前科がある。軍隊崩れの【エルキアド】の猛攻からベアトリーチェ、フィリニオン、アルメリナ達を助け出すための乱闘だったとはいえ、そんな事情など説明の機会も与えられなかった。

　あの時は妖よう精せい達たちの女王【ストリオーナ】が災害級の力を発揮して結末を有う耶や無む耶やにしてしまったが、わざわざ忘れていた傷を抉えぐり直なおすような真似まねをすれば、記憶と記憶を連結させるのはそう難しい事ではない。

　あっという間に、浮ついたお祭り気分など吹っ飛んだ。

【冥めい府ふ】戦せんの爪痕が残る街は、蜂の巣をつついたような大騒ぎになった。

『止まれっ、そこで止まれえ!!』

『説得なんか無駄だ、大声で興奮させるだけだぞ。大盾隊、前へ!!　押さえ込んでから砲撃で対処。練習通りにやれば良い。最悪、死なない限りは【回復魔法】で何とかしてやる!!』

『ヤツは【ドラゴンイーター】、見た目よりずっと素早く動くわ。油断をしないように、まず捕捉し続けるのが基本よ。【呪じゆ詛そ】系けいのホーミングを忘れるな!!』

　まだ宿屋街に入る前だった。

　何もしなくても、たくさんの【兵へい輝き】がこちらに向けられていた。

【兵へい輝き】。

　ぶーぶーの大切な人の命を守るために、あればあるだけ欲しい物。

「ベアトリーチェを助けて欲しい……」

　搾り出すような声に、どれほどの勇気が込められていた事か。

　楽しそうなお祭りがあっても避けるように距離を取っていたぶーぶーにとって、己の主義信条を曲げて見知らぬ他人へと近づき、その頭を下げる行為がどんなに心臓を暴れさせる選択だった事か。

「お願いだからみんなの力を貸して!!　少しの間で良いい、【兵へい輝き】を見せて欲しい。それで、それだけでっ、ぶーぶーの大切な人の命を守れるから!!」

　当然のように、返事などなかった。

　ガカァッッッ!!!!!!　と、落雷のように凄すさまじい閃せん光こうが複数、真正面からやってきた。破壊力などない、こけおどしの【魔法】。強烈な光によって相手の視界を眩くらませる事だけが目的であり、本命は自分の体を全部覆い隠せるほどの大きな盾を構えた完全武装の騎き士し達たちだ。

　横一列に並んで壁を作ったまま突っ込んでくる大盾隊。

　わずかに稼いだ時間を使って、確実に距離を詰めるのが目的だ。

　もちろん、視界を潰された程度で【イベリコオーク】の戦闘が止まる訳もない。聴覚や嗅覚、使える器官は他にいくらでもある。腰に下げたままの丸太や鉄骨のように太い【兵へい輝き】を振り回せば、向かってくる騎き士し達たちの隊列など一撃の下に蹴散らせた事だろう。

　だけど、やらない。

　恐怖に耐えて歯を食いしばったまま、複数の大盾の突撃を真正面から受け止める。

　無視して、叫ぶ。

「【兵へい輝き】が人間にとってどれだけ大事かは教えてもらった!!　それを預ける事は命を預ける事なんだって。だからそう簡単に貸してくれる人なんかいないって!!　だから、簡単になんか頼まない。ぶーぶーは命を張ってお前達に信用してもらう！　預けても大丈夫なんだって、命なんか取られないって!!　だから……!!」

　言葉が、途中で途切れた。

　大盾も大盾で、角を使って殴りかかれば強烈な一撃を見舞う事ができる。しかし大盾隊はあくまでも足止め役でしかない。

　本命は後方から放たれる砲撃。

　ドッッッガッッッ!!!!!!　と。爆音と共に巨大な炎の塊がぶーぶーの眉間に叩たたき込こまれた。いかに強きよう靭じんな筋肉で全身を覆われている【イベリコオーク】とて、一切の回避行動を取らなければ限界は生じる。くわんっ、と揺れる頭部。意識を必死に繫つなぎ止とめようとするぶーぶーの右目を、割れた額から流れ込んだ血が塞いでいく。

　視界の半分を失いながらも、なおぶーぶーは叫ぶ。

「たすけて。ベアトリーチェを、助けてぇッッッ!!!!!!」

　二発目、三発目が容赦なく飛来した。

　周りに群がっていた大盾隊をも誤爆で吹き飛ばしながら、ぶーぶーの巨体が立て続けに【魔法】の大技で揺さぶられる。分厚い皮が削れ、血ち飛沫しぶきが舞う。

　……戦って奪う選択肢も、あったかもしれない。

　だけどぶーぶーはその道を選ばなかった。多くの犠牲の下に救われたベアトリーチェには、先がある。その後の未来を恨みと後悔で塗り潰させる訳にはいかない。

　自分の命は二の次だと、ベアトリーチェは言った。

　ぶーぶーも同じだった。

　彼女の未来を明るいものにできるなら、彼は自分の命など惜しまない。

「……【兵へい、輝き】……を……」

　爆音が、いつまでも続いていた。

　延々と大技を繰り出し、後方の砲撃隊が精神的な疲弊で息切れすら起こす中、鉄てつ錆さび臭くさい味ばかりが広がる口を動かして、ぶーぶーはそれでも言葉を洩もらしていた。

「ちょっとの間、貸してくれれば良い。ぜったい、ぶーぶーは……きちんと、返すから……」




　震動があった。

　ついに限界が来たのだ。




「……べあと……」

　言葉が、途切れる。

　前のめりに、怪物の巨体が崩れていく。

「たす」

　一方で。

　遠くから見ていた掌てのひらサイズの【妖よう精せい】メリディアーナが、青い顔をして叫んでいた。

「すっ、【ストリオーナ】様!!　ぶーぶーさんがっ、早く、何とかして、ああ、今は気を逸そらすだけで良いい、とにかく人間達の注意をよそに向けないと……!!」

「待て」

　呆あきれたように息を吐いて、【ブレイクニュース】の一角は短く遮った。

「……焚たきつけた骨野郎は後でぶん殴るとして、あれはぶーぶーが自分で決めた壁だ。だとすれば自力で乗り越えねばならん。ここで手を差し伸べても、あやつの心が腐るだけよ」

「そんな精神論の話じゃなくて、今この瞬間に殺されちゃったら何の意味もないじゃないですかあ!!」

「さあて、そいつはどうかな」

【ストリオーナ】の言った通りだった。

　うつ伏せに倒れていった灰色の怪物を見て、むしろ砲撃を叩たたき込こんだ張本人が顎まで伝う汗を手の甲で拭いながら、怪け訝げんな顔をしていた。経験の浅いルーキーどもは吞のん気きに喜んでいるが、歴戦のカンスト組ほど異変を肌身で感じていたのだ。あれだけ頑丈ならば、回避を考えず真正面から突っ込んだだけで砲撃隊まで手が届いただろう。一発一発は強力だが発動までに時間がかかる彼らは、接近されればその時点でおしまいだ。なのに相手はその場に留まり続けた。自らチャンスを棒に振って。最後の最後まで腰の【兵へい輝き】を抜かず、世よ迷まい言ごとを吐きながら。溺れる者は藁わらをも摑つかむというが、この怪物に生物的な本能は備わっていないのか。確実に迫る死を前に、武器を抜かない選択などありえないというのに。まるで洗面器の水だけで自殺する人間を見るような、得体のしれない度胸が見る者の背筋を震わせる。

　誰も。

　トドメを、刺さなかった。

　全身血に濡ぬれていないところを探さない方が難しいほどの有り様だった。息があるのかどうかも分からない。だが、何故だか無防備に倒れる巨体を見ても、誰も近づかない。死骸を遠くに捨てに行こうとも考えない。歩いて三日で一周できる程度の小さな島だが、宿屋街の外ではきちんとした弱肉強食のルールが横たわっている。自分の足で立つ力を失った動物なら、他の獣に喰くわれて勝手に処理してくれるとでも考えたのか。

　いいや。

　もっとシンプルに、終わらせたくなかったのかもしれない。

　この続きがどうなるか。見てみたかったのかもしれない。

「……、」

　即席の大盾隊として協力していた一人もまた、黙ってその場に留まっていた。

【浄騎士】と呼ばれる男だった。

　彼はしばらくその場に立って、血みどろになった怪物を眺めていた。

「どうしたんすか。もう終わったんでしょ」

「とっとと戻って飲み直しましょうよ」

　同じように大盾を持つ連中から背中に声を掛けられても、【浄騎士】は動かない。圧倒的な格下。力関係のはっきりした相手からのフランクな声であっても、無視してその場に留まってみると、ちくりとした罪悪感に似た引っかかりを感じる。

　それを、これだけの敵意を前に。

　一体この怪物の目的は何だったのだ、と【浄騎士】は考える。何かの陽動でない限り、あんな真正面からの自殺行為に走る理由がない。たとえ陽動にしたって、腰に差した【兵へい輝き】を振り上げなかった理由にならない。

　まさか。

　本当に、何もなかったのか？

　ベアトリーチェを助けるために、みんなの【兵へい輝き】を貸して欲しい。

　意味不明な言い分だったが、それしかなかったのか？

「どうしたんすか？　何かの皮算用とか。こいつ、首もらっちまえばトロフィーとして自慢できますかね」

「このブタ野郎、生意気にも人間様の【兵へい輝き】を下げてやがる。へっへへ、質しちに入れればいくらかの歯車になるかもしんねっすよ？」




　ゴンッッッ!!!!!!　と。

　金属のぶつかる派手な音が響いていた。何故なぜ、馴な染じみの顔をぶん殴ったのか。それは【浄騎士】にも分からなかった。
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「ぶーぶーよ」

　名前を呼ばれて、【イベリコオーク】はゆっくりと目を開けた。

　辺りはもう暗闇に包まれていた。

　そして変わらぬ月を背に、小柄でグラマラスな肢体を赤いネグリジェとナイトキャップで着飾った【吸血鬼カリカンザロス】がこちらの顔を覗のぞき込こんでいた。

「……惜しい。もう少し目を覚ますのが遅かったら、この牙で嚙かみつく口実ができたのだがな」

　照れ隠しなのかどうかは分からない。

　何故なぜだか小さな少女が腰掛けているのは、木を組んで作った簡素な台車であった。

　ともあれ、全身傷だらけのぶーぶーがむくりと身を起こすと、そこは先ほどいさかいを起こした場所だった。

　そしておかしなものがあった。

　剣、槍やり、斧おの、弓、棒、槌つち、鞭むち、杖つえ、そして盾……人間達の作るありとあらゆる武器防具が、ぶーぶーの背丈よりも大きな山を作っていたのだ。

【兵へい輝き】。

【魔法】という技術体系を支える制御デバイス。異世界においてこれを預けるという事は、己の命を預けるに等しい行為と呼ばれていたはずのモノ。

「これは……？」

「昼の間の話など知らん」

　これらを運ぶために用意されたのか、台車の上に腰掛ける赤いネグリジェの金髪少女はバッサリと切り捨てた後、

「だが魔王ツェリカが何かしら裏から手を回したようだな。あの毒婦、オーバー・ザ・ウォールだったか、向こうの地球では一部神として信仰されているらしい。地球の勢力図はそのまま宿屋街でのパワーバランスに直結する。地球を裏から操る秘密結社から信仰されているのなら、同じように宿屋街での善悪をコントロールする事もできるだろう。水面下での根回しで多数派をもぎ取ってな」

「？？？」

「……それにしても、一度無抵抗のぶーぶーを思う存分攻撃させてから、裏から手を回して協力するよう説得に入るか。無言の行動ですでにぐらついていたところへ、信頼できる者からの後付けの答え合わせ。まるで精神的な挟撃だな。それはそれは、実際手に掛けてしまった者からすればさぞ罪悪感を刺激された事だろうよ。……あの毒婦、やはり根っこは魔王だな。どこぞの腐れ縁の女王の方がずっと可愛かわいく見える」

「ぷひゅ、ぷきー……。ちょっと見えてこないけど、けほっ、つまり【カリカンザロス】は【ストリオーナ】がカワイイの？」

「ぶひゅぶわっ!?　いいい一体何をどうしたらそんな結論が導き出されるのだ!?　だれがっ、誰があんな腐れ縁、げばごほっ!!」

　顔を真っ赤にして激げき昂こうする【吸血鬼】を放って、座り込んだままぶーぶーは【兵へい輝き】の山へ目をやった。

【賢者】が並べた無理難題は解決できた。

　これで今度の今度こそ、ベアトリーチェの【兵へい輝き】を直して彼女を地球に帰してやる事ができる。そうしたら、もうベアトリーチェは苦しまなくて済む。

　見えてきた。

　ギリギリだけど、ようやっと終わりが見えてきた。

「して、ここから先が質問だ。先も言った通り、ツェリカは地球ではオーバー・ザ・ウォールの一角を支配する存在として、絶大な権力を有している。そいつとコンタクトを取っても理解できなかった部分について、ぶーぶーと意見を詰めていきたい。周辺からの情報を聞いた限り、おそらく最もヤツに近づいていたのはそなただろうからな」

「？」

「【賢者】はどこにいる？」

　死の象徴ははっきりと告げた。

　ようやく希望の光を見たぶーぶーに、改めて底なしの暗黒を示すように。

「ツェリカの情報網をもってしても見つからない。あの【賢者】なら妥当かもしれんが、ヤツは具体的に地球のどこへ消えた？　それと確認しておくが、刻限までにはこちらへ戻ってくるのであろうな」




　　　　　16




　がらがらと木の車輪が山の斜面を進む音が続いていた。

　たくさんの【兵へい輝き】を積んだ台車を引くぶーぶーは、とりあえず山の中腹にあるぶーぶーの家まで戻っていく。

【涙の洞窟】は、ツェリカの宝物庫でもある。

　その白い魔王も知らないとなると、後の候補はここくらいしかない。

　だけど、気配もなかった。

　焚たき火びの一つもない。テントのような葉っぱの家も静まり返っている。

「……、」

　もうダメだった。

　崩れ落ちた。

　……そもそも【賢者】はベアトリーチェにコールドスリープを施する提案をしてから、地球に向かっている。リミットの件はいったん無視して、じっくり事を構えるつもりだったのかもしれない。だとすれば、この行き違いの原因はぶーぶーにもある。ぶーぶーが【賢者】にもベアトリーチェにも自分の意見を押し通す事ができず、あっちにふらふらこっちにふらふらを繰り返してきたからこんな事になった。

　土ど壇たん場ばで勇気を出したって、もっと早い段階で致命的な枝分かれが発生している可能性だってあったのに。

　破滅の流れに乗った後に足あ搔がいたところで、どうにもならないのに。

「どうして……」

　身も世もなかった。

　台車を引くための手すりの部分に寄りかかりながら、鼻を鳴らして泣くしかない。

「……どうしてッッッ!!!!!!」

　目に見えない運命なんかない。意地悪な神様なんかいない。どれだけ後悔に焼かれて体を震わせたって、結局これがぶーぶーなのだ。集落襲撃の時もそうだった。知らないところで全部決まっていて、ぶーぶーが気づいた時には終わっていた。彼が事態に気づくずっとずっと前から、最後の分岐は通り過ぎていたのだ。いつもそうだった。奪われる事が壊される事が当たり前？　そんなの、そうなる前に手を打って回避できないのが悪い。自分の鈍さが呪わしかった。どうにもならない周回遅れの思考が許せなかった。

　立ち止まってもいられないのに、行く先がない。

　どん底まで打ちのめされたぶーぶーはただ己の帰き巣そう本ほん能のうに従うように、ただのろのろと大きな葉っぱで作ったテントのような家に向かってしまう。

　同じだった。

　肌着一枚に毛布。ベアトリーチェはただ寝かされたまま、どこにも数字のないリミットを待っていた。

　都合の良いい変化なんか、なかった。

「どう、したの。ぶーぶー？」

「ベアトリーチェ……」

　自分が今どんな顔をしているか、ぶーぶーには分からない。

　とにかくすがりついて、震える声を隠す事もできずにこう呟つぶやいていた。

「大丈夫だからな」

　言う。

　言うしかなかった。

「見ろ、ぶーぶーは『宿屋街』のみんなと話をつけてきた。人間のみんなが命よりも大切な【兵へい輝き】を貸してくれたんだ。だからもうへっちゃらだぞ。後は【賢者】が何とかしてくれる。何も心配いらない、絶対に元気になるからな」

　それはもう、使えない解決法だった。

　些さ細さいな行き違いによって、その【賢者】がどこにいるかも分からなかった。

　ぶーぶーは、怖かったのだ。

【ドラゴンイーター】とまで呼ばれた彼は、怖くて怖くてたまらなかったのだ。

　何もできない、してやれる事はない、思いつく限りの全てをやっても助けられない。

　そんな言葉を口に出してしまう事で、何かが確定してしまう……という漠然とした恐怖が彼の全身を包んでいたのだ。

「ええ……」

　自分の身を起こす事もできないベアトリーチェは、寝かされたままうっすらと微笑ほほえんでいた。

「それは、ほんとうによかった」

「……ベアトリーチェ」

「私達以外の、人間と話す勇気ができたんだね、ぶーぶー。そんなボロボロになって、苦しかったでしょう？　でも、本当に良かった。ぶーぶーがそうやって前に進めたなら」

「ベアトリーチェ？」

「……私がいなくなっても、もう、寂しくないね。ぶー、ぶー……」

　笑っていた。

　儚はかなく笑ったまま、ベアトリーチェの頭が小さく揺れる。

　そのまま、束つかの間ま浮ふ上じようしていた意識が、落ちた。

　まるでそちらの方が自然であるかのような振る舞いで。

「……ん、な、訳あるか」

　やがて。

　ぶーぶーは己の唇を嚙かみ締しめて、そう呟つぶやいていた。

「そんな訳あるか」

　一ひと言こと洩もれてしまえば、もう止まらなかった。

　彼の中で、何かのダムが決壊したのかもしれなかった。

「ふざけるな!!　やだ、嫌だよッ!!　ベアトリーチェじゃなくちゃ意味がないんだ！　他の人じゃ代わりになんかならないんだ!!　ぶーぶーは、ぶーぶーはな……」

　応える者なんか誰もいない。

　一千の木に印をつけても、ぶーぶーより頭の良いい人間達が集まっても、宿屋街のみんなが大切な【兵へい輝き】を預けてくれても。

　それでも。

　過酷な現実は、ぶーぶーから全てを奪っていく。

　叫ぶしかなかった。

　この理不尽に、ありったけの力を込めて慟どう哭こくするしかなかった。

「お前が一番なんだ。お前が笑ってくれなくちゃダメなんだよお!!」

　と。

　その時だった。

「……？」

　ぶーぶーはふと顔を上げた。

　チカチカと、淡い光が明滅していた。同じ葉っぱのテントの中からだ。先ほどまではなかった……ような気がする。赤い光は大きなものではないが、不安定だった。ひょっとしたら火かもしれない。寝かされている今のベアトリーチェは自分の身を守れない。ランプが倒れて出火しただけで、命に係わる。

　しかし、そこにあったのは予想外だった。

　油を使ったランプなんてなかった。

　光源は、ベアトリーチェの隣で機能停止したまま寝かされているはずの、最終兵器アビスからだった。胸の下の辺りで赤い三角形のような模様が浮かんでは消えている。何かしらの警告なのか、ぴったりと体に張り付くような黒い装束の各所にあるラインも赤に色を変えていた。

「アビ、ス……？」

　呟つぶやいた直後だった。

　赤い光の明滅から目を離せなくなっていた。それはぶーぶーの心臓の鼓動と全く同じリズムを刻んでいた。いいや、本当に最初から光などあったのか。頭の裏側に直接焼き付けられるような警告の赤三角から目を離せないぶーぶーの脳みそに、こんな声があった。




　ABYSS//申し訳ありません。私には最初から、こうなる事が計算できていました。




　抗あらがえない。

　指一本動かせない。

　ぶーぶーは知らない。かつてベアトリーチェ、フィリニオン、アルメリナの三人がバーチャルを利用して地球の終わりを一足早く体験していた事を。つまり、体の前にまだらな銀髪を二束乗らすアビスには生体の脳とリンクする機能が実装されていた事を。




　ABYSS//外れてくれれば僥ぎよう倖こうと思いましたが、世界の優しさに期待し過ぎたようです。

　ABYSS//これより先は、冷たい話になります。

　ABYSS//ぶーぶーさん、ベアトリーチェさんを助けたいですか？




「方法が、あるなら……」

　ぎぎぎぎちぎちぎち、と全身の筋肉が軋きしんだ音を立てる。

　何かしらの『支配』が継続している中、人身豚面はそれでもゆっくりと、確かに、大きな頭を縦に振っていた。

「……そんな都合の良いい方法があるなら、ぶーぶーは何でもするッ」




　ABYSS//それはとても恐ろしくて、とても残酷な事。

　ABYSS//ベアトリーチェさんの救われた後の世界を、あなたは見られません。

　ABYSS//それでも彼女を助けたいですか？




　答えるまでもなかった。

　無言の沈黙を回答とみなした最終兵器が、話を先に進めていく。




　ABYSS//ベアトリーチェさんの【兵へい輝き】を直せないなら、新しいものを調達すれば良い。

　ABYSS//ぶーぶーさんには最初からそれができます。

　ABYSS//あなたが腰に差している得物もまた【兵へい輝き】。

　ABYSS//誰も使っていないフリーの【兵へい輝き】の設定プロファイルを新規作成するのです。




　ぶーぶーには詳しい技術の話など分からない。だが疑問があった。【賢者】はそういう事はできないと言っていたような気がする。

　だがアビスの声には澱よどみはなかった。




　ABYSS//これが聞こえている時点で、すでにぶーぶーさんは資格を持っているのです。




「……しかく？」




　ABYSS//通常、今の私とコンタクトを取るには【兵へい輝き】相そう当とうの高度情報端末が必須です。

　ABYSS//ところがぶーぶーさんは無手のまま私とのアクセスを維持できています。

　ABYSS//【迷めい宮きゆう】セントラルシャフトで、私が自殺しようとした事を看破できたのは？

　ABYSS//死肉を寄せ集めて作り上げたディザスターと決闘の手順を交わせたのは？

　ABYSS//疑似的な信号で肉の器を操っていた【冥めい府ふの王】を見て哀かなしいと思ったのは？

　ABYSS//言葉は不要。

　ABYSS//あなたには、微細な電流を直接把握する力があります。

　ABYSS//そういう機能が実装されているのです。




　説明されても、実感なんて湧くはずがなかった。

　とにかく自分よりも頭の良いいアビスが太鼓判を捺おしている。

　分かっているのはそれだけだった。




　ABYSS//シミュレータの中では、同種の【イベリコオーク】は落雷を予見していました。

　ABYSS//【兵へい輝き】にあった魂は、どうやってあなたから体の制御を奪ったのでしょう。

　ABYSS//人工大気圏の壁の破壊時、パリパリという違和感はありませんでしたか。

　ABYSS//全ての出来事には意味があったのです。




　ぶーぶーには知しる由よしもない。そもそも朱あかい【イベリコオーク】達はスパコン級の頭脳を駆使して【兵へい輝き】相そう当とうの演算を実行し、【ゲート】にハッキングを仕掛けて地球侵攻への足掛かりとしようとしていた事を。ただしその場合、頭の中の計算だけではダメなのだ。具体的な信号のやり取りができなければ、そもそも【ゲート】の操作には手が届かない。




　ABYSS//おそらくは、元々対アビス用の秘密兵器の一環でしょう。

　ABYSS//【イベリコオーク】は私と戦うため、多くの生物の長所を取り込んできた。

　ABYSS//そうした中に、自ら発電する電でん気き魚うおなども含まれていたのではと。

　ABYSS//私を制御する電気を深く理解するためか、じかに破壊するためかは不明ですが。




　突然言われても、やはりぶーぶーには扱い方など見当もつかない。

　いいや、誰にも分からないのかもしれない。

　強きよう靭じん過すぎる自分の筋繊維の一本一本までコントロールして自滅を防ぐ【イベリコオーク】。彼らをもってしても秘ひ奥おうの中の秘ひ奥おうなのかもしれなかった。




　ABYSS//フリーの【兵へい輝き】を摑つかんで、強く念じればよいのです。

　ABYSS//必要なのは、ベアトリーチェさんを持ち主として新規登録する事。

　ABYSS//ぶーぶーさんの頭の中にあるベアトリーチェさんの像を注そそぎ込こめば解決する。

　ABYSS//いつでも間近で見てきたあなたになら、それができるはずです。




　だけど、それだけでは終わらないはずだ。

　最初にアビスは言っていた。

　ベアトリーチェの救われた後の世界を、あなたは見られないと。




　ABYSS//あくまで電でん気き魚うおは、取捨選択の結果弾はじかれた、潰ついえた可能性に過ぎません。

　ABYSS//ぶーぶーさんには退化した芽があるだけで、特化した生体を整えた訳じゃない。

　ABYSS//無理に力を使えば、自らの生んだ電流に自らの肉体が感電します。

　ABYSS//電気を逃がす方法を知らない【高圧ウナギ】がどうなるかは自明の理。

　ABYSS//よって、これは諸もろ刃はの剣つるぎなのです。

　ABYSS//あなた自身の手によって、あなた自身の肉体を破壊する。

　ABYSS//その犠牲によってベアトリーチェさんを救うしかないのです。




　救う方法は、ある。

　ぶーぶーが一つの決断をすれば。

　知る前と知ってしまった後とでは話が違う。

　溺れる者は藁わらをも摑つかむのだ。

「……、」

　その意味を考えて。

　しかし、やはり。ぶーぶーはそっと笑ったのだった。




　ABYSS//すみません。




　何故なぜだか謝罪の言葉があった。

　直後に拘束が解けた。

　最終兵器アビスには、もうどこにも光はなかった。本当に光っていたのか、ぶーぶーに幻を見せる作用があったのか、それは当の本人にも結論が出なかった。

　頭の中に響く声も、今はもうない。

「大丈夫……」

　それだけ、ぶーぶーは呟つぶやいていた。

「……何も謝るような事じゃない。お前はぶーぶーの恩人だ」

　時間がない。

　体の震えに躊ちゆう躇ちよしている場合ではない。

　ベアトリーチェを助ける方法がある。

　ゆっくりと息を吸って、そしてぶーぶーは腰にあった丸太や鉄骨に似た【兵へい輝き】を一気に引き抜いた。

「ぶー、ぶー……？」

　声があった。

　アビスがどうして謝ったのか、ようやく彼は理解できた。浮き沈みのようにぶつ切りを繰り返す少女の意識が、再び、小さく、浮かび上がっていたのだ。頭の中に響いた声が起き上がる事もできないベアトリーチェにも届いていたかどうかは分からない。だけどぶーぶー側から放っていたのは、普通の言葉だ。断片的であっても、何か不穏な事が始まろうとしているのは摑つかんでいるかもしれない。

「もう心配いらないぞ」

　ぶーぶーは淡く笑った。

「今度こそ、今度の今度こそ、ぶーぶーはお前を助ける。だからもう、痛みに震える必要なんかないからな……」

　ベアトリーチェは、ゆっくりと首を横に振っていた。

　そんな事は望んでいないと、今ある力をありったけ振り絞って伝えようとしていた。

　分かっていたが、聞かない。

　この少女がそうしたように、ぶーぶーも自分の人生を貫く。命よりも大切なものを守り抜くため、最後まで自分の力で走り抜ける。そう決めた。

　その正体は恋だと、【スカルウェーブ】は看破した。

　口に出そうとして、息を吞のみ、しかし黙り込む。これは、自分で分かっていれば良い事だ。何かに甘えてぐずぐず悩むためにこんな気持ちを抱えたつもりはない。だから、飲み込んだ。ぶーぶーは自分の中に芽生えつつあった小さな想おもいを、踏んで、潰して、そして最後の一歩を突き進んだ。




　助ける。

　この手で世界よりも重たい大切な人の命を、絶対に助ける。




　それは小さな奇跡か。

　あるいは悪魔の行いか。

　両手で巨大な【兵へい輝き】の柄を摑つかみ、垂直に立てると、丸太や鉄骨に似た打撃部分に自分の額を押し当てて、そしてぶーぶーは腹の底から絶叫する。

　いったん始めてしまえば、後は早い。

　雪崩なだれ込こむようであった。頭のてっぺんからお尻の下まで、一直線に何かが突き抜けていった。得体のしれない青白い閃せん光こうがいくつも瞬またたき、自分の肉が焼けていく嫌な匂いが立ち込める。

　ぶーぶーには自分の状態を確かめる術もなかった。視界全体が真っ白に塗り潰されていく。内臓の一つ一つが勝手に蠢うごめき、体表から体の芯までが自らを引き千切るようにして暴れ回る。

　痛み、という感覚ではなかった。

　筋肉の痙けい攣れんが止まらない。呼吸をしている自覚すらない。心臓は不規則に荒れ狂い、頭の中がボロボロの虫食い状態に変じていく。一度抜け落ちてしまった場所は、どれだけ思い出そうとしてももう何も出てこない。いいや、そもそも思い出そうとする事すらできない部分すらあるかもしれない。壊れていくのは、筋繊維か、神経節か、骨格か、臓物か、心か、命か。もどかしくてもどかしくて仕方がない中、それでも一番大切な人の像だけは強く強く念じていく。世界の柱がそれだけになる。もう最初の目的さえ忘れてしまいそうになった。何もかもを見失う前に、自分の魂の芯の部分に残った少女の笑顔を巨大な【兵へい輝き】の中へとぶち込んでいく。

　みぢっ、と何かしらの幻聴が聞こえた。

　垂直に立てた丸太や鉄骨のような【兵へい輝き】を挟んで向かい側。まるで何かがいるような圧がある。それは四本足の獣であり、全身びっちりと鱗うろこに覆われた巨大魚であり、その翼でもって大空を支配する怪鳥であった。【イベリコオーク】が今日ここに至るまで取り込んできた全てが次々と形を変えながら、声にならない声を発している。言葉の意味は伝わらずとも、込められた感情は如によ実じつに突き刺さってくる。

　やめろ。

　引き返せ、と。

　それはひょっとしたら、ぶーぶーの命を支える太い柱のようなものだったのかもしれない。あらゆる生き物は文字通り生きる者だ。まずはそこが第一。己の力だけで、自らが生き残ろうとする心に勝つ事はできない。なまじ最強であればあるほど、ぶーぶーの生き残ろうとする圧も強きよう靭じんになるのかもしれない。今まで激闘の中で彼を突き動かしていた原動力が、ここにきて足を引っ張ってくる。

　でも、だけど、だ。

　大きなテントのような形の葉っぱの家、その外から、微かすかな気配に似たものがあった。存在感を放っているのは、数にして一千以上の何か。すぐにぶーぶーは悟った。それは宿屋街のみんなが預けてくれたたくさんの【兵へい輝き】だった。ぶーぶーのお願いを聞いてくれて、ベアトリーチェに生き残って欲しいと思ってくれたみんなに貸してもらった力だった。

　今、彼は単身で丸太や鉄骨のような【兵へい輝き】と接続しているのだ。

　どうして他の機種とは繫つながれないと断言できる。

「ぶーぶーは、やめない……」

　個体としての最強を引き千切る。

　一人ぼっちではできなくたって、みんなの力があれば先へ進める！

「ぶーぶーは大切な人を守る。そのための道を選ぶ！　これが、この選択が、ぶーぶーの考える最強なんだ!!」

　自分は死ぬ。それが分かる。でも、だからこそ自分が一番に想おもってきた大切な人の像を、笑顔を、その素晴らしさを、丸太や鉄骨にも似た【兵へい輝き】の中へと詰め込んでいこうと強く願う。そうすれば、何かを遺のこせる。花が散って実を落としていくように。

　無にはならない。怖くなんかない。

　埋まる。

　空白に、埋まる。

　自らを支えてきた最強、さらにその先を見み出いだしたぶーぶーには、もう何も残っていなかった。くわん、と。一度揺れた頭は、もう元には戻らない。あれだけ強きよう靭じんだった骨格も筋肉も、己の体重を支える役にすら立とうとしない。後ろに向かって倒れていくぶーぶーには、そもそもバランスを取らなくてはならない理由も考えられなかっただろう。

　全身がくまなく焼き切れていた。

　終わっていた。

　いつしか絶叫は質が変わっていた。ぶーぶーの喉はとっくに震える事も忘れていた。おそらくは、寝かされている少女からのものだろう。だが恐怖はない。ぶーぶーはどうしてそんな甲高い音が響いているのかも理解できなかった。

　倒れれば、終わり。

　残りかすのようにこびりついた何かも、粉々に砕け散る。

　分かっていても、ぶーぶーは抗あらがわなかった。

　抗あらがおうとする力も、すでになかった。

　でも。

　だけど。

　視界全体が崩れ落ちる寸前、ぶーぶーは子供のように顔をくしゃくしゃにして泣く少女を見て、わずかに笑った。

　笑った理由は思い出せない。

　だけど彼は消失のその瞬間に、もう意味も分かっていない音の羅列を口からこぼしていた。




　もうだいじょうぶだ、と。
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　人の足でも歩いて三日で一周回れる程度の、小さな島だった。

　陸も海も風ふう光こう明めい媚びで、のどかであっても退屈しない土地だった。




　そんな中を、一つの影が歩く。

　流れるような赤と銀の長髪が特徴的な、赤い鎧よろいに白いミニスカートが特徴的な【剣つるぎ聖せい女じよ】。ただし、その腰にはいつものレイピアはない。

　代わりに、丸太か鉄骨と見み紛まがうような大物を背中に負っていた。

　明らかに少女の体たい軀くとは合わない鈍器だが、その顔には苦痛の色はない。

　……場所はどこが良いいだろうか、と彼女は思う。

　色々見て回ったが、答えとなる場所はやはり一つしかなかった。

　そこは山の中腹にある、小さな丘だった。

　人間達の拠点となる宿屋街を見下ろす事ができる、彼がいつも佇たたずんでいたあの場所。

　どすっ、という小さな音があった。

　少女が大きめのスコップの先を、地面に突き刺した音だった。

「あらベアトリーチェ、もう体を動かしても大丈夫なんですか」

　少女の友人である【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンがそんな風に聞いてきた。

【剣つるぎ聖せい女じよ】は小さく刺したスコップの先を抜かず、そのまま引きずるような格好で丘を進みながら答える。

「どれだけ回復したか、グランズニールでも試してみたくてね」

「……そうじゃなくて、良いいのかよ」

　同じようにスコップを手にしていた【殴おう僧そう侶りよ】が、心配するような呆あきれるような、不思議な声色で聞き返してくる。

　少女の動きが止まりそうになるが、やはり。

　赤い鎧よろいの【剣つるぎ聖せい女じよ】は、最後の最後まで線を引いていく。

「大丈夫な訳ないよ」

　自分で大地に刻み付けた線を、開けた目線で改めて眺めていく。

　それは、四メートル弱もの体たい軀くがすっぽり収まるくらいの、大きな大きな四角形。

「……だけど、これは私がやらなくちゃ。私が看み取とって、きちんと送ってあげなくちゃならないの」

　一度決まってしまえば、後は早い。

　ざくざくと土を掘る音が続く。【パーセンテージ】系の【魔法】……つまり彼女が身に纏まとう装束の効果による土木重機並の膂りよ力りよくでもって、大自然の中であっという間に人工的な直線で作られた四角形が創り出されていく。

「死んで、終わって、そこでぶつ切りじゃない……」

　一言一言、嚙かみ締しめるような言葉だった。

　その大穴を掘る少女の胸の内は、おそらく誰にも分からないだろう。すぐ近くで共に背中を預け合ったフィリニオンやアルメリナにも、断言なんてできないだろう。

　できないと首を横に振る事が、最大の思いやりになる事もあるのだ。

　そうして。

【剣つるぎ聖せい女じよ】ベアトリーチェはこう告げたのだ。




「ぶーぶーは、それでも生きろと言ったんだから」













　　　終　章　祝福ある時間へようこそ







　その生き物は小さくて丸っこくて、ぬいぐるみのような体だった。

　短い手足を振って森の中を歩く彼は、普段だったらそこまで集落から離れようとはしなかったかもしれない。だけど、その日に限っては違った。何だか奥の方から楽しそうな声が聞こえてきて、ついついそちらに向かってしまったのだ。

　やがて。

　声の主を見つけて、灰色の人身豚面は思わず跳び上がっていた。

（ぷきっ!?　ニンゲン!!）

　人間は怖い。森を歩いていると石を投げてくる事もある。あれは憎んでいるんじゃなくて怖がっているんだよ、と集落では教えられていても、やっぱりいい気分がするものではない。

　気がついたら随分森の奥までやってきていた。

　急いで集落に逃げ帰りたいが、まっすぐ帰ると追い駆けてきた人間達に集落の場所を教えてしまうかもしれない。そうしたらみんなに迷惑を掛ける。でもやっぱり怖い。どうしたものかと右往左往していると、ごちーん!!　と派手な音が響き渡った。大きな頭を木の幹にぶつけてしまったのだ。

　こてんと後ろにひっくり返る。

　突然の衝撃に最初混乱が巻き起こり、それから遅れて当たり前の痛みがじわじわとにじり寄ってくる。

「ぷっ、ぷき……」

　いよいよ大粒の涙が浮かんでくる。

　やってはダメだと分かっていても、大泣きの衝動から逃げられない。

　と。

　その時だった。

　倒れたままの小さくて丸っこい塊の額に、そっと誰かの指が押し当てられた。

「大丈夫」

　優しい女性の声があった。

「小さなこぶはできているけど、その程度。すぐに痛みを除いてあげるからね」

　不思議な事に、本当に痛みは引いていた。

　だけどもっともっと奇妙だったのは、人間と思おぼしきその女性がこちらの顔を目撃しても石を投げてこなかった事だった。

　優しくされるのは慣れていない。

　両目をパチパチ瞬まばたきさせるぬいぐるみに、赤い鎧よろいに白のミニスカートを纏まとうその少女はくすりと笑ってこう言った。

「ほらもう大丈夫。男の子は泣かないの」

「ぷきー……」

　狐きつねにつままれたような顔で、短い手足を振り回してようやく起き上がる。気がついたら、大泣きの衝動は消えていた。この女の人と一緒にいると何だか気分がほっこりする。でもだからこそ、怖かった。この人が態度を豹ひよう変へんさせて、突然襲いかかってきたら。こんな優しそうな人に短い両手を突っ張って反撃しなくてはならないかもしれないのが、それだけで哀かなしかった。

「そんなに警戒しなくても平気よ。私はそなたに何もしない」

「ほんとうか？　お前大きな声を出したり、拳でぶってきたりしないか？」

「絶対にしない」

　噓うそをついているようには見えなかった。

　だから、小さくて丸っこいその幼子も覚悟を決めた。

　一歩だけ、前へ進もうと思う。

「んっ。ならお前の友達になる！　お前となら友達になれる!!」

　その言葉を聞いて、赤い鎧よろいに白のミニスカートの女性の笑みの質が変わった。笑っているのに哀かなしい目をした不思議な人だった。

　おーい、と遠くから呼びかけてくる声があった。

　さっきの人間達だ。

　しかし灰色の丸っこい影とは対照的に、その女性は特に体を強こわ張ばらせる事もなく、気軽に手を振り返した。

「だから何も心配いらないってば。あれは【白しろ魔ま女じよ】フィリニオン、あっちは【殴おう僧そう侶りよ】アルメリナ。他にも色々紹介してあげる。ふっふふ、人間だって悪くないって事を教えてあげよう」

「ぷーきー？　そもそもお前はなんていうお名前なんだ？？？」

　そして。

　丸太や鉄骨に似た巨大な【兵へい輝き】を背負った少女はもう一度こちらを振り返った。

　赤と銀の長い髪が印象的なその少女は、確かに笑ってこう言ったのだ。




「私は【剣つるぎ聖せい女じよ】ベアトリーチェという。よろしくね、少年」




　今日も少女達はグランズニールの【迷めい宮きゆう】を目指している。

　彼が繫つないでくれた命を胸に、異世界に立っている。
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　　　あとがき







　一冊ずつの方はお久しぶり、六冊目まとめての方は初めまして。

　鎌かま池ち和かず馬まです。

　ぶーぶーも六冊目。ついに最後の関門が顔を出しました。今回の敵は【イベリコオーク】、最初の一冊目から主人公達にとって強力なアドバンテージとして機能していた強きよう靭じん極きわまりない肉体の持ち主が、敵として大量に登場してくる格好となります。

　舞台、キャラクター、ガジェット共に、これまで登場した全てを注そそぎ込こんでみたつもりです。これまでの積み重ねを活いかせていると良いいのですが。

　強さとは何か。

　タイトルがタイトルですので、いっそ思い切りこじらせてから、改めてテーマに肉薄する形を取ってみました。直接的な戦闘はもちろんとして、人として、恋する異性と向き合うにつれて、様々な『強さ』を描く事はできないか、と思って全てを原稿に注いだつもりです。目次には載せる事のなかった第四章は特に顕著で、単なる腕力を超えた何かを表現するべく意図して三章までの流れから大きく舵かじを切っています。

　ぶーぶーの、そしてベアトリーチェの選択はいかがでしたでしょうか。

　真なる最強とは、善だから悪だからで外から行動を決められてしまうのではなく、そもそも力業で白を黒に、黒を白にできる存在だと思っています。この点に着目して彼らの行動を見直してみると、また違った側面が浮き彫りにされるかもしれませんね。自らの手でハッピーエンドを作り、どれだけ傷を負ってもハッピーエンドだった事にしてしまう存在。もしも何かの機会でセルフコラボが許されるならば、喝破するのかされるのか。これまた様々な主人公と激突させてみたいキャラクターになりました。







　ぶーぶーではシリーズ全体を通じて、とにかくインフレを恐れずにやってみる、というテーマを自分に設けてみました。

　本当に最強と最強をぶつけたらそこにどんなドラマが生まれるのか。

　カンスト組、【ブレイクニュース】、魔王、【賢者】、最終兵器、冷戦の英雄、【冥めい府ふの王】、三種王家、そして【イベリコオーク】など、最強の存在を示す単語がいくつも乱舞しているのもその一環。一冊一冊でテーマをリセットする訳でもなく、全体の巻数より最強を示す語の方が多くなるほどのインフレっぷりでございます。これ、簡単なようでいて普通のバトルもののロジックでは絶対にありえない事だったりします。そして普通ではできない事を試せるのが、とにかく楽しい。多数の最強が顔を出すため、各おの々おのを分類する大きな箱があっても『てっぺんの第一位』など、明確な序列が決まっていないのも普通に考えればおかしな事だったりします。それどころか地球から異世界にやってきた主要キャラのほとんどが、ハンドルネームのような通称ばかりで本名がほとんど明かされない。個人的には【サウザンドドラゴン】と【ストリオーナ】が同じ怪物の箱の中にぶち込まれてしまう辺りがギャップを見せられてお気に入りだったりするのですが、皆様の好みはどの最強でしょう？　複数のヒロインを登場させて相性占い的に弾幕を張る手法もあるのですが、こちらでは様々な最強を投入してどのカタルシスが琴線に触れるか、という試作を行っています。一人でも、ドンピシャの最強が見つかればこれ幸いです。

　様々な最強達が闊かつ歩ぽする異世界ですが、舞台そのものは割とほのぼのさせたかった、という狙いもありました。もちろん【迷めい宮きゆう】最さい深しん部ぶ、グランズニールという名前全体にも関わるアビスまわりの秘密を隠すためには牧歌的な風景にした方が良かったという都合もありますが、それ以上に、こちらについてはキャラクター単品でアクが強く、存在自体が臨時速報の名を冠する【ブレイクニュース】の通り道がそのまんま災害現場や戦場と化す、といった初期イメージがあったため、すでに風景の一部として【ブレイクニュース】込みで、と考えていたんですな。一〇〇〇メートルの竜が当たり前の顔で大空を飛んでゲリラ豪雨を撒まき散ちらしたら、もうそれだけでよそでは見られない特異な景色として成立してくれるよね、と。

　他、巻数を重ねるごとにぶーぶーの作る料理がひっそりグレードアップしていく、二巻以降コスチューム的な縛りをわざと設けるなど、あれこれ自分テーマに挑んでいったのも思い出深いです。別シリーズのブラッドサインでは特殊言語を丸々作って地球と異界の差異を設けておりますが、こちらでは特殊な生態系に軸足を置いています。とはいえ『地球からやってきた人間達が異世界にあるものを見て勝手に決めた名前』なので、あちこちちぐはぐにしているのもポイント。……無責任に足を踏み入れてくる『冒険者』ってそんなものだよね、とも思うのですが、皆様の印象はいかがでしょうか。







　イラストレーターの真ま早はやさんと担当の三み木きさん、小お野の寺でらさん、阿あ南なんさん、中なか島じまさん、岸きし上がみさん、見み寺てらさん、山やま本もとさんには感謝を。見た目が派手だろうという理由で挑んでみたファンタジーですが、蓋を開けてみればイラスト的な負担がハンパじゃないっ!!　正直に白状しますと、イラストがなければ読者さんも頭の中でイメージが難しかったキャラや【兵へい輝き】もかなりあったのでは、と推測しています。人間・人外・機械まで、何でもありのぶーぶーの世界を支えてくださり、本当にありがとうございました。一いち番ばん凄すさまじいのは、子豚時代のぶーぶーをちゃんと可愛かわいくまとめてもらった事だと思います。豚なのに。繰り返しますが豚なのに、これならベアトリーチェが一発で転んでも不思議じゃないという説得力のあるビジュアル。感服としか表現できません。

　そして読者の皆様にも感謝を。最強という単語の持つ魅力にやられてしまったシリーズでしたが、皆様にも改めて考えてみる機会になれましたらと。一つの方向に尖とがった最強は、どこかが歪ゆがんでいる。全方位死角なしにしてみても、弱点がない事が歪ゆがみとなる。不思議な魅力と危うさを備えた諸もろ刃はの剣つるぎにどっぷりと浸つかっていただければ、これ以上の事はありません。







　それでは、今回はこの辺りで。







　アビス登場巻で死んだのに。死んだはずなのに……すげえ暴れたなあ!!


鎌かま池ち和かず馬ま


















　ABYSS//本当に、全ての疑問は解消しましたか？

　ABYSS//この結末が、最良だと思われましたか？







鎌かま池ち和かず馬ま

元から物理最強のぶーぶーがさらにてっぺんを目指すとしたらどうするか。で、こんな感じになりました。しれっと花を愛でる心を持っていたり人の荷物を運んであげたりと、内面も隙のない子ではあるんですが。
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イラスト／真ま早はや

答えはNo!
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本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「鎌池和馬先生」係

「真早先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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最さい強きょうをこじらせたレベルカンスト剣つるぎ聖せい女じょベアトリーチェの弱じゃく点てん⑥




その名なは『ぶーぶー』








鎌かま池ち和かず馬ま
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(C)Kazuma Kamachi 2018





※2018年5月10日発行の電撃文庫『最強をこじらせたレベルカンスト剣聖女ベアトリーチェの弱点⑥　その名は『ぶーぶー』』初版に基づき制作
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